
 

 

現場説明書（技術的事項） 

 

工事名     一ツ樋ポンプ場上家新築工事    

 

１． 現場の状況 

・工事場所は、既設一ツ樋ポンプ場の隣地です。 

 ・一ツ樋ポンプ場は雨水排水施設であり、降雨に伴うポンプ稼働時以外は無人の施設です。 

 

２． 別途工事、業務 

・一ツ樋ポンプ場上家新築電気設備工事 

・一ツ樋ポンプ場上家新築機械設備工事 

・一ツ樋ポンプ場上家新築工事監理業務委託 

 

３． 留意事項 

①工事場所では、別途工事の建築機械設備工事、建築電気設備工事が施工されます。工事

にあたり施工計画、工程計画について、施工順序など近接する作業場として工事全般に

わたり、相互に協力・調整を図りながら、工事の施工に努めてください。 

 ②本工事受注者は、地元企業・地場製品の活用に努めてください。 

③現場代理人及び主任技術者については、契約約款、建設業法等に違反とならないよう適

切に配置し、当該工事の施工管理を行ってください。 

 ④本工事は建設リサイクル法対象工事には該当しませんが、特定建設資材の再資源化に

努めてください。 

 ⑤契約後、14 日以内に実施工程表を提出し、監督員の承諾を受けてください。 

⑥工事の施工上、官公署への手続きが必要な場合は、受注者の責任において速やかに行っ

てください。 

 ⑦工事で既存工作物等に損傷を与えないように対策を講じてください。 

 

４．その他 

 ①法定外の労災保険の付保について 

本工事は、法定外の労災保険を見込んでいる。 

②現場表示板について 

「第 20 回世界バラ会議福山大会 2025」が、2025 年（令和 7年）5月 18 日から 24 日まで

開催されます。大会の周知と機運醸成を図るため、現場標示板等へ大会ロゴを表示するこ

とについて、ご協力をお願いします。 



・使用するロゴは「第 20 回世界バラ会議福山大会 2025 ロゴ利用規程」に沿ったものと

し、下記【使用例】の指定（使用デザイン１又は使用デザイン２）のいずれかのデザイ

ンとする。 

・「第 20 回世界バラ会議福山大会 2025 ロゴ利用規程」に定められた利用に関する申請

等は発注者が行う。 

・大会ロゴの利用については、「世界バラ会議福山大会ロゴ利用に関する手引き」及び

「大会ロゴデザインガイド」を遵守すること。 

・大会ロゴの表示については任意事項とし、表示に必要な経費は工事費に計上しない。 

・大会ロゴの利用期限は、2025 年（令和 7年）5月 24 日とする。 

（デザインデータに関することは、福山市上下水道局経営管理部管財契約課へ問い合

わせてください。） 

 

 

③疑義が生じた場合は、監督員と協議すること。 
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建築工事特記仕様書１

一ツ樋ポンプ上家新築工事

構内既存の施設　　※利用できない　

作成方法　CAD（ＣＡＤデータの提出（※要　・不要））

※配置する　　・配置しない

ＡＬＣパネル工事

コンクリートブロック

１
　
一
般
共
通
事
項

５ 環境への配慮 化学物質を放散させる建築材料等

（１．４．１） 本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び性能を有すると共に、次の

１）から４）を満たすものとする

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定す

る「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する

２）接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する

３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しな

い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する

４）１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアルデヒド、

　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」の区分において，「規制対象外」とは次の①

又は②に該当する材料を指し，同区分「第三種」とは③又は④に該当する材料を指す。

ホルムアルデヒド放散量　規制対象外

①建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

　発散建築材料以外の材料

②建築基準法施行令第２０条の第７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００号）に基づき制定された

「広島県グリーン購入方針」に掲載されている品目については，他の特記事項及び図面表記の範囲内で，

環境負荷を低減できる材料を優先的に選定するよう努めるものとする

材料・機材等の品質及び性能６ 材料の品質等

（１．４．２） １）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を有

するものとする

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用す

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料の製造所の指定する工法とする。

を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出し

て承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合はこの限りではない

(１)品質及び性能に関する試験データが整備していること

(２)生産施設及び品質の管理が適切に行っていること

(３)安定的な供給が可能であること

(４)法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること

(５)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

(６)販売、保守等の営業体制が整えていること

５）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

床型枠用鋼製デッキプレート オーバーヘッドドア

鉄骨柱下無収縮モルタル 防水剤

無収縮グラウト材 現場発泡断熱材

乾式保護材 フリーアクセスフロア

既成調合モルタル 可動間仕切

ルーフドレン 移動間仕切

吸水調整材 トイレブース

アルミニウム製建具 煙突用成形ライニング材

鋼製建具 天井点検口

鋼製軽量建具 床点検口

ステンレス製建具 グレーチング

錠前類 屋上緑化システム

クローザ類 トップライト

自動扉機構 エポキシ樹脂

自閉式上吊り引戸機構 ポリマーセメントモルタル

重量シャッター 既成調合目地材

軽量シャッター 鋳鉄製ふた

７ 技能士 工事種目 技能検定職種 技能検定作業

（１．５．２） 仮設工事 とび ・とび作業

鉄筋工事 鉄筋施工 ・鉄筋組立作業

コンクリート工事 型枠施工

コンクリート圧送施工 ・コンクリート圧送工事作業

鉄骨工事 鉄工 ・構造物鉄工作業

とび ・とび作業

ブロック建築 ・コンクリートブロック工事作業

ＡＬＣパネル施工 ・ＡＬＣパネル工事作業

防水工事 防水施工 ・アスファルト防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法

防水工事作業

・ＦＲＰ防水工事作業

石工事 石材施工 ・石張り作業

タイル工事 タイル張り ・タイル張り作業

木工事 建築大工 ・大工工事作業

屋根及びとい工事 建築板金 ・内外装板金作業

金属工事 内装仕上施工 ・鋼製下地工事作業

建築板金 ・内外装板金作業

左官工事 左官 ・左官作業

建具工事 サッシ施工 ・ビル用サッシ施工作業

ガラス施工 ・ガラス工事作業

自動ドア施工 ・自動ドア施工作業

カーテンウォール工事 カーテンウォール施工 ・金属製カーテンウォール工事作業

サッシ施工 ・ビル用サッシ施工作業

ガラス施工 ・ガラス工事作業

塗装工事 塗装 ・建築塗装作業

内装工事 内装仕上施工 ・プラスチック系床仕上工事作業

・カーペット系床仕上作業

・ボード仕上工事作業

表装 ・壁装作業

排水工事 配管 ・建築配管作業

舗装工事 路面表示施工

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

植栽工事 造園 ・造園工事作業

８ 化学物質の濃度測定 １）図示した室のホルムアルデヒド、スチレン、トルエン、キシレン、エチルベンゼンの室内濃度を

（１．５．９） 　　測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督員に報告する

　　パッシブ型採取機器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う

①３０分間換気

測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を開放

し、３０分間換気する

②５時間閉鎖

①の後、測定対象室すべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、押し入れ

等の収納部分の扉は開放したままとする

③測定

イ　②の状態のままで測定する

ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、２４時間測定

が行えない場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が

測定時間帯の中央となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定する

ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする

④分析

測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する

⑤その他

監督員から測定方法に関する注意事項等の指示を受けること

２）木材の防腐・防蟻処理剤は、クロルピリホス、ダイアノジン及びフェノブカルブを含有しない

　　薬剤とし、加圧式防腐・防蟻処理等は工場で行い十分乾燥させた後現場に搬入する

３）保温材、断熱材、緩衝材については、ホルムアルデヒドを発散しないか発散が極めて少ないＦ

　　☆☆☆☆等級のものとする

４）塗料、壁紙、仕上塗材、合板、接着剤等で屋内に面するものについては、ホルムアルデヒドを

　　発散しないか、発散が極めて少ないＦ☆☆☆☆等級のものとする

５）屋内に面して用いる材料は，上記２）～４）に適合した上で、揮発性有機化合物の発散が無い

　　若しくは極めて少ないものを選択するように努め、１）の規定を満たすこと

工事写真等 下記のものを監督員に提出する。工事中写真の撮影は「営繕工事写真作成要領」によるものとする

（１）工程写真

工事の進捗に伴い工事全体状況及び主要工程の写真（カラー・サービス版）を期間別工事工程報告書

に添付するものとする

（２）工事中写真

水中又は地下に埋設される部分、その他完成後外部から検査・確認する事が出来なくなる部分、及び

その他監督員が指示する箇所は、Ａ４版写真台帳（カラー・サービス版）にまとめて完成検査日まで

に１部提出するものとする

（３）完成写真

【撮影箇所】建物外観各方向、主要箇所、主要室内その他監督員が指示する箇所

【規格・提出部数】※Ａ４版クリアファイル　　部　　・Ａ４版写真台帳　　部

（カラー・キャビネ版以上，表紙・背表紙に監督員の指示により工事名称等を印字すること）

【完成写真の撮影業者】・監督員の承諾する撮影業者

（４）その他の写真

隣接建物等に損傷のおそれがある場合は、施工前・施工後の写真（カラー・キャビネ版）を監督員の

指示により提出するものとする

（５）保管

工事写真のネガ・データは、受注者において工事完成後２年間保管すること

完成時の提出図書

（１．７．１～３）

１
　
一
般
共
通
事
項

設計ＧＬ ※図示による　・（　　　　）

２
　
仮
設
工
事

足場その他 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり（２．２．４）
先行専用足場方式により行う。

監督職員事務所 ※設ける　　　　　㎡　・設けない

（２．３．１） 現場に常備する備品等は、施工条件明示によるほか、監督員の指示を受けて設置する

工事用水

工事用電力

仮囲い等の安全施設 別紙設計図による

工事現場の表示 現場の見えやすい位置に，監督員が指示する次の表示板を設置する

※工事名等の表示板（900mm×600mm）　　・工事概要等の説明看板（900mm×600mm）

３
　
土
工
事

建設発生土の処理 ・構外指示の場所に処分　※場外搬出適切処理　・場内指示の場所に敷き均し　・場内指示の場所に堆積

（３．２．５） ・当該工事により発生する建設発生土は、次の公の関与する埋立地に搬出するものとする

搬出場所

※当該工事により発生する建設発生土は、「建設発生土処分先一覧表」に掲載されている施設のいず

　れかに搬出するものとする。また、搬出先として、運搬費と受入費（平日の受入費用）の合計が最

　も経済的になる建設発生土リサイクルプラント又は建設発生土受入れ地（一時堆積を含む）を見込

　んでいる。したがって、正当な理由がある場合を除き残土処分に要する費用は変更しない

　なお、工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により、上記の仕様に拠り難い場合は、監督

　員と協議するものとする

※任意仮設　（ただし、諸数値については監督員の指示を受けること）山留め

（３．３．１） ・指定仮設　（工法によっては，耐力確認試験を行うこと）

　存置範囲（・図示　・　　　　　　）

埋戻し及び盛土 埋戻し及び盛土の種別　　

・Ａ種　適用場所（　　　　）（３．２．３）

※Ｂ種　適用場所（　　　　）

・Ｃ種　

・リサイクルプラントが販売する処理土　適用場所（　　　　）

Ｄ種の場合は必要に応じて「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験

実施要領（案）」により、監督員と協議の上、六価クロム溶出試験を行う

・Ｄ種（細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。）適用場所（　　　）

※行う（回数及び時期については監督員の指示による）　　・行わない中間技術検査

枯死の場合年・活着

年・塗装（通常塗装の場合）

・ｱﾙﾐ・ｽﾃﾝﾚｽ・FRP年・プール本体

年・フローリング及び塗装

年

漏水の場合等年・瓦葺き

漏水の場合等年・折板葺き

漏水の場合等年・長尺金属板葺き

・塗膜防水

年・合成高分子ルーフィング防水

年・改質アスファルト防水

・アスファルト防水

次の工事について保証書を提出すること保証書

別紙様式による期間別工事工程報告書を毎月２回１部提出すること工程報告

　衛生責任者選任届出書」（任意様式）を提出すること

・労働安全衛生法第１５条に基づく統括安全衛生責任者を選任したときは、本契約後直ちに「統括安全

　について、同条第１項に規定する措置を講ずべき者として本工事現場代理人を指名する

・同一場所で別契約の関連工事が行われる場合は、労働安全衛生法第３０条第２項に基づき、当該工事施工中の安全確保

※自動閉鎖装置設置箇所の切り込み及び補強

※図示した壁、天井の仕上げ材、下地材切り込み及び下地補強

※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔

（施工範囲）設備工事との取り合い

（１．７．２）

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする施工図及び施工計画書

　　　ためのアンケート等が求められた場合、協力しなければならない

（４）受注者は、監督員又はサービス提供者から技術上の問題点の把握、利用にあたっての評価を行う

　　　う）との契約は、受注者が行い、利用料を支払うものとする

（３）監督員及び受注者が使用する情報共有システムのサービス提供者（以下「サービス提供者」とい

広島県工事中情報共有システム（http://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/asp/index.html）

（２）本工事で使用する情報共有システムは次とする

　　　ライン」に基づき実施すること

　　　有システムの対象である。なお、運用にあたっては「広島県工事中情報共有システム運用ガイドシステム

（１）本工事は、受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより、業務の効率化を図る情報共工事中情報共有

※提出を要する　　完成図書：１部

原図　.・普通紙　※ トレーシングペーパー　・ 不要

完成図　二つ折製本（・ A１版　　部　・A２版　　部　・ A３版　　部）

完成図は原則として原図にて修正を行い、施工図・保全に関する資料で必要なものの提出は監督員

の指示による

また、成果品提出の際には、ウイルス対策を実施したうえで提出すること

がある場合は監督員と協議の上、電子化の是非を決定する

記載がない項目については、原則として電子データを提出する義務はないが、「要領」の解釈に疑義

成果品については、「要領」に基づいて作成した電子成果品を電子媒体で提出する。「要領」で特に

う）」に基づいて作成されたものを指す

う。ここでいう電子データとは、「広島県電子納品実施要領【営繕工事編】最新版（以下、要領とい

電子納品とは、「調査、設計、工事などの各業務段階の最終結果を電子データで納品すること」をい

※電子納品対象工事とする電子納品

・型式台帳

提出すること。
　型式台帳は，監督員が指定する様式で作成する。建物で使用する部材、機器を記入し

１
　
一
般
共
通
事
項

９

④建築基準法施行令第２０条の第７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

４）本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製造業者等は、次の（１）～（６）の事項

なお，11　電子納品で対象工事である場合は、加えて電子成果品を　２部提出すること

完成図の種類（※全て　・　　　）

・溶解ペイントハンドマーカー工事作業

検査記録 杭地業工事、鉄筋工事、コンクリート工事、鉄骨工事については、次の内容を記載した検査記録を整備

すること

*工事完了通知書第４面及び照合方法が確実に行われていることを証明する書類（ＩＣＢＡ（建築行政

 センター）の「構造審査・検査の運用解説」第５章資料に示す「施工状況報告書等」に記載する内容）

耐荷重及び耐外力 外壁ＡＬＣパネル工事、外壁押出成形セメント板工事、合成高分子系ルーフィングシート防水工事（機

械的固定工法）、外壁石取付け（乾式工法）工事、屋根葺き（長尺金属板、折板、粘土瓦）工事、アル

風圧力

風速　　Ｖｏ＝　　　ｍ／ｓ

地表面粗度区分　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

・防水工事

・屋根工事

・防錆工事

・特殊床工事

・プール工事

・植栽工事

・足場の種別　　　　　・ 設置する（※枠組足場　・　　　　　　　）・ 設置しない

る場合は監督員の承諾を受ける。

構内既存の施設　　※利用できない　

準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

ミニウム製笠木工事、ガラスブロック積み工事において、施工計画書により工法を定める際の、建築基

・利用できる（※有償　・無償）

・利用できる（※有償　・無償）

・型枠工事作業

１

２

３

４

５

６

２

３

11

12

13

14

15

16

17

18

10

年

年

15

10

整地４ 建物周囲は真砂土厚100mm敷き込みのうえ，転圧整地のこと（　　ｍ範囲）

１

21

20

19

交通誘導員

※大型車両進入時　（　　）人／日　　・常時配置　（　　）人／日

・（　　　　　　　　）作業期間　（ 52 ）人／日

７

※完了検査用の仮設電源は、施工業者が手配すること。仮設電源８

※建築工事標準詳細図（最新版）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（以下「標準詳細図」という）

※建築構造設計基準及び同解説　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

※建設工事公衆災害防止対策要綱　　※建設副産物適正処理実施要領（広島県土木局制定）

※建築工事安全施工技術指針　　　　※再生資源利用促進実施要領（広島県土木局制定）

適用基準等

工事実績情報の登録

（１．１．４）

電気保安技術者

（１．３．３）

発生材の処理等

（１．３．11）

受注者は、受注時又は変更時において請負金額が５００万円以上の工事について、工事実績情報サービ

績データ」を作成し、監督員の確認を受けた後に登録機関に登録申請し、登録機関発行の「登録内容確

認書」を監督員に提出しなければならない。また、途中変更時の登録が必要な場合とは、工期の変更、

技術者の変更があった場合とする。

※適用する　　　・適用しない

ス（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき、受注、変更、竣工、訂正時に工事実績情報として「工事実

２

３

４

１
　
一
般
共
通
事
項

・引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

・再生資源化を図るもの

・上記以外　１．３．８（ｂ）（３）及び監督員との協議による。

　　福山市）が廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設（許可対象とならない中間処理施設にあっ

　　ては，廃棄物処理法に定められた基準に従った適正な施設）で処理すること。ただし、建設廃棄

　　物が破砕等（選別を含む）により有用物となった場合、その用途に応じて適切に処理すること。

　　（原則，県内処分）

２）本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は，前記（１）に掲げる施設のう

　　ち受入れ条件が合うものの中から、運搬費と受入れ費（平日の受入れ費用）の合計が最も経済的

　　になるものを見込んでいる。従って、正当な理由がある場合を除き、再資源化に要する費用（単

　　価）は変更しない。

３）本工事で発生する建設廃棄物のうち、広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物については、

　　広島県産業廃棄物埋立税が課税されるので適正に処理すること。なお、広島県産業廃棄物埋立税

　　は見込んでいる。

 ・コンクリート塊　・アスファルトコンクリート塊　・建設発生木材

１

１）本工事で発生した建設廃棄物は、広島県（環境県民局）及び保健所設置政令市等（広島市、呉市、

特記仕様書（構造関係）による

特記仕様書（構造関係）による

特記仕様書（構造関係）による

特記仕様書（構造関係）による

４
　
地
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事

５
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補強コンクリート１

ブロック造

（８．２．２）

（８．２．５）
※ 空洞ブロック-16　　 ・無　・有

・ ・無　・有

・無　・有・ 　

各部の配筋　　※図示　

 適用箇所 
ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

長さ 高さ(mm)
化粧の有無 備考

正味厚さ 断面形状及び圧縮強さ

による区分

ブロックの種類

備考保証年限材料名工事区分

特　　記　　事　　項項　　目

０
　
法
規
制

章

敷地の位置 ・都市計画区域内（・市街化区域　・市街化調整区域）　・都市計画区域外

防火地域　・防火　・準防火　・指定無し

１

・

（１）項目は番号に○印のついたものを適用する

（２）特記事項は○印のついたものを適用する

（３）項目に記載［　　］の内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　（　　）の内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等に

　ついて、監督員と協議すること。

２．特記仕様

・○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する

○印と　※ 印のついた場合は共に適用する

８．公衆災害防止措置

　　　ために必要な措置を執ること。
（２）上記について、「建設工事公衆災害防止対策要綱（平成５年１月１２日付け建設事務次
　　　官通達）」に基づき実施すること。

９．現状復旧
工事に際し隣接建築物等に損傷を与えた場合は、速やかに現状復旧を行うこと。

１０．主要資材
（１）この工事の施工に際し、やむを得ず工事の一部（主体的部分を除く）を第三者に請負わ
　　　せようとする場合は、原則として広島県内に主たる営業所・本店を有する業者に発注す
　　　るものとする。
（２）主要資材を購入しようとする場合は、極力広島県内に営業所・本店を有する業者に発注
　　　するものとし，予め購入先の名称・所在地及び資材名等を発注者に通知するものとする。
（３）当該工事に使用する砂については、海砂（県外産を含む）を使用しないこと。

Ⅱ．建築工事仕様

（１）工事に際し工事関係者以外の第三者の生命・身体及び財産の危害並びに迷惑を防止する

（２）受注者は完了検査（中間検査含む）には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料等（報告書等）を用意

　　　すること。

１．共通仕様

　　　図面、本特記仕様書及び標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事

７．調査協力について

（４）契約不適合責任期間…建設工事請負契約約款第５４条に定める期間内
（３）完成施設事後調査（第２次調査）…引渡後概ね１年目頃
（２）完成施設事後調査（第１次調査）…引渡後概ね６ヶ月後
（１）公共事業労務費調査…工事中に実施（調査票等の記入提出、発注者の調査実施への協力等）
すること。
　本工事は工事中及び竣工後、次の調査を行うため、発注者より連絡があれば対応

６．別途工事　：　一ツ樋ポンプ場上家新築電気設備工事、一ツ樋ポンプ場上家新築機械設備工事

５．工事種目　：　新築

Ⅰ．工　事　概　要 仕　様　書

（５）材料及び製造所等の記載は順不同である

１．工事名称　：　一ツ樋ポンプ場上家新築工事

４．構造規模　：　鉄筋コンクリート造　２階建

用途地域　（　工業地域　）

その他の区域，地域，地区，街区　（　景観計画区域　）

32

積雪荷重　平成12年5月31日　建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　）
福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

－

３．敷地面積　：　2,924.44 ㎡

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築

　　　工事編）令和４年版［令和４年５月１０日最終改定］」（以下「標準仕様書」という。）による。

　　  標準仕様書（建築工事編）令和４年版［令和４年５月１０日最終改定］」（以下「改修標準仕様書」という。）による。

２．工事場所　：　福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

A-01/48

（８．３．２）



　 種石の   種石の 　寸法
　形状 仕上げ面 表面仕上げ 　備考

    種類　 施工箇所  大きさ(mm) 　(mm)

※大理石 ※1.5～12 ・平もの ・片面 

・・花こう岩 ・役もの ・両面 

※大理石 ※1.5～12 ・平もの ・片面 

・・花こう岩 ・役もの ・両面 

　寸法 　厚さ
　 施工箇所 　品質  石材の種類 　　形状 表面仕上げ 　 備考

　(mm) 　(mm)

※正方形に
・1等品

近い矩形
・2等品

・

※正方形に
・1等品

近い矩形
・2等品

・

１ 施　工 石材の割付け　※標仕10.1.3(a)(1)、(2)による　 ・図示　・　　

石
工
事

（１０．１．３，５） 粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ　　　　・図示　・　

屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ　　　・行う（適用場所　・すべて　・　　　　　）

                                              ・行わない 

１０

種類

ルーフィングシートの種類及び厚さ

※標準仕様書表 9.4.1、表

固定金具の材質及び寸法形状　

※厚さ０．４mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板及びそれらの片面又は両面に樹脂を積層加工

し た 鋼 板 　

PC コンクリート部材下地及び

・行う（・図示　　・　　　　　　　　）　・行わない

PC コンクリート部材の入隅部の増張り（種別 )

　・行う（・図示　　・　　　　　　　　）　・行わない

ALC パネル下地の入隅部の増張り（種別S-C1の場合)

・行う（・図示　　・　　　　　　　　）　・行わない

　

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

1.3　1建築基準法に基づき定まる風圧力の（ 1.15 ）倍の風圧力に対応した工法

防水の適用

高日射反射率

シーリング

(9.7.2)(表 9.7.1)

下表以外は、標準仕様書表 9.7.1による

ただし、外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に、カーテンウォールの場合のシーリングは

１７章による

７

9.4.2 に よ る 　9.4.3及び表

の場合の目地処理S-C1パネル下地で種別ALC

の場合S-C1SI-F1、 、S-F1

・製造所の指定による

・製造所の指定による

・製造所の指定による

・製造所の指定による

・Ｘ－１

・Ｘ－２

・Ｙ－１

・Ｙ－２ ※屋内防水

※地下外壁防水　

仕上げ塗料

使用量
保護層施工箇所種別

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

打継目地

建具廻り MS-2

屋内防水で平場を保護コンクリート仕上げとする場合の厚さ　

合成高分子系ルー

フィングシート防水

（９．４．２～４）

（表９．４．１～２）

３ １０

石
工
事

　 種石の   種石の
　 施工箇所 寸法による区分 表面仕上げ 　　　　備考

    種類  大きさ(mm)

※大理石 ・300型※1.5～12
・花こう岩 ・400型・

※大理石 ・300型※1.5～12
・花こう岩 ・400型・

　※石材施工業者の指定する製品　・ 

取り付用モルタル、既調合の目地モルタル、石裏面処理材、裏打ち処理材 

床石張りの裏面処理　　・適用する　・適用しない

階段張りの裏面処理　　・適用する　・適用しない

目地　　　　　一般目地　目地幅(mm)　・図示　　

　　　　　　　　　      シーリング材　・適用する　・適用しない

　　　　　　　伸縮調整目地　位置　※床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6m程度ごと

　　　　　　　　　　　　　　　　　・図示 

笠木、甲板等の石張り

(10.2.2)(10.7.1、2)

アーチ、上げ裏等の

石張り

取付け金物　※標準仕様書10.2.2(c)による　・ 

　引金物、だぼ、かすがい及び受金物　※標準仕様書10.2.2(a)による　・ 

            ・設けない 

                              　   　　　　         吊りボルト　※ステンレス(SUS304)M10化粧ナット付き　・　

　　　　　　・設ける　吊金物　※ステンレス(SUS304)径6mm長さ80mm（加工物）

　吊金物及び化粧吊りボルト 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び他部材との取り合う箇所

石裏面処理　　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　・適用しない

アンカーの材質及び径　・SS400 M12　・ステンレス(SUS304) M10　

あと施工アンカーの材質及び寸法　（　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　伸縮調整目地　位置　※他の部位との取合い部　・図示

目地　　　　　一般目地　    目地幅(mm)　※6以上　

　　　　　　　シーリング材の目地寸法　※標準仕様書9.7.3(a)(3)による　・図示　

　　　　　　　　シーリング材の目地寸法　※標準仕様書9.7.3(a)(3)による　・図示

　ファスナー　※標準仕様書10.2.2(b)のスライド方式に準ずる　

取付け金物　※標準仕様書10.2.2(c)による　・ 

乾式工法の場合の取付け代　※標準仕様書10.5.3(b)による　・ 

石裏の補強用モルタル　・適用する　・適用しない 

ファスナー　※標準仕様書10.2.2(b)のスライド方式に準ずる　

石裏面処理　　・適用する　・適用しない

  引金物、だぼ、かすがい及び受金物　※標準仕様書10.2.2(a)による　・ 

取付け工法　・外壁湿式工法　・乾式工法 

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　） 

７

８

取付け方式　　・スライド方式　　・ロッキング方式

石裏面処理　　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　・適用しない

だぼ用の穴の位置　※標準仕様書10.5.2(b)(1)による　・図示

外壁の工法 

     建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 　

　　 ※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した

工法）                 

     ・適用しない 

アンカーの材質及び形状　※ステンレス（SUS304）　M10　　

あと施工アンカーの材質及び寸法　（　　　　　　　　　　　　　）

目地　目地幅(mm)　※8以上　・ 

シーリング材　・適用する（※標準仕様書9章7節による　・図示） 　・適用しない 

受金物　　　 材質　※SS400　　

　　　　　　　形状及び寸法　 　・L-75×75×6(mm)の加工　L=100mm

　　　　　　　　　　　　　　　 ・L-75×75×6(mm)の加工　L=150mm

　　　　　　　　　　　　　　　 ・　

石裏面処理　　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　・適用しない

下地ごしらえ　※ あと施工アンカー,横筋横流し工法　　・あと施工アンカー工法

アンカーの材質及び径　※SS400　M12  ・　

あと施工アンカーの材質及び寸法　（　　　　　　　　　　　　　）

目地　　　　　一般目地　    目地幅(mm)　※6以上　

　　　　　　　　　          シーリング材　・適用する　・適用しない

　　　　　　　伸縮調整目地　位置　※6mごと　・図示

　　　　　　　　            シーリング材の目地寸法　※標準仕様書9.7.3(a)(3)による　

　　　　　　　　                                    ・図示

　　　　　　　伸縮調整目地　位置　※標準仕様書11.1.1による　・図示

　　　　　　　　            シーリング材の目地寸法　※標準仕様書9.7.3(a)(3)による    ・図示

目地　　　　　一般目地　    目地幅(mm)　※6以上　

　　　　　　　　　          シーリング材　・適用する　・適用しない

アンカーの材質及び径　※SS400　M12　・　

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　 
ドレインパイプの材質　・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

石裏面処理　　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　・適用しない

下地ごしらえ　※流し筋工法  ・あと施工アンカー工法  

　　　　　　　　　  　　 　　　　　　　　　　　  　　 　　　　　　　　　　　  　　 　　　　　　　　　　　  　　 　　

　　　　　　　　　  　　 　　・あと施工アンカー,横筋横流し工法

　　　　　　　　　  　　 　　・あと施工アンカー横筋流し工法

受金物　　　 材質　※SS400　　

　　　　　　　形状及び寸法　 　・L-75×75×6(mm)の加工　L=100mm

　　　　　　　　　　　　　　　 ・L-75×75×6(mm)の加工　L=150mm

３ 外壁湿式工法

(10.2.2、3)

(10.3.2、3)

内壁空積工法

 (10.2.2)

(10.4.2、3)

４

乾式工法

 (10.2.2)(10.5.2、3)

(表10.2.4)

５

床及び階段の石張り

(10.6.2、3)

６

高日射反射率

防水の適用

・・Ｄ－１

・・Ｄ－２

・・Ｄ－３

※製造所の指定 ※製造所の指定 ・・Ｄ－４

　による 　による・ＤＩ－１

・ ・

・ＤＩ－２

種別 施工箇所 種別 施工箇所

・Ｅ－２・Ｅ－１

保護層　　・設ける（図示）

・ＡＳＩ－Ｊ１

・

・

・

・

・

・・

・

・

・設ける

（改質アス

ファルト

製造所の

仕様による）

・設けない

・製造

所
の指定
による

・製造

所
の指定
による

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　　

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　　

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　　

押え金物

　※改質アスファルト製造所の仕様による

使用量種類

断熱材２種１号若しくは２号で透湿係数を

除く規格に適合するもの又はJIS A 9511

によるＡ種硬質ウレタンフォーム保温材

の保温板2種1号若しく又は2号で透湿係

数を除く規格に適合するもの

※JIS A 9521による硬質ウレタンフォーム

立上りコンクリート打放し仕上げ

　※標準仕様書表6.2.4[打放し仕上げ種別]のB種　

押え金物の材質及び形状寸法

　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　

防水層の下地のモルタル塗り

　・　適用する　（施工範囲　※図示　・　　　　　）

　・　適用しない

屋上排水溝　※図示　

高日射反射率

防水の適用
断熱材施工箇所種別 防湿層

種類 使用量

※JIS A 9521による硬質ウレタン

フォーム断熱材２種１号若しくは

２号で透湿係数を除く規格に適合

するもの又はJIS A 9511による

Ａ種硬質ウレタフォーム保温材の

保温板2種1号若しくは2号で透湿

係数を除く規格に適合するもの・　

厚さ※25mm　・　

仕上げ塗料

※乾式保護材

・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

断熱材は、原則としてグリーン購入法における特定調達品目を使用すること

材質　　※押出法ポリスチレンフォーム３種ｂスキン層付（ＪＩＳ　Ａ９５１１）

※ＪＩＳ A 9521による押出法

ポリスチレンフォーム断熱材３

種ｂＡ（スキン層付き）又はJIS

A 9511によるＡ種押出法ポリ

スチレンフォーム保温材の保

温板３種ｂ（スキンあり）

※厚さ　・25mm　・50mm　・　30mm

種別 施工箇所 断熱材 絶縁用シート 立上り部の保護

※ポリスチレンフィルム

厚さ　0.15ｍｍ以上

・　

※フラットヤーンクロス

　　　70ｇ／㎡程度

・　

・Ａ－２

・Ａ－３

・Ｂ－１

・Ｂ－２

・Ｂ－３

・ＡＩ－１

・ＡＩ－２

・ＡＩ－３

・ＢＩ－１

・ＢＩ－２

・ＢＩ－３

・Ａ－１

アスファルト防水 アスファルトの種類　３種

（９．２．２～５） 防水層の下地のモルタル塗り　　・適用する（施工範囲　・図示　　・　　　　　　　　　　　　　　）

る剛性）

荷重720Nの時、たわみ4mm以下とな

80,000N・cm2以上

剛性(E×I)

下

の最大変形量4/100以

1/100以下かつ加圧時

いこと。残留変形量

面に達する穴があかな達する穴があかないこと。

点部に落としたとき、裏体の弱点部に落としたとき、裏面に

さ1.0mから試験体の弱1,000g）のおもりを高さ1.0mから試験

質量500gのおもりを高質量500g（窯業系パネルⅠ類は耐衝撃性能

後、著しい割れや剥離がなく、外観上異常がないこと

曲げ強さ、曲げモーメントの凍結融解完了時の試験サイクル耐凍結融解性能

表面材は不燃不燃不燃難燃性

0.01以下0.07以下0.07以下吸水による長さ変化率(％)

1以下20以下20以下吸水率（％）

モーメント）
サイクル数） 

位幅1cmあたりの曲げ
了時 （試験 400以上 (300) 

（スパン50cmにおける単
凍結融解完

(N・cm)

300以上450以上550以上標準時

出荷時において10％以下出荷時の含水率

厚さ：+10％、-5％、幅：±1％寸法の許容差

幅(mm)
寸法(mm)

厚さ(mm)

Ⅱ類(一般地仕様)Ⅰ類(寒冷地仕様)

（スパン40cm幅30cmの中央曲げ時に

曲げ強さ・曲げﾓｰﾒﾝﾄ

分類・規格
・窯業系パネル ・窯業系パネル

・金属複合板

－

－ －

320以上 (200) 250以上 (300) 

・Ｓ－Ｆ１

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ３

・ＳＩ－Ｆ１

・ＳＩ－Ｆ２

・ＳＩ－Ｍ１

・ＳＩ－Ｍ２

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ｓ－Ｍ２及びＳＩ－Ｍ２の立上り部の工法　・接着工法　・機械的固定法

種類 使用量
断熱材 施工箇所種別

絶縁用シート

の材種

仕上げ塗料

屋根保護防水

屋根露出防水

屋内防水

防水層の種別

防水層の種別

屋内防水

防水層の種類

天然石

テラゾブロック

テラゾタイル

９ １

防
水
工
事

屋根保護防水断熱工法の断熱材（オゾン層破壊物質を含まないもの。また、長期的に断熱性能を保持しつつ、

可能な限り地球温暖化係数の小さい物質が使用されていること）

９ ９

防
水
工
事

防
水
工
事

（品質・性能） 防水層の種類

（

う。試験体の支持装置は、記号S２対辺単純支持方法による。

（７）耐衝撃性能試験は、JIS A 1408「建築用ボード類の曲げ及び衝撃試験方法」の衝撃性試験に準じて行

行う約3時間を1サイクルとする。

100、200、300各サイクル完了時の曲げ強度測定及び外観の状態を観察する。（窯業系パネルⅡ類は

（６）耐凍結融解性能試験は、JIS A 5422「窯業系サイディング」の気中凍結水中融解法によって行う｡

吸水による長さ変化率

さ（Ｌ2）を測る。

24時間経過した後、試験片を水中から取り出して湿布で表面に付着した水を拭き取り､再び標線間の長

の水中に浸せきする。

る。次に試験片の長さ方向を水平にこば立てし、その上端が水平下約30mmとなるように保持して、常温

れ、常温まで冷却する。次に、試験片の標線間隔が140mmになるように標線を刻む。

シウム又は JIS K 1464「工業用乾燥剤」に規定する品質に適合するシリカゲルで調湿したデシケータに入

（４）難燃性試験は、JIS  A 1321「建築物の内装材料及び工法の難燃性試験方法」に準じて行う。

（３）吸水率試験は、JIS A 5430「繊維強化セメント板」に準じて行う。

亘って測定する。（窯業系パネルⅡ類は200サイクルまでとする。）

とする。測定項目については、凍結融解試験前、同試験100、200、300サイクル完了後の合計4項目に

（２）曲げ強度試験は、JIS A 1408「建築用ボード類の曲げ及び衝撃試験方法」による。試験体は3号試験体

求めてパネルの厚さとする。

（厚さ）供試体の周辺から20mm以上内側の四隅を0.05mmまで測定できる測定器で測り、4点の平均値を

（１）寸法の測定方法

（試験方法）

Δ

　　　Ｌ1：乾燥時の標線間の長さ（mm）　　　　　　Ｌ2  ：吸水時の標線間の長さ（mm）

Ｌ ：吸水による長さ変化率（％）Δ

200サイクルまでとする。）-20±

試験体の大きさは、4号（長さ400mm，幅300mm）とする。おもりは記号（Ｗ１－1000又はＷ2　－500）とする。

その後、1/150mm以上の精度をもつコンパレータを用いて標線間の長さを測定し、それを基準（Ｌ1）とす

（５）吸水による長さ変化率試験は、試験体(幅４０mm×長さ１６０mm×素材厚さ)を乾燥機に入れ、その温度

を６０±３℃に保ち24時間経過した後取り出してJIS  K 8123「塩化ｶﾙｼｳﾑ（試薬）」に規定する塩化カル

３℃の気中で約2時間の凍結、２０±３℃の水中で約1時間の融解を

＝ （Ｌ2 － Ｌ1）/ Ｌ１×100)（ΔＬ

Ｌ)は、次式によって求める。

金属複合板の残留変形量は、最大くぼみ深さを測定する。

種別 施工箇所 断熱材
仕上げ塗料

厚さ ※25㎜　　・　　

改質アスファルト

シート防水

（９．３．２～３）

２

・ＡＳ－Ｔ１

・ＡＳ－Ｔ２

・ＡＳ－Ｊ１

・ＡＳ－Ｔ３

・ＡＳ－Ｔ４

・ＡＳ－Ｊ12

・ＡＳＩ－Ｔ１

高日射反射率

防水の適用

・製造所の ・製造所の

指定による 指定による

・製造所の

指定による

・製造所の

指定による

※標準仕様書9.4.2

(c)（3）（2）による

厚さ ※25㎜

・製造所の ・製造所の

指定による 指定による

・製造所の

指定による

・製造所の

指定による

※標準仕様書9.4.2

(c)（3）（1）による

※発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ 厚さ ※25㎜

種別 施工箇所

保護層

平場のモルタル塗り

塗り厚さ ・床塗り工法 ・下地モルタル塗り

立ち上り部の保護モ

ルタルの塗り厚さ

・S-C1 ・ ・

※標準仕様書

15.2.5(b)(2)及

び(3)に準ずるに準ずる

15.2.5（c）（1）

※標準仕様書 ※7mm以下

４ 塗膜防水

（９．５．３）

（表９．５．１～２）

種別 施工箇所

※ C - U I ※ C - U P

種別 施工箇所

X-1

種類・設置数量

・

・

・

 D-1 D-2 D-3 D-4 

 DI-1 DI-2 AS-T3 AS-T4  

 AS-J2 ASI-T1 ASI-J1 

S-M1 S-M2 S-M3

SI-M1 SI-M2

 ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の仕様による

 ※防水層の主材料の製造所の仕様による

 ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ類製造所の仕様による

種別

５ ケイ酸質系塗布防水

６ 脱気装置

(9.2.3)(9.3.3)(9.5.3)

（９．５．１～３）

（表９．６．１～２）

２ 石材等

 (10.2.1、3)

（表 10.2.1、2）

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

工事名称 一ツ樋ポンプ場上家新築工事

工事場所

図面番号 縮 尺

設計年月 2025年 1月

建築工事特記仕様書２

外壁パネルの工法

   建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 　

　 ※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法）

   ・適用しない 

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅(mm)　※15　・ 

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分を考慮した強

度を確認のうえ、施工計画書を提出する。

パネルの相互の目地幅(mm)　※長辺８，短辺15

外壁，屋根パネルの工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

外壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部、並びにパネルと他部材との取り合い部の

目地幅（mm） 　・ 20　　・　

パネル幅の最小限度を300㎜未満とする場合

伸縮目地への耐火目地材の充填　・適用する　・適用しない

コンクリートブロック

帳壁及び塀

 (8.3.2、3)

600
・A 種

・B 種

・B 種

・C 種

２

ALCパネル

 (8.4.2～5)

３

押出成形セメント板

(8.5.2～5)

４

８
　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

・

・

・

・

・

・

・

・

短辺

長辺

短辺

長辺

構法の種別パネルの区分
単位荷重  厚さ  長さ

耐火性能
加工

表面

(mm)(mm)（N/㎡）

・外壁パネル

・間仕切壁パネル

・屋根パネル

・床パネル

・100

・

・100

・

・100

・

・100

・

・有（１）時間 

・無 

・有（　）時間 

・無 

　有（１）時間

　有（0.5）時間

・意匠

・平

・平

・意匠

平

・ A種 ・ B種

・ C種 ・ D種 ・ E種

   F種

 断面形状及び圧縮強さ (表8.3.1)以外
による区分 の適用箇所 

ブロックの種類

各部の配筋　　※図示　

備考化粧の有無

・無　・有

・無　・有

・無　・有

・無　・有

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm) 正味厚さ

(mm) 長さ 高さ

・ 空洞ブロック-08　　

・ 空洞ブロック-16　　

・ 型枠状ブロック-20

備考工法の種別幅(mm）厚さ(mm）表面形状パネルの種類

・外壁パネル

・間仕切壁パネル

・Ｆ(ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ）

・Ｄ(ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ）

・Ｔ(ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ）

・Ｆ(ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ）

・Ｄ(ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ）

・Ｔ(ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ）

・50 ・60 

・50 ・60 

　60 

・50 ・60

・50 ・60 

　60 

パネル開口の限度 開口の大きさ 切断後のパネルの残り部分の幅

・開口

・切り欠き

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

－

PU-2

厚さ　　※２５㎜　・　　　㎜

　金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの。

　たもの。

　窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレーブ養生し

・　乾式保護材

　床タイル張り　※水下　60mm以上　　

　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　　

平場の保護コンクリートの厚さ

　※標準仕様書表9.2.5から表9.2.6による　

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　※標準仕様書表9.2.3から表9.2.6による　

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　　　　押え金物：L-30x15x2.0

風道屋根

シーリング材の目地寸法　※標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による　・ 

A-02/48

３０

１５

図示



野縁等の種類

　屋外（※ 25 形　・ 19 形）　屋内（※ 19 形　・ 25 形）

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

工法 

軽量鉄骨天井下地

(14.4.2～4)(表14.4.1)

４

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び積雪荷重に対応した工法

     野縁の間隔　・図示　・  

     周辺部の端からの間隔　・図示　・ 

     野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　・図示　・ 

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合 

  補強方法　※図示　・  

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合 

・天井のふところが3.0mを超える場合 

　補強方法　※図示　・ 

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

　補強箇所　・図示　・ 　

　補強方法　※図示　・ 

スタッド、ランナーの種類 

　※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類 　・図示 

スタッドの高さが５.０ｍを超える場合　　※図示　　

軽量鉄骨壁下地

(14.5.3)(表 14.5.1)

５

鉄鋼の亜鉛めっき

(14.2.3)(表 14.2.2)

３

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｆ種

・Ｅ種

・Ｄ種

・Ａ種

亜鉛めっき面の試験　　※行う（付着量試験）　　・行わない

アルミニウム及び

アルミニウム合金の

表面処理

（１４．２．２）

２

※AA 1 5　

※A A 1 5　

※ Ｂ 　

※ Ｂ 　

※A A 6　

※A A 6　

種別
施工箇所

（成形板、笠木、建具以外）

皮膜又は複合

皮膜の種類

(14.2.2)(表 14.2.1)

１

（１４．２．１）

ステンレス表面の

仕上げ 種類

※ ＨＬ程度

・ 鏡面仕上げ

・ №2B 程度

施工箇所（手すり、タラップ、建具以外）

　　　　　　・配管用鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管（カラー）　といの材種　

ロックウール保温筒及びビーズ法ポリスイレンフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）　・　

鋼管製といの防露巻き ・適用する（工法：※標準仕様書表13.5.5による　・　　　　　） 

　　　　　　　　　　 ・適用しない 

・ろく屋根用（・縦型　・横型）

・バルコニー用

・バルコニー中継用

施工箇所

工法 

瓦桟木の留付け工法　　※図示　・ 

棟の工法　　※標準仕様書13.4.3(d)(1)～(3)による　・ 

     建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び積雪荷重に対応した工法

瓦桟木　材質　※杉又はひのき　　　・ 　　　　

        寸法　※幅21×高さ15(mm)　・　　

棟補強用心材　材質　※杉又はひのき　　　・ 　　　　　　　

              寸法　※幅40×高さ30(mm)　・ 

工法 

  　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び積雪荷重に対応した工法 　

材料　板及びコイルの種類（　　　　　　　　　） 　　　

      塗膜の耐久性、めっき付着量等の種類及び記号（　　　　　　　　　） 

断熱材　・有り（種別：　　　　　　　　　厚さ(mm)：　　　防火性能：　分）

　　　　・無し 

３ 粘土瓦葺

４ とい

(13.5.2、3)

(表 13.5.5)

(13.4.2、3)

屋根葺き工法については，建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法を施工計

画として提出する

下葺材料　　・アスファルトルーフィング 940　

            ・ 改質アスファルトルーフィング下葺材

            　(・一般ﾀｲﾌﾟ・複層材ﾀｲﾌﾟ・粘着層付ﾀｲﾌﾟ）

工法 

  建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び積雪荷重に対応した工法 　

雪止め　・設置する（図示）

１ 長尺金属板葺

(13.2.2、3)

１３

屋
根
及
び
と
い
工
事

１４

金
属
工
事

 化粧薄板 　寸法 見付け材 化粧薄板　 芯材
施工箇所 の厚さ(mm)面の品質　(mm)  の樹種 　の樹種

※15％以下

※１等　　・２等

※１等　　・２等

※１等　　・２等

 化粧薄板 　 芯材 化粧薄板
  の樹種 　の樹種

※１等　　・２等

化粧薄板
の厚さ(mm)

※１等　　・２等

※15％以下

 化粧薄板 化粧薄板
施工箇所

　(mm)  の樹種

※15％以下

寸法
(mm)

化粧薄板芯材

の厚さ(mm)(mm)
寸法

寸法
(mm)

施工箇所 化粧薄板の樹種

化粧薄板芯材

見付け材面の品質

見付け材面の品質

見付け材面の品質
寸法
(mm)

 樹種施工箇所

施工箇所

芯材
の樹種

　寸法

有効断面

 係数比

※12 ※2級以上

・1級

※１類

・特類

※C-D以上

※5.5 ※1類

・2類

広葉樹

※2等以上 ・1等

針葉樹

※C-D以上

・適用する

・適用しない

(        )

・適用しない

・適用する ・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

接着剤に含まれる可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く。）が添付されていないものとする。

・防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材　

　　　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

　　保存処理性能区分                適用部位

・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４

・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４

・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

     適用部位                           処理の方法

※標準仕様書12.3.1（3）（ⅱ）①～④による

・ボード原料接着材への薬剤混入による防腐、防蟻処理 　　

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

クロルピリホスを含有しない薬剤とし，監督員の承諾を受けたものとする。８ 表面処理用木材保存

（防腐・防蟻処理）剤

９ 含水率試験 ※行う　　・行わない

※使用できる（監督員の承諾による）　　・使用できない代用樹種10

 防虫処理
 含水率
※14%以下

 防虫処理

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

厚さ
(mm)

厚さ
(mm)

施工箇所

施工箇所 表面の品質

表面の化粧加工

・無し（等級：　　　　　　）

・有り（加工　・天然木加工・塗装加工）

・有り

・無し（　　　　　　　　　　）

(加工・天然木加工・塗装加工)

      に規定する方法で24時間の吸水量を求める。試験体数は3個とし、その平均値とする。 

（６）吸水量 （３）で調整した試料を用いてJIS A 1404「建築用セメント防水剤の試験方法」10.

（５）長さ変化率 （２）で調整した試料を用いてJIS A 1171の7.6長さ変化率試験に従って行う。 

      法」の6.3に規定する方法で求める。  

（４）単位容積質量 （２）で練り混ぜた試料を、JIS A 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方

保水率を求める。 保水率（％）＝50／平均値×100 注）50：リング型わくの内径（㎜） 

      さをノギスを用いて１㎜まで測定する。 試験は3回実施し、その平均値を用いて次式により

      10分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた方向とこれに直角な方向の長

      型わく上部にガラス板を当て上下を逆さにし、ろ紙部分が上部になるようにして静置する。

      さ3㎜）を設置し、２）で練り混ぜた試料を金べらで平滑に詰め込む。その後、直ちにリング

      ろ紙（直径18.5ｃｍ）をのせ、その中央部に真鍮製リング型わく（内径50㎜、高さ10㎜、厚

      ス（縦200㎜、横200㎜、厚さ5㎜）の上にJIS P 3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 A

（３）保水性（ろ紙法） JIS R 3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定する磨き板ガラ

入し3分間練り混ぜて試料とする。 

      定する練り混ぜ機を使用し、練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投

      混ぜ水を計算して用意する。 練り混ぜは、JIS R 5201「セメントの物理試験方法」10.1に規

      料に相当する量を計算して用意し、さらに標準加水量より用意した材料に相当する量の練り

      験に使用する材料、器具などを、予め24時間以上標準状態に置いた後使用する。 

（１）試験の条件 試験室は、温度20±2℃、湿度65±5% RHの標準状態とする。また、試

（試験方法） 

（２）試料の調整 正味質量と標準練り上がり量より、1.0～1.2Lの試料を練り上げるのに要する材

表面仕上げ

（１２．１．４）

１

見本焼き　・行う　・行わない 

試験張り　・行う　・行わない 

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

※A種　・B種　・　

※A種　・B種　・　

※A種　・B種　・　

耐滑り性

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　※ＭＣＲ工法 ・目荒し工法（高圧洗浄）・　

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・行う　・行わない 

見本焼き　・行う　・行わない 

接着剤のホルムアルデヒド放散量　  ※ 規制対象外　 

外装タイル接着剤張りにおける目地のシーリング材

　打継ぎ目地　※ポリウレタン系シーリング材　

　ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系シーリング材　

　伸縮調整目地　※変成シリコーン系シーリング材　

　その他の目地　※変成シリコーン系シーリング材　

１２

木
工
事

１１

タ
イ
ル
工
事

１２

木
工
事

備考

タイルの形状、寸法等

耐滑り性 備考

接着剤による

陶磁器質タイル張り

３

（１１．３．２～８）

タイルの形状、寸法等

（１１．４．２～５）

先付け

陶磁器質タイル型枠４

タイル型枠先付けの種類

種　　類 適用タイル タイル型枠先付け面のせき板の種別

・タイルシート法

・目地桝法

・桟木法

・小口タイル

・二丁掛けタイル

　大形タイル ・

※ 標準仕様書6.8.3(b)(2)

・金属製タイル先付け用パネル

表面仕上げの種別 施工箇所

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

・「製材の日本農林規格」以外の製材

・代用樹種を使用できない箇所（　　　　　　　　　　　　　　）

製　　材

（１２．２．１）

（１２．４．１）

（１２．５．１）

（１２．６．１）

（１２．７．１）

２

施工箇所

施工箇所

施工箇所

樹　種

樹　種

樹　種 寸法（㎜）

寸法（㎜）

寸法（㎜） 等級

等級

形状

形状

形状等級

含水率

含水率

含水率

間伐材等の

適用

間伐材等の

適用

間伐材等の

適用

※２級

※２級

※２級

※A種　・B種　・　

※A種　・B種　・　

※A種　・B種　・　

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※１等

※１等

※１等

※小節以上

※上小節見え掛り面

見え掛り面以外

※10％以下

・A種　・B種

・A種　・B種

※10％以下

・A種　・B種

※10％以下

施工箇所 樹　種 寸法（㎜） 材面の品質 防虫処理 難燃処理 含水率
適用

間伐材等の

（　　　　　　）

（※A種  ・B種）

造作材の場合
・適用しない

・適用する  

・適用しない

・適用する  ※Ａ種

・Ｂ種

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱

「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

・普通合板

・構造用合板

・パーティクルボード

・構造用パネル

施工箇所 樹種 見付け材面の品質
間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）

ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）

ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）

ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）

７ 防腐・防蟻処理

（１２．３．１，２）

６

（１２．２．２，３）

床張り用合板等
（１２．２．１）

５

造作用単板積層材
（１２．２．１）

４

造作用集成材３
（１２．２．１）

の厚さ(mm)
見付け材
面の品質

含水率

含水率

含水率

防炎処理難燃処理 防虫処理板面の品質
接着
の程度の樹種名

表板
施工箇所

厚さ
(mm)

施工箇所 厚さ
(mm)

等級
表板

の樹種名
接着
の程度 板面の品質 防虫処理 強度等級

施工箇所 表裏面の状態厚さ
(mm) による区分

曲げ強さ
による区分

接着剤
による区分 による区分

難燃性

※P又はM※13タイプ※15

等級

・１級　　・２級　　・３級　　・４級

厚さ
(mm)施工箇所

接着剤

施工箇所 板及びｺｲﾙの種類 屋根葺形式 備考
めっき付着量等の種類及び記号

塗膜の耐久性、 厚さ

(mm)

※JIS G 3322の

  屋根用ｺｲﾙ  

・

・心木なし瓦棒葺

・立平葺 ・蟻掛葺

・横葺

２ 折板葺

(13.3.2、3) 施工箇所 形式

山ﾋﾟｯﾁ山高

山高、山ﾋﾟｯﾁ

による区分 軒先面戸板
耐火

性能る区分

材料によ

る区分

耐力によ 厚さ

(mm)

・重ね形 

・はぜ締め形

・かん合形 

・

※鋼板製 

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

  合金板製 

(   )種
・有り

・無し

・30分

・無し

施工箇所

種類

製法に

よる区分

形状に

よる区分

寸法に

よる区分

大きさ 産地 雪止め瓦役物瓦の種類

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

ルーフドレン 

種別

皮膜の品質試験　　　　　　・行う　　※行わない（試験成績表の提出）

陽極酸化皮膜の着色方法　　※二次電解着色　　・三次電解着色

種　別表面処理方法

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

施工箇所（手すり、タラップ以外）

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

工事名称 一ツ樋ポンプ場上家新築工事

工事場所 福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

図面番号 縮 尺

設計年月 2025年 1月

建築工事特記仕様書３

２
長さ変化率：0.2％以下

２２
接着強さ：標準時　0.6N/㎜　以上、温冷繰り返し後　0.4N/㎜　以上

単位容積質量：1.8kg/L以上

保水率：７０％以上

品質性能等

曲げ強さ：4.0N/㎜　以上

  等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

  モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤

・既製調合モルタル

  内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　　・モザイクタイル張り 

  外装タイル　　・密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り 　

壁タイル張りの工法 　

見本焼き　・行う　・行わない 

試験張り　・行う　・行わない 

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

モルタル塗りのコンクリート素地面の処理 ※MCR工法　・目荒し工法（高圧水洗処理）

（１１．１．３）

位置　※標準仕様書表11.1.1による　　・図示

割れ誘発目地

伸縮調整目地及びひび１１１

タ
イ
ル
工
事

２
の接着強さ試験方法と同様に行う。（全てが0.4N/mm　以上）

とも、各々温冷繰返し試験完了後の試験体を標準状態で2日間静置養生した後、標準時

（温冷繰返し後の接着強さ試験方法）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」

の有無を目視によって調べる。

を１サイクルとする操作を10回繰返した後、試験室に2時間静置し、ひび割れ及び膨れ

恒温器中で3時間冷却し、次いで50±2℃の別の恒温器中で3時間加温し、この24時間

試験の手順は、試験体を20±2℃の水中に18時間浸せきした後、直ちに－20±2℃の

A6909「建築用仕上塗材」の7.10温冷繰返し試験に準じて行う。

（温冷繰返し試験）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々JIS

（試験体の作製）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々（４）

ホ）温冷繰返し後の接着強さ

（試験方法）「モザイクタイル」の場合と同様に行う。

する。

その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体と

する。

乾式成形のⅠ類（施ゆう）「小口タイル108mm×60mm×12mm」を4枚2列、計8枚を圧着

いて軽く研磨した後、水湿しを行い直ちに（１）で 調製した試料を厚さ7mmになるよう

び推奨仕様Ｂ-１に規定する普通平板N－300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用

（試験体の作製）JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」の附属書Ｂ(規定)及

２．適用タイルが「小口タイル・二丁掛けタイル」の場合

２

（品質・性能）

・既製調合目地材

JIS Ａ6916「建築用下地調整塗材」7.11 曲げ強さ試験に準ずる。

ト）曲げ強さ

変化率に準ずる。

JIS Ａ6203「セメント混和用ポリマーディスパージョン及び再乳化形粉末樹脂」9.9 長さ

へ）長さ変化率

抜き取る。（全てが0.6N/㎜　以上）

試験を行う。なお、接着強さの測定箇所は、試験体の中からまんべんなく5箇所を選び

れ、エポキシ樹脂接着剤で鋼製アタッチメントを接着し、引張試験機を用いて接着強さ

ダイヤモンドカッターを用いて、タイル周辺に沿って下地板に達するまで切り込みを入

（試験方法）JIS Ａ6909「建築用仕上塗材」の7.9付着強さ試験に準じて行う。試験体を

する。

その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体と

形のⅠ類（施ゆう）「50角ユニットタイル（外のり寸法約300mm×300mm）」を圧着する。

て軽く研磨した後、水湿しを行い直ちに（１）で調製した試料を厚さ5mmになるように塗

び推奨仕様Ｂ-１に規定する普通平板N－300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用い

（試験体の作製）JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」の附属書Ｂ(規定)及

１．適用タイルが「モザイクタイル」の場合

二）標準時の接着強さ

JIS Ａ 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」に準ずる。

ハ）単位容積質量

保水率＝50／平均値×100　　（注）　50：リング型わくの内径　mm

試験は３回実施し、その平均値を用いて次式により保水率を求める。

方向とこれに直角な方向の長さをノギスを用いて、１mmの単位まで測定する。

なるようにして静置する。 60分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた

その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当てて上下を逆さまにし、ろ紙部分が上部に

置し、（１）で調製した試料を平滑に詰込む。

㎝）をのせ、その中央部に真ちゅう製リング型わく（内径50mm、高さ10mm、厚さ３mm）を設

横150mm、厚さ5mm）の上にJIS Ｐ3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ紙（直径11

JIS Ｒ3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定するみがき板ガラス（ 縦150mm、

ロ）保水率

とする。

練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し、3分間練り混ぜて試料

練り混ぜは、JIS Ｒ5201「セメントの物理試験方法」の9.1に規定する練り混ぜ機を使用し、

製造業者の定める、正味質量と標準練り上がり量より換算し、所定量の試料とする。

イ）試料の調製

試験方法

付ける。直ちにJIS A 5209「セラミックタイル」に規定する外装壁モザイクタイルで乾式成

塗付ける。直ちに  JIS A 5209「セラミックタイル」 に規定する外装壁モザイクタイルで

項目

保水率 

長さ変化率 

吸水量 

単位容積質量 

品質・性能

30.0％以上

0.2％以下（収縮） 

50g以下 

1.8kg/L以上 

Ⅲ類Ⅱ類Ⅰ類 施ゆう無ゆう 有 無 標準 特注 適用 有 無
耐滑り性

耐凍害性色役物うわぐすり吸水率による区分形状/寸法

(mm)(JIS)

による区分

主な用途施工

箇所

再生材の
備考

タイルの形状、寸法等

（１１．２．２～８）

る陶磁器質タイル張り

セメントモルタルによ２

LGS天井際ｶﾊﾞｰ

EXPJｶﾊﾞｰ

－

２階休憩室

２階休憩室　敷居、三方枠

米杉

米松

２階休憩室

休憩室 米杉

 ・AB-1種（無着色）

 ・AB-2種（・ｱﾝﾊﾞｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ ・ﾌﾞﾗｯｸ系　・ｽﾃﾝｶﾗｰ） 

 ・BB-1種（無着色）

 ・BB-2種（・ｱﾝﾊﾞｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ ・ﾌﾞﾗｯｸ系　・ｽﾃﾝｶﾗｰ） 

 ・AC-1種

 ・AC-2種（・ｱﾝﾊﾞｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ ・ﾌﾞﾗｯｸ系　・ｽﾃﾝｶﾗｰ） 

  補強方法　※標準仕様書14.4.4(8)(ｱ)～(ｲ)による  ・図示

A-03/48

Ⅲ類Ⅱ類Ⅰ類 施ゆう無ゆう 有 無 標準 特注 適用 有 無

耐凍害性色役物うわぐすり吸水率による区分形状/寸法

(mm)(JIS)

による区分

主な用途施工

箇所

再生材の

Ⅲ類Ⅱ類Ⅰ類 施ゆう無ゆう 有 無 標準 特注 適用 有 無

耐凍害性色役物うわぐすり吸水率による区分形状/寸法

(mm)(JIS)

による区分

主な用途施工

箇所

再生材の

屋外階段・クレーン点検デッキ

屋上

外部階段・通路 85 200 0.8

無機質硝子ｾﾝｲｼｰﾄ 5 30

軒樋：塩ビ製 W=120

施工図

施工図

休憩室



(表16.2.1)

皮膜等の種類（※標準仕様書表14.2.1による　・　　　　）

                   皮膜等の種類（※標準仕様書表14.2.1による　・　　） 

                   皮膜等の種類（※標準仕様書表14.2.1による　・　　） 

建
具
工
事

建
具
工
事

１６１６

・クローザー類

（品質・性能）

区分  ① ドアクローザ  ② ヒンジクローザ  ③ フロアヒンジ 

性能試験項目

閉
じ
力
及
び
効
率
に
よ
る
区
分 (

注
１) 

番手 効率（％） 効率（％）閉じﾓｰﾒﾝﾄ（N・m） 閉じﾓｰﾒﾝﾄ（N・m）Grade2 効率（％） 閉じﾓｰﾒﾝﾄ（N・m）

30以上 5以上 5以上 １ 30以上 30以上5以上 

30以上 10以上 10以上 ２ 30以上 30以上10以上 

35以上 15以上 15以上 ３ 35以上  35以上15以上

40以上 25以上 25以上 ４ 40以上 40以上25以上 

45以上 35以上 ５ 45以上 45以上35以上35以上

45以上 45以上 45以上 ６ 45以上 45以上 45以上

常温（5～35℃）無風状態において、開扉（70°）から全閉（0°）までの時間を5～8秒に調整で閉じ速度（秒）
きること。

緩衝油の流動点は、JIS K 2269(原油及び石油製品の流動点並びに石油製品曇り点試験方法）により温度依存性（℃）

測定し、－15℃以下であること。

ス
ト
ッ
プ
力

（注
２
）

ストップ入力 100 N･m以下 100 N･m以下60 N･m以下 

但し、ｺﾝｼｰﾙﾄﾞ型は200 N･m以下 

ストップ解除 3 N･m以上 10 N･m以上8 N･m以上 
力

バックチェック性       -       -ドア開扉方向に荷重60 N／㎡

能（秒） を開扉50°から負荷する。バ

（バックチェック ックチェック開始角度（70～85

  機能を有する機 °）から更に20°まで開く間

  種のみ適用） の時間は0.8秒以上として

いること。 

ディレードアクシ       -       -開扉90°の位置からディレ

ョン性能（秒） ードアクション解除角度までの

ディレードアクシ 時間が10秒以上確保でき、また

ョン解除角度（60 、その時間の調整が可能である

こと。～75°）

（ディレードアク

ション機能を有す

る機種のみ適用） 

戸の閉鎖位置       --

（中心吊り込み両自

  由のみに適用）

繰返し開閉 耐久試験後も上記初期値を満足 耐久試験後も上記初期値を満足耐久試験後も上記初期値を満足Grade2

後の閉じﾓｰ していること。 していること。 していること。 

ﾒﾝﾄ（N･m）

繰返し開閉 耐久試験後も上記初期値を満足 耐久試験後も上記初期値を満足耐久試験後も上記初期値を満足Grade2

後の効率 していること。 していること。 していること。 

（％）

繰返し開閉後の閉 耐久試験後も上記初期値を満足

していること。 じ速度（秒）

繰返し開閉後のバ       -       -耐久試験後も上記初期値を満足

ックチェック性能 していること。 

（秒）

繰返し開閉後のデ       -       -耐久試験後も上記初期値を満足

ィレードアクショ していること。 

ン性能（秒）

繰り返し開閉後の       -      -

戸閉鎖位置（mm）

10万回 30万回20万回 耐久性の試験 Grade2

回数（繰り返

し開閉回数）

注１.ﾊﾟﾗﾚﾙ取付けは、右記の閉じﾓｰﾒﾝﾄの70％程度までとする。

耐久試験後±6㎜以内 

±3㎜以内

注２.ｺﾝｼｰﾙﾄﾞ型は右記の閉じﾓｰﾒﾝﾄの50％程度までとする。 Grade1を選定する場合は、図示による。 

（試験方法） 

１）性能試験は、JIS A 1510-3（建築用ドア金物の試験方法－第３部：フロアヒンジ、ドアクローザ及びヒンジクロー

    ザ）に規定する試験方法による。 

２）試験ドアの質量は、1番手は25㎏、2番手は40㎏、3番手は60㎏、4番手は80㎏、5番手は100㎏、6番手は120㎏とする。 

マスターキー　・製作する（　　　　組）　　　・製作しない　　　　・既存に組込む

鍵箱　　　　　・設ける（　　　　個用　　組）・設けない

その他の鍵　　※各室3本1組　　・　

・SSLD-1 
※標準仕様書表 ・マットスイッチ 

・SSLD-2 ・行う 16.9.1による ・適用する ・光線（反射）スイッチ 
・DSLD-1 （適用箇所は ・適用しない ・熱線スイッチ ・

　建具表による） ・DSLD-2 
・音波スイッチ 

・SWD-1 ※標準仕様書表 ・光電スイッチ 
・行わない ・電波スイッチ ・SWD-2 16.9.2による

・ ・タッチスイッチ 

・押しボタンスイッチ
・・図示

・ペダルスイッチ 

・多機能トイレスイッチ 

駆動装置・制御装置 

作動電圧 定格電圧に対し90％～110％の電圧で作動に異常がない 

適用使用周囲温度（℃） -10℃～40℃ 

電動機の焼損防止措置 電動機にサーマルプロテクターを内蔵、 又は制御装置に保護回路を設置 

検出装置（本体センサー、補助センサー）

作動電圧範囲 定格電圧90 % ～110 % で作動させた時に異常がないこと。

出力接点容量    有接点 

応答時間（秒） 

電動機にサーマルプロテクターを内蔵、 又は制御装置に保護回路を設置 

適用使用周囲温度　（℃） 

AC 100V 

DC 30V 

DC 50V 

0.3A以上（抵抗負荷） 

0.3A以上（抵抗負荷） 

0.1A以上（抵抗負荷） 

0.3以下 

－10℃～40℃ 

無接点

DC 50V

-

-

-

-

0.1A以上（抵抗負荷）

（品質・性能） 

初
期
値

耐久性

試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物－錠－第１部：試験方法）による。

施錠時ハンドルが固定される錠 は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がないこと。 

  ハンドルの垂直荷重強度試験（2 KN）を行い、荷重を除いたとき、ハン ドルが正常に作動していること。また、

垂直荷重強度

ハンドルが固定される錠は、 施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がないこと。 

  ハンドルの引張強度試験（2 KN）を行い、荷重を除いたとき、ハンドル が正常に作動していること。また、施錠時

引張り 強度 

  レバーハンドルのねじり強度試験（3.5 KN・㎝）を行なった後、トルクを除いたとき、ハンドルが正常に作動してい

・錠前類（レバーハンドル）

ること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がないこと。

ねじり 強度 

（性能） 

開閉方法 性能 防錆 凍結防止

品質・性能項目

品質・性能項目

センサーの種類自動ドア開閉装置

（１６．９．２，３）

（表１６．９．１）

（表１６．９．２）

13

鍵

（１６．８．４）

12

鋼板（屋外）　※SUS430JIL、SUS443J1、SUS304　・ 

鋼板（屋内）　※SUS430、SUS430JIL、SUS443J1、SUS304　・ 

ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ（・ａ角　・ｂ角　・ｃ角） 

表面仕上げ　※ＨＬ　・鏡面仕上げ　・ 

性能等級（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）（１６．２．２）

（１６．４．２）

（１６．６．２～４）

外部に面する面する建具の耐風圧性の等級　　　　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

簡易気密型ドアセット　　　・適用する

　　　　　　　　　　　　　・適用しない

防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　　　（等級 ・Ｔ－１ ・Ｔ－２）

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級　　　（等級 ・Ｈ－４ ・Ｈ－５ ・　　 ）

耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　　　　　（等級　・　　　）

ステンレス製建具９

木製建具

建具材の加工、組立時の含水率　※Ｂ種　・ (16.7.2～4)

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 

・かまち戸 

・戸ぶすま 　

・紙張り障子 　

  かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　） 　　

  見込み寸法　※36mm　・建具表による　・ 

・ふすま 

  張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型） 　　

  見込み寸法　※30mm　・建具表による　・ 

  見込み寸法　※30mm　・建具表による　・ 

枠、くつずりの材料　・建具表による　・　

・フラッシュ戸 

　表面材の合板の種類 

表面板の厚さ　※表16.7.6による　・ 　　

※規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）　・ 

  上張り（押入等の裏側以外）  ・鳥の子　・新鳥の子又はビニル紙程度

  見込み寸法　※19.5mm　・建具表による　・ 

  縁仕上  ・塗り縁　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

・普通合板

接着の程度（・1類　・2類 ） 

板面の品質（　　　） 

  （※しな程度 ・　 　　　） 

  不透明塗料塗り 

  （※ﾗﾜﾝ程度　・　　　 　）

表面の樹種

・天然木 化粧合板 

・特殊加工 化粧合板 

樹種名（　　　　　　　　　） 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

化粧加工の方法 

（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装） 

表面性能（　　　　    　）タイプ 

  生地、透明塗料塗り 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

     合板の種類 　　　　　　　　規格等 備考

10

試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物－錠－第１部：試験方法）による。

2) デッドボルトの側圧強度試験（10 KN）を行なった際、加圧板がデッドボルトを通過しない。

   連続までとしていること。 

2) 同一タンブラーの使用数は、60 ％ 以下とする。また、6 本タンブ　　ラーにおいては、キーの同一刻みは、最大2

   する場合は、有効かぎ（鍵）　　違い数とみなさないものとする。

1) かぎ（鍵）数は、1.5万以上とする。ただし、異なるキーウェイ形状　　であっても、共通のキーセクションが存在

鍵

   錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がない。 

5) ハンドルの垂直荷重強度試験（2 KN）を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動していること。また、施

   ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がない。 

4) ハンドルの引張強度試験（2 KN）を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動していること。また、施錠時

   また、施錠時握り玉が固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がない。

3) 握り玉のねじり強度試験（3 KN・㎝）を行なった後、トルクを除いたとき、握り玉が正常に作動していること。

   いること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がない。 

2) レバーハンドルのねじり強度試験（3.5 KN・㎝）を行なった後、トルクを除いたとき、ハンドルが正常に作動して

1) ラッチボルトの側圧強度試験（4 KN）を行い、荷重を除いたとき、ハンドル操作及びラッチングに支障がない。

使用扉の質量に対する性能 (シリンダ箱錠のみ) 

5)（シリンダ本締り錠はグレード3以上の彫込錠の場合）ストライクプレートの厚さ1.5 ㎜ 以上のステンレス鋼製と

  過した状態）にならないこと。

4)デッドボルトの側圧強度（衝撃荷重）試験(58.5J)の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態（加圧板がデッドボルトを通

   量が8 ㎜未満）にならないこと。 
3) デッドボルトの押込み強度（衝撃荷重）試験（58.8 J）の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態(デッドボルトの突出

   あること。 

1) デッドボルトの押込み強度試験（10 KN）を行なった後、荷重を除い ときのデッドボルトの出寸法は8 ㎜ 以上 で

外力に 対する 性能 

　　　　・錠前類（シリンダ箱錠及びシリンダ本締り錠） 

デッドボルトの出寸法は17mm以上とする。 鍵付きのものはマスターキー、グランドマスターキー、コンストラクショ

  （キーに加えるトルクは、150N･cmとする） 

  使用の合鍵でシリンダが回 転でき、かつ、1箇所1段差浅い刻みをもつ異なるキーでは、シリンダが 回転しないこと。

4)キーの抜き差し繰り返し試験（10万回）を行なった後、キーの抜き差 しに要する荷重は10 N以下である。また、未

  操作に支障がない。 

3)キーによる施錠機構の施解錠繰り返し試験（10万回）を行なった後、 試験前の回転トルクの2倍未満であり、施解錠

  ルクが10N･cm以下とする。 

  錠操作に支障がない。（シリ ンダ本締り錠のみ）シリンダ単体の施解錠繰り返しの評価は、シリンダ だけの回転ト

2)キーによるデッドボルトの施解錠繰り返し試験（10万回）を行った後、 試験前の回転トルクの2倍未満であり、施解

   ング力が試験前の2倍未満であり、動作に支障がない。 

1)（シリンダ箱錠のみ）ラッチボルトの開閉繰り返し試験（40万回）を行った後、ハンドルでの開閉操作力及びラッチ

使用頻度による 性能 

ンキーなどのキーシステムが構築できるものとする。 

（性能） 

（品質） 

金物の種類・見え掛り部の材質等 

樹脂製建具に使用する丁番　※標準仕様書表16.8.3による　・ 

　※標準仕様書表16.8.1及び適用は建具表による　　・　 

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付位置　・建具表による　・ 

し、トロヨケは厚さ1.6㎜以上の鋼製の一体絞りとする。またはストライクの強度と同等以上の強度を持つものとする。

(16.8.2,3)

建具用金物

（表16．8．1）
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建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 

  ※規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）　・ 

仕上塗材仕上げ

種類 呼び名

仕上塗材の種類 

防火材料 仕上げの形状等

・薄付け仕上 ・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ  塗材

・外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・内装薄塗材Ｃ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｗ

・厚付け仕上 ・外装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｓｉ  塗材

・外装厚塗材Ｅ

・内装厚塗材Ｃ

・内装厚塗材Ｌ

・内装厚塗材Ｇ

・内装厚塗材Ｓｉ

・内装厚塗材E

・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層仕上

  塗材

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材ＲＳ

・軽量骨材 ・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材  仕上塗材

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・砂壁状

・ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗り）

・さざ波状

・平たん状 

・凹凸状（・吹付け　・こて塗り） 

・着色骨材砂壁状（・吹付け　・こて塗り）

・砂壁状じゅらく

・京壁状じゅらく 

吸放湿性　　・適用する　・適用しない 　

耐湿性　　　・適用する　・適用しない 

・吹放し　・凸部処理　・平たん状 

・凹凸状　・ひき起こし　・かき落とし  　

　 吸放湿性　　・適用する　・適用しない

   上塗材　　・適用する　・適用しない 

・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸状 　

　耐候性　　※耐侯形３種　・ 　　

　上塗材 

  溶　媒　　※水系　・溶剤系 　・弱溶剤系

  樹　脂　　※アクリル系　　・ 　　

  外　観　　※つやあり・つやなし・ﾒﾀﾘｯｸ

４

内壁目地部の形状　※Ｖ形目地付き　・　

ロックウールのホルムアルデヒド放散量　※ 規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）　・ 

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　※ 規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）　・ 　　　

吹付け厚さ(mm)　　・図示　　・ 25　　

ＡＬＣパネルの場合の

下地処理

（１５．５．４(d)）

マスチック塗料塗り

（１５．７．２）

ロックウール吹付け
（１５．１２．２～４）

種別　　・Ａ種　　・Ｂ種

５

６

７

１５

左
官
工
事

性能等級（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）（１６．２．２）

・標準仕様書 表１６．５．１による鋼板の厚さ

区　　分 材　　質

（１６．５．２～４） 簡易気密型ドアセット　　　・適用する

　　　　　　　　　　　　　・適用しない

防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　　　（等級 ・　 　　　　　　）

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級　　　（等級 ・　 　　　　　　）

耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　　　　　（等級　・　　　　　　　）

鋼板

※鋼板　・ビニル被覆鋼板　・カラー鋼板召合わせ､縦小口包み板､押縁

鋼製軽量建具８

外部に面する面する建具の耐風圧性の等級　　　　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

                   着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー） 

                   着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー）

結露水の処理方法　※図示　・ 

水切り板、ぜん板　※図示　・ 

性能等級

・適用する　　図示（・建具表　・平面図　　　　　　　）

※製作しない　　・製作する

・適用する　　図示（・建具表　・平面図　・　　　　　）

煙感知器連動とする　　防火戸の解錠機構は別途とする

扉にラッチ受座用切込み開口補強を行う

表面処理 

枠の見込み寸法　 ・建具表による　・ 

性能等級（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

性能等級（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

鋼板

              材料      めっき付着量             厚さ

・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板） ・標準仕様書表16.4.2による

・JIS G 3317（溶融亜鉛-5％アルミニ ・
　ウム合金めっき鋼板）

防火戸

（１６．１．３）

建具見本の製作

（１６．１．４）

防犯建物部品

（１６．１．５）

アルミニウム製建具

(16.2.2、4、5)

網戸等

(16.2.3)

樹脂製建具

(16.3.2～5)

鋼製建具

（１６．２．２）

  外部に面する建具　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

 　　　　　　　　　 ・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　)

　防音ドアセット,防音サッシ　　　　遮音性の等級（　　）

　断熱ドアセット,断熱サッシ　  　　断熱性の等級（　　）

                                  （建具符号：・建具表による　・　　　　）

                       　         （建具符号：・建具表による　・　　　　）

　耐震ドアセット　　　　　　　　　 面内変形追随性の等級（　　）

                                  （建具符号：・建具表による　・　　　　）

耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　　　　　・適用する（等級　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

外部に面する建具　　　　　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　　（等級 ・Ｔ－１ ・Ｔ－２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級　断熱性の等級 ・H-A ・H-B ・H-C ）

　　　　　　　　　　　　　・適用しない

簡易気密型ドアセット　　　・適用する

防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　　　（等級 ・　　　　　　　）

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級　　　（等級 ・　 　　　　　 ）

耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　　　　　（等級　・　 　　　　　）

（表１６．４．２）

（１６．４．２～４）

種類 材種 網目線径

※16～18メッシュ ・防虫網 ※合成樹脂製 ※0.25mm以上

・ガラス繊維入り合成樹脂製 
・ ・ 

・ステンレス(SUS316)製 

・防鳥網 ステンレス(SUS304)線材 1.5mm 網目寸法15mm

１

２

３

４

５

６

７

※Z12又はF12　

※Y08　・　

建
具
工
事

１６

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

工事名称 一ツ樋ポンプ場上家新築工事

工事場所 福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

図面番号 縮 尺

設計年月 2025年 1月

建築工事特記仕様書４

床コンクリートの

直均し仕上げ

（１５．４．２～４）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・適用しない 

（試験方法）

JIS A 1404「建築用セメント防水剤の試験方法」による。ただし、透水試験における水圧は、

294.0Kpaとし１時間行う。

（１５．２．２～５）

建具回り等の充填モル

タルに使用する防水剤

及び凍結防止剤

外壁タイル張り下地の下地モルタルの接着力試験 　・適用する

　既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　）　形状（※図示　・　　　　　）

　床目地　　　・設ける（工法※押し目地　・　　　　　　）　

　　　　　　　・設けない 

　　　　　　　・設けない 

　・建具回り等の充填モルタルに使用する防水剤

項目

防水剤の種別 

混合割合 

凝結及び安定性 

曲げ及び圧縮強度比 

吸水比 

透水比 

           凝結時間　始発：1時間以上　終結：10時間以内

 （安定性）JIS R 5201「セメントの物理試験方法」の9の規定によって行い、収

           縮性、膨張性のひび割れ及びそりについて観察する。 70％以上 95％

以下 80％以下 

セメント重量の5％以下

 （凝結）JIS R 5201「セメントの物理試験方法」の8の規定によって行う。 　

70％以上 

95％以下 

80％以下 

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤 

品質・性能

１１５

左
官
工
事

下表以外は標準仕様書15.3.2 による

セルフレベリング材

塗り

（１５．５．２～５）

３ ・せっこう系　　・セメント系

平たんさ(mm)施工箇所

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（支柱調整式）範囲 1m につき 10 以下

備　　考

・

（品質・性能）

２

笠木の固定金具の工法等

取付け用下地　※標準仕様書14.4による ・図示 

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び積雪荷重に対応した工法

・手すり　　・ステンレス製　SUS304（表面処理　※HL程度　・No.2B程度　・　　　）

・タラップ　・ステンレス製　SUS304（表面処理　※研磨なし　・　　　　　） 　　　　　

　　　　　　・鋼製　　（表面処理　※溶融亜鉛めっきC種　・　　　　　　） 

　　　　　　・鋼製　　（表面処理　※溶融亜鉛めっきC種　・　　　　　　） 

手すり及びタラップ

（１４．８．２、３）

８

種類　・250形　・300形　・350形　・100形

表面処理　種別（　　）種　皮膜等の種類（※標準仕様書表14.2.1による　・　　　） 

　　　　　着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー） 

伸縮調整継手 ・設ける（施工箇所　・図示　・　　　　　　　）　・設けない 

取付け用下地　※標準仕様書14.4による ・図示 アルミニウム製笠木７

（14.7.2，3）

（表 14.2.1)

（表 14.7.1)

・

金
属
工
事

１４
金属成形板張り６

(表 14.2.1)

(14.6.2，3)
種別 製法 形状 厚さ(mm)寸法(mm)板幅(mm)

表面処理

種別 皮膜等の種類

※B

※B

※AA6

※AA6

パネル形

ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形

・

・プレス

・ロール

・押出し

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

・B-1種

・B-2種(・ｱﾝﾊﾞｰ

・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ・ﾌﾞﾗｯｸ系

・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

・C-1種

・C-2種(・ｱﾝﾊﾞｰ

・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ・ﾌﾞﾗｯｸ系

・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

・D種

－

（１５．６．２～７）

表6.2.5（ｃ種）

８ 結露防止塗料 （調湿性・防カビ性・断熱性）NM-8572

・ケツロナイン同等品

  外部に面する建具　・BA-1種　・BA-2種  ・ 　

  屋内の建具　　　　・BC-1種　・BC-2種　・ 

A-04/48

　　　　　　・アルミ製（部材表面処理　JIS H8602:2010に規定するA2） 



内
装
工
事

材質　　　・軟質　　・硬質 ビニル幅木

高さ(mm)  ※60　　　・75　　・100 （１９．２．２）

厚さ(mm)　※1.5以上　・ 

色柄　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

厚さ(mm)  ・3.0　 ・4.5　 ・6.0　　・9.0 

寸法(mm)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）   

４

・Ａ種 ・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ ・ｳｨﾙﾄﾝ ｶｰﾍﾟｯﾄ ・無地 ・適用する 

・Ｂ種 ・ﾙｰﾌﾊﾟｲﾙ ・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ ・柄物 （性能： ※人体帯電圧 

・Ｃ種 ・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用 ・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰ ｶ-ﾍﾟｯﾄ (標準品) 3kv以下 ・ 　　 ）

・適用しない 

下敷き材　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm　・　

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

 ※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm 　・ 

・ニードルパンチカーペット 

  厚さ（mm）（　　） 帯電性　  ・適用する（性能：※人体帯電圧3kv 以下　・       　） 　　　　

　                             ・適用しない 

  備考（　　　　　　） 

タイルカーペットの敷き方　　平　　場　※市松敷き　・模様流し　・　　  　　

階段部分　※模様流し　・市松敷き　・ 

見切り、押え金物　・適用する（材質、形状等　※図示　・　　　　　）

・適用しない 

合成樹脂塗床

（１９．４．２、３）

（表 19.4.4，5）

現場塗装仕上げ　・行う（施工箇所　　　　　　　　　　　）

・モルタル埋込

          工法

・

・

・

・

・

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

・釘留め工法

・釘留め工法

  (根太張り）

  (直張り）

・接着工法

・接着工法

※ なら

※ なら

※ なら

※ なら

※ なら

15

15

・12以上

・12以上

・ 

・ 

・ 

・ 

・ ・ ・ 

・ ・ ・ 

板幅75 

板幅75 

板幅75 

板長さ500以上 

・ 

・ 

303×303

※303×303※15

・ 無塗装品

・ 塗装品

・ 無塗装品

・ 塗装品

・ 無塗装品

・ 塗装品

・ 無塗装品

・ 塗装品

厚さ/大きさ

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量    ※ 規制対象外 

　                  ・オイルステインの上、ﾜｯｸｽ塗り

　                  ・生地のままﾜｯｸｽ塗り

          　　　    ・行わない

接着工法

（mm）

１等

１等

１等

・ ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

板長さ300以上 

板長さ300以上 

接着工法の場合の裏面緩衝材　※合成樹脂発泡シート　

　                  ※ウレタン樹脂ワニス塗り 　

７

・平滑仕上げ 

・防滑仕上げ 

・薄膜流し展べ 工法 

・厚膜流し展べ工法 

種別 施工箇所 工法 仕上げの種類

・厚膜型塗床材 

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床 

・ｱｸﾘﾙ樹脂塗床 

 （JIS K 5970） 

・薄膜型塗床材 

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法 

コテ塗

※平滑仕上げ　 

・防滑仕上げ ・つや消し仕上げ 

・厚膜型塗床材 

　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床 

塗料のホルムルデヒド放散量　※規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）　・　

１９

カ
ー
テ
ン
ウ
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工
事

１７ガラス留め材

（１６．１４．２）

鋼製 ※　シーリング材

アルミニウム製 ※　シーリング材　　　・　ガスケット（グレイジングチャンネル形）

ステンレス製 ※　シーリング材

木製 ※　シーリング材

防火戸のガラスとめ材は、建築基準法に基づく防火性能の認定を受けた条件による

・日射調整フィルム

・ガラス貫通防止フィルム

SC

GS

SF

ガラスブロック積み

（１６．１４．５）

壁用金属枠及び補強剤　　・設ける（形状　※図示　・　　　　　）　　　・設けない

曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の10倍以上とする。

力骨　材質　※ステンレス鋼（SUS304）　　

　　　　寸法　※径5.5mm

　　　　形状　※はしご形状複筋及び単筋　　

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　）

金属製化粧カバー　材質　・ステンレス製　・アルミニウム製

                           寸法　・図示　　

                           形状　・図示　　

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・１　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

目地部の力骨補強方法

　※ガラスブロック製造所の仕様による　　・図示　　

ガラス用フィルム
記号 張り面種類

※内張り　・外張り

※内張り　・外張り

※内張り　・外張り

品質　ＪＩＳ　Ａ５７５９による

付属電気設備 自動扉、電動シャッター、電動オーバーヘッドドアの電動機が三相電動機０．４ＫＷ以上の場合は、

機器付属の操作盤内に電動機保護用遮断機及び進相用コンデンサーを設置する。

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
工
事

取付方法、性能等

耐震性能
（１７．１．３）  水密性  気密性  遮音性 断熱性 耐火性能 

水平方向(kH) 垂直方向(kV)（１７．２．２）

（１７．３．２）
・80 ・30分 ・0.5  ・1.0  

・70 

・ ・ ・1時間 ・60 

耐温度差性

(℃)

・たわみ量が±(1/150)×h かつ絶対量20mm以下であること
4m以下

・

4mを超える ・

・±(1/200)×h以上 
部材の脱落、ガラスの破損及び主要部材鉄骨造

・
に有害な歪みが起こらないこと。 

・±(1/300)×h以上 シーリングは補修程度の損傷であること。 鉄筋コンクリート造 

鉄骨鉄筋コンクリート造 

シーリング材

下表以外は標準仕様書表 9.7.1 による

ガラス

石、タイル

カーテンウォール板間目地

構造用ガスケット

  ・適用する　（施工箇所　・図示　・　　　　　　） 　　　

    　材質　・クロロプレン系　・EPDM系　・シリコーン系

 　 　形状　・H型　・Y型　・C型 　　　

    　寸法(mm)　ガラス板厚（　　）、支持枠の厚さ（　　）、ウェブの寸法（　　） 　

  ・適用しない 

断熱材　 

  種類（　　　　　　　　　　　） 　

  厚さ(mm)（　　　） 　

  施工箇所　・図示　・ 

種別施工部位 規格帯

・ファスナー部

・取付けブラケット

・パネル目地部

・層間ふさぎ

・　

・ガラス飛散防止フィルム

・A　　・B　　・C
遮蔽性能に区分
性能等

ガラス貫通防止性能による区分

ガラスの飛散防止性能による区分
・A　　・B　

・A　　・B

部材の脱落、ガラス

の破損及び主要部材

に有害な歪みが起こ

らないこと。

１

20

21

22

・125×125 ・ ・ ※8～15 外側 ※6mm以下 ※無し

・160×160 ・ ・
・15～25 ※15以下 ごとに幅10～15 ・有り

・ ・

内側

※6以上

・

・図示

・・200×200 ・ ・

・320×320 ・ ・

・250×125 ・ ・

・320×160 ・ ・

伸縮調整

目地(mm)曲面積み

目地幅(mm)

平積み乳白

色調

クリア

厚さ

（㎜）

呼び寸法

(mm)

・125

・95 

・95 

・125

80

95

80

95

・正方形　

・長方形　

表面形状

１７

建
具
工
事

１６ 19

メタルカーテン

ウォール

規格等      材料

・A-1種　・A-2種　・ 

※標準仕様書16.2.3による 皮膜等の種類（※標準仕様書表 ・行う 

14.2.1による　・　　） ※アルミニウム製

・行わない 着色（・ｱﾝﾊﾞｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ ・ 

・ﾌﾞﾗｯｸ系　・ｽﾃﾝｶﾗｰ） 

・ 

（17.2.2,3,5）
 映像調整

２

接着剤

（１９．２．２）

※ 規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）         ・ 

ビニル床シート

（１９．２．２、３）

・帯電防止 ・ 発泡層の ・無地 ※ 2.0ＦＳ ・耐動荷重性 ・ﾏｰﾌﾞﾙ柄 ないもの
・防滑性 ・ 発泡層の ・無地

ＫＳ ・耐薬品性 あるもの ・柄物

工法　　※ 熱溶接工法　・ 突付け（施工箇所：　　　　　　　　　）

特殊機能 

　帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満
107

 　　　　　　 又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度

 　　　　　 ・ 　　
ビニル床タイル

（１９．２．２）
施工箇所 色柄 寸法 特殊機能JIS記号 厚さ(mm)

※ 2.0・300×300 ・帯電防止・ＦＴ ・ 無地
・ 2.5　(複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) ・450×450 ・ 柄物 ・防滑性
・ 3.0

・30×300 ・ ＫＴ ・ 無地 ・ 2.0・帯電防止
　(ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) ・450×450 ・ 柄物 ・ 3.0・防滑性

・500×500・ ＦＯＡ ・ 無地 ・帯電防止 ・ 
　(置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) ・ 柄物 ・防滑性

特殊機能 

107
 　　　　　　 又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていないものとする

 施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別　

・図示　・ 

１

２

３

内
装
工
事

接着剤のホルムアルデヒド放散量 

１９

ＰＣカーテンウォール カーテンウォールの材料 　

　コンクリート　※標準仕様書17.3.2(a)(ⅰ)～(ⅳ)による　・ 　

　鉄筋　※SD295A（・D13　・D10） 　

　補強鉄線の径(mm)　※3.2　・4.0　・5.0　・6.0 　

　配筋　※図示 

先付けの材料　・サッシ枠　・ゴンドラ用ガイドレール 

　　　　　　　・石材（・花こう岩　・大理石　・　　）

 　　　　　　 ・ 　

製品及び取付位置の寸法許容差　※標準仕様書表17.3.1～2による　・ 

（表１７.３.１，２）

（１７．３．２～５）

表面仕上げ材　・磁器質タイル 

アンカー溝の寸法　　※図示

　アンカー溝の寸法許容差（㎜）　深さ(h)＝１～+２，溝幅及び底幅（W1及びW2）＝±1

３

※規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）　・ 

（１８．２．２～７）

（１８．１．３）

            ・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　　　） 

・防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 　　　　　　

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

素地ごしらえ

材料

塗
装
工
事

（１８．３．２、３）

木部

鉄鋼面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

不透明塗料塗りの場合

透明塗りの場合

※A種　・B種

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

見え掛り部分

見え隠れ部分

鋼製建具 

鋼製建具以外 

工程の種別

※A種　・B種

・A種　・B種 

・C種

塗料の種別下地面等

種別下地面等

塗料

（１８．４．１、２）

※A種　・B種　

・A種  ※B種　

・A種  ※B種　

屋内の鉄鋼面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形

ｾﾒﾝﾄ板面

  ンペイント塗り(EP-G)

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) 

２

３

４

錆止め塗料塗り

亜鉛めっき鋼面

モルタル面及びプラスター面

コンクリート面、ＡＬＣパネル面（DP塗装は除く）

せっこうボード面及びその他

ボード面

※C種　・A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・A種

※A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・A種

・A種　・B種　

塗装 種別 塗料の種類

高日射反射

率塗料の適

用

－

－

－

－

－

－

－

－ －

－－

－－

－－

－－

－－

※1種　・2種

※B種　・A種 ※1種　・2種

※1種　・2種

※1種　・2種

※B種　・A種 

※B種　・A種 

・A種　・B種 

・C種 

※B種　・A種 

※B種　・A種 

※B種　・A種 

※B種　・A種 

※B種　・A種 

※B種　・A種 

・クリヤラッカー塗り(CL) 

・耐候性塗料塗り(DP) 鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面 

・つや有合成樹脂エマルショ

・合成樹脂調合ペイント塗り

 (SOP) 

亜鉛めっき鋼面 

鉄鋼面 

木部屋内 

木部屋外 

コンクリート面，モル

タル面，ブレスター面，

せっこうボード面，そ

の他ボード面等

１８ １

製品及び取付位置の寸法許容差　※標準仕様書表17.2.1～3による 

ガラス溝の寸法、形状　※製造所の仕様による　・ 

複合フローリング

単層フローリングフローリング張り

（１９．５．２～６）

(表 19.5.1～5)

８

種類 工法 樹種 厚さ(mm) 大きさ（㎜） 仕上塗装
間伐材等

の適用

の適用

間伐材等
種類 工法 樹種 種別 防湿処理 塗装仕上げ

天然木化粧複合

フローリング

・

・

・塗装品

・無塗装品

・適用する

・適用しな

  い

・A種

・B種

※C種

板厚 

・8以上・ 

板幅 

・75以上・　

板長さ 
  900以上

※なら

・ 

※なら

・ 

・釘留め工法

  (根太張り）

・釘留め工法

  (直張り）

・接着工法

工程　塗布量（kg/㎡）

塗布回数（回）  

・ 　　（kg/㎡）　　（回）

表面仕上げ       

・平滑　・防滑 

溶剤          　 

仕上げ色         

・水性色・溶剤系・無溶剤系 

・標準色・ 

※ ループパイル

・ カットパイル

・ カット・ループ併用

パイル形状 種別 施工箇所 総厚さ（mm） 備考

※ 第一種

・ 第二種

・ 第一種

・ 第二種

・ 第一種

・ 第二種

※ 6.5

※ 6.5

※ 6.5

※ 500×500

※ 500×500

※ 500×500

・

・

・ ・

・

・

寸法

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ 

・ﾙｰﾌﾊﾟｲﾙ 

・ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用 

・5～7　・ 

・4～6　・ 

・4　　 ・  

・ 

※全面接着工法 

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ 工法  

・適用する 

（性能： ※人体帯電圧 

3kv以下 ・ 　　 ）

・適用しない 

備考帯電性工法ﾊﾟｲﾙ長さ（mm）パイル形状

・タイルカーペット

・織じゅうたん

・タフテッドカーペット

ゴム床タイル　

（１９．２．２）

５

カーペット敷き６

（１９．３．３）  種別 パイル形状 織り方 色柄等 帯電性 備考

備考

備考

種類 JIS 記号 施工箇所 色柄 特殊機能 厚さ(mm)

 　　　　　 ・ 　　

支点間距離(h) 耐風圧性能 状態

変位後の状態層間変位量（h=支点間距離）   建築物の構造種別

シーリング材の種別

主成分による区分
被着体の組合せ

記　号

金属

ガラス ガラス

防火性能

材　　　　　　　種建具の種類

カーテンウォールの材料

耐火材料

層間変位追従性

耐風圧性能

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び積雪荷重に対応した工法）

主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）

性能

取付方法　・層間方式　・柱・梁方式　・方立方式　・スパンドレル方式　

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

工事名称 一ツ樋ポンプ場上家新築工事

工事場所 福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

図面番号 縮 尺

設計年月 2025年 1月

・フロート倍強度ガラス

・熱線吸収倍強度ガラス ・グレー　・ブルー　・ブロンズ　・　

・倍強度ガラス

色　調材料板ガラスによる種類の名称

１６ （試験方法） 

（１）応答時間 0.3ｍ／secの早さで移動している標準被試験体が検出範囲に入ってから、ON信号を出力するまでの時

      間を測定する。 

（２）検出範囲 　

      ａ．ゴムマットスイッチは、直径100㎜の鋼製円柱（質量10㎏）を不感部を除く全面に静かに置いたとき、

          確実に作動すること。 

      ｂ．上部取り付け形の動体検出形は、0.15m／secの速度で、検出範囲に近づけたとき確実に作動すること。 　

          注）取り付け位置などにより、上記によりがたい場合は、当該センサーに適した 方法の試験を行い確実に

              作動することを確認する。 

          ＜試験条件＞

          （１）無目付センサー又は天井付センサーの検出体及び検出範囲試験は、JIS A  1551の7.6による。 

          （２）熱線スイッチ …… 被検出体表面温度、33±2℃とし、周辺温度は、被検出体 表面温度

                より5℃±2℃低い値とする。 

          （３）超音波スイッチ …… 温度－10℃、湿度75％、風速10ｍ／secとする。 　　

          （４）試験室の状態は、JIS Z 8703「試験場所の標準状態」の常温、常湿による。 

（３）耐放射ノイズ 　

      放射無線周波電磁界イミュニティ試験とする。（ただし、電界強度は一定とする。） 

      ｃ．上部取り付け形の静止体検出形は、0.05m／secの速度で、検出範囲に近づけたとき、確実に作動すること。

性能　※標準仕様書 表16.10.1による自閉式上吊り引戸装置

（１６．１０．３）
（試験方法） 

（１）耐久性（開閉繰り返し）

試験開閉については外力によらす、試験体の自閉装置及び制御装置のみにより戸を開端

位置から閉端位置までの作動を確認できる試験を行う。同試験に用いる試験体は片引戸と

し、開口内法有効高さ2,000mm、幅は最大寸法とする。適用戸総質量の区分毎に試験を行

う。自閉装置、制御装置は10万回以上の時点で1回のみ調整を行えるものとし、また、その

他の制御装置についてはメーカーの耐久性能試験成績書において2万回以上の耐久性能

（２）耐衝撃性試験 落下高さ17cmにて、ドアの中央部にドアが外れる方向に衝撃を与える。

      耐衝撃性試験に用 いる試験体は片引戸、開口内法有効寸法は高さ2,000mm、幅900mmとする。

      適用戸総質量の区分毎に試験を行う。 

（３）気密性能試験 　JIS A 1516「建具の気密性試験方法」による。 

を確認することで、試験に代えることができるものとする。

14

重量シャッター

開閉機能による種類　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

管理用シャッターのシャッターケース　・設ける　・設けない

スラット及びシャッターケース用鋼板

シャッターの種類　・管理用シャッター　耐風圧強度（　　）N/㎡

　鋼板の種類　　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

　　　　　　　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板）

（１６．１１．２，３）

　めっきの付着量　※Z12又はF12　・　

　　　　　　　　　・外壁用防火シャッター　耐風圧強度（　　）　　　N/㎡

　　　　   　     ・屋内用防火シャッター

　　　　　　　　  ・防煙シャッター

15

軽量シャッター 開閉形式　※手動式　・上部電動式（手動併用）

耐風圧強度　（　　　　　）Ｎ／㎡（１６．１２．２～４）

　　　　　　　　　　　　　めっき付着量（※Z06 又はF06　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　めっき付着量（※AZ90　　　　　　・　　　　　）

スラットの形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

シャッターケース　　　　　　　　　　※設ける　　　　・設けない

座板（屋外の場合）　※ステンレス製既製品　・　

スラットの材質　※ＪＩＳＧ３３１２（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

ガイドレールの材質　※ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４）厚さ１．０㎜（※中柱共　　・　　　　）

16

　　　　　　　　　　・ＪＩＳＧ３３２２（塗装溶融亜鉛５５％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

セクション材料による区分　※スチールタイプ　・アルミニウムタイプ　・ファイバーグラスタイプオーバーヘッドドア

耐風圧性能　・５００Ｐａ　・７５０Ｐａ　・１０００Ｐａ　・１２５０Ｐａ　・１７００Ｐａ

開閉形式による区分　　　　※バランス式　・チェーン式　・電動式

収納形式による区分　　　　・スタンダード形　・ローヘッド形　・ハイリフト形　・バーチカル形

ガイドレールの材質　※溶融亜鉛めっき鋼板　　・ステンレス鋼

（１６．１３．２，３）

17

※フロート合わせガラス ・フロート板合わせガラス ・Ⅰ類

・熱線吸収、フロート板合わせガラス

・網入磨き、フロート板合わせガラス ・Ⅱ－１類　・Ⅱ－２類

・網入磨き、熱線吸収板合わせガラス ・Ⅲ類

性　能

※フロートガラス ・フロート強化ガラス ・Ⅰ類　・Ⅱ類

・熱線吸収強化ガラス

・型板ガラス ・型板強化ガラス

・網入合わせガラス

・熱線吸収、フロート板合わせガラス

ガラス

（１６．１４．２～４）

（表１６．１４．１）
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・断熱複層ガラス ・１種 Ｕ１

・２種 Ｕ２

・３種 ・Ｕ－３－１　　・Ｕ－３－２

・日射熱遮へい複層ガラス ・４種 Ｅ４

・５種 Ｅ５

※熱線反射ガラス ・ブルー　　　・グレー

・高性能反射板ガラス ・ブロンズ　　・シルバー

※熱線反射ガラス 　Ａ種

・高性能反射板ガラス ・２種 ・Ａ種　　・Ｂ種

・３種 　Ｂ種

反射皮膜面　　・内面　　　・外面

映像調整　　　・行わない　・行う

・１種

建
具
工
事

・合わせガラス

・強化ガラス

・複層ガラス

・熱線反射板ガラス

品　種 構成種類 性　能

種　類材料板ガラスによる種類

日射遮へい性断熱性品　種

色　調品　種

品　種 日射熱遮へい性 耐久性 ガラスの種類

高日射反射率を適用する場合の適用箇所は屋上、屋根面の金属面とする。

・防塵塗装

防滑仕上げ 

－

※A種　・B種 

※A種　・B種 上塗り等級(   )級

上塗り等級(   )級

1

建築工事特記仕様書５

・木材保護塗料塗り(WP) －－※B種　・A種 

・オイルステイン塗り(OS)         － －－

　帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満　　寸法：450x450x2.0

新ポンプ室

階段室
休憩室
トイレ

A-05/48

・網入磨きガラス　厚6.8ｍｍ

休憩室

新ポンプ室

コテ塗 防滑仕上げ 電気室床下



（品質・性能及び試験方法）

（１）パネル（表面材、心材、フレーム材、幅木、笠木及び補強材）及びハンガーレールは、

      おこさないもの又は防食処理を施したものとする。

（２）吊りボルト

      JIS A 6512「可動間仕切」の表9又はこれらと同等以上の品質性能を有し、かつ、接触腐食を

      JIS B 1051「炭素鋼及び合金鋼製締結用部品の機械的性質―第一部：ボルト，ネジ及び植込み

　　　ボルト」による。

（３）パネルの外観

　　　JIS A 6512「可動間仕切」の5.a) ～ c) による。 

（４）ホルムアルデヒド等

　　　JIS A 6512「可動間仕切」７材料による。

（５）パネルの操作性

　　　パネル操作の初動力は98 N以下とする。 

（６）耐衝撃性 　

      質量50Kgにおける衝撃試験において構造部材の折れ、曲りの異常がなく表面の割れ、はが

　　　れがないものとする。また、接点・接床部が外れないこと及び多少のずれがあっても圧接

　　　装置の調整で元に戻せるものとする。

（７）遮音性能 　

      遮音性試験はJIS A  6512に規定する透過損失単位による各区分ごとに、500Hzの音につい

　　　て透過損失の規定値に適合するものとする。

（８）パネル圧接装置の耐久性 

      上で異常のないものとする。 

（９）レールの耐久性 

      レールは普通パネルで吊り車の通過回数が30,000回以上で異常のないものとする。

      吊り車は、走行距離60 Kmで操作性に異常がなく、レールに大きな変形がないものとする。 

（10）吊り車の耐久性 

（11）吊りボルトの引張り強度 　

      一本にかかる荷重の15倍以上の引張り強度があるものとする。 

（12）ランナーの引張強度

　　　引張試験を実施し、普通パネル重量の５倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナーの数で除

　　　した値以上の強度があるものとする。

ないものとする。

      パネル圧接装置の固定・解除は7,500回の繰り返し耐久試験実験後、質量50kg衝撃試験で異常の

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能　標準仕様書19章による

ハンガーレールの取付け下地の補強

※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量と

なるように補強する。

　・図示

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする

4 トイレブース

   　　　項目

脚部

（脚具、幅木）

                                        品質・性能

JIS G 4305「冷間圧延ｽﾃﾝﾚｽ鋼板及び鋼帯」に規定するSUS304、SUS430J1L、

SUS443J1とし、仕上げはHL程度とする。

耐食性のあるものとする。ヒンジ 

ラッチセット 

腐食の恐れのある材料には防錆処理を施してあるものとする。 戸当り 

戸当り部のゴムは、使用に十分耐える材質であるものとする。 

樹脂系

ポリエステル

ポリエステル樹脂系加工化粧合板、ポリエステル樹脂系低圧メラミン樹
脂系化粧板 化粧ＭＤＦ、ポリエステル樹脂系化粧パーティクルボード

のいずれかの品質に適合していること。

JAS「合板の日本農林規格」

第９条特殊加工化粧合板に

示された耐汚染性Ｂ試験に

おいて、試験片の表面に色

が残らないこと。

JAS「合板の日本農林規格」

第９条特殊加工化粧合板に

示された耐引っかき性Ｂ試

験において、きずの深さの

平均値が10μm以内である

JIS A 5905「繊維板」の表18の規定に適合していること。

（試験方法） 

JIS A 5908「パーティクルボード」の表11の規定に適合して

（２）戸当りの衝撃試験は、JIS A 1510-2に規定する試験による。 

（１）ヒンジは、JIS A 1510-2「建築用ドア金物の試験方法－第2部：ドア用金物」に規定する試験

　による。

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※JIS A 6512によりＦ☆☆☆☆以上

メラミン樹脂系
化粧板及び
メラミン樹脂系
単一材

JIS K 6903(2008)「熱硬化

性樹脂高圧化粧板」の表

８品質による耐汚染性（Ｂ

法）の規定を満足している

こと。

JIS A 4702「ドアセット」

9.4開閉繰り返し試験に

よるスイングドア（開閉

回数10万回）を満足す

ること及び試験終了時

点で構造金物、固定金

加工化粧合板

具等に緩みのないこと。

こと。

いること。

                                        品質・性能

防水処理を施す。

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち、鋼材については、亜鉛めっき処理を

合は適用しない。

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質とする。ただし、メラミン樹脂系単一材の場

処理を施した材料とする。ただし、メラミン樹脂系単一材の場合は適用しない。

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち、鋼材については、防食処理及び防錆

メラミン樹脂系、ポリエステル樹脂系化粧板又はメラミン樹脂系単一材とする。

施した材料とする。

心材 

裏打材 

   項目

表面材 

小口 

エッジ材 

枠材 

１９

内
装
工
事

２０

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

（１）耐荷重性能　変形5.0mm以下　残留変形3.0mm以下 

（２）耐衝撃性能　残留変形3.0mm以下及び損傷がないこと 

（４）耐震性能 　　

イ）固定台試験による耐震性能 

＜適用地震時水平力＞ 

ロ）振動台試験による耐震性能（設計床高さ≦300mmの場合のみ） 　　　

（３）ローリングロード性能（3,000Nの場合の試験の適用は任意）

　　　所定荷重1,000Nによる繰り返し試験後、残留変形3.0mm以下 

    振動台試験において、パネルの脱落や使用上支障をきたす損傷、せり上がり、隙間及び水平移

動がない。 

3,000N 0.6Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+3,000N)/㎡当りの支柱本数}×0.6

3,000N 1.0Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+3,000N)/㎡当りの支柱本数}×1.0 

5,000N 0.6Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+5,000N)/㎡当りの支柱本数}×0.6 

5,000N 1.0Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+5,000N)/㎡当りの支柱本数}×1.0 

フリーアクセスフロア

（２０．２．２）

１

寸法精度

※標準仕様書20.2.2(b)(5)(ⅰ)～(ⅲ)による　

厚さ　±0.5mm

平坦度　パネル周辺部　1.0mm以下

　　　　図心と各頂点を結ぶ線上部　2.0mm以下

表面仕上材の品質、性能は、標準仕様書 章による。19

構成材の材質　・アルミニウム製　・鋼製(仕上げ：　　　　)

スロープ及びボーダー　・製造所の仕様による　・図示

配線用取り出しパネル

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　・20～30パーセント　・　　

　

・図示

　配線取り出し開口　・パネル1枚につき、40mm×80mm　程度の開口1箇所以上

空調用吹き出し（吸い込み）パネル　・なし　・あり（形式、施工箇所：図示）

マーカー　　　個

ケーブル保護カバー　　　個

（性能）

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

２０断熱材

（１９．９．２、３）
ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した断

・断熱材打込み工法 

　※規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）　・　

熱材，保温材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

・25 ・ 

・25 ・  ・接地部分 ・ 

施工箇所厚さ(mm)種類

・ 押出法ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材(ｽｷﾝなし） 

・ 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材(ｽｷﾝなし） 

・ ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材

・ ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

・ A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材

・ ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温材 （3種2号を除く） 

・保温板（2種b）

・保温板（3種b）

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

・ 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材

30

・ ・ ・ ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱・吸音材 ・ 50 室内側外壁・天井

・断熱材現場発泡工法 　　

  断熱材の種類　※A種1　　 ・B種1 　　

  厚さ（mm）　　・25　・30　・   　

  施工箇所　・図示　・ 　 

・現場発泡断熱材 

３）最高発熱速度が、10秒以上継続して200ＫＷ／㎡を超えないこと。

２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこと。

１）総発熱量が8ＭＪ／㎡以下であること。

３）に適合していること。

準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験の加熱時間は5分において次の１）～発熱性

試験）に適合していること。

試験又は難燃3級表面加熱試験に適合していること。

２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している発熱性試験（コーンカロリー

１）JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難燃性試験方法」による難燃2級表面加熱

難燃性

（試験方法）

による見掛け粘度の測定方法」による。

イ．原液試験（原液粘土試験）

JIS K 7117-1「ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ－液状、乳濁状又は分散状の樹脂－ﾌﾞﾙｯｸﾌｨｰﾙﾄﾞ形回転粘度計

ロ．発砲品試験

１）試料の作成は、JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム」の6.2.1

による。

２）試料の状態調節は、JIS A 9526の6.2.2による。また、試験片の作成はJIS A 9526

の6.2.3による。

３）試験片の状態調節及び試験場所は、JIS A 9526の6.2.4による。

ハ．圧縮強さ試験

による。

ニ．熱伝導率試験

JIS A 9526の6.2.6により、JIS A 1412-1「熱絶縁材の熱抵抗及び熱伝導率の測定方法

－第１部：保護熱板法（GHP法）」又はJIS A 1412-2「熱絶縁材の熱抵抗及び熱伝導率

の測定方法－第２部：熱流計法（HFM法）」によって、平均温度（23±2）℃、高温板

と低温板の温度差（25±5）℃で熱伝導を測定する。

ホ．接着強さ試験

JIS A 9526の6.2.7による。

ヘ．透湿率試験

JIS A 9526の6.2.8により、測定はJIS A 1324「建築材料の透湿性測定方法」又はJIS

K 7225「硬質発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ－水蒸気透過性の求め方」による。

ト．難燃性の表面加熱試験

JIS A 1321に規定する試験方法に準じる。

チ．発熱性試験

建築基準法に基づく指定性能評価機関が準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用して

いる試験方法に準じる。

JIS A 9526の6.2.5により、測定はJIS K 7220「硬質発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ－圧縮特性の求め方」

（品質性能等）

下記のいずれかによっていること

床用防塵塗料塗り 材　質　　水性アクリル系樹脂塗料（※標準色　　・　　　　　）

仕上種別　コーティング （※ローラー刷毛塗り　 ・　　　　　）

畳敷き

(19.6.2)

準不燃認定品

製造所

見切縁，水切りは特記製造所の仕様による

浴室天井材

種別　・A種　・B種　・C種　・D種（畳床：・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N）

下地の種類 ・標準仕様書　表12.6による床組

・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン）

・

メラミン樹脂化粧板

少ない材料を使用したものとする。

畳床の防虫処理は防虫加工紙を使用してもよい。

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて

フローリング特殊張り

及び捨板特殊張り

体育館，格技場用

※監督員の承諾する施工業者

JIS K 6903規格品　　厚さ　・1.0　・1.2　・1.6

12

13

14

15

16

脂系化粧ＭＤＦ

ポリエステル樹

脂系化粧パー

ポリエステル樹

ティクルボード

項目 耐薬品性及び耐汚染性 耐引っかき性

-

品質・性能

開閉耐久性

品質・性能項目

（品質・性能）

（１）パネル

（２）構造金物

（３）付属金物

（４）外観は、JIS A 6512「可動間仕切」の5.b) による。 

（５）パネル表面材の耐薬品性・耐汚染性・耐ひっかき性・開閉耐久性 

表面材の材質

※メラミン樹脂系化粧板

・ポリエステル樹脂系化粧板

※ 幅木タイプ

・

・ 標準

※ Ｒ

※ アルミニウム製

・ ステンレス製

・ 表面材と同材

ドアエッジ

材質形状

脚部

形状

走行方向 操作方法

表面仕上げ材

材質
パネル表面

仕上げ

遮音性

(dB/500Hz)
圧縮装置の

操作方法

・平行方向 移動式 

・二方向 移動式 

※手動式

・電動式

・部分電動式

・プッシュ式

・ハンドル式

※鋼板

・

・焼付塗装

・壁紙張り

・36未満

・36以上

３ 移動間仕切
（２０．２．４）施工箇所

構法

所定荷重

耐震性能

パネル寸法（㎜）

高さ（㎜）

床表面仕上げ材の材質

ボーダー部及びスロープ

・置敷式

※３０００Ｎ　　・５０００Ｎ

・１．０Ｇ　　　・０．６Ｇ

※タイルカーペット

・帯電防止ビニル床タイル

※メーカー仕様　・図示

・支柱調整式

・１．０Ｇ　　　・０．６Ｇ

※タイルカーペット

・帯電防止ビニル床タイル

項目 性能

①　ベースプレート又はアンカーが耐力に達した

    トキ又はコンクリート接着面が剥離したとき

②　上記①以外の部分が耐力に達したとき

③　適用地震時水平力を加力した

    時の支柱頂部の変位

設計床高さ

  ≦250mm

設計床高さ

  ＞250mm

水平荷重の1/2が下記の＜適用地震時水平力＞

以上

水平荷重の1/1.5が下記の＜適用地震時水平力＞

以上

5mm以下かつ、適用地震時水平力を除荷した状態

での変位がほぼ弾性範囲内 

構造床面からの高さの1/50以下 

11

総厚さ(mm)

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

工事名称 一ツ樋ポンプ場上家新築工事

工事場所 福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

図面番号 縮 尺

設計年月 2025年 1月

建築工事特記仕様書６

(表 19.7.1)

（１９．７．２、３）

せっこうボードその他

のボード張り及び合板

張り

１９ ９

内
装
工
事

 ・ 6　・ 8  

種　　類 厚さ(mm)、規格等

・ 中質木毛セメント板

・ 硬質木片セメント板

・ 普通木片セメント板

・ 普通木毛セメント板

・ けい酸カルシウム板

（木目）

・ 硬質木毛セメント板

・ メラミン樹脂化粧板

・ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂化粧板

JIS K 6903 による　（※ 1.2　　・　　　）

・研磨板　（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ） ＲＳ

記号

JIS

・ グラスウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ号32K

・ せっこうボード

 HW 

 MW 

 NW 

 HF 

 NF 

IB

1.0FK

DR

RW-B

GW-B

GB-R

GB-NC

GB-S

GB-F

GB-L

GB-D

GB-D

・ ロックウール化粧吸音板

・ ロックウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号

・ 普通合板

・ 天然木化粧合板

・ 特殊加工化粧合板

ファイバーボード

・ 単板張りパーティクルボード

・ ミディアムデンシティ

・ 化粧パーティクルボード

・ ハードボード（素地）

・ ハードボード（化粧）

・ インシュレーションボード

せっこうボードの目地工法　・仕上げ表による　

せっこうボード等の下地は図示による。

遮音シール材　　　・適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）

 　　　　　　　　 ・適用しない 

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

合板類の張付け　　※B種 　・A種　

  ※規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 12　  ・ 15　  ・ 18　  ・ 21　 ・　

・ 30 　 ・　

タイプ 2（無石綿）0.8FK

・ フラットタイプ（・ 9(不燃)・ 12(不燃) ・　　）

・ 凹凸タイプ（・ 12(不燃)・ 15 (不燃)・  　 ）

・ 25　　・ 

・ 25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）　　・ 

 12.5 (不燃)     ※ ・ 15 (不燃)

9.5 (不燃) 　　　　　化粧無（下地張り用） 

 化粧有（トラバーチン模様）

12.5 （・不燃　・難燃）

・ 12.5 （不燃）　・ 15 （不燃）

9.5

12.5 （不燃）幅 440mm 程度

模様（・ 柾目　・ 板目） 専用下地材有り

表面の樹種

　生地、透明塗料塗り 

（※ﾗﾜﾝ程度　・　　　 　　） 

  不透明塗料塗り 

（※しな程度 ・　 　　　　） 

板面の品質（　　　） 

厚さ(mm)（　　　） 

接着の程度（・1類　・2類） 

・防虫処理 

樹種名（　　　　　　　　　） 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

・防虫処理 　・難燃処理 　・防炎処理 

厚さ(mm)（　　　） 

化粧加工の方法 （・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装） 

表面性能（　　　　    　）タイプ 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

厚さ(mm)（　　　） 

・防虫処理

MDF
・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12      ・　

・ 無研磨板     　　・ 研磨板ＶＮ ＶＳ

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18      ・　

ＤＣ・ 塗装 

ＤＶ・ 単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ     ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ ＤＯ

・ 10（難燃）・ 12（難燃）・  

・未研磨板（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ） 
HB

ＲＮ

 ・内装用　　　・外装用 ＤＩ ＤＥ

・ 2.5　・ 3.5　・ 5　・ 7 　・　

 A級（ ・ 天井仕上　 ・ 内装仕上　 ・ 　　）

・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・ 18   ・　

壁紙張り

（１９．８．２、３）

紙 繊維
ﾁｯｸ
ﾌﾟﾗｽ 無機質 その他

・ 不燃・ 準不燃

・ 不燃・ 準不燃

・ 不燃・ 準不燃

・ 不燃・ 準不燃

モルタル・プラスター面の素地ごしらえ　・A種　※B種 　

コンクリート・ＡＬＣ面の素地ごしらえ　・A種　※B種 　

せっこうボード面の素地ごしらえ　　　　・A種　※B種 　

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　10

施工箇所

壁紙の種類

防火性能 備考

・ 不燃積層せっこうボード

・ シージングせっこうボード

・ 強化せっこうボード

・ せっこうラスボード

・ 化粧せっこうボード

・3000Ｎ　・5000Ｎ　・6000Ｎ

屋根面

450x450

H=300

　　  0.6以上 

（５）耐燃焼性能 　

      建築基準法第２条第９号の規定に基づく不燃材料又は燃焼終了後の残炎時間が0秒 

（９）メンテナンス性 　　

（８）歩行感 　　

（７）感電防止性能 　

      通常の歩行において空洞音やがたつきがなく、歩行感に違和感がない 

      交換が必要な部品については交換できるよう設計されている。 

　    漏えい抵抗(R)≧１×１０ Ω
6

可動間仕切

（２０．２．３）

２

          試験に使用する表面仕上げ材 　　　

      ３）共通事項 　　

            種類：タイルカーペット　　　　　

            繊維素材：ナイロン100 ％ 

            パイル携帯：ループパイル　　　　

            パイル長：3.0㎜～4.0㎜ 

            パッキング素材：塩化ビニル樹脂　

            全厚：6.0㎜～7.0㎜ 

            人体耐電圧：２KV以下 

            単位質量：4.0㎏/㎡～64.0㎏/㎡　

による各測定点の荷重及び変形曲線を測定し記録する。 　

                 た後、速やかに除荷して“０”にした状態を零点とする。又、水平力

（試験方法） 

（１）耐震性能 

      １）設計床高さ≦300mmの場合 

          所定の重りの質量　3000N：200kg　5000N：350kg 

          加振　0.6G：所定加速度600cm／S2　1.0G：所定加速度1000cm／S2 

      ２）300mm＜設計床高さ≦600mmの場合 

          ① 固定台による耐震性能試験 

          ②試験方法－１ 

             ロ、加力方向は､支柱要素に対して最も不利な方向とする。試験体数は､3個とする。

          ③試験方法－２ 

             イ、支柱調整式－支柱分離型・支柱固定タイプの全てのタイプ共、下記の試験方法－１

                 又は、試験方法－２による。 　　

             ロ、原則として、試験方法－１はパネル単体設置（Ａタイブ）に適用し、試験方法－２

                 はパネル連結設置（Ｂタイプ）に適用するものとする。

             イ、試験は、ｺﾝｸﾘｰﾄ(JIS A 5371ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品 種類：N300)に接着した支柱

                 の頂部に対し、水平方向に適用地震時水平力及び水平最大耐力まで加力し､ 各測

                 定点における水平力、支柱頂部の変形量を測定する。 

             イ、試験は、ｺﾝｸﾘｰﾄ(JIS A 5371ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品　種類：N300)に接着した数ユ

                 ニットの支柱の頂部に対し、水平方向に数ユニット分相当の、適用地震時 水平力

                 及び水平最大耐力まで加力し､各測定点における水平力、支柱頂部の変形量を測定

                 する。加力方向は､支柱要素に対して最も不利な方向とする。 

             ロ、最終的に水平力を支持する支柱の本数で除した値を、支柱１本当たりの水平力と

                 所設ける。試験体数は､１セットとする。④零点補正及び測定記録試験体と試験機

                 の隙間等を除去するため、始めに適用地震時水平力の1／2程度の 水平力を加力し

          試験体ユニット1000mm×2500mm程度 

                 する。又、800㎜×800㎜に荷重板3,200 N（5,000 N／１㎡ 相当）を１箇

（６）帯電防止性能評価値（Ｕ） 

構造形式
構成基材の種類 表面仕上げ材 　遮音性 防火性能

(dB/500Hz)

仕上げ

パネル表面厚さ

(mm)

材質パネルスタッド

※鋼板

・

※0.6

・0.8

・ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付

・壁紙張り

又はｱｸﾘﾙ樹脂焼付

・0

・15程度

・30程度

・36以上

・不燃※スタッド式(内蔵)

・スタッド式(露出)

・パネル式

・スタッドﾊﾟﾈﾙ式

パネル内に取付ける建具 ・あり（※図示　・　　　） ・なし

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による

－

・ 化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ ・ 9.5（準不燃）

・ 12.5（不燃）－ 階段室、電気室、休憩室

A-06/48

・            　　・ 

・ 25

A-05(19-7)参照

50(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包)



・ 遠心力鉄筋コンクリート管 ※ 外圧管（１種） ※図示

・

・ 硬質ポリ塩化ビニル管 ・ VP　 ※図示   

・ VU ※図示   

・ RS-VU  ※図示   

鋳鉄製ふた

・水封形 ・Ｔ－２用 ・有り 左記以外の品質等は（公社）

ホールふた ・簡易密閉形 ・Ｔ－６用 ・無し 空気調和衛生工学会

　（パッキン式） ・Ｔ－２０用 SHASE-S209による

・密閉形 ・ 

　（テーパ・パッキン式） 

・中ふた付き密閉形

　（テーパ・パッキン式） 

塩ビ製 ・ RS-VU  

・広島県名有り　　・無し

(21.2.1)

・凹凸形・細目 ・溝ふた・鋼製 ・（　　　　）－・歩行用
・ （横断用） ・ ホールふた

・溝ふた ・T-2用 ・（　　　　） ・平形・受枠付き、ボルト固定 ・普通目 
・T-6用 （側溝用） 

・ ・細目 ・ ・桝ふた用 ・T-14用 

・Ｕ字溝用 ・T-20用 

・溝ふた ・凹凸形・ステンレス製 －－・歩行用 －
（横断用） ・ 

・溝ふた ・T-2用 
－ － ・平形・受枠付き、ボルト固定

（側溝用） ・T-6用 
・ 

・桝ふた用 ・T-14用 

・Ｕ字溝用 ・T-20用 

メインバー、

クロスバー 

エンドバー、

サイドバー 

受け枠用アングル材 

アンカー 

表面仕上げ 

ふた 

荷重性能 

T-20 78.5 109.8 20×50 

T-14 54.9 76.9 20×50 

T-6 23.5 33.0 20×24 

T-2 7.8 11.0 20×16 

4,903N/㎡の等分布荷重

試験体は、下記の種別ごとに強度計算における応力度が最大となる製品について試験を行う。 　

イ）溝ふた　　横断用　T-20～T-2のうち1体 　　

　　　　    　側溝用　T-20～T-2のうち1体 　

ロ）Ｕ字溝用　側溝用　T-20～T-2のうち1体 　　　　　

　　　        歩道用　　　　　 のうち1体 

設計荷重を基準として一方向繰り返し加力を行う。加力速度は、4,903N/sとする。繰り返し加力は3回行

った後、残留ひずみ等がないか確認する。その後設計荷重の1.5倍まで加力し、溶接部のはずれ等異常の

有無について確認する。 

２

基床の厚さ及び種類　　・図示　　　

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　　※接着剤　　　　

側塊の形状及び寸法　・図示　

コンクリート基礎等に用いる材料

（容積比）　セメント１：砂２：砂利４程度とする。

　　　　・図示

凍上抑制層に用いる材料　

砂の粒度試験　・行う　・行わない

雨水・雑排水・汚水等の表示入りとする

排水桝の種類　　　　・図示　

砂地業に用いる材料　　 ※標準仕様書21.2.1(g)(1)による　　　・図示　　

砂利地業に用いる材料　※標準仕様書21.2.1(g)(2)による　　　・図示　　

※標準仕様書6.14により、設計基準強度は18N/㎡とする。ただし、コンクリートが簡易な場合の調合

鋳鉄製マン

メインバー、サイド
バー及びエンドプレート

クロスバー

受け枠用アングル材 

溶融亜鉛めっきの

付着量

表面仕上げ 

アンカー

ふた 

荷重性能 

グレーチング３

(21.2.1)

排水管１

（２１．２．１，２）
・Ｂ形管

・

２１

排
水
工
事

・垂直方向 ※完全（全貫通型）スリット　・　 ・耐火型 ・有り

・水平方向 ・非耐火型 ・無し

目地材 シーリング材（見え掛かりのみ） シーリング材（内外とも）

目地寸法 ※20×10　・　 ※20×10　・　

ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝ・ｼﾞｮｲﾝﾄ

金物

防水型　　　　　　※適用する　　　　・適用しない

防振ゴム等の製造検査 本工事の施工に当たり，東洋ゴム化工品（株）又はニッタ化工品（株）で製造された製品

や材料を用いる場合には，第三者機関による品質を証明する書類を提出すること。

46

45

止水板 形状　・据置式　・壁張り式　・差込式

寸法

製造所

43

耐震スリット44

項目

JIS G 3101　SS400

JIS G 3101 SS400及びJIS G 3505 「軟鋼線材」SWRM

JIS G 3101 SS400及びJIS G 3132 「鋼管用熱間圧延炭素鋼鋼帯」SPHT

JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」による試験において溶融亜鉛めっきの付着量が

HDZ40以上又は、HDZ 50以上

塗装仕上げとする場合は、樹脂系塗料

間隔　側溝の場合500mm内外

幅及び長さの許容差　±3.0mm 

設計荷重の1.5倍までの加力に対して、溶接部のはずれ等その他の異常がない

ものとする 

＜鋼製グレーチング＞以下のもの又は同等のものとする

＜ステンレス製グレーチング＞

項目 品質・性能

品質・性能

JIS G 4303,JIS G 4304,JIS G 4305,JIS G 4308,JIS G 4318のSUS304

又はJIS G 4303,JIS G 4305のSUS430JIL

JIS G 4303,JIS G 4304,JIS G 4305,JIS G 4308, JIS G 4317,JIS G 4318のSUS304,

JIS G 4320のSUS304又はJIS G 4304,JIS G 4305のSUS430JIL

JIS G 4304,JIS G 4305, JIS G 4317, JIS G 4320のSUS304又はJIS G 4304,

JIS G 4305のSUS430JIL

IS G 3101 SS400，塩害の多い地区は塩害に対する防錆処理を行う。    

間隔　側溝の場合500mm内外 

2B程度

幅及び長さの許容差　±3.0mm 

設計荷重の1.5倍までの加力に対して、溶接部のはずれ等その他の異常がないもの

とする 

（荷重試験方法）

設計荷重は以下の通りとする

歩車道 

区分 

荷重

種別

側溝用

(KN)

横断溝用

(KN)

加圧面積

(cm)

車道

歩道

　　　　　  　歩道用　　　　　 のうち1体 　　　

上面形状
亜鉛 めっき

(付着量)

ﾒｲﾝﾊﾞｰ
ﾋﾟｯﾁ

形式適用荷重用途材質

備考鍵適用荷重種類名称

備考呼び径形状管の種類材種

排水管用材料

目地

防水性能耐火性能タイプ方向

内壁（幅×深さ） 外壁（幅×深さ）

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

２０

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

２０ 点検口

形式　一般型　外枠　・額縁タイプ　・目地タイプ

内枠　・額縁タイプ　・目地タイプ

（品質・性能）

内外枠の材質  アルミニウム製　

  JIS H 4100 A6063S又は同等の性能を有するもの 　

  表面処理　陽極酸化皮膜JIS H 8601(AA6)又は同等の性能を有するもの 　　　　　

内枠及び外枠のコーナーピース

  鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するもの

外枠の取付け金物 　

  鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するもの 

内枠の仕上げ材留付金物 

　アルミニウム及びアルミニウム合金押出形材、亜鉛めっき鋼板又は同等の性能を有するもの 

　          （外部に用いる場合は、JIS H 8602のB種又は同等以上の性能を有するもの）

枠の寸法許容差　±0.5mm以内 

外枠と内枠のクリアランス　片側2.0mm以内

耐久性能（繰り返し開閉試験）

天井　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　※４５０ｘ４５０　・６００ｘ６００

（１）50回，100回，300回の内蓋の垂れ下がりが，0.5mm以内

（２）開閉試験後，使用上支障をきたす異常がないこと。

14

18.3.2のさび止め塗料塗り

床　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　・４５０ｘ４５０　※６００ｘ６００

形式　※屋内用一般型　・密閉形

（品質・性能）

以下のもの又は同等のものとする

JIS G 4305のSUS430

 （表面処理）JIS H 8602のB種又はJIS H 8601のAA15 

JIS G 4305のSUS304,

（表面処理）HL又は2B仕上げ

程度

（表面処理）HL又は2B

仕上げ程度

SUS430J1L,SUS443J1

JIS H 4100のA6063S-T5

－

等の防錆処理を行ったもの

JIS G 5501のFC150,FC200

JIS H 3100  C2600、C2720、C2801 

JIS H 3250  C3602、C3604  

－

JIS G 4305のSUS304,SUS430J1L又はSUS443J1 
JIS G 4308のSUS304

JIS H 8602(B) 

被膜 JIS H 8601(AA15) 

表面処理：陽極酸化塗装複合

JIS H 4000(A1100P H24) －

JIS G 4305　SUS430JIS G 4305のSUS304,SUS430J1L,S
US443J1,JIS G 4308のSUS304

鋼製又はJIS G 3313の類に

塩化ビニル樹脂製等

標準仕様書表18.3.1及び表

ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付塗装若しくは

18.3.2のさび止め塗料塗り

等の防錆処理を行ったもの

標準仕様書表18.3.1及び表

1,000Nまで3回繰り返す。 

まで加圧する。 

　試験は、蓋枠の四周を支持させ、蓋の中央部にφ50mmの加圧板を設置し、加圧する。 　

　本試験前に200Nを加圧した後、本試験を行う。 　

耐荷重試験 　

（試験方法） 

受け枠と蓋枠のクリアランス　片側2.0mm以内 

蓋付寸法の許容差　　±0.5mm以下 

受け枠寸法の許容差　±0.5mm以下 

　試験体は、張物用とし、600mm角程度、枠見込みは、40mm以下とする。 　

　測定は、蓋中央部にかかる加圧を200N増す毎にたわみと受け枠の変形その他の異常について

　本試験は、1,000Nで加圧、荷重除去を3回繰り返し行った後、その後試験体が破壊する（終局荷重）

      に従い取付ける。なお、野縁の種類は、19形とし仕上げ材は、せっこうボード厚さ9.5㎜（JIS

（２）試験は、内蓋を閉じた状態から自由開放状態にする動作を繰り返し行う。 

      げ材を挟んで固定しない方式）とする。標準仕様書14章4節により製作した試験体固定用天井

      A 6901「せっこうボード製品」のGB－Rの難燃2級又は発熱性2級以上）二重張りとする。 

（３）測定は、上記繰り返し試験において、各50回、100回、300回毎に内蓋の垂れ下がり状態を測定

する。

       下地開口補強に試験体の天井点検口450㎜×450㎜を吊り金具4箇所にて各メーカー仕様

（試験方法） 

内蓋（内枠）の繰り返し開閉試験 

（１）試験体は、枠見込み40㎜程度のものとする。 

      吊り金物は、外枠を天井下地取付け用チャンネルに直接留付ける方式（天井ボードなどの仕上

旗竿15

・アルミニウム合金製

・

・テーパー式

・同一断面式

・ハンドル式

・ロープ式

・埋込式

・ベース式

・ハンド式

材種 形式 操作方法 固定方法 備考高さ(ｍｍ)

形状に適した弾力性、密着性、気密性を有するもの 

スポンジラバー、エチレンプロピレン等 枠の材質、

塩化ビニル系ゴム、軟質塩化ビニル、クロロプレン、

ないものとする 

ンレス鋼材、アルミニウム押出形材などで被覆した、

鋳鉄製、ステンレス鋳鋼品、ステンレス製等 ステ

黄銅鋳鉄製、黄銅製、アルミニウム押出形材・合金

鋼製に電気亜鉛めっき又は防錆塗料を行ったもの

検口の有効径の0.08％以内であること。 

受け枠、蓋その他の使用上支障がないこと。 

施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式とする 

黄銅製、ステンレス製、亜鉛合金製とする 

破壊荷重は、荷重値のPnの2倍以上であること 

合成樹脂製のものは、衝撃による変形・割れが生じ

蓋中央部が荷重値Pn=1,000Ｎにおいて残留たわみが点

受枠材 蓋枠材 

二重蓋の中蓋

目地材

底板材 コーナー

ピース 底板補強材

パッキン材 

アンカー材 

取手 

鍵 

蓋の耐荷重性能 

鋼材

アルミニウム板 

ステンレス鋼板 

ステンレス

黄銅   

その他

鋳鉄 

鋼製 

ステンレス鋼製 

アルミニウム及びアルミニウ

ム合金押出形材

部材名 材質 屋内外用 屋内用

材　種　・ ステンレス製 (SUS 304)  ・　旗竿受金物16

高さ(mm)柱径、肉厚(mm)材種形式

・上下式鎖内蔵式

・

・標準品 

・スプリング式 

・ステンレス製 

・

・ ・

フェンス

高さ　・図示　　・ 

　　　　　　　　  ・アルミフェンス

　                ・鋼管フェンス 　

フェンスの種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス18

 　　　　　　　　 ・樹脂塗装メッシュフェンス 　　　　　　　　

車止め支柱17

※ 6.8 ※ 500 アルミ製枠付き※ 網入り磨板ガラス

・ ・・ 線入り磨板ガラス

※ 不燃布 ガイドレール※ 500

（不燃認定品） 　※ 固定式（壁埋込型）・ 800
　・ 可動式（天井収納型）・

※ 500 表面仕上げ鋼板製又はアルミ製

　※ 天井材張り・ 800
・ 　

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

収納家具 材質、形状、寸法    ※ 図示　　

合板類、MDF 及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

※規制対象外（Ｆ☆☆☆☆） ・　　　

屋外掲示板 本体材質　　　※ステンレス製　・　

照明器具　　　・有り　・無し

掲示板面材質　・　

施錠装置　　　※有り　・無し

形状寸法　　　※図示による　・　

くつふきマット ・塩化ビニル又はゴム製（受け枠ステンレス製(ＳＵＳ３０４)）ワンライン型

・硬質アルミニウム合金製（受け枠ステンレス製(ＳＵＳ３０４)）

・ステンレス製(ＳＵＳ３０４)（受け枠ステンレス製(ＳＵＳ３０４)）

階段手すり笠木

・集成材 ・クリアラッカー　・　

・ステンレスパイプ ・ＨＬ　　　　　　・　 ・６０　・４５　・４０　・　

・鋼製パイプ ・ＳＯＰ　　　　　・ＥＰ－Ｇ ・６０　・４５　・４０　・　

・ビニル製

天井見切り縁 材種　　・アルミニウム既製品　・ビニル既製品

ピクチャーレール ・見切り縁兼用タイプ　・　

移動フック　　　ヶ／ｍ　安全荷重　※１５㎏以上　・　

視覚障害者床タイル

奥行き(mm)　　・ 約 450　　・ 約 600

材　　　種　　・ メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・ 人工大理石　

表面の材質　※ 塩ビ発泡シート張り　　

枠の材質　　※ アルミニウム製

・３５　・４５　・　

アコーデオンドア 製品は消防法に認定する防災加工を行ったものとする

製造所

浴槽 釜　　　　　※バランス式（・一般型　※シャワー付型）　・外釜式

バーナー　　・都市ガス用　・プロパンガス用

槽　　　　　・鉄板ホーロー仕上　・ポリバス　※ステンレス

寸法（mm）　　長さ（　　　）　幅（　　　）　高さ（　　　）　保温蓋付

ステンレス流し台 ・BL部品（トラップ付）　・一般型　・公営住宅型

吊り戸棚，コンロ台 ・BL部品　・一般型　・公営住宅型

水切り棚 ・一般型（材質はステンレス又はアルミニウム）

敷地・境界石標 広島県公有財産管理規則による標識とする　　（　　）箇所

トラフ 枠　・硬質アルミ枠　　詳細は建築工事標準詳細図による

シャワーブース ・製造所仕様を基本とし，施工図提出の上監督員の承諾を受けること

家具工事 ・広島県高等学校家具仕様（別図）　　・　

施工に先立ち施工図を監督員に提出し，形状・寸法・材料・工法・金物等の承諾を受けること

体育館器具 製造所

換気扇枠等 延焼のおそれがある部分で，耐火構造又は防火構造が要求される場合は，鋼製プレート厚1.5mm以上

の特定防火設備又は防火設備を使用すること

・300×300　　・　

・レジンコンクリート製

・塩化ビニル製 ・7.0　　・　

・300×300　　・　 ・

・コンクリート製

・300×300　　・　 ・

・レジンコンクリート製

・300×300　　・　 ・

・コンクリート製

・300×300　　・　 ・

・セラミックタイル 

・セラミックタイル 

42

41

40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

30

29

28

27

26

25

鋼製書架及び物品棚21

屋内掲示板22

洗面カウンター23

防煙垂れ壁24

目塗り　・図示　　・ 伸縮目地　　

積み方　※谷積み　・布積み 

　・Ａ 　・Ｂ 　　　－

　間知ブロック

・コンクリート

・凝灰岩 

　　　－ 　　　 －・間知石 ・花こう岩 

伸縮調整目地　　材種　　・図示　　・ 　　　　　　

　　　　　　　　厚さ　　・図示　　・ 

  ※配筋を定めた計算書を監督員に提出する。 　

コンクリートの設計基準強度 

　※水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300kg/㎡を満足する調合強度 

　・図示 

配筋 　

  ・図示 

取付け方法 　

  ※図示 

(20.3.3～4)

プレキャスト

コンクリート

19

間知石及び

(20.4.2～3)

間知ブロック積み

20 材種 種類 質量区分 備考

JISによる種類規格等種　類

・ 移動式書架

・ 鋼製書架

・ 鋼製物品棚

JIS S 1039 の規格による

形状等は図示による

・ １種　・ ２種　・ ３種

・ ４種　・ ５種　・ ６種

材　　質 厚さ(mm) 高さ(mm) 備　　考

備　　考高さ(mm)材　　質種　　類

・固定式

・可動式

・垂直降下式

・回転降下式

　（巻取り型）

取付箇所直径（㎜）表面仕上げ材質

厚さ（ｍｍ）寸法（ｍｍ）種類施工箇所

屋内

屋外

ブロックパターンは JIS T 9251による

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

工事名称 一ツ樋ポンプ場上家新築工事

工事場所 福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

図面番号 縮 尺

設計年月 2025年 1月

建築工事特記仕様書７

・煙突用成形ライニング材

　　適用安全使用温度　　・４００℃　・６５０℃

材種　　　　　　　　　ステンレス製（ＳＵＳ３０４）（・埋込工法　※接着工法）

端部フラットエンド　　※有（※タイヤと同材　・ステンレス鋼）　・無

型式　　　　　　　　　※ビニルタイヤ又は合成ゴムタイヤ入り　幅（㎜）　※約３５

取付箇所　　　・図示による　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

寸法（㎜）　　・図示による　・　

厚さ（㎜）　　※５　・　

・案内板　　　　　　　・庁舎案内板（※標準詳細図による　・図示による）

・各階案内板（※標準詳細図による　・図示による）

・視覚障害者用案内板（※共通詳細図による　・図示による）

・室名札　　　　　　　※標準詳細図による　・市販品

・ピクトグラム　　　　標準案内図用記号　※ＪＩＳ　Ｚ８２１０による　・図示による

形状・その他　　　※図示による

・庁名文字　　　　　　※標準詳細図による　・　

・切抜文字（・ステンレス製・黄銅製）　・箱文字（・ステンレス製・黄銅製）

字数（　　　　）　文字の大きさ（　　　ｘ　　　）

・対人衝突防止表示　　・図示による

・非常用進入口　　　　・図示による

（１）仕様　・広島県高等学校黒板仕様　・ＪＩＳ規格品

（２）種類　※研ぎ出し黒板（・木製　※鋼製）　・焼付け黒板　・ほうろう

　　　枠　　※アルミ合金製　・木製

　　　色彩　※緑　・黒　・白

（３）製造所

　案内用図記号はＪＩＳ　Ｚ　８２１０による

ﾗｲﾆﾝｸﾞ材とｺﾝｸﾘｰﾄ

の境界温度 

種類

適用安全使用温度 

（品質・性能）

石綿 

耐酸性 

透水性 

ｽﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ性 

圧縮強度 

曲げ強度 

加熱線収縮率 

100℃以下とする。 

2.0％以下

試験体に亀裂の発生、剥離あるいは脱落等がないものとする。

試験体裏面に水滴が生じないものとする。 

試験体に形状変化が見られず、崩壊する危険性がないものとする。 

使用不可。 

2.0％以下 

2.0N／㎜2以上

2.0N／㎜2以上

0.8N／㎜2以上 

1.0N／㎜2以上 

・400℃　・650℃・400℃　・650℃

・ｿﾞﾉﾗｲﾄ系けい酸ｶﾙｼｳﾑﾗｲﾆﾝｸﾞ材材 ・心材付繊維積層ﾗｲﾆﾝｸﾞ材

ブラインド

（２０．２．１２）

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

２０

（２）透水性試験 　

（３）耐酸性試験

      1.0％濃度の硝酸及び硫酸水溶液に下記の方法で浸せきした後、試験体の外観を調べる。 

      適用安全使用温度（300 ℃）から適用安全使用温度まで100℃間隔で30分間加熱冷却を繰り返し、各

      温度設定時の加熱後及び冷却時の試験体亀裂、剥離、脱落の状況を観察する。（試験体は完成品と

      し、サイズは内径600mm×長さ1000mm程度とする。） 

      試験は、試験体を温度20℃、湿度60％の試験室に24時間以上静置した後、酸水溶液に1週間（168

      時間）浸せきする。（ただし、酸水溶液は48時間毎に交換する。）その後、48時間以上温度20℃、

      湿度60 ％の試験室に静置した後に外観観察を行う。（試験体のサイズは、100mm×50mmとする。）

（１）スポーリング性試験 　

 （４）熱伝導率測定 　

      試験設定温度は100 ℃、150 ℃、300 ℃、450 ℃、600 ℃とする。 

      JIS R 2616「耐火断熱れんがの熱伝導率の試験方法」による。 

加熱線収縮率，曲げ強度，圧縮強度の確認は，社内試験成績書によることができる。

（試験方法） 

300mm 以 上 　

材種　　　　　　　　※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

形式　　　　　　　　・シングル　　　　・ダブル

強さによる区分　　　※　10-90 ・

仕上げ　　　　　　　※アルマイト　　　

カーテンレール

　　　　・ステンレス製

　　 ・片引き　　　　　・引分け

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　※

カーテン及びカーテン

レール

（２０．２．１４）

備考形式 開閉操作 ひだの種類 きれ地の種別、品質、 取付箇所

特殊加工等

・図示・シングル ・片引き ・手引き ・フランスひだ

・・ダブル ・引分け ・ひも引き ・・箱ひだ、つまひだ

・電動 ・プレーンひだ、片ひだ

(暗幕)

ロールスクリーン

（２０．２．１３）

材種 遮光性能　・　

品質

操作方法　・電動式　　・スプリング式　　・チェーン式

アルミスラット　焼付け塗装仕上げ

クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

形状　　　　　　　　※角形　　　　　　

形式

・横型

操作方法

・手動

種類

※ギア式

スラットの材質

※アルミニウム

スラット幅

※25

（ｍｍ）

ボ ッ ク ス

レールの材種

寸 法

取付箇所

・コード式

・操作棒式

・電動 ー

・

※鋼製

・

・図示

・

・手動 ※２本操作 ※アルミスラット ・80

　　コード式

・ １本操作

・電動 ー

・クロススラット ・100

アルミニウム

　　　合金製

・図示

・

　　コード式

・

　合金製 

      JIS A 5430「繊維強化セメント板」9.6透水性試験による。 

・縦型

５

６

７

８

９

10

11

12

煙突ライニング

（２０．２．１１）

階段滑止め

（２０．２．６）

黒板及びホワイト

ボード

（２０．２．８）

鏡

（２０．２．９）

表示

（２０．２．１０）

ブラインドボックス

溝型×深さ（ｍｍ）　　・90×150　　・120×80　　・120×150　　・150×80　　・図示及びカーテン

ボックス 材質　　・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

　　　　・アルミニウム製　押出し型材（市販品）

　　　　　表面処理　・C-1　　　　　　　） 

　　　　　皮膜等の種類　※標準仕様書表14.2.1による　　・ 　

　　　　・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　　） 

 　　　　　　　　　 

13

  　　　　　　　　　・C-2（　・アンバー　　・ブロンズ　　・ブラック系　　・ステンカラー）  

材質　　　　　　　・アルミニウム　　・ステンレス

クリアランス　　  ・50　　・100　　・150　　

耐火性能　　　　　・有り（　 　）　・無し

・200

1h

－A-07/48

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

２０



                   　　　（種類　　・　　　　　　）かん水装置　　・ 設置する　

                   （形式　　・ 図示　　・　　　　　　）支柱　　・ 設置する　

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

工法

加圧速度は10㎜／min以下とする。

２）試験体は耐根層から透水層までを通常使用状態にセットした3体とする。

定する。（保水層を有する場合は保水層も対象とする。）

変形・破壊の起きないことを確認する。又その時の圧縮応力に対する歪み（％）を測

１）3×10　 N /㎡の等分布荷重による加圧試験を行ない、排水層及び耐根層等に有害な

イ．排水基盤の耐荷重性能

（試験方法）

有すると認められる場合は省略することができるものとする。

施工後の耐根層を保護するものであること。但し、防水層が防水層保護層と同等の性能を

耐根層保護層の材質は、合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、かつ、施工中及び

の耐根性能を有し、かつ、耐腐食性及び耐久性のあるものであること。

耐根層は、重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い植物に対して３年以上

上部歩行に際し破壊しないこと。

みなど異常のないこと。（保水層を有する場合は保水層共）また、一般メンテナンス時の

耐荷重性能（排水層の許容圧縮強度）は、3×10　N／㎡以上の載荷重で破損・有害なひず
４

排水層の鉛直方向の排水性能：240Ｌ／㎡/h以上

い構造をもつこと。

排水層は、植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み土壌を支え、流出しな

せない構造であること。

透水層は、目詰まりにより植物の生育に支障を生じることがなく、植え込み用土を流出さ

こと。（保水層を有する場合は、保水層共）

透水、排水層等構成材の主要材質は、合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるものである

（品質・性能）

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　※ 図示

樹木，芝及び地被類の樹種並びに種類，寸法，株立木数等　　※ 図示　　　

・屋上緑化軽量システム

とする。

（ロ）試験体は耐根層から透水層までを通常使用状態にセットした3体とする。加圧速度は10㎜／min以下

（％）を測定する。（保水層を有する場合は保水層も対象とする。）

排水層及び耐根層等に有害な変形・破壊の起きないことを確認する。又その時の圧縮応力に対する歪み

（イ）最大土壌層厚の単位面積当たりの質量の1.5倍かつ3×104N/㎡の等分布荷重による加圧試験を行い、

（２）排水層の耐荷重性能

その後も透水量が増加する方向へ向かうまで流水時間を延長して確認することも可とする。

（ホ）試験開始後6週間、流水時間合計が30日を越えた時点で透水係数がまだ上昇に転じない場合は、

とする。

数値より高い値を維持し、透水係数の上昇傾向を確認できれば目詰まりが解消方向にあると判断し、合格

（ニ）各サイクルごとの透水係数の推移をグラフ化し、6週間を過ぎるまでにその週の数値が直前の週の
（ハ）水切り工程は、試験体の入った試験装置を取り出し、試験室内に水が切れる状態で保管する。

を計量し、透水係数を算出する。なお、乾燥工程の試験室は室温20±3℃　湿度60±5％とする。

ｻｲｸﾙを繰り返す。週2回を下回らない測定回数で圧力差の水頭差110mmを保持したまま、１分間の透水量

（ロ）常温で１日置いた後、上部より給水する。給水5日間連続後取り出して自然水切り2日とした給水

加圧せずに均一に充填する。（試験体１体）

ート」付属書Ａに規定する砂）及びシルト＃250を容積比9：1の割合で混合し、高さ80㎜の試験容器に

試験装置の下部に試験体(透水フィルタ)をセットし、その上に砂（JIS A5308「レディミクストコンクリ

（イ）JIS A 1218「土の透水試験方法」の定水位透水試験に準じたインターロッキングブロックの透水性

（１）透水フィルタの透水性能（１）透水フィルタの透水性能

（試験方法）

の下に設ける場合は省略することができるものとする。

を保護するものであること。ただし、耐根層を保護コンクリート（絶縁シートも含む）

材質は合成樹脂等とし、耐腐食及び耐久性を有し、かつ、施工中及び施工後の耐根層耐根層保護層

性能を有し、かつ、耐腐食性及び耐久性のあるものであること。

重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い植物に対して３年以上の耐根耐根層

異常のないこと。（保水層を有する場合の保水層共）

上部歩行に際し破壊しないこと。３×１０N/㎡の載荷重で破損・有害なひずみなどの許容圧縮強度

最大有効土壌層厚の単位面積当たりの重量の1.5以上、かつ、一般メンテナンス時の耐荷重性能排水層

の排水性能

排水層の鉛直方向

をもつこと。

植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み土壌を支え、流出しない構造排水層

保水層共）成材の主要材質

合成樹脂等で対腐食性及び耐久性のあるものであること。（保水層を有する場合は、透水、排水層等構

の週の数値より高い値を維持し、透水係数の上昇傾向を確認できること。材質及び透水性能

材質は合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるもの。透水性能はその週の数値が直前透水フィルターの

品質・性能項目

（品質・性能）

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　※ 図示　

樹木の及び地被類の樹種並びに種類、寸法、株立木数等　※図示　

植込み用土 　　     ※ 改良土　　 ・ 人工軽量土

排水層　　　　　　・ 軽量骨材（層の厚さ　：          ）    ・ 板状成型品

土壌層の厚さ　　　・ 図示　　　・   

・屋上緑化システム  （２３．５．２～３）

植栽基盤及び材料屋上緑化１２

240l／㎡・h以上

(23.4.7) 　※引渡しの日から１年　・無し 

(23.3.4)(23.3.6) 移植樹木の枯損処置を行う期間 

芝等の枯保証 　※引渡しの日から１年　・無し

新植、移植樹木、１１ 新植樹木（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の枯補償の期間 

・

・
(23.4.2)

樹種 単位面積当たりのコンテナ数コンテナ径
地被類１０

芽立数

・

※発芽率80%以上※洋芝類（採取後2年以内）
(23.4.2)

種子の量（g/㎡)発芽率種子の種類
吹付けは種９

備考

(23.4.2)

芝８

(23.3.2)

幹巻き用材料７

(23.3.2、3)

支柱６

　客土　　　※行う　・行わない

　盛土法面　※筋芝張り

　切土法面　・目地張り　※べた張り 

　平地　　　※目地張り　・べた張り 　

芝張りの工法　

種類　  ※ コウライシバ　　・ノシバ　　

　※ 幹巻き用テープ　・ わら及びこも

材料

形式　　　　　・図示　

防腐処理方法　※加圧式防腐処理丸太材　

支柱材　　※ 丸太（間伐材）　　　・ 真竹　

(23.3.2)

樹木 樹種、寸法、株立数等　　　※図示　５

     使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする 

    「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第1の基準に適合する原料を

　 材料 

使用量　　　　　 植栽基盤面積1㎡あたり　（　・10L　　・　　　　） 

施工箇所　　　　※植栽範囲　　　　・図示 　　 

・ 汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）

使用量　　　　　 植栽基盤面積1㎡あたり　（　・50L　　・　　　　） 

施工箇所　　　　※植栽範囲　　　　・図示 　　 (23.2.3)
・ バーク堆肥土壌改良材４

２３

(23.2.3)

・ 現場発生土の良質土　　　　・ 客土植込み用土

植栽基盤の排水設備　・設ける（※図示　　・　　　　　）　・設けない

（23.2.2,4）

植栽基盤の整備

電気伝導度（EC）の試験　　　 　　　  ・行う　　　・行わない （２３．１．３）

土壌の水素イオン濃度指数（pH）試験　　 　・行う　　　・行わない 植栽地の確認

・ 
・適用しない ・・ ・図示   
・適用する ※20※Ｂ種 ※芝、地被類 ・植栽部分 

（※50　 ・60） 

樹高3ｍ未満 

（※60　 ・80） 

樹高3ｍ以上～7ｍ未満 ・Ｄ種 ・ 
（※80 　・100） ・Ｃ種 ・図示   

・適用しない 樹高7ｍ以上～12ｍ未満 ・Ｂ種 ・植栽部分 
・適用する （※100　・120　・150） ※Ａ種 ・樹木 ・葉張り部分 

樹高12ｍ以上 

１

２

３

植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

２３

植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

・適用しない

品質規格については，監督員と協議すること

　　　　　　・再生粒度調整砕石　・再生コンクリート砂）

※適用する（・再生加熱アスファルト混合物　・再生クラッシャーラン再生資源

　　低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料

粉体状溶融※ ３種１号
・ 100

加熱・ ２種
液状 ・ 150・白 ・ 1.0常温・ １種

適用 幅(mm)施工 塗布厚さ(mm)色種類

JIS K 5665（路面標示用塗料）による路面表示塗料

　・ Ｂ種（施工範囲：・図示　・建物周囲　・　　　　　）

　・ Ａ種（施工範囲：・図示　・通路　・　　　　　　　）（22.9.2）

砂利敷き 種別９

１０

１１

適用部位

・
・視覚障害者用表示
・車いす駐車場ライン
・白線

仕上り面の平たん性　※歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は3mm以内

・アスファルト舗装 ※50　・　・・ ・・

・ うろこ張り・図示 ・コンクリート舗装・※ 小舗石（花こう岩） ※70　・　

・ 舗石舗装
　　　　　　　　　　・　

仕上り面の平たん性　※歩行に支障となる段差がないものとし、ブロック間の段差は3mm以内

 透水性ブロックは　(透水性コンクリート）とする。

歩行者専用通路に使用する普通ブロックは再生材料を用いた舗装用ブロック)とする。

・ 透水性ブロック（Ｐ）   
・図示 ※3. 0   ※60歩行者用通路

※ 普通ブロック（Ｎ）

  ・ 標準品・ 透水性ブロック（Ｐ）
※80 ・図示車路

色彩、表面加工※5. 0   ※ 普通ブロック（Ｎ）

(N/ｍ㎡)

曲げ強度

・ インターロッキングブロック舗装

仕上り面の平たん性　※歩行に支障となる段差がないものとし、ｺﾝｸﾘｰﾄ平板間の段差は3mm以内

普通平板は（再生材料を用いた舗装用ブロック），透水平板は（透水性コンクリート）とする。

　・たたき出し 

　・洗い出し ・

　・研ぎ出し ・ﾓﾙﾀﾙ　　・・透水平板(Ｐ） 

表面加工 　※砂　※  60※300角 ※普通平板(Ｎ）

（22.8.2,3）

・ コンクリート平板舗装

・ジオテキスタイル

単位面積質量　　・60ｇ/㎡以上

厚さ（㎜）　　　・0.5～1.0

引張強さ　　　　・98Ｎ/5ｃｍ（10ｋｇｆ/5ｃｍ）以上

透水係数　　　　・1.5×10cm/sec以上

舗装

  アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　・行わない 

試験

舗装の平坦性　 ※著しい不陸がないもの　

・

・ 図示　　

・

・ 図示　　

・ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ

・再生ｱｽﾌｧﾙﾄ

・

・ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型

・

・加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等(密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物)

・

・排水性舗装用ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

基層

表層（２２．８．２～６）

試験

（２２．７．２～６）

舗装

透水性アスファルト

　骨材　　・道路用砕石　　・アスファルトコンクリート再生骨材

構成　・　図示　

材料

  開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　・行わない 

舗装の平坦性　 ※著しい不陸がないもの　

ブロック系舗装

排水性アスファルト

６

７

８

　ニート工法及び塗布工法の配合等

常温系カラー舗装の着色部の下部　・アスファルト舗装　・コンクリート舗装

図示 図示

・歩行者用通路

・車路

(22.6.2～4)(表22.6.1)

・

材料 

  添加する材料　　・着色骨材（　　　　　）　・自然石（　　　　　） 

配合 　

  結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量  ・　　

カラー舗装 カラー舗装の構成及び厚さ

・加熱系

・常温系

・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

・石油樹脂系混合物

５

   厚さ(mm)車道部の基層部位カラー舗装の種類

厚さ(mm)材料種類区分

備考目地材寸法(mm)種類

種類 部位

厚さ(mm)

厚さ(mm) 形状 備考

基層の厚さ（㎜）基層施工方法厚さ(mm)形状・寸法(mm)種類

植栽 工法 有効土層の厚さ（cm） 整備範囲 土壌改良材

  路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　・行う（ＣＢＲ値　　％）　　　　・行わない 　　

現場ＣＢＲ試験　　　・行う（ＣＢＲ値　　％）　　　　・行わない

・安定処理土のＣＢＲ試験（ＣＢＲ値　　％）　・　

  砂の粒度試験　 ・行う　　　　・行わない 　　

  路床締固め度の試験　・行う　　　　・行わない 

　・ジオテキスタイル

    厚さ(mm)　　　　　　・0.5～1.0　　・ 　　

試験　

 　 単位面積質量　　　　・60g/㎡以上　・ 　　　　

    引張強さ　　　　　　・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　　・ 　　　　

目標ＣＢＲを満足する添加量の確認方法

  ・添加材料による安定処理

　　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・高炉セメントＢ種

　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種 　　　　　　　

　　　　　　・生石灰（　　　　　　　　）　・消石灰（　　　　　　　　） 　　　　

　　添加量　　　　　　kg（目標CBR　・5以上　・　　　　　） 　　

路床安定処理　　

（表22.2.1）

(22.2.2,3,5)

路床

    透水係数　　　　　　・1.5×10cm/sec以上　　　　 ・ 
-1

舗
装
工
事

　路盤締固め度の試験　　※行う　　　・行わない　 

アスファルト舗装の構成及び厚さ　※図示　・ 

材料 

　アスファルト  ・ 再生アスファルト 　 　　・ ストレートアスファルト

　骨材　　　　　・道路用砕石　　　　　　　 

　　　　　　　　・アスファルトコンクリート再生骨材

表層

・寒冷地域 

・密粒度アスファルト混合物(13) 

・細粒度アスファルト混合物(13) 

・密粒度アスファルト混合物(13Ｆ) 

・細粒度アスファルト混合物(13Ｆ) 

　粗粒度アスファルト混合物(20)一般及び寒冷地域 基層

・一般地域 

シールコートの施工　 ・行う　・行わない 

試験

　アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない 

舗装の平たん性　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度 

　　　　　　　　　・ 

(表22.3.1)

(22.3.2,3,5)

アスファルト舗装

路盤

種類

(22.4．2～6)

(表22.4．4)

・砂

・砂 

・建設汚泥から再生した処理土 

・再生クラッシャラン　　　・クラッシャラン　　・切込み砂利

・フィルター層 

・凍上抑制層 

・図示

・・ 

・

・図示

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種 　・Ｄ種　・盛土 ・図示

・

１

２

３

路盤の厚さ　・図示　・100

・　クラッシャラン 

・　粒度調整砕石

・　クラッシャラン 

・　粒度調整砕石

・　クラッシャラン鉄鋼スラグ

・　粒度調整鉄鋼スラグ

・　水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

再生材

砕石

縁部立下り寸法等　　・図示

材料

  早強セメント　　　・使用する　　　・使用しない 

  注入目地材料　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ

転圧コンクリートの工法　　※図示　・ 

目地

 種類、間隔、構造　※標準仕様書表22.5.4及び図22.5.1による　・図示　 

試験　

  コンクリート版厚さの試験　　　・行う　　・行わない 

  コンクリート　　　・標準仕様書表22.5.3による　　・　　　　　 

図示

図示

構成部位   舗装の種類                厚さ(mm)

コンクリート舗装

（２２．５．２～６）
車路及び駐車場

歩行者用通路

コンクリート舗装の構成及び厚さ

コンクリート舗装

※70　・ 

４

・図示　・100

厚さ(mm)材料種別

路床の材料

加熱アスファルト混合物等の種類

路盤材料　

種類地域区分

２２

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

工事名称 一ツ樋ポンプ場上家新築工事

工事場所 福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

図面番号 縮 尺

設計年月 2025年 1月

建築工事特記仕様書８

街きょ、縁石、側溝

街きょ、縁石、側溝

(21.3.1，2)

(表21.3.1)

・縁石 

・Ｕ形側溝 

・Ｕ形側溝ふた 

・ 図示　・　

・ 図示　・　

・ 図示　・　

地業の材料　　　　　※標準仕様書（4.6.2）(a)による　・図示

砂利地業の厚さ　　　※100（mm）　・図示 

コンクリート基礎等に用いる材料 

  ※標準仕様書（6.14）   

  ・図示 

  　設計基準強度18N/mm2 とする。ただし、コンクリートが軽易な場合の調合（容積比）を　

  　セメント１：砂２：砂利４程度とすることができる。 　　

　凍上抑制層に用いる材料　

※Ｂ種　・　

　砂の粒度試験　・行う　　・行わない

・Ｌ形側溝 ・ 図示　・　

埋戻し土

(21.2.1)

４

５

形状、寸法種類

舗
装
工
事

２２

－A-08/48

２１

排
水
工
事



福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

工事名称 一ツ樋ポンプ場上家新築工事

工事場所 福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

図面番号 縮 尺

設計年月 2025年 1月

工事区分一覧表

工 事 区 分 一 覧 表

Ｎｏ

 1

10

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

土工事

地業工事

躯体

躯体

スリーブ・箱抜

仕上

フリーアクセスフロアー(幅木共)

モルタル金ゴテ押え+NC t=2.0

足掛金物

グレーチング蓋

マンホール蓋

合成木材角落し及び受枠

伸縮継手

水位計保護管

フロアドレン

ケーブルピット蓋

排水管

竪樋

水抜パイプ

クレーンガーダー

ステンレスノンスリップ

屋内床無筋コンクリート

（工事区分の記載事項については、区分が不明確になる恐れのあるものについて記入する。）

１Ｆ（＋500）　新ポンプ室

２Ｆ（＋4400）　新ポンプ室

２Ｆ（＋4400）　新ポンプ室　

２Ｆ（＋9800）　電気室

内外装特記なき限り

階段室

水路内

階段室・新ポンプ室

吐出井

スクリーン室、吐出井

階段室

スロープ

建築工事 土木工事

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

付帯図による

付帯図による

付帯図による

○

場 所

図示による

図示による

砕石

捨てコンクリート

盛土

埋め戻し

一 般 項 目

－

土木工事範囲

建築工事範囲

床防塵塗材塗（防滑仕上）

○

ホイストレール

ジブクレーン

杭工事

差筋

アルミ手摺

樹脂手摺

アルミ手摺

土留工事

地盤改良

地下貯留槽

屋外階段

屋外階段（屋根及び鉄骨構造）

屋外階段手摺
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ポンプ棟、搬入ステージ、管理橋

発電機基礎、エンジン基礎、防液提

搬入ステージ（＋4300）(＋9800）

備 考

貫通孔・開口部の墨出し

補強を要する型枠材及び取付け

補強を要しない型枠材及び取付け

屋内の基礎（建築設計図に記入のないもの）

機器取り付け用アンカー・架台

屋外・屋上の基礎

建築設計図に記入あるもの

●ＲＣ造（梁・壁・床）の貫通孔・開口部

貫通孔のスリーブ材及び取付け

スリーブ・型枠の穴埋め

貫通孔・開口部の補強

●設備機器の基礎

開口部の墨出し

補強を要しないボードの切り込み

補強を要するボードの切り込み下地の補強

●軽鉄天井・壁下地

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用

●吊ボルト及びインサート

●外壁まわり

外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ

ウエザーカバー、ベンドキャップ

換気扇（取付枠共）

●新ポンプ室周り

手洗器

給水管

排水管

●休憩室周り

紙巻器

○

建築工事 土木工事

○

○

○

○ ○ ○

○

○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

詳 細 項 目

屋上基礎で押えコンにアンカーしない軽微なもの

タオル掛
○

○

消火器設置台

床排水金物（目皿共）・排水管

詳 細 項 目

備品

備品

支持金物共

○

○

○

○

○

○

○

○

敷地内外灯

建屋外灯

フェンス

敷地内アスファルト舗装

●外構工事

雨水桝

桝及び桝蓋

屋外雨水排水設備

○

○

○

○

○

○○

○

○

○

○

○

土木工事建築工事

非常用照明

誘導灯

地盤面までの屋外竪樋・雨水管

ルーフドレン

●屋外排水設備・外構

ドアガラリ（防火ダンパー含む）

チェーンブロック

φ500　雨水ポンプ（1型）用吊りフック

屋内及びパイプシャフト内の配管ダクトの見え掛り

点検口（天井・床下）

●その他

●防火・防犯・避難

消火器本体

○○

備 考 備 考

○

洋風便器
○

雨水側溝（U-300、U-240）

１次側

２次側

○

○

○

○○

○

機器と付属操作スイッチの渡り配管配線

自動制御と動力盤との電源供給の渡り配管配線

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

機器付属の制御盤以降の配管配線（接地線共）

●電気配線配管

植栽及び客土

A-09/48

T-2 T-4

K-1

K-3

付帯図による K-2

K-7

K-8

ＡＭ：建築機械設備工事

ＡＥ：建築電気設備工事

ＰＭ：プラント機械設備工事

ＰＥ：プラント電気設備工事

凡例

ＡＭ ＡＥ ＰＭ ＰＥ ＡＭ ＡＥ ＰＭ ＰＥ ＡＭ ＡＥ ＰＭ ＰＥ

部分の塗装

搬入ステージ（電気室）アルミ手摺
○

（既設建屋→搬入ステージ）(杭を含むＲＣ構造体)

屋外階段床仕上げ

（既設建屋→搬入ステージ）

（既設建屋→搬入ステージ）

（既設建屋→搬入ステージ）

○

Ｃ通、外部通路
○

アルミ製手摺・杭基礎含む

外部階段・通路

【※　１Ｆ（＋500）・２Ｆ（＋4400）】
○

屋内の基礎 サシ筋
○

配管ピット及び蓋含む

自家発電気（ＰＥ）のみ（土木）

タラップ

○
新ポンプ：床.巾木

                    防液提

管理橋（＋2500）

【※　１Ｆ（＋500）・２Ｆ（＋4400）】

○

天井走行クレーン
○

R-7



設計年月 2025年 1月

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

全体配置図

A1:1/150
A3:1/300

水門

放流渠2500W×2000H

管理橋

スロープ

階段

階
段

排水管φ2000mm

UP

１号機

２号機

電気室

和室 作業員控室

吐出井

搬入口

UP

U P

UP

消
火
器

ロ
ー
リ
ー
ア
ー
ス

給
油
口

3.55

3.54

3.55

2.86
2.93

2.52

2.44

2.45
2.56

2.51

2.43

2.52

2.43

2.43

2.50

2.44

2.53

2.50

2.44

2.46

2.45

2.57

VUφ250

木

電

VUφ100

VUφ250

V
U
φ
7
5

コ
ン
テ
ナ
吊
上
装
置

VUφ250

VUφ
250

VUφ
250門

VUφ
250

VUφ
250

T新
浜
(七

)6R1

T新
浜
(七

)6R2

止
水
弁

汚

CO

AS

2.52

2.45

2.44

2.49 2.17

2.18

1.90

2.66
2.66

2.67

2.67

2.66

2.66

2.45

2.49

2.58

2.55

2.43

2.41

2.45

2.46

2.47

2.36

2.34

2.43

2.49

2.58

2.56

2.54

2.532.52

2.52

2.54

1.86

1.72
1.87

1.83

1.70

1.85

1.74

1.73

1.79

1.61

1.79

2.21

2.21

2.45

2.57

2.60

2.43

2.44

2.44

2.43

2.52

2.52

2.39

2.38

2.47

2.49

2.41

2.41

2.42

2.51

2.52
2.43

1.75

1.75

1.90
1.75

0.83

2.46

2.54

2.46

2.55

2.55

2.55

2.62

2.45

2.48

0.91

0.54

0.56

木

桜
楠

木

椿木楠

木

木楠木

木

楠

楠

楠

楠

楠

下
水

仕
切
弁

仕
切
弁

電
防

仕
切
弁

下
水

-2.47

-1.91

-2.66
-2.86

-1.88

-1.92

-1.88

-3.04

-1.86
-2.54

-2.69

-2.63

-2.84

-2.33

-2.35

-2.30

-1.81
-2.25

-2.38

-2.53
-2.50

-2.53
-2.53

-2.50
-2.28

-2.30

-1.83

-2.36

-2.98

-3.02
-2.78

-2.71

-2.57

-2.46

-2.75

-3.46

-2.54

-2.54

-2.48

-2.38

-2.35 -2.25

-2.35

-2.54

-2.53

-2.38

-2.42

-2.74

-2.85

-2.67

-2.66

-2.06

-2.68

-2.06

-2.48

-2.68

-2.53

-2.69-2.54

-0.50

2.49

2.65

2.47
2.49

2.51

2.53

2.60

-1.97

H
P
φ

2
50

CO

扉

Bor.4

H29.9.27 AM 水位　H=-1.45

BOX H2000

VUφ
250

VUφ
2
50

VUφ
2
50

-1.18

-1.63

-2.03

-1.20

-0.50

-0.35

-0.30

-0.18

-0.34

-1.42

-0.96

-0.33

-0.32

-0.38

-1.02

-2.03

-0.35

-1.27

-1.43

-0.87

-1.21

0.25
3.19

3.17

3.16
3.14

3.19

2.59

5.50

2.58
2.66

2.73

2.67

2.26

+2.590

3.52

2.27

2.67

2.32

2.53

2.36

+2.430

+2.400

2.47

2.47

2.39

2.33

2.62

2.44

1.92

2.53

2.54

2.35

1.70
1.84

2.31

2.47

2.40

3.17

2.56

3.16

2.60

2.63

3.19

2.50
2.48

2.59

2.85

2.74

2.63

2.61

2.67

2.60

2.72

2.65

下
水

注
意
板

岩
礁

岩
礁

岩
礁

BOX W3000 H2300

W1900

BOX H2000
W1900

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

下
水

ル
ミ
エ
ー
ル
Ⅰ

桜

VUφ150

VUφ
5
0

放
流
ゲ
ー
ト
盤

岩
礁

CO

CO

AS

AS

CO

CO

止
水
栓

仕
切
弁

HPφ
350

HPφ
200

E イ
リ
エ
支
27左

2

T 新
浜
(七

)3R2
T 新

浜
(七

)3R2L1
E 入

江
支
27左

3

CO

CO

3.04

3.20

3.23

2.54

0.98
0.74

2.29

1.12

1.03

0.99

3.36

0.75

1.15
1.15

1.00

0.50
0.52

0.00

-2.25
-2.20

-0.73

-1.79

-0.93
-1.95

-1.24

-2.13

-1.86

-0.13

-0.25
-1.25

3.16

3.26

3.25

3.06

2.75

2.91

3.09

2.70

2.60

2.67

2.66

2.41
2.652.64

1.71

2.66

1.77

1.76

1.75

1.37

1.07

0.85

1.00

2.26

1.71

1.76

2.77

2.48

2.61

2.34

1.80

VUφ
50

カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ

CO

バ
ル
ブ

散
水
栓

AS
消
火
器

木

2.47

2.13

2.12

+2.360

3.33

+2.410

2.43

2.29

2.38

2.65

0.39

-0.77

0.41

0.41

CO

鉄
板

鉄
板

鉄
板

E イ
リ
エ
支
26次

1

T 新
浜
(七

)4

E 入
江
支
26右

1

プ
レ
ー
ト

E イ
リ
エ
支
26

T 新
浜
(七

)5

汚

仕
切
弁

止
水
栓

量
水
器

住居

水
道
制
御
盤

仕
切
弁

仕
切
弁

仕
切
弁

流
量
計
室

井田製菓

バ
ス
停
 一

ツ
樋

T 新
浜
(三

)6

CO杭

V
Pφ

50

VPφ
50

VPφ
5
0

VUφ
100

土
管
φ
75

土
管
φ
75

物
置

2.62

1.85

2.50

2.51

2.39

2.24

2.18

2.22

2.66

2.73

2.37

2.68

2.44

2.41 2.36

2.45

2.48

2.60
2.34

2.69

2.53

2.43

2.43

2.01

2.05

2.49

2.64

2.61

2.63
2.44

2.49

2.50

2.45
2.51

2.85

3.05

2.42

2.73

2.38

3.02

2.36

2.50

2.35

2.36 2.16

2.11

1.91

1.88

2.19

+2.700

2.26

0.56

0.56

0.56

0.51

楠

仕
切
弁

汚
量

下
水

木

2.71

2.92
2.90

2.67

2.65
2.66

2.62

2.56

2.50

2.45
2.66

+2.680

2.62

2.67

AS

NO.0L1

NO.0L2

NO.2L1

Co

福
山
港

住居

AS

AS

KBM2   H=3.149

2.43

BOX H2000 W2000

BOX H2000 W2000

BOX
 W3

00

   
 H1

50

BOX
 W3

00

   
 H1

50

BOX H2000 W3800

BOX H2000 W3800

3 4 5

C

A

0
1

 A'

 B'

 C'

Y1

Y2

Y3

Y4

H=2.512

T3

H=2.665

KBM1

T2

H=2.610

 +2.620

前面道路

H=2.486

T8

H=2.844

T6

H=2.644

T5

H=3.149

KBM2

+2.500

既設GL±0

 +2.500

構内道路

T4

 +2.487

2

13
,3
88

8,
00
0

5,
38
8

16,000

8
,
60
0

5
,
0
50

7
,8
0
0

75
0

3
,
35
0

2,
5
00

6
0
0

6
0
0

7,400

7,000 7,000

400 3,950 3,050

8,000

90
0

90
0

8,
60
0

3,
00
0

3,
00
0

1,429

3,898 400

18,298

8
0
0

80
0

既設地下貯油槽

新設一ツ樋ポンプ場

新設地下貯油槽

一
般
県
道
 福

山
港
松
浜
線

既設川口排水機場

5
,
2
80

2,860

既設ﾌﾞﾛｯｸ積倉庫

新ポンプ室

（一般取扱所）

Ｍ

Ｍ

スクリーン室

操作室

▽外壁間中心線

▽１階延焼ライン

前面道路

 +2.520

２階以上）延焼の恐れのある部分：５.０mライン
１階）延焼の恐れのある部分：３.０mライン

既設一ツ樋ポンプ場

▽
道
路
境
界
線

▽隣地境界線

△
隣
地
境
界
線

△
隣
地
境
界
線

▽隣地境界線

△
道
路
境
界
線

△隣地境界線

5,4m

11,6m

22,2m

8,0m

51
00

道
路
幅
員
 6
00
0

△
道
路
境
界
線

184
00

歩道 37
00

車道 10
700

歩道 40
00

▽
１
階
延
焼
ラ
イ
ン

▽
２
階
延
焼
ラ
イ
ン

2
,1

4
2
.
3

2,000

道路幅員11,5
00

5,75
0

△
道
路
中
心
線

X1 X2 X3

1,8507,500

X0 X01

△
道

路
境

界
線

▽
隣

地
境

界
線

▽隣地境界線

5
,
20
0

搬入口
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北

11,729

2,300

A1:1/150
A3:1/300全体配置図

 +2.500

 +4.300

 +4.400

 +2.000

 +1.944

GL±0
 +500

GL±0 +500

GL±0
 +500

UP
 +500

既設建屋を示す。

新設建屋を示す。

新設ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装を示す

既設護岸を示す。

工事完了後利用予定は、未定緑１
高木（4.0m～7.0m）他1.0～2.0の中木

工事期間中は全て伐採

工事完了後利用予定は、未定緑２
中木（2.0m）他は低木

工事期間中は全て伐採

緑３

緑４
高木（3.0m～4.0m）他は低木

工事期間中は、伐採必要が無ければ残す

中木（2.0m）他は低木

工事期間中は全て伐採
工事完了後利用予定は、未定

緑１

緑４緑２

緑３

既設ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積塀 H=2100（控え壁付）
（隣地側の所有物）

既設ﾌｪﾝｽ H=1200
（ｽﾁｰﾙ製）

B

A

A

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ塀 H=1300

吹付塗装井上げ

ｽﾁ
ｰﾙ
ﾌｪ
ﾝｽ
 H
=1
10
0

ヘアーサロン

ココロネ

理容カープ

住居

住居

既設ﾌｪﾝｽ H=1100
（ｽﾁｰﾙ製）

B

GL±0
 +500

GL±0
 +500

▽
外
壁
間
中
心
線

▽
１
階
延
焼
ラ
イ
ン

法
第
42条

1項
1号

に
よ
る
道
路

㎡　

㎡　

㎡　

一ツ樋ポンプ場

（除塵機棟）

計一ツ樋ポンプ場

㎡　237.69

396.31 89.99

105.23 342.92

486.30

 既設建物面積表

㎡　0.00

 新設建物面積表

新ポンプ場EXP.Jによる面積区分

㎡　195.93 249.49 ㎡　

電気室側 新ﾎﾟﾝﾌﾟ室側

延べ面積

建築面積

新ポンプ場 渡り廊下 計 合計

敷地面積

㎡　445.42

㎡　

㎡　

㎡　245.03 ㎡　5.77

㎡　445.42

㎡　250.80

㎡　931.72

㎡　593.72

1 2 3 4

1

2

3

4

法
第
42
条
1項

1号
に
よ
る
道
路

市
道

20,
000

道路境界斜線範囲 1/
1.5

その他の建築物 その他の建築物 その他の建築物 その他の建築物

①・② のその他の建築物は（準耐火構造 ロ-2)の内
延焼の恐れのある部分の開口部の措置がなされていない物

土木範囲を示す。

7,800

7
,
0
0
0

4
,
5
0
0

16
,
0
0
0

1,427.5

4,
83

1.
8

12,000

6,000 6,000
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0

3,0
00

5,0
00

3,0
00

3,700

3,
00
0

3,
00
0

5,
00

0



福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

敷地求積図

A1:1/150
A3:1/300

1 67.037 21.382 1,433.385134 716.6925670

2 64.462 2.062 132.920644 66.4603220

3 63.917 6.406 409.452302 204.7261510

4 66.055 11.191 739.221505 369.6107525

5 66.055 14.076 929.790180 464.8950900

6 36.875 3.773 139.129375 69.5646875

7 57.484 12.429 714.468636 357.2343180

8 33.533 2.135 71.592955 35.7964775

9 32.290 1.713 55.312770 27.6563850

10 31.604 2.679 84.667116 42.3335580

11 25.938 12.723 330.009174 165.0045870

12 30.814 3.485 107.386790 53.6933950

13 30.174 2.267 68.404458 34.2022290

14 29.917 5.584 167.056528 83.5282640

15 22.765 6.081 138.433965 69.2169825

16 9.631 3.723 35.856213 17.9281065

17 18.427 5.982 110.230314 55.1151570

18 7.581 0.943 7.148883 3.5744415

19 1.844 0.941 1.735204 0.8676020

20 15.828 4.902 77.588856 38.7944280

21 15.828 4.848 76.734144 38.3670720

22 8.089 2.071 16.752319 8.3761595

23 8.089 0.200 1.617800 0.8089000

合       計 2,924.4476325

敷 地 面 積 2,924.44 m2

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積
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S.GL+13.750（水上梁天端）

S.GL+14,350

建築

　●建物概要

工事名称

地名地番

都市計画

用途地域

防火指定 指定なし

その他の区域

建築面積

設 計 G L

鉄筋コンクリート造 ２階建

鉄筋コンクリート造 杭基礎基礎構造

主体構造

延床面積

 ●外部仕上

屋根

 ●略号 ●下地区分・工事区分の略号

下地の区分欄の略号

＜○○＞ＰＥ

＜○○＞ＡＭ

＜○○＞ＡＥ

＜○○＞ＰＭ

Ｃ

ＣＢ

Ｗ

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－ＮＣ（Ｔ）

ＧＢ－ＮＣ（Ｗ）

ＧＢ－Ｓ

ケイカル板

ＲＢ

ＲＢ（凸凹）

ＰＦ板

木毛板

ＴＢ

内装薄塗材（Ｅ）

Ｃ（Ｃ）

Ｍ

Ｓ

外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

鉄骨

コンクリート

コンクリートブロック

木造

石膏ボード

不燃積層石膏ボード（木目）

シージング石膏ボード

ロックウール化粧吸音板（トラバーチン模様）

不燃積層石膏ボード（トラバーチン模様）

ロックウール化粧吸音板（凹凸タイプ）

木質系セメント板

テラゾブロック

内装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

コンクリート下地（打放しＣ）

モルタル下地

コンクリート下地（打放しＢ）

けい酸カルシウム板（タイプ２）

押出法ポリスチレンフォーム保温板

ＧＷ グラスウール吸音材

外装薄塗材（Ｅ）

Ｃ（Ｂ）

複層塗材（ＣＥ）

複層塗材（Ｅ）

複層塗材（ＲＳ）

ＣＬ

ＳＯＰ

ＤＰ－Ａ

ＤＰ－Ｂ

耐候性塗料塗り（フッ素樹脂塗料）

耐候性塗料塗り（アクリルシリコン樹脂塗料）

ＥＰ

ＥＰ－Ｇ つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

合成樹脂エマルションペイント塗り

ＥＰ－Ｔ 合成樹脂エマルションペイント模様塗料塗り

ＥＰ－Ｍ

ＵＣ ウレタン樹脂ワニス塗り

ＯＳ 油性ステイン塗り

ポリマーセメント系複層仕上塗材

合成樹脂エマルションペイント系複層仕上塗材

合成樹脂溶剤系複層仕上塗材

クリヤラッカー塗り

合成樹脂調合ペイント塗り

ＮＡＤ アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

ＤＰ－Ｃ 耐候性塗料塗り（ポリウレタン樹脂塗料）

多彩模様塗料塗り

ＬＥ 木部ラッカーエナメル塗り

ＷＰ 木材保護塗料塗り

ＯＳＶ

ＯＳＷ

油性ステインワニス塗り

油性ステインの上ワックス塗り

ＶＥ

ＦＥ フタル酸樹脂エナメル塗り

２－ＦＵＥ

２－ＡＳＥ

２－ＵＥ

ＡＥ アクリル樹脂エナメル塗り

軽量吹付 軽量骨材仕上塗材

打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｃ）

コンクリート打放し仕上（Ｂ）

コンクリート打放し仕上（Ｃ）

ＣＨＰＬ 縞鋼板

ビニル床シートＮＣ

ＶＴ(Ｅ) 帯電防止ビニル床タイル

スタイロ畳 Ｃタイプ　JIS A 5914

塩化ビニル樹脂エナメル塗り

２液形ポリウレタンエナメル塗り

常温乾燥形フッ素樹脂エナメル塗り

アクリルシリコン樹脂エナメル塗り

防塵塗材

結露防止塗料 アクリル樹脂塗料（調湿性・防カビ性・断熱性）

反応硬化形合成樹脂エマルションペイント系複層仕上塗材

 ●外部付属物及び詳細番号

 ●内部仕上

階 室名 排煙
居室

下地床高 ＰＥ仕上 高さ下地 下地 下地 天井高 廻縁
巾木（表記無き場合は壁仕上に準ずる）

仕上 仕上
壁 天井

仕上
備考

打放し仕上（Ｂ） 打放し仕上（Ｂ）

Ａ

１

１

－

－

－

２

２

２

－

ポンプ井

吐出井

スクリーン室

階段室

Ｃ

材料種別ＰＭ
床

Ｃ Ｃ 6,200 －

－ －

－－

コンクリート直均し

コンクリート直均し

Ｃ Ｃ 打放し仕上（Ｂ） Ｃ －

新ポンプ室 － － 1FL±0 Ｃ

補強用溶接金網  6φ-100x100

Ｂ Ｃ

（Ｂ）

300

打放し仕上（Ｂ）

フレキシブル吸音板 t=6　裏張りグラスウール32K t=25ＬＧＳ Ｄ Ｃ

（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）　グラスウールボード貼32K t=50

一部　打放し仕上（Ｂ）

Ｄ 13,420 －

点検デッキ、タラップ（防護カゴ付）

(8-31-3)

－ＣＢＣコンクリート直均し1FL±0－－

－ － － Ｃ Ａ 打放し仕上（Ｂ）　内装薄塗材（Ｅ） ＬＧＳ Ｄ 2,400

－ －電気室

建築工事

帯電防止ビニル床タイル貼 t=2.0 ＰＥ

アルミダイカストパネル 450x450 H=300

（Ｂ）

Ｃ 60 ビニル巾木　ＰＥ 打放し仕上（Ｂ）　結露防止塗料吹付 ＬＧＳ ＤＢ

Ｂ

2,400ＤＬＧＳＤ化粧石膏ボード t=12.5（表面化粧加工）ＬＧＳビニル巾木60Ａ

スタイロ畳敷 t=60　一部複合フローリング厚15　ナラＣＬ

Ｃ居室 自休憩室

トイレ － － 2FL±0 Ｃ Ａ

（Ｂ）

Ｃ 60 ビニル巾木 ＬＧＳ 化粧石膏ボード t=12.5（表面化粧加工） Ｄ ＬＧＳ Ｄ 2,400

－－Ｃ－Ｃ打放し仕上（Ｃ）－Ｃコンクリート直均し－－－風道

(5-01-3、5-01-4)

厚膜型エポキシ樹脂系塗床材 t=2　防滑仕上

Ｃ

＜防塵塗装＞

ＯＡ H=300

プラント電気設備工事

建築機械設備工事

建築電気設備工事

プラント機械設備工事

土木

景観計画区域（高さ >13ｍ、建築面積 >1,000㎡）

都市計画区域内

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

タラップ

屋上管類貫通部

機械基礎

屋上換気塔

煙突

樋

トップライト

ＥＸＰＪ金物

手摺

旗竿金物

屋上点検口

ルーフドレン（横引）

天井裏等の処置

 ●法令関係

排煙 材料種別項目凡例

天井：QM-9828

天井：NM-1864

天井：NM-8599

基材同等品

NM-8578

NM-8606

壁：NM-861912.5 9.5

12.5 9.5

9.5

12.0

12.0

25.025.0

8.0

12.5

天井(mm)壁(mm)・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

文字板

庁名板

郵便受

目地

電気用ハンドホール

靴洗い流し

靴拭きマット

足洗場

マンホール蓋

合成木材製蓋

落し込み式把手

ステンレス製蓋

丸環

室外機基礎

グレーチング

階段

角落し（土木）

 ●内部付属物及び詳細番号

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

流し台

フード

コンロ台

流し上部水切

吊戸棚

水切棚

脱衣箱

天井点検口

床点検口

便所隔て板

便所手摺

トラフ

靴拭きマット

タラップ

足掛金物

手掛金物

フック

グレーチング受枠

浴室廻り

肢体不自由者対応便所

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

カーテンボックス

ブラインドボックス

屋内掲示板

断熱材打込

押入

ホイストレール

クレーンガーダー

搬入口

マンホール蓋

室名札

下足箱

庁舎案内板・各階案内板

階段すべり止め

 ●仕上材料詳細

石膏ボード

シージング石膏ボード

化粧石膏ボード

不燃積層石膏ボード

ロックウール化粧吸音板

グラスウール吸音材

ビニルクロス

塗装

けい酸カルシウム板（タイプ２）

押出法ポリスチレンフォーム保温板

備考材料名

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・ ・・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・

・

・

・

・

・

図示

図示

図示

図示

図示

図示

図示

既製品

既製品

鋼製

アルミ

既製品

溶融亜鉛メッキ

溶融亜鉛メッキ

3-31-1、2

7-01-1

5-46-1

8-43-1

8-44-1

8-43-1

3-32-5

ビニルタイヤ入ステンレス

スチール

7-12-6

ステンレス

ビニル

スチール

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

図示

図示

図示

図示

図示

図示

図示

図示

図示

図示

図示

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ スチール

図示

図示

図示

図示

図示

図示

図示

8-21-1

8-23-1

8-23-2

2-02-9、10

5-22-2

枠材共

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ステンレス

図示

図示

図示

カラーＶＰ

既製品

図示

図示

5-21-1

5-21-2

5-22-1

5-22-2

5-22-3

8-31-1

8-31-2

8-31-3

5-31

5-32

5-33

5-32-1

5-33-1

ステンレス

スチール

アルミ

既製品(1箇所は外部施錠）

H12告示1436号4-ニ-4４

H12告示1436号4-ニ-3３

H12告示1436号4-ニ-2２

H12告示1436号4-ニ-1１

機械排煙機

令126条の2第1項4号令

自然排煙自

Ｆ☆☆☆☆Ｄ

告示規制対象外Ｃ

塗料：Ｆ☆☆☆☆

仕上材：告示規制対象外

接着剤：Ｆ☆☆☆☆

仕上材：告示規制対象外Ａ

Ｂ

・接着剤： Ｆ☆☆☆☆

ｺﾝｸﾘｰﾄ（規制対象外）・１階、２階床下地：

・間仕切：

・外部内部：

・１階、２階天井裏：

・小屋裏：

LGS（規制対象外）

鉄骨、LGS（規制対象外）

LGS（規制対象外）

LGS（規制対象外）

Ｃ

ＣＢ

ＡＬＣ

Ｗ

Ｍ

Ｂ

ＯＡ

ＰＦ

ＬＧＳ

ＣＣ

コンクリート下地

コンクリートブロック下地

ＡＬＣ下地

軽量鉄骨下地

木造下地

モルタル下地

ボード類

ポリスチレンフォーム床下地板

フリーアクセスフロア

無筋コンクリート下地

S.GL 設計GLを示す　括弧内数値は標高を示す

打継目地

シーリング

風道屋根：コンクリ－ト金ゴテ押え水勾配　ウレタン塗膜防水（X-2）

・ 7-12-6

(7-11-2)

一部　二重床 H=300　ＮＣ t=2.0　捨貼合板 t=12　鋼製根太

ビニル

ビニル手摺φ34、階段すべり止め、タラップ（防護カゴ付）モルタル金ゴテ押え t=30　ＮＣ t=2.0

化粧目地

工業地域 建蔽率 ／ 容積率：60％ ／ 200％

敷地面積

防火対象物用途区分 15項（前各号に該当しない事業場）

φ500雨水ポンプ（Ⅰ型）フック　1箇所、手洗器

複層塗材（ＲＥ）

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

工事名称

工事場所

図面番号 縮 尺

設計年月 2025年 1月

共通事項・外部・内部仕上表
天井仕上ボード貼の中で、ＧＢ（Ｔ）及びＲＢ（下地ＧＢ共）は突付け貼とし、天井廻縁は、アルミ製で天井付目地とする。

内壁の見え掛りとなるＰＦ板打込み部分は、ＧＢ12.5直貼（継目処理工法）とし、塗装は、その部屋の壁面と同様とする。

（○－○○－○）内の数字は建築工事標準詳細図(国土交通大臣官房官庁営繕部監修）、下水道施設標準図の詳細番号を示す。

特記なき建築工事の梁型の打放し面及び塗装下地面の型枠種別は、梁底面はＣ種、梁側面はＢ種とする。

打放し仕上の出隅部分は、面取りを行う。

壁のボード貼は、水平方向に継手は設けない。

ＰＦ板、木毛板等の打込箇所は、別図による。

付属物の中で、カーテンボックス、ブラインドボックス、ブラインド、天井点検口等は、平面図による。

付属物の中で、室名札、床点検口、掲示板、案内板、ピクトグラフ、階数表示板等は、平面図による。

特記以外の建物内部の木部は、ＥＰ-Ｇとする。但し、和室廻りは塗装なしとする。

特記以外の鉄面、亜鉛めっき面は、ＳＯＰ（Ｆ☆☆☆☆）塗りとする。

仕上表内においては、○印のついたものを適用する。

12.

11.

10.

9.

8.

7.

6.

5.

4.

3.

2.

1.

 ●共通事項

最高軒高

最高高さ

+0,500（1FL）※設計GL（TP+0,500）

２階：不燃積層化粧石膏ボード t=9.5

段裏：打放し仕上（Ｂ）　内装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｂ）　複層塗材（ＲＥ）

2FL+100

2FL±0 二重床 H=300　ＮＣ t=2.0　捨貼合板 t=12　鋼製根太

二重床 H=300　ＮＣ t=2.0　捨貼合板 t=12　鋼製根太

下地・防水層：コンクリート直均し　アスファルト防水（A1-1）

絶縁用シート：フラットヤーンクロス　断熱材：押出法ポリスチレンフォーム厚30

押え仕上：押えコンクリート直均し仕上 t=80　水勾配1/100　溶接金網 6φ-＠100　成形伸縮目地 W=25

パラペット：コンクリート直均し　複層塗材（ＲＥ）

排水溝：モルタル金ゴテ仕上　SUS溶接金網 2φ-＠50　

3,100

＜ＩＨコンロ＞ＡＭ

Ｒ階：アルミ製ガラリ（開口率30％）

水抜穴 VPφ65、SUS防虫目皿

（軽鉄壁下地）JIS A 6517 規格品

（軽鉄天井下地）JIS A 6517 規格品

（軽鉄天井下地）JIS A 6517 規格品

（軽鉄天井下地）JIS A 6517 規格品

（軽鉄天井下地）JIS A 6517 規格品

(5-01-3)

＜○○＞Ｃ 土木工事

＜プラント機器基礎＞ＰＭ、＜差し筋＞Ｃ

樋

外壁

機械基礎：コンクリート直均し仕上 (5-22-2)

－

搬入ステージ(電気室)

開口部 スチール製フラッシュ戸、アルミ製

床：＜コンクリート直均し＞Ｃ　防滑塗装  （土木）

手摺：アルミ製手摺　（土木）

＜搬入口＞Ｃ（土木）

床：コンクリート直均し　防滑塗装

(5-32-1)ルーフドレン（SUS横引）

竪樋：硬質塩ビ製φ100（SUS支持金物）　排水目皿φ150（SUS）

ステンレス流し台公団型 L=1600、吊戸棚 L=1000、床点検口

畳寄せ 下地コンクリート壁：結露防止塗料吹付

下地コンクリート壁：結露防止塗料吹付

外部階段 屋根：ルーフデッキ（フッ素アルミめっき鋼板）厚0.8 H=85

側溝（土木範囲） (9-12-2)

屋根：ステンレス製、外壁・天井：アルミ製　※一時間耐火ＥＸＰ．Ｊカバー

スロープ

塩ビ箱樋：120ﾀｲﾌﾟ　竪樋：硬質塩ビ製φ65（SUS支持金物）

床：モルタル金ゴテ押え　防滑塗装

タオル掛

＜洋風便器、壁掛手洗器＞ＡＭ

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

福山市東川口町一丁目1847-7.-11.-12.-21.-22

非居室

GL-6,500

GL-3,500

2FL±0

1FL±0 打放し仕上（Ｃ）

7,100

8,720

屋上点検口

QM-0898

天井：QM-0524

QM-0822

250.80 ㎡

ピクトグラム

天井点検口450角（アルミ製）

配管ピット（300x300x300H 蓋・金物共SUS）ＰＭ

Ｕ型側溝 U-240、鉄筋コンクリート蓋

＜モルタル金ゴテ押え　t=30＞　建築工事無筋コンクリート直均し＜防塵塗装＞（防滑仕上）ＰＭ

防液堤＜防塵塗装＞（防滑仕上）ＰＭ

手摺：アルミ製手摺、落下防止ステンレスチェーン

床：モルタル刷毛引き仕上、アルミ製手摺

アルミ

外部手摺

屋内階段手摺

打放し仕上（Ｂ）　複層塗材（ＲＥ）

打放し仕上（Ｂ）　複層塗材（ＲＥ）

A-12/48

445.42 ㎡

2,924.44 ㎡

材料種別 材料種別

アルミ

内貼：無機質ガラス繊維シート厚 5.0　　屋根30分耐火構造（FPO30RF-0.51）

アルミ

アルミ

アルミ

＜防塵塗装＞ＰＭ

      　新浜町一丁目地内

１階

２階

(+4400)

一部600

不燃積層化粧石膏ボード t=9.5

不燃積層化粧石膏ボード t=9.5

不燃積層化粧石膏ボード t=9.5

天井走行クレーン ＰＭ



(+4,400)

(+0,500)

※屋内的用途あり

１階床面積求積図
A1：S=1/100

A3：S=1/200

吹抜

E1

２階床面積求積図
A3：S=1/200

A1：S=1/100

吹抜

A

A

B

C

D

E1

●１階床面積表

２階床面積求積図
A1：S=1/100

A3：S=1/200A3：S=1/200

A1：S=1/100

吹抜

A
C

B

A

A

B

C

D

A

B

計

デッキ

●２階床面積表（+4400）   新ポンプ室側

計

水路部床面積求積図

●水路部床面積表

計

新ポンプ室

風道

ポンプ井

吐出井

B

A

階段室

スクリーン室

新ポンプ室

B1

D1

(+9,800)

吹抜

B2

C

D2

D
E2

10.17 x 8.34 = 84.8178

設計年月 2025年 1月

新設建物求積図・面積表

A3:1/200

吹抜

7.76 x 8.34 = 64.7184

14.58 x 8.34 = 

1.2 x 2.92 = 

121.5972

3.5040

D

(0.464 + 1.414) x 8.34 / 2

2.46 x 8.34 - C - D =  

13.1521

(10.634 + 11.584) x 8.34 / 2 = 

(17.203 + 18.153) x 8.34 / 2 = 

5.47 x 7.20 = 

(3.476 + 7.20) x 1.76 / 2 = 

92.6490

147.4345

39.3840

9.3948

288.8623

240.08

 48.78

C

0.7  x 1.31 + 1.50 x 1.86 =

90.3674

2.11 x 4.15 - 0.3 x 0.3 / 2 = 8.7115

8.3009

240.0835

A

建築面積求積図
A1：S=1/100

A3：S=1/200

B

3

64.72

90.36

3.71

288.86

84.82

121.60

8.71

3.50

21.45

240.08

+ (0.163 + 1.113) x 8.34 / 2 =

EXPJ

EXPJ

（電気室側）

（新ポンプ室側）

（電気室側）

（新ポンプ室側）

（新ポンプ室側）

E2

通路

単位：㎡

単位：㎡

単位：㎡
4

c

A

C

BC

4.60 x 4.77 = 21.942

 3.707

21.94

デッキ階段

A

B

C

●建築面積表

計

(10.634 + 11.584) x 8.34 / 2 = 

(17.203 + 18.153) x 8.34 / 2 = 

5.76 x 0.86 =

92.6490

147.4345

4.9536

245.0371 245.03

単位：㎡

㎡　

水路部床面積

１階床面積

２階床面積（+4400）

２階床面積（+9800）

（水路部除外面積） ㎡　

㎡　

288.86 ㎡　

㎡　

㎡　205.34

240.08

734.28

445.42

245.03 ㎡　

 新設建物面積表

電気室側 新ﾎﾟﾝﾌﾟ室側

㎡　

㎡　

㎡　

㎡　

㎡　

0

97.9689 17.0124

90.3674

142.113697.9699

㎡　195.93  
延べ面積

建築面積

（床面積除外）

EXP.J 別面積表

㎡　

㎡　114.98

90.36

㎡　 107.3798

249.49  ㎡　

１階床面積

●一般取扱所面積表

建築面積 125.10

単位：㎡

２階床面積

延べ面積

DB１階 +

DB +

215.46

２階(+4,400)より  90.36

125.10

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

新設建物求積図・面積表

A1:1/100
A3:1/200

A-13/48

A電気室

計

●２階床面積表（+9800）

休憩室

B2

B1

トイレ C

D2

D1階段室

10.37 x 8.34 = 86.4858

1.33 x 1.45 = 1.9285

1.13 x 4.37 + 0.13 x 2.92 = 5.3177

(1.35 + 1.113) x 4.37 / 2 

+ 1.214 x 4.205 / 2 = 

2.46 x 3.97 = 

3.5491

(0.163 + 1.35) x 3.97 / 2 

3.55

114.9813

+ 0.264 x 4.135 / 2 = 

9.7662

86.49

1.93

114.98

7.9340

9.77

5.32

単位：㎡

7.93

電気室側 新ポンプ室側

86.4858

7.9340

3.5491

5.3177

1.9285

9.7662

97.9689 17.0124

電気室側 新ポンプ室側

84.8178

13.1521

121.5972

8.7115

3.5040

8.3009

97.9699 142.1136

㎡　195.9388 249.4934 ㎡　

C

450
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130

130
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7,000 7,000 270310
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2,623
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UP

18,298

53 4

A

C

2

0
1 980

449
980 17,318

2,918

吐出井

ﾀﾗｯﾌﾟ

ﾀﾗｯﾌﾟ

細目自動除塵機

細目自動除塵機

.-3.00

ﾃﾞｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ

ポンプ井

DN

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)

角落し W=177

角落し W=177

角落し W=138

角落し W=138

水路平面図
A1：S=1/100

A3：S=1/200

A3：S=1/200１階平面図（+500）53 4

A

C

2

0
1

18,298

4
,
1
5
0

新ポンプ室

既設ポンプ場上屋

既設ポンプ場上屋

449 980

細目自動除塵機

細目自動除塵機

角落し W=177

角落し W=138

角落し W=138

角落し W=177

2,500

2,500

A1：S=1/100

UP

スクリーン室

Ｍ

Ｍ

平面図凡例

ﾀﾗｯﾌﾟ

ﾀﾗｯﾌﾟ

Ｍ

Ｍ

B

φ1500 雨水ポンプ(Ⅱ型)

φ1800 逆流防止弁

φ700 逆流防止弁

吐出井

開口 φ2100

+2200 COP

+1150 COP

開口 φ1000

風道

階段室

1
3
0

13
0

特

　　　年度 　 下水道事業

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

設計年月 2025年 1月

平面図１

-6500

+500

AT

福 山 市 上 下 水 道 局

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

A1:1/100
A3:1/200

10

50

-3500

-6500

-4200

-4200

-4200

-4200

-3000

-3000

+500

+500

+500
+500

-3500

+500

+500 +540

+500

特

防

SAT

***

気密扉を示す。

特定防火設備を示す。

防火設備を示す。

簡易気密扉を示す。

ＴＰ表示、床レベルを示す。

室名札取付箇所を示す。

ＡＢＣ粉末消火器 10型を示す。

ＡＢＣ粉末消火器 50型を示す。

AT

50

10

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ（土木範囲）を示す。

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

ＣＣ

+500

-6500

+500

+500

+500

5,150 1,650

3,630

3,630

2
,
9
2
0

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

13°
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,
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0

スロープ

x1

x1

3
,
1
0
0

-4200

-4200

40
0

13°

ピクトグラム取付箇所を示す。UP

300

2,110

UP

 C
'

 B
'

 A
'

 C
'

 B
'

 A
'

１階）延焼の恐れのある部分：３.０mライン

A-14/48

北

800

330

330

650

800

11,729

11,729

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ（建築範囲）を示す。

壁
芯

壁
芯

壁
芯

壁
芯

壁芯

壁芯

壁芯壁芯

A

B

C

D

E1

●１階床面積表

計

風道

階段室

スクリーン室

新ポンプ室

10.17 x 8.34 = 84.8178

14.58 x 8.34 = 

1.2 x 2.92 = 

121.5972

3.5040

(0.464 + 1.414) x 8.34 / 2

2.46 x 8.34 - C - D =  

13.1521

2.11 x 4.15 - 0.3 x 0.3 / 2 = 8.7115

8.3009

240.0835

84.82

121.60

8.71

3.50

21.45

240.08

+ (0.163 + 1.113) x 8.34 / 2 =

E2

通路

E1

D
E2

C

EXPJEXPJ

（電気室側）
（新ポンプ室側）

壁
芯

壁
芯

壁芯 壁芯

A B

単位：㎡

150

150

記）・朱書き寸法は、床面積計算用の壁芯寸法を示す。

10
x1

10
x1

GL±0

GL±0

GL±0

GL±0

水面

▽外壁間中心線

▽1階延焼ライン

▽
１
階
延
焼
ラ
イ
ン

▽
外
壁
間
中
心
線▽
１
階
延
焼
ラ
イ
ン

・増築建屋周囲の東西北側地盤面は＋500で設定

  南側は水面である為、＋500をGL±0に設定する。

非常用照明

3
,
1
0
9

8
,3
40

13
0

13
0

130

10,170

2,623

464

1,414
3,573

4
,
1
5
0

2
,
9
2
0

1,200

300

2,110

3
0
0

1,414

464

3,573

2,460

2,623

163

1,113 2,460

7
,
2
0
0

3
0
0

3
0
0

3
,
4
7
6

5,470 1,760 300

3
,
1
0
9

3,000

3,000

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3,000



1,
2
0
0x
1
,2
0
0

A1：S=1/100

A3：S=1/200

A1：S=1/100

A3：S=1/200２階平面図(+4400）

２階平面図（+9800）53 4

A

C

2

0
1

53 4

A

C

2

0
1

18,298

18,298

既設ポンプ場上屋

搬入ステージ

新ポンプ室

ｸﾚｰﾝｶﾞｰﾀﾞｰ（建築工事）

7
50

x
7
5
0

天
井

ｸ
ﾚｰ
ﾝ

平面図凡例

プラント階段

屋内階段
蹴上:197.4～198.5

有効幅:900

蹴上:229.5
踏面:210
有効幅:600

スクリーン室

φ1800 逆流防止弁

φ700 逆流防止弁

Ｍ

搬入口

DN

既設ポンプ場上屋

DN

電気室 搬入室

和室 作業員控室

上部ホイストレールを示す

休憩室
風道

トイレ

風道

階段室

タラップ
安全ガード

UP

+9900

特

特 特

防

防

防

防防

防

AT

AT

AT

特

AT

AT

AT

SAT

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A1:1/100
A3:1/200

平面図２

10

+9800

+9800

+500

+4100

+2800+3050

+2800+2800+2530

+1944

+2500

+2500

+4300

特

防

AT

***

気密扉を示す。

特定防火設備を示す。

防火設備を示す。

簡易気密扉を示す。

ＴＰ表示、床レベルを示す。

室名札取付箇所を示す。

ＡＢＣ粉末消火器 10型を示す。

ＡＢＣ粉末消火器 50型を示す。

SAT

50

10

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ（土木範囲）を示す。

+2000 +500

DN +3767 +3234

DN
デッキ（Ｐ機械）

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)

φ1500 雨水ポンプ(Ⅱ型)

踏面:245

13°

13°

10
x2

上部ホイストレールを示す

I-250x125x10x19

I-250x125x10x19

+9650

+4470

ピクトグラム取付箇所を示す。

10
x2

50
x1

自家発電機ラジェータ排風消音器

+2700

UP

2

1

3

4

7

16

6

8

9

10

17

15

14

13

12

11

電気室

+9800

18

5

燃料小出槽 新ポンプ室

（一般取扱所）

+4400

歯車減速機

DN

DNUP

 C
'

 B
'

 A
'

 C
'

 B
'

 A
'

２階以上）延焼の恐れのある部分：５.０mライン

２階以上）延焼の恐れのある部分：５.０mライン

A-15/48

北

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ（建築範囲）を示す。

EXPJ

壁
芯

壁
芯

壁芯

壁芯 壁芯壁芯

壁
芯

壁
芯

壁芯

壁
芯

壁
芯

壁芯 壁芯

A電気室

計

●２階床面積表（+9800）

休憩室

B2

B1

トイレ C

D2

D1階段室

10.37 x 8.34 = 86.4858

1.33 x 1.45 = 1.9285

1.13 x 4.37 + 0.13 x 2.92 = 5.3177

(1.35 + 1.113) x 4.37 / 2 

+ 1.214 x 4.205 / 2 = 

2.46 x 3.97 = 

3.5491

(0.163 + 1.35) x 3.97 / 2 

114.9813

+ 0.264 x 4.135 / 2 = 

9.7662

86.49

1.93

114.98

7.9340

13.32

13.25

B1

D1

吹抜

B2

C

D2

EXPJ

（電気室側）
（新ポンプ室側）

A

吹抜

単位：㎡

記）朱書き寸法は、床面積計算用の壁芯寸法を示す。

記）朱書き寸法は、床面積計算用の壁芯寸法を示す。

外壁間中心線

ＦＤ付

ＦＤ付

△外壁間中心線

▽
外
壁
間
中
心
線

▽
１
階
延
焼
ラ
イ
ン

▽
２
階
延
焼
ラ
イ
ン

▽1階延焼ライン

▽
外
壁
間
中
心
線

▽
２
階
延
焼
ラ
イ
ン

▽２階延焼ライン

▽２階延焼ライン

▽１階延焼ライン

▽２階延焼ライン

▽１階延焼ライン

吹抜

（新ポンプ室側）

4

c

A

C

B

A

A

B

計

デッキ

●２階床面積表（+4400）

新ポンプ室 7.76 x 8.34 = 64.7184

0.7  x 1.31 + 1.50 x 1.86 =

90.3674

64.72

90.37

3.71

単位：㎡

C

4.60 x 4.77 = 21.942

 3.707

21.94

デッキ階段

非常用照明

非常用照明
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　立面図凡例

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

　硬質塩ビ管（VP100）、支持金物ＳＵＳ製（@800～1200以内）

　スチール製フラッシュ戸

　ステンレスチェーン

　誘発目地

　化粧目地

Ａ Ｇ 　ＥＸＰ．Ｊカバー

Ｈ

　アルミ製開き窓

　アルミ製固定ガラリ

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

立面図１

A1:1/100
A3:1/200

Ｉ

18,298

排気管用開口 φ400
+8,000 COP

3 4 5 A C10

北側立面図東側立面図
A1：S=1/100

A3：S=1/200

A1：S=1/100

A3：S=1/200

配管用開口 φ2100
+2200 COP

換気扇開口 1200×1200
+8700 COP

+4,100

+14,150

2FL+5,400

+14,850(PL)

±0

Ｂ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ Ａ

ｽﾘｰﾌﾞ中心　SL+2350

空調機用開口　125φ

換気扇用開口　125φ

ｽﾘｰﾌﾞ中心　SL+2980

ｽﾘｰﾌﾞ中心　SL+2980

換気扇用開口　175φ

Ｄ

Ｂ Ｂ

2

+10,800

+9,500

ｼﾛｯｺﾌｧﾝ開口　250φ

ｽﾘｰﾌﾞ中心　SL+3625

+0,500(1FL)※設計GL

2FL

外周寸法

柱芯寸法

外周寸法

Ａ

最高高さ
Ａ

建築工事範囲

土木工事範囲

最高軒高

土木工事範囲

建築工事範囲

+2,500(既設設計GL)

Ｅ

Ｆ

+8,000 COP
排気管用開口 φ450

+8700 COP
換気扇開口 750×750

+1150 COP

※開口は５通り壁面を示す

配管用開口 φ1000

　外壁：打放し仕上（Ｂ）　複層塗材（ＲＥ）

Ｂ

Ｇ

Ｇ

　＜アルミ製手摺＞Ｃ

　アルミ製手摺

A-16/48

消音ボックス

ルーフファン ＦＤ付

消音ボックス 消音ボックス

ルーフデッキ 厚0.8 H=85

24時間換気

給気口100φ

消音エルボ 1200×1200 内貼GW50
        FD 1200×1200

消音エルボ 900×900 内貼GW50
        FD 750×750

ルーフファン ＦＤ付 ルーフファン ＦＤ付

+4,400

+9,800

　打継目地

7,000 7,000 400 7,800

8,600

400 4008,000

7,400

14,800
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,
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0
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2
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5
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3
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1,625 2,0504,125
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4
,
3
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2
,
2
0
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1
,
1
5
0

1,750 3,350

1,000

2,500

8
,
0
0
0

3
,
6
0
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1,970330 1,429

5,530 1,870

2,142.3

3,956 3,8443,498

3,898

11,729

11,729

5
0
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3
0

5
,
7
1
5

3
,
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福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A1:1/100
A3:1/200

立面図２

　立面図凡例

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

　硬質塩ビ管（VP100）、支持金物ＳＵＳ製（@800～1200以内）

　スチール製フラッシュ戸

　ステンレスチェーン

　打継目地

　化粧目地

Ａ Ｇ 　ＥＸＰ．Ｊカバー

Ｈ

　アルミ製開き窓

　アルミ製固定ガラリ

Ｉ

449

開口W300xH250

箱穴中心　SL+125

西側立面図 南側立面図
A3：S=1/200

A1：S=1/100 A1：S=1/100

A3：S=1/200

Ｇ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ａ Ａ

Ｈ

空調機用開口　125φ

ｽﾘｰﾌﾞ中心　SL+2350

Ｄ

5  C'  B'  A'4 3 2 1 0

ｼﾛｯｺﾌｧﾝ開口　250φ

ｽﾘｰﾌﾞ中心　SL+3625

Ｅ

開口W800xH800

箱穴中心　FL+4805

外周寸法

柱芯寸法

外周寸法

Ｉ

建築工事範囲

土木工事範囲

土木工事範囲

建築工事範囲

Ａ

Ｅ Ｅ

Ａ

+14,150

+4,100

+14,850(PL)

±0

+10,800

+9,500

+0,500(1FL)※設計GL

最高高さ

+2,500(既設設計GL)

開口W500xH250

箱穴中心　SL+125Ｃ

　外壁：打放し仕上（Ｂ）　複層塗材（ＲＥ）

Ｇ

　＜アルミ製手摺＞Ｃ

　アルミ製手摺

A-17/48

消音ボックス

ルーフファン

ルーフデッキ 厚0.8 H=85

ルーフファン

消音ボックス

ＰＥ設備ラック

+2,730(道路)

避難上又は消火活動上有効な開口部の算定

１　階

必要面積

有効面積

                 58.18㎡

C'通①－②間 7.19W × 7.80H = 56.08㎡

240.08 × 1/30 =  8.01㎡

C'通②－③間 1.00W × 2.10H =  2.10㎡

OK

必要面積

有効面積

                  8.55㎡

SD-2 2.50W × 2.70H =  6.75㎡

250.35 × 1/30 =  6.85㎡

SD-4 0.90W × 2.00H =  1.80㎡

OK

２　階

2FL+5,400

2FL

+4,400

+9,800

　誘発目地
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400 7,000 7,000
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3301,970
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14,800 2,518

2,918

10,749



福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A1:1/100
A3:1/200

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ（土木範囲）を示す。

断面図凡例

+14,150 SL(水下)

電気室

放流渠

75°

ﾃﾞｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ

0 1 2 3 4 5

+9,500(2SL)

+5,000

+0,500(1FL)※設計GL

+4,100

+14,850(PL)

+11,300
ｸﾚｰﾝﾚｰﾙ天

+9,500

ポンプ井

A C

+9.500

+14,150 SL(水下)

+14,850(PL)

ｸﾚｰﾝﾚｰﾙ天

ポンプ井

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)

φ1500 雨水ポンプ(Ⅱ型)

排気消音器 水上水下

±0 +95
100

1

EXPJ

2500Wx2000H

φ1800 逆流防止弁

新ポンプ室

（一般取扱所）

電動吐出弁 φ1500

ポンプ井

角落し W=138

階段室

細目自動除塵機

スクリーン室

φ1500 雨水ポンプ(Ⅱ型)

+2.200

300x300
釜場

新ポンプ室

（一般取扱所）

渦流防止板

吐出井

Ａ－Ａ断面図 Ｂ－Ｂ断面図

+0,500(1FL)※設計GL

※
軒

高

※
最

高
高

さ

A1：S=1/100

A3：S=1/200 A3：S=1/200

A1：S=1/100

土木工事範囲

建築工事範囲

配管用開口 φ2100

+2200 COP
2FL

+4,100

+2,500(既設設計GL)

2
,
36

8
.
9

2
,
0
4
4
.1

+4.400

天井走行クレーン

クレーンガーダー

30kg/分レ－ル(PM)

2.8ton（参考） 1.0ton

コンテナ吊上装置

L=3000

角落し W=177

断面図１

+14,250(最高軒高)

▽ HWL+2,410

-2,020

-3,500

▽ HWL -1,732

▽ LWL -2,800

▽ HWL -1,732

-6,500

-4,200

-3,000

燃料小出槽

歯車減速機

A-18/48

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ（建築範囲）を示す。

+10,800

+11.300

+10.800

（最高高さ：GL+14,350)

（GL+13,750)

ルーフファン

消音ボックス

1
,
2
0
0
x
1
,
2
0
0

建告1399号第5　1項3号

（屋根30分耐火）

平成12年5月30日

換気扇開口 1200×1200
消音エルボ 1200×1200 GW50
        FD 1200×1200
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φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)用フック

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A1:1/100
A3:1/200

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ（土木範囲）を示す。

断面図凡例

断面図２

休憩室

新ポンプ室

ﾃﾞｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ
ポンプ井

+9,500(2SL)

+5,000

+0,500(1FL)※設計GL

+4,100

+2,500(既設設計GL)

歯車減速機

新ポンプ室

搬入口

新ポンプ室

ポンプ井

A1：S=1/100

A3：S=1/200

A1：S=1/100

A3：S=1/200
Ｃ－Ｃ断面図 Ｄ－Ｄ断面図

スクリーン室

電気室

開口
開口

A1：S=1/100

A3：S=1/200
Ｅ－Ｅ断面図

+9,500(2SL)

+5,000

+0,500(1FL)※設計GL

+2,500(既設設計GL)

+14,850(PL)

+14,150 SL(水下)

+14,850(PL)

+14,150 SL(水下)

 C' B' A'CA543

-3,000

-4,200

-6,500 -6,500

-4,200

-3,000

+11,300
ｸﾚｰﾝﾚｰﾙ天

搬入ステージ

+9650

水上
水下

±0
+95

水上水下

±0 +95

+14,250(最高軒高)+14,250(最高軒高)

100
1

▽ LLWL -5,200

▽ LWL -2.800

▽ HWL -1.732

2

角落し W=177

+4.400

-3,500

2FL

+4,100φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)

1
80

ルーフファン

（一般取扱所）

風道

+14,150 SL(水下)

+14,850(PL)

グレーチング蓋

土木工事範囲

建築工事範囲

開口 開口

+4,300

（一般取扱所）

自家発電機自家発電機

ラジェータ排風消音器

EXPJ

A-19/48

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ（建築範囲）を示す。

+10,800

消音ボックス

ルーフファン

消音ボックス 消音ボックス

ルーフファン

ホイストレール

点検口　900角(ドーム）

SUS304(耐火構造適合品)

建告1399号第5　1項3号

（屋根30分耐火）

平成12年5月30日

2FL+5,400
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天井走行クレーン

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A3:1/100
A1:1/50

矩計図１

21

電気室

543

新ポンプ室

▽ LWL -2.800

-2.020

-3.500

吐出井

+4.400
細目自動除塵機

+2.200

φ1800 逆流防止弁

75°

消音ボックス

ルーフファン

1
,
2
0
0
x
1
,
2
0
0

コンクリート製踏段

(5-01-3)※共通

ﾌﾞﾚｰｽ:[-40x20x1.6

打放し仕上（Ｂ）

ﾃﾞｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ

A1：S=1/50

A3：S=1/100

EXPJカバー 屋根用

SUS W=200 一時間耐火

+14,850(PL)

+11,300

ｸﾚｰﾝﾚｰﾙ天

▽ HWL+2.410

水位計用　防波管 VUΦ250（２か所）

ﾌﾘｸﾄAW用　防波管 VUΦ400（２か所）

VUΦ250（外径Φ267）

（一般取扱所）

EXPJカバー 天井用

角落し W=177

配管用開口　125φ 配管用開口　125φ

結露防止塗料吹付

打放し仕上（Ｂ）

0

FG6

FG5 FG5

FG9 FG8 FG10

1G8

1B41B4

1G9

1B1

1G5

2G5

2G5

3G6

3G5

3B1

RG5

RG9
RB3 RB3

RG8
RB3 RB3

RG10

二重床 H=300　ＮＣ t=2.0

2G82B12B1
2G9

1B2

複層塗材（ＲＥ）

EXPJカバー 床用

ｱﾙﾐ W=200

1G10

SUS W=200

1G6

2G6

打放し仕上（Ｂ）

複層塗材（ＲＥ）

電動吐出弁 φ1500

+9,500

+10,800

3G10

ビニル手摺φ34

3G5

-3.000

-4.200

+4,100

-6.500

+5,000

+14,150 SL(水下)

2FL+5,400

3G9

ポンプ井

φ1500 雨水ポンプ(Ⅱ型)

ｼﾛｯｺﾌｧﾝ開口　250φ

+9,500(2SL)

2FL

+0,500(1FL)※設計GL

渦流防止板

300x300釜場

Ａ－Ａ断面詳細図

1G5

2G10 2G6 2G6

コンクリート床：＜防塵塗装＞建築工事
ｱﾙﾐ W=200 一時間耐火

コンクリート直均し

スクリーン室

2FL

+4,100

裏張りグラスウール32K t=25

フレキシブル吸音板 t=6

（軽鉄壁下地）

補強用溶接金網  6φ-100x100

(7-13-1)
階段室

▽ HWL -1.732▽ HWL -1.732

配管用開口 φ2100

+2200 COP

+2,500(既設設計GL)

EXPJカバー 外壁用

クレーンガーダー

30kg/分レ－ル

2.8ton（参考）
L=3000

1.0ton

コンテナ吊上装置

I-250x125x10x19
2.8ton吊ﾎｲｽﾄ 1.0ton吊ﾎｲｽﾄ

コンテナ吊上装置

打放し仕上（Ｂ）

複層塗材（ＲＥ）

不燃積層化粧石膏ボード t=9.5

（軽鉄天井下地）

アルミダイカストパネル 450x450 ＰＥ

帯電防止ビニル床タイル貼 t=2.0

複層塗材（ＲＥ）

打放し仕上（Ｂ）

コンクリート直均し

角落し W=138

階段すべり止め

（防波管取付は土木工事）

VUΦ400（外径Φ420）
（防波管取付は土木工事）

打放し仕上（Ｂ）

グラスウールボード貼32K t=50

建築工事範囲

土木工事範囲

下地・防水層：コンクリート直均し　アスファルト防水（A1-1）
押え仕上：押えコンクリート直均し仕上 t=80　水勾配1/100　溶接金網 6φ-＠100　成形伸縮目地 W=25
絶縁用シート：フラットヤーンクロス　断熱材：押出法ポリスチレンフォーム厚30

防液堤 FL+250天端 ＰＭ

蓋:CHPL-4.5

燃料小出槽
＜架台＞ＰＭ

歯車減速機

1B5

2B2

3B4

EXPJ

RB4

床：＜防塵塗装＞（防滑仕上）ＰＭ

天端、立上り＜防塵塗装＞ＰＭ

無筋コンクリート直均し　＜防塵塗装＞（防滑仕上）ＰＭ

複層塗材（ＲＥ）

打放し仕上（Ｂ）

A-20/48

打放し仕上（Ｂ）

複層塗材（ＲＥ）

 無筋コンクリートを示す。

 印はシーリングを示す。

一般事項

 鉄筋コンクリート（建築範囲）を示す。

 鉄筋コンクリート（土木範囲）を示す。

W-3

W-2

W-4

K-6

K-1

K-2

R-2

R-6

K-7

F-1

K-5

K-6

R-1

RG6 RB1

補強用溶接金網  6φ-100x100

（ＰＭ）

アルミ製廻り縁

耐震天井

I-250x125x10x19

ＰＭ設備基礎（ＰＭ）

差し筋（土木）

ＰＭ設備基礎（ＰＭ）

差し筋（土木）

フレキシブル吸音板 t=6

裏張りグラスウール32K t=25

（軽鉄壁下地）

水平補強材:[-40x20x1.6

建告1399号第5　1項3号

（屋根30分耐火）

平成12年5月30日

換気扇開口 1200×1200
消音エルボ 1200×1200 GW50
        FD 1200×1200

+9,800

+4,400

ビニル巾木 t=2.0 PE

（屋根30分耐火）外部からの出入（施錠付）
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福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

矩計図２

A3:1/100
A1:1/50

▽ LWL -2.800

風道

SUS防虫目皿

水抜穴 VPφ65

フレキシブル吸音板 t=6

裏張りグラスウール32K t=25

休憩室

ルーフファン

消音ボックス

打放し仕上（Ｂ）

複層塗材（ＲＥ）

打放し仕上（Ｂ）

複層塗材（ＲＥ）

打放し仕上（Ｂ）

複層塗材（ＲＥ）

角落し W=177

新ポンプ室

（一般取扱所）

コンクリ－ト金ゴテ押え水勾配　ウレタン塗膜防水（X-2）

水下

±0

水上

+95

ﾃﾞｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ

(5-01-3)※共通

打放し仕上（Ｂ）

複層塗材（ＲＥ）

打放し仕上（Ｂ）

複層塗材（ＲＥ）

竪樋：硬質塩ビ製φ100

SUS支持金物

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)

φ1500 雨水ポンプ(Ⅱ型)

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)

ポンプ井 ポンプ井

排気消音器

100
1

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)用フック

A1：S=1/50

A3：S=1/100

A1：S=1/50

A3：S=1/100

ポンプ井

新ポンプ室

（一般取扱所）

Ｃ－Ｃ断面詳細図 Ｂ－Ｂ断面詳細図

土木工事範囲

建築工事範囲

コンクリート直均し

コンクリート直均し

▽ LLWL -5,200

グレーチング蓋

打放し仕上（Ｂ）

複層塗材（ＲＥ）

（軽鉄壁下地）

補強用溶接金網  6φ-100x100

▽ HWL -1.732

(5-22-2)

機械基礎

(5-22-2)

機械基礎

ルーフファン

ｱﾙﾐ W=200 一時間耐火

EXPJカバー 外壁用

打放し仕上（Ｂ）

グラスウールボード貼32K t=50

EXPJカバー 床用

SUS W=200

フレキシブル吸音板 t=6

裏張りグラスウール32K t=25
（軽鉄壁下地）

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)用フック

自家発電機

ラジェータ排風消音器

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

Ｕ型側溝 U-240

無筋コンクリート直均し＜防塵塗装＞（防滑仕上）ＰＭ

無筋コンクリート直均し　＜防塵塗装＞（防滑仕上）ＰＭ
外部

A-21/48

 無筋コンクリートを示す。

 印はシーリングを示す。

一般事項

 鉄筋コンクリート（建築範囲）を示す。

 鉄筋コンクリート（土木範囲）を示す。
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W-3

R-2

W-2
K-6

ルーフドレン（SUS横引）

下地・防水層：コンクリート直均し　アスファルト防水（A1-1）

絶縁用シート：フラットヤーンクロス　断熱材：押出法ポリスチレンフォーム厚30
押え仕上：押えコンクリート直均し仕上 t=80　水勾配1/100　溶接金網 6φ-＠100　成形伸縮目地 W=25

消音ボックス

差し筋（土木）

機械基礎　ＰＭ

モルタル金ゴテ押え t=30 建築工事

＜防塵塗装＞ＰＭ

注記

１．新ポンプ室の機械基礎無筋コンクリートは、プラント機械工事とする。

２．自家発電気（ＰＥ）基礎は、土木工事とする。

電気室

吐出井

ＰＥ設備基礎（土木）

差し筋（土木）

消音器 700×700×1200L
FD 700×700
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福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A3:1/100
A1:1/50

矩計図３

水下

±0

水上

+95

CA

水上

+95
+14,850(PL)

+11,300
ｸﾚｰﾝﾚｰﾙ天

打放し仕上（Ｂ）

複層塗材（ＲＥ）

打放し仕上（Ｂ）

複層塗材（ＲＥ）

竪樋：硬質塩ビ製φ100

SUS支持金物

+14,150 SL(水下)

100
1

ルーフドレン（SUS横引）

新ポンプ室

+0,500(1FL)※設計GL

スクリーン室

-6.500

 A'  B'  C'

ルーフドレン（SUS横引）

電気室

打放し仕上（Ｂ）

複層塗材（ＲＥ）

打放し仕上（Ｂ）

複層塗材（ＲＥ）

結露防止塗料吹付

打放し仕上（Ｂ）

A1：S=1/50

A3：S=1/100Ｅ－Ｅ断面詳細図 Ｄ－Ｄ断面詳細図
A1：S=1/50

A3：S=1/100

搬入口

+4,300

打放し仕上（Ｂ）

グラスウールボード貼32K t=50

ルーフファン

コンクリート床：＜防塵塗装＞建築工事

コンクリート直均し

コンクリート直均し

+14,250(最高軒高)+14,250(最高軒高)

アルミダイカストパネル 450x450 ＰＥ

帯電防止ビニル床タイル貼 t=2.0

搬入ステージ

□-150x150x6.0

L=150

大型扉用戸当り

あおり止め付

（軽鉄天井下地）

コンクリート直均し

建築工事範囲

建築工事範囲

土木工事範囲

土木工事範囲

マンホール蓋（土木範囲）

ポンプ井

タラップ（土木範囲）

+2,500(既設設計GL)

モルタル塗の上　建築工事

帯電防止ビニル床タイル貼 t=2.0　ＰＥ

床：コンクリート直均し　防滑塗装

+9650

I-250x125x10x19

2.8ton吊ﾎｲｽﾄ

自家発電機

裏張りグラスウール32K t=25

フレキシブル吸音板 t=6

（軽鉄壁下地）

竪樋：硬質塩ビ製φ100

SUS支持金物

下地・防水層：コンクリート直均し　アスファルト防水（A1-1）
押え仕上：押えコンクリート直均し仕上 t=80　水勾配1/100　溶接金網 6φ-＠100　成形伸縮目地 W=25
絶縁用シート：フラットヤーンクロス　断熱材：ポリスチレンフォーム厚30

落下防止ステンレスチェーン

複層塗材（ＲＥ）

打放し仕上（Ｂ）

-4.200

-3.000

+4,100

+5,000

+14,150 SL(水下)

+14,850(PL)

+9,800(2FL)

+9,500(2SL)

+4,400(M2FL)

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

Ｕ型側溝 U-240

Ｕ型側溝 U-240

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

複層塗材（ＲＥ）

打放し仕上（Ｂ）

A-22/48

一般事項

 鉄筋コンクリート（建築範囲）を示す。

 鉄筋コンクリート（土木範囲）を示す。

 無筋コンクリートを示す。

 印はシーリングを示す。

手摺：アルミ製

1G5

開口

1B2

1G91G9

開口

開口 開口

RG1
RG2

RG1

3G1
3G2

3G1

1G1

1G2

1G1

FG1FG2FG1

FG7 FG7

1G71G7

2G7 2G7

3G7

3G7

RG7
RG7

R-4

K-5

K-6

K-4

K-3

R-4

+10,800

+4,400(M2FL)

RB5 RB5

RB5 RB5

補強用溶接金網  6φ-100x100

無筋コンクリート直均し＜防塵塗装＞（防滑仕上）ＰＭ

歯車減速機

ＰＭ設備基礎（ＰＭ）

差し筋（土木）

（一般取扱所）

新ポンプ室
詳細図参照

建告1399号第5　1項3号

（屋根30分耐火）
T-4

アルミ製廻り縁

ＰＥ設備基礎（土木）

差し筋（土木）

消音ボックス±0

水下

　平成12年5月30日
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CA

3

C

タラップ
安全ガード

A1：S=1/50

A3：S=1/100

A1：S=1/50

A3：S=1/100

C

3

A3：S=1/100

A1：S=1/50

C

3

１階階段室平面詳細図(+500)

２階階段室平面詳細図(+4400)

２階階段室平面詳細図（+9800）

階段すべり止め

EXPJカバー 床用

A3：S=1/100

A1：S=1/50
階段室断面詳細図

階段室

風道

ポンプ井ポンプ井

+4,100

保護コンクリート厚80、溶接金網φ6x100x100

押出法ポリスチレンフォーム厚30　
成形伸縮目地 t=25 樹脂製キャップ付＠3,000内外

(5-01-3)※共通

+4,300
搬入口

打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）

3

+14,150 SL(水下)

+17,150

コンクリート直押えの上、アスファルト断熱防水（歩行用）

トイレ

階段すべり止め

(4-31-4)

打放し仕上（Ｂ）

内装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｃ）

内装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）

内装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｂ）

内装薄塗材（Ｅ）

+14,850(PL)

打放し仕上（Ｂ）

内装薄塗材（Ｅ）

複層塗材（ＲＥ）

複層塗材（ＲＥ）

1C6

2C6

3C6

SUS W=200

二重床 H=300　ＮＣ t=2.0

打放し仕上（Ｂ）　内装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｂ）

複層塗材（ＲＥ）

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A3:1/100
A1:1/50

階段平面・断面詳細図

コンクリ－ト金ゴテ押え水勾配　ウレタン塗膜防水（X-2）

.+4470

+9,500(2SL)

+2,500(既設GL)

+0,500(1FL)※設計GL

2

コンクリート直均し
コンクリート直均し

ＮＣ t=2.0

Ｕ型側溝 U-250

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

階段すべり止め

ビニル手摺φ34

(7-13-1)

階段室

+5,000

打放し仕上（Ｂ）

内装薄塗材（Ｅ）

（部分詳細図参照）

打放し仕上（Ｂ）

内装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｂ）

複層塗材（ＲＥ）

コンクリート直均し

コンクリート直均し

ＮＣ t=2.0

階段すべり止め

ビニル手摺φ34

燃料小出槽

46 45 44 4347

4241403938373635343332

218 7 6 5 2223242526

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

DN

UP

DN

14 3 2

UP

階段すべり止め（部分詳細図参照）

モルタル金ゴテ押え t=30　ＮＣ t=2.0

モルタル金ゴテ押え t=30　ＮＣ t=2.0

モルタル金ゴテ押え t=30　ＮＣ t=2.0

モルタル金ゴテ押え t=30　ＮＣ t=2.0

A-23/48

一般事項

 鉄筋コンクリート（建築範囲）を示す。

 鉄筋コンクリート（土木範囲）を示す。

 無筋コンクリートを示す。

 印はシーリングを示す。

ビニル手摺φ34

1
9
8
.
5
x2

0
=
3
,9

7
0

1
9
7
.
4
x2

7
=
5
,
33

0

+14,250 SL(水上)

30

100

80 100

160

85
0

3
0

1
80

90100

EXPJ
90

3
0

120

1
8
0

150

1
5
0

180

RCG4

RB6 RB6

RCG4

RG5
300

RB2
RB4250

RG9
500

3G9

3B43G5
400

3503CG4
400

3B5

250

3B5

250

3CG4

2CG4
2CB1 2B3

2CG4

2G5

2B2
2G9

1G9

1B5

1G5

1B61B6

R-1

R-2

K-1

K-2

F-1

K-2

K-2W-3

K-1

K-2

K-1

K-2
1

3

2

4

5

7

6

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

23

22

24

25

26

28

27

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

245x7=1,715
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耐震天井

耐震天井

アルミコーナー

点検口　600角(ドーム）
SUS304(耐火構造適合品)

建告1399号第5　1項3号
（屋根30分耐火）

平成12年5月30日

2FL+5,400

2FL

+9,800

+4,400

不燃積層化粧石膏ボード t=9.5

（軽鉄天井下地）
不燃積層化粧石膏ボード t=9.5 （軽鉄天井下地）
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搬入口

搬入口

外壁間中心線

DN

DN

.+2530

.+2800 .+2800

.+2800.+3050

.+540

.+4300
.+2000

DN .+3767 .+3234

UP

.+1944

C
2C6 2C5 2C6

.+4470

W18 EW20 EW202C1

搬入口

電気室

作業員控室和室

搬入室

搬入口

H=2.500
既設GL

Ａ

A3：S=1/100

A1：S=1/50

+4,300

Ｂ
Ｂ

43 5

+4,300

Ｃ

Ｃ

既設ポンプ場上屋

A3：S=1/100

A1：S=1/50
Ｂ－Ｂ断面

Ａ－Ａ断面

既設一ツ樋ポンプ場

AD-1
既設一ツ樋ポンプ場

A3：S=1/100

A1：S=1/50
Ｃ－Ｃ断面

新設一ツ樋ポンプ場

1
,
0
0
0

10
0

.+2700

Ａ

UP

北

 無筋コンクリートを示す。

 印はシーリングを示す。

一般事項

 鉄筋コンクリート（建築範囲）を示す。

 鉄筋コンクリート（土木範囲）を示す。

A3：S=1/100

A1：S=1/50
屋外階段・スロープ平面詳細図

アルミ手摺

アルミ手摺

アルミ手摺

アルミ手摺

1234567891011

□-100×100×4.5

H-100×100×6×8

ＤＰ塗装

打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）
AD-1

C-100x50x20x2.3

(270x10)

ｽﾛｰﾌﾟ

ノンスリップ（SUS)

+0,500(1FL)※設計GL

H-100×100×6×8

ルーフデッキ 厚0.8 H=85

ルーフデッキ（厚膜ウレタン系ガルバリウム鋼板） 厚0.8 H=85

タイトフレーム受

モルタル金ゴテ押え

防滑塗装

アルミ手摺

塩ビ箱樋：120タイプ

モルタル刷毛引き仕上

ルーフデッキ 厚0.8 H=85

コンクリート手摺壁：カッター切断後モルタル補修

（壁鉄筋：鉄筋ハツリ出し切断）

竪樋：硬質塩ビ製φ65（ｶﾗｰ）

ＳＵＳ支持金物
+0,500まで

CH-100×50×5×7.5

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A1:1/50
A3:1/100

屋外階段・スロープ詳細図

A-24/48

280

+2,000

（ﾍﾞｰｽﾎﾟｽﾄﾀｲﾌﾟ）

（ﾍﾞｰｽﾎﾟｽﾄﾀｲﾌﾟ）

（ﾍﾞｰｽﾎﾟｽﾄﾀｲﾌﾟ）

+4,400(M2FL)

+2,500

+0,500(1FL)※設計GL

内貼：無機質ガラス繊維シート厚 5.0　<FP030RF 0501>

※　鋼材は溶融亜鉛メッキとする。

ルーフデッキ 厚0.8 H=85

2FL

+4,400

2FL

+4,400

A1：S=1/100

A3：S=1/200面積表
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①　6.235 × 0.900  ＝　5.6115

②　1.150 × 0.1423 ＝　0.1636

                    ＝　5.7751

                    ＝　5.77

　　　　　建築面積　＝　5.77

　　　　　延べ面積　＝　0.00
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室 名

43 5

C

.-3500

1

2

.-4200

.-4200

.-6500

A

0

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

 土木範囲を示す。

一般事項

.+540

既設ポンプ場上屋

13°

細目自動除塵機

細目自動除塵機

.-6500

ﾃﾞｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ

水路平面詳細図
A1：S=1/50

A3：S=1/100

　内部仕上表

ポンプ井

吐出井

ポンプ井

吐出井

床 壁 天井床面積

打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）コンクリート直均し

コンクリート直均し

角落し W=177

角落し W=177

.-4200

.-4200

角落し W=138

角落し W=138

.-3000

.-3000

.-4200

.-4200

DN

B1C1

B1C2

B1C4

B1C1

B1C6 B1C6

B1C6B1C5B1C6

ﾀﾗｯﾌﾟ

ﾀﾗｯﾌﾟ

ﾀﾗｯﾌﾟ

ﾀﾗｯﾌﾟ

240.08

 48.78

.-3.00

B

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A3:1/100
A1:1/50

水路平面詳細図

.-6500

B1C1

B1C2

B1C1

B1C3

B1C3

A-25/48
北
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'

 C
'
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'

B1C5

注記

１．柱形状・寸法及び通り芯振分け寸法数値については、

　　建築構造図面Ｂ１階柱リストを参照すること。
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43 5

開口 φ2100

+2200 COP
吐出井

φ700 逆流防止弁

φ1800 逆流防止弁

.+500

.-3500

外壁間中心線

+1150 COP

開口 φ1000

1

2

C

A

0

展開方向

Ａ

ＢＤ

UP

.+540

既設ポンプ場上屋

13°

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)

細目自動除塵機

細目自動除塵機

.+500

.+500

壁取付け不可

開
口
H=
2,
00
0

開
口
H=
2,
00
0

１階平面詳細図(+500) A3：S=1/100

A1：S=1/50

　内部仕上表

室 名

スクリーン室

スクリーン室

階段室

風道

風道

階段室

新ポンプ室

床 壁 天井床面積

無筋コンクリート直均し　防塵塗材

補強用溶接金網 6φ-＠100

コンクリート直均し

フレキシブル吸音板 t=6

裏張りグラスウール32K t=25

打放し仕上（Ｂ）　内装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｃ）

打放し仕上（Ｂ）　複合塗材（ＲＥ）

一部　打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ） ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ貼32K t=50

コンクリート直均し

角落し W=177

角落し W=177

UP

Ｍ

Ｍ

.+500

.+500

φ1500 雨水ポンプ(Ⅱ型)

.+500

.+500

モルタル金ゴテ押え t=30　ＮＣ t=2.0

角落し W=138

角落し W=138

.+500

新ポンプ室

1C1

1C2

1C1

1C6 1C5 1C6

1C61C51C6

Ｍ

Ｍ

84.82

1C4

1C3

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A3:1/100
A1:1/50

１階平面詳細図
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排水目皿（SUS）
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121.60
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1C3

25°

x1

x1

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

Ｕ型側溝 U-250

.+500

.+500

W18

ﾌﾘｸﾄAW用　防波管 VUΦ400（２か所）
VUΦ400（外径Φ420）
（防波管取付は土木工事）

水位計用　防波管 VUΦ250（２か所）
VUΦ250（外径Φ267）
（防波管取付は土木工事）

.+500

開口H=2,100

打放し仕上（Ｂ）　複層塗材（ＲＥ）

段裏：打放し仕上（Ｂ）　内装薄塗材（Ｅ）

－

5607,100（ｽﾛｰﾌﾟ）

.+3234

UP

A-26/48
北

8.71

ＣＣ

一般事項

 鉄筋コンクリート（建築範囲）を示す。

 鉄筋コンクリート（土木範囲）を示す。

 B
'

 C
'

 A
'

１階）延焼の恐れのある部分：３.０mライン

注記

１．柱形状・寸法及び通り芯振分け寸法数値については、

　　建築構造図面２階柱リストを参照すること。

４．新ポンプ室の機械基礎無筋コンクリートは、プラント機械工事とする。

５．自家発電気（ＰＥ）基礎は、土木工事とする。

ＰＭ

ＰＭ
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心
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延
焼
ラ
イ
ン
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延
焼
ラ
イ
ン

外
壁
間
中
心
線

２．   印は、ＡＢＣ消火器５０型を示す。50

３．   印は、ＡＢＣ消火器１０型を示す。10
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ラジェータ排風消音器

風道

43 5

C

φ700 逆流防止弁

φ1800 逆流防止弁

搬入口

階段室

2

1

A

0

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

電気室

作業員控室和室

DN

搬入室

DN

.+2500

.+2500

.+2530

.+2800 .+2800

.+2800.+3050

既設ポンプ場上屋

.+540

開口 φ400

+8000 COP 開口 φ450

+8000 COP

13°

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)

φ1500 雨水ポンプ(Ⅱ型)

11,729

壁取付け不可

スクリーン室

ホイストレール取付位置を示す

２階平面詳細図（+4400）
A1：S=1/50

A3：S=1/100

　内部仕上表

室 名

風道

階段室

新ポンプ室

スクリーン室

床 壁 天井床面積

コンクリート直均し

無筋コンクリート直均し　防塵塗材

補強用溶接金網 6φ-＠100

コンクリート直均し

フレキシブル吸音板 t=6

裏張りグラスウール32K t=25

打放し仕上（Ｂ）　内装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｃ）

打放し仕上（Ｂ）　複合塗材（ＲＥ）-

-

ﾌﾘｸﾄAW用　防波管 VUΦ400（２か所）
VUΦ400（外径Φ420）
（防波管取付は土木工事）

水位計用　防波管 VUΦ250（２か所）
VUΦ250（外径Φ267）
（防波管取付は土木工事）

階段（Ｐ機械） プラント階段
蹴上：229.5

有効幅：600
踏面：210

DN
デッキ（Ｐ機械）

.+500

排水溝：50x50
.+500

モルタル金ゴテ押え t=30　ＮＣ t=2.0

.+4300
2C1

2C2

2C1

2C6 2C5 2C6

2C62C5

Ｍ

.+4100

2C4

2C3

2C3

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A3:1/100
A1:1/50

２階平面詳細図(+4400）

２階以上）延焼の恐れのある部分：５.０mライン

.+4470

.+2000

DN .+3767 .+3234

FL+100

2C6

2G
6

2G
6

2G
5

2G
5

2G
5

2G
5

EW50

EW
20

EW50

EW50

EW
20

EW
20

EW
20

E
W
2
5

W18

W18

W
1
8

W18 EW20

EW
2
5

EW20

2C1

2C2

2C1

90.36

25°

上部ホイストレールを示す
I-250x125x10x19

UP

.+1944

打放し仕上（Ｂ） ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ貼32K t=50

一部　打放し仕上（Ｂ）

－

段裏：打放し仕上（Ｂ）　内装薄塗材（Ｅ）

EW20 EW20

FL
+2

00

自家発電機

集水桝

300x300 H=300

集水桝

300x300 H=300

新ポンプ室

（一般取扱所）

.+4400

集水桝

300x300 H=300

排水溝：50x50

FL
+1

70

歯車減速機

燃料小出槽

FL
+2

50

＜防塵塗材塗＞ＰＭ

防液堤 FL+250天端

蓋:CHPL-4.5

W2
0

UP
DN （軽鉄壁下地）

裏張りグラスウール32K t=25

フレキシブル吸音板 t=6

A-27/48
北

打放し仕上（Ｂ）　複層塗材（ＲＥ）

11.44

一般事項

 鉄筋コンクリート（建築範囲）を示す。

 B
'

 C
'

 A
'

上部ホイストレールを示す
I-250x125x10x19

注記

１．柱形状・寸法及び通り芯振分け寸法数値については、

10
x2

50
x1

　　建築構造図面２階柱リストを参照すること。

K-6

２．   印は、ＡＢＣ消火器５０型を示す。

50

50

３．   印は、ＡＢＣ消火器１０型を示す。10

４．新ポンプ室の機械基礎無筋コンクリートは、プラント機械工事とする。

５．自家発電気（ＰＥ）基礎は、土木工事とする。
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集水桝

300x300 H=300

8

燃料小出槽の容量計算

防液堤内容量

1.70m×2.70m×H=0.25m =1.147?

1.147? = 1147L

燃料小出槽（900L）

900L×50％ =　450L
450L ＜　1147L　　OK

400

1,000

2,500

2
,
6
5
0

5
,
1
5
0

7,
8
00

8,
60
0

40
0

40
0

3,
9
00

3,
90
0

60
0

60
0

3
0

30

2,300

330

8,000

600

1,970

7,400

7,0007,000

30

9
0

9
0

86
0

86
0

30

90

750

1,375

650

300

750

2,300 2,400 2,300

200

3
0

30

3
0

30
50
0

50
0
30

50
0

3
0

50
0

560

560

13
0

3,
06
0

13
0

3,
06
0

76
0

9
6
5

500

6
0
0

200

8
0

3
0
1
0
0 1
0
0

3
0

1
0
0

400

460

2
,
1
9
0

2
,
2
6
6

2,450

7
3
4

8
1
0

5
,
0
0
0

5
,
0
5
0

2,440 5,360

1,200500

7,800

5
0

450

1,200 310

90

30

1,100 2,300 1,800

5,150 1,650 600

8
0
0

8
0
0

1
,
6
0
0

2
,
9
0
0

1
,
4
5
0

1
,
4
5
0

950 3,600

8
,
6
0
0

4
0
0

4
0
0

7
,
8
0
0

3
,
3
5
0

3
,
1
0
0

4
,
7
0
0

3
,
1
0
0

3
,
1
0
9

6
0
0

9
0
0

30

30

1,250

4,300

1
,
1
0
0

9
0
0

5
0

2
4
2

1
,
2
5
0

800

2
,
1
4
2

9
0
0

30
30

30
30

3
0

8
0

2
,
7
0
0

3
,
3
5
0

1
,
7
5
0

9
0
0

9
0
0

8
7
5

8
7
5

1
,
7
5
0

5
0

5
0

1
0
02
0
0

1
0
0

2
0
0 1
0
0

3
0

150 100

250

9
0
0

9
0
0

1
,
8
0
0

8
0
0

5
0

5
0

5
0

50

550

503,000

2,450

160

250

180

90

50 503,600

1
5
0

1
5
0

300 1,850150

3
0
0

1
,
0
5
0

100

2
,
7
0
0

30 200

100 100

2,110

1,920

23
0
37
0

23
0

37
0

25
0

25
0

350 350

400 300

300 300

700

700 30

30

30

4
3
0

3
7
0

8
0
0 3
7
0

4
3
0

800

370430

700 2,100

3
7
0

4
3
0

4
3
0

1,850

1
,
6
6
0

3
7
0

43
0

80
0

70
0

3
50

35
0

30
30

8
0
03
7
0

4
3
0

8
0
0

800

370430400 400

800

400 400

800

560 3,000900 600 900

800

400400

800

400 400

3
70

4
30

80
0

30

30
30

700

600 30

400 300

30
30

700

300 300

350 350
70
0

30
30

37
0

43
0

30

30

35
0

35
0

80
0

37
0

43
0

30
80
0

350 350

30 700

400
300

30
30 700

30

30

30

30
700

300
400

30

30

37
0

449
980

30

2,918

17,318

18,298

980

8
0
0

8
0
0

3
7
0

4
3
0

7,100（スロープ）

8
0
0

2
,
1
5
0

1,418

100

7,100（スロープ） 560

1,150 3,650 1,435

70 79570900

195

3,000

3,000

5,000

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

3,000

3,000

5,000

5,000

3
,
0
0
0

1,700

400 400

1,950
590



18

配管用開口 150φ

1

2

0

風道

トイレ

.+9800

床点検口

450角

上部屋上点検口

C

A

ＥＸＰＪカバー 床用

安全ガード
タラップ

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

既設ポンプ場上屋

13°

天
井
ク

レ
ー

ン

ｸﾚｰﾝｶﾞｰﾀﾞｰ（建築工事）

２階平面詳細図（+9800）A3：S=1/100

A1：S=1/50

　内部仕上表

室 名

搬入ステージ

電気室

休憩室

トイレ

階段室

床面積

アルミダイカストパネル 450x450 H=300  PE

帯電防止ビニル床タイル貼 t=2.0 PE

壁 天井

打放し仕上（Ｂ）　結露防止塗料吹付

化粧石膏ボード t=12.5（表面化粧加工）

化粧石膏ボード t=12.5（表面化粧加工）

打放し仕上（Ｂ）　内装薄塗材（Ｅ）

床

7
5
0
x
7
5
0

1
,
20
0
x1
,
2
00

.+9800

モルタル金ゴテ押え t=30　ＮＣ t=2.0

ＥＸＰＪカバー 外壁用

ｱﾙﾐ W=200 一時間耐火

SUS W=200 一時間耐火

3C6 3C5 3C6

3C63C53C6

フレキシブル吸音板 t=6

裏張りグラスウール32K t=25

ＥＸＰＪカバー 外壁用

ｱﾙﾐ W=200 一時間耐火

86.49

.+9900

3C4

3C3

3C3

3C1

3C1

3C2

大型扉用戸当り

あおり止め付

□-150x150x6.0

L=150

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

２階平面詳細図（+9800）

A1:1/50
A3:1/100

延焼ライン５ｍ

10

10

EW20 EW20

EW20 EW20

E
W
2
0

W18

E
W2
5

W18

W
1
8

W18

W18

EW
2
0

EW
20

EW
20

EW
20

EW20

EW20

休憩室

1.93

10
x2

DN

.+9650

アルミダイカストパネル 450x450

帯電防止ビニル床タイル貼 t=2.0

モルタル塗の上　建築工事

帯電防止ビニル床タイル貼 t=2.0　ＰＥ

帯電防止ビニル床タイル貼 t=2.0　ＰＥ

モルタル塗の上　建築工事

帯電防止ビニル床タイル貼 t=2.0　ＰＥ

モルタル塗の上　建築工事

手摺：アルミ製

※IHｺﾝﾛ、吊戸棚 L=1,000

公団型 L=1,600

W18

13.25

チェーン

2

1

3

4

7

16

6

8

9

10
15

14

13

12

11

5

17

電気室

.+9800

ｽﾀｲﾛ畳敷 t=60　一部複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ厚15　ﾅﾗＣＬ

二重床 H=300　ＮＣ t=2.0　捨貼合板 t=12　鋼製根太

二重床 H=300　ＮＣ t=2.0　捨貼合板 t=12　鋼製根太

一部　二重床 H=300　ＮＣ t=2.0　捨貼合板 t=12　鋼製根太

（軽鉄壁下地）

A-28/48
北

13.32

一般事項

 鉄筋コンクリート（建築範囲）を示す。

 B
'

 C
'

 A
'

注記

１．柱形状・寸法及び通り芯振分け寸法数値については、

　　建築構造図面３階柱リストを参照すること。

新ポンプ室

K-4

K-3

W-2

W-3

R-3

T-2

F-2

W-2

K-6

天井クレーン用点検デッキ

3 54

ＰＥ

２．   印は、ＡＢＣ消火器５０型を示す。50

３．   印は、ＡＢＣ消火器１０型を示す。10
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２階以上）延焼の恐れのある部分：５.０mライン
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不燃積層化粧石膏ボード t=9.5
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不燃積層化粧石膏ボード t=9.5
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0
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0
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２階以上）延焼の恐れのある部分：５.０mライン

外
壁
間
中
心
線

2階延焼ライン

3 5

C

1

2

0

4

風道

A

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

(5-01-3)※共通

449
980

11,729

13°

18,298

980

2,918

17,318

排気消音器

ルーフファン
消音ボックス

ルーフファン
消音ボックス

ルーフファン
消音ボックス

コンクリート製踏段

排気消音器

Ｒ階平面詳細図
A1：S=1/50

A3：S=1/100

自家発電機

歯車減速機

EXPJカバー 屋根用

SUS W=200 一時間耐火

水
勾
配

SUS防虫目皿

水抜穴 VPφ65

成形伸縮目地 W=25

水下

±0

(5-32-1)

竪樋：硬質塩ビ製φ100

ルーフドレン（SUS横引）

水下

±0

水勾配 1/100

水勾配 1/100

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A3:1/100
A1:1/50

Ｒ階平面詳細図

機械基礎

(5-22-2)

ＥＸＰＪ

A-29/48
北

一般事項

 鉄筋コンクリート（建築範囲）を示す。

 B
'

 C
'

 A
'

R-4

R-6

R-2

R-5

R-1

コンクリート製踏段

R-6

天井クレーン点検口

（耐火構造適合品）
T-4

建告1399号第5　1項3号
（屋根30分耐火）

平成12年5月30日

屋上点検口
R-3

（耐火構造適合品）

建告1399号第5　1項3号
（屋根30分耐火）

平成12年5月30日

外
壁
間
中
心
線

外
壁
間
中
心
線

2階延焼ライン

2階
延
焼
ラ
イ
ン

内部から外部へ

外部から内部へ

40
0

4
0
0

8
,
6
0
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7,0007,000 400
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4
,
1
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1
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5
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9
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1,000
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1
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90 90
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1
,
5
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9
5
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1
8
0

3
0

180 30

3
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福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

２階休憩室平面・断面詳細図

A1：S=1/20

A3：S=1/40

3CG1

3CG2

面取

休憩室

+9,800(2FL)

+9,500(2SL)
R
S
Lま

で
4
,
6
50

R
S
Lま

で
4
,
3
50

Ｂ－Ｂ断面詳細図

ｱﾙﾐ膳板（結露受型）

三方ｱﾙﾐ額縁

ｱﾙﾐ水切

畳寄せ:15x60

複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ厚15

ﾅﾗＣＬ

ｽﾀｲﾛ畳敷 t=60　捨貼合板 t=12

SD-6

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5

（表面化粧加工）

（表面化粧加工）

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5

（表面化粧加工）

ＮＣ t=2.0　捨貼合板 t=12

二重床 H=300　鋼製根太ﾋﾞﾆﾙ巾木H=60

不燃積層化粧石膏ボードt=9.5

結露防止塗料吹付

下地ｺﾝｸﾘｰﾄ壁

LGS75

A

休憩室

+9,800(2FL)

+9,500(2SL)

R
S
L
ま
で
4,
6
50

R
S
L
ま
で
4,
3
50

EXPJｶﾊﾞｰ 外壁用

ｱﾙﾐ W=200 一時間耐火

EXPJｶﾊﾞｰ 天井用

ｱﾙﾐ W=200

公団型 L=1,600

※IHｺﾝﾛ

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5

（表面化粧加工）

120x30

上框
畳寄せ:15x60

ｽﾀｲﾛ畳敷 t=60　捨貼合板 t=12

3B6

LGS75

結露防止塗料吹付

下地ｺﾝｸﾘｰﾄ壁

結露防止塗料吹付

下地ｺﾝｸﾘｰﾄ壁

LGS75

二重床 H=300　鋼製根太

ＮＣ t=2.0　捨貼合板 t=12

EXPJｶﾊﾞｰ 床用ｺｰﾅｰﾀｲﾌﾟ

SUS W=200

3G5

Ａ－Ａ断面詳細図 A3：S=1/40

A1：S=1/20

32

3C6

3C1

3C2

.+9900

休憩室

W18

W18

W
18

W18

EW
20

 B
'

 A
'

3

A

2

W18

E
W2
5

10

450角
床点検口

公団型 L=1,600

上部吊戸棚 L=1,000

※IHｺﾝﾛ

ｱﾙﾐ W=200 一時間耐火

ｱﾙﾐ W=200

EXPJｶﾊﾞｰ 内壁用

EXPJｶﾊﾞｰ 外壁用

EXPJｶﾊﾞｰ 内壁用

ｱﾙﾐ W=200

.+9800

配管用開口 150φ

ABC粉末消火器 10型

ﾀｵﾙ掛

壁掛手洗器

.+9800

トイレ

ｽﾀｲﾛ畳敷 t=60

複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ厚15

ﾅﾗCL

面取

SD-6

SD-5

LSD-1

AW-1

AW-2

風道

EXPJｶﾊﾞｰ 床用ｺｰﾅｰﾀｲﾌﾟ

120x25

ＡＡ

Ｂ

Ｂ

２階休憩室平面詳細図
A1：S=1/20

A3：S=1/40

SUS W=200

LGS75

LGS75

EXPJｶﾊﾞｰ 床用

SUS W=200

.+9800

A1:1/20
A3:1/40

LGS75

AW-1

二重床 H=400　鋼製根太

二重床 H=400　鋼製根太

上部吊戸棚 L=1,000

EXPJ

3B4

3B2

A-30/48

 印はシーリングを示す。

一般事項

 鉄筋コンクリート（建築範囲）を示す。

W-2

W-3

F-2

W-1

W-4

W-3

W-3

電気室 風洞

120x30

結露防止塗料吹付
打放し仕上（Ｂ）

内装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｂ）

上框
120x30

EXPJ

（軽鉄天井下地）

不燃積層化粧石膏ボード

t=9.5（軽鉄天井下地）

不燃積層化粧石膏ボード

t=9.5（軽鉄天井下地）
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ABC

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A3:1/100
A1:1/50

展開図１

43210

+0,500(1F)

-3.000

-4.200

-6.500

+0,500(1F)

-3.000

-4.200

-6.500

4 3 2 1 0

OPEN OPEN

 A'  B'  C'

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)

φ1500 雨水ポンプ(Ⅱ型)φ1500 雨水ポンプ(Ⅱ型)

Ａ面 Ｂ面

Ｄ面Ｃ面

ａ ａ

ａ

ａ

ａ ａ

ａ ａａ

ａ

ａ ａ

ａ ａ

・配管用壁開口部は建築工事にて配管用スリーブ設置

・機器用開口部の後処理は設備工事（モルタル充填、シーリング等）

・換気扇（建築機械工事）壁開口部の後処理は建築工事（モルタル充填、シーリング等）

ｈ

ｉ ビニル巾木

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

　展開図凡例

ｆ

ｇ

打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）　複層塗材（ＲＥ）

打放し仕上（Ｂ）　内装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｂ）　結露防止塗料吹付

打放し仕上（Ｃ）

フレキシブル吸音板 t=6　裏張りグラスウール32K t=25

　共通事項

ﾌﾘｸﾄAW用　防波管 VUΦ400（２か所）
VUΦ400（外径Φ420）
（防波管取付は土木工事）

VUΦ250（外径Φ267）
（防波管取付は土木工事）

水位計用　防波管 VUΦ250（２か所）

ポンプ井

ポンプ井

※設計GL

※設計GL

渦流防止板

コンクリート直均し仕上

（防波管取付は土木工事）
VUΦ400（外径Φ420）

ﾌﾘｸﾄAW用　防波管 VUΦ400（２か所）
VUΦ250（外径Φ267）
（防波管取付は土木工事）

水位計用　防波管 VUΦ250（２か所）

角落し W=177 角落し W=138

角落し W=177角落し W=138

ａ

A-31/48

モルタル金ゴテ押え t=30　＜防塵塗装＞ＰＭ

化粧石膏ボード t=12.5（表面化粧加工）

2,200 2,200 400 1,500

3,900 3,900

500 1,000

7,000 2,750 1,800330 1,970 8,000 449 3,122

1,000 1,450 350
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3
,
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1
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2
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7,000 3301,9708,000

1,3263,7967103,9902,300

5,122

551 3,020

600

4,550

750 650

3,900 3,900

625 750

6
2
5

3,950

650

650 800

800

150



 A' B' C'

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A3:1/100
A1:1/50

展開図２

210

OPEN

+4,100

2 1 0

角落し W=177 角落し W=138

 A'  B'  C'

3

Ｂ面

Ｄ面Ｃ面Ｂ面

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｄ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ ｃ ｃ

ｃ ｃ

ｃ ｃ

ｃ

ｃ ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ ｃ ｃ

ｃ ｃ

ｃ ｃ

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

　展開図凡例

ｆ

ｇ

打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）　複層塗材（ＲＥ）

打放し仕上（Ｂ）　内装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｂ）　結露防止塗料吹付

打放し仕上（Ｃ）

フレキシブル吸音板 t=6　裏張りグラスウール32K t=25

ｈ

ｉ ビニル巾木

スクリーン室

スクリーン室

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

+0,500(1F)

+5,000

+9,500(2SL)

+9,800(2FL)

既設設計GL
+2,500

+4,300
搬入口

Ａ面

※設計GL

折れ点

※設計GL
+0,500(1F)

+2,500
既設設計GL

+5,000

+9,500(2SL)

+9,800(2FL)

EXPJカバー
打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）

I-250x125x10x19 I-250x125x10x19

2.8ton吊ﾎｲｽﾄ 1.0ton吊ﾎｲｽﾄ

角落し W=177角落し W=138

+4,400(M2F)

階段室壁

C B A

打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）

A-32/48

モルタル金ゴテ押え t=30　＜防塵塗装＞ＰＭ

コンクリート直均し

コンクリート直均し コンクリート直均し コンクリート直均し

コンクリート直均し

複層塗材（ＲＥ）

複層塗材（ＲＥ）

複層塗材（ＲＥ）

複層塗材（ＲＥ）
複層塗材（ＲＥ）

化粧石膏ボード t=12.5（表面化粧加工）
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4
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4
,
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9
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0
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2,110



ａ

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A3:1/100
A1:1/50

展開図３

+4,100

+14,150 SL(水下)

+0,500(1F)

+4,400(M2F)

+11,300
ｸﾚｰﾝﾚｰﾙ天

+10,800

3 4 5 B AC

Ａ面 Ｂ面

+14,850(PL)

±0

換気扇開口 1200x1200

+8700 COP

+9,500

電動吐出弁 φ1500

φ1500 雨水ポンプ(Ⅱ型)

ａ

ｂ ｂ

ｂ

ｂ

ａ ａ

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)用フック

ｂ

ｂ

ａ

ｂ

ａ ａ

打放し仕上（Ｂ）

グラスウールボード貼32K t=50

打放し仕上（Ｂ）

グラスウールボード貼32K t=50

ｈ

ｈ

ｉ ビニル巾木

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

　展開図凡例

ｆ

ｇ

打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）　複層塗材（ＲＥ）

打放し仕上（Ｂ）　内装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｂ）　結露防止塗料吹付

打放し仕上（Ｃ）

フレキシブル吸音板 t=6　裏張りグラスウール32K t=25

新ポンプ室

ｂ ｂ

※設計GL

既設設計GL
+2,500

開口W800xH800

箱穴中心　FL+4805

ａ

ａ

無筋コンクリート直均し

＜防塵塗材＞ＰＭ

ａ

+2.200

ｈ

配管用開口 φ2100

+2200 COP

配管用開口 φ1000

+1150 COP

ｈｈ

ｂ

ｈ

ｂ

ｂｂ

換気扇開口 750x750

+8700 COP

ｈ

歯車減速機

A-33/48

モルタル金ゴテ押え t=30　＜防塵塗装＞ＰＭ

300x300xH200

釜場

ａ ａ

ａａ ａ

ｊ ＜防塵塗装＞ＰＭ

ｊ

ｊ

ｊ
ａ ｊｊ

プラント機械設備工事範囲

化粧石膏ボード t=12.5（表面化粧加工）

3
0
0

3
,
6
0
0

1
,
1
5
0

2
,
2
0
0

2,700 3,350 1,750

2,050

7,000 7,000 270 2703,900 3,900

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

3
0
0

4
,
8
0
5

500 800

4
0
0

4
0
0 8
0
0

3
,
9
0
0

9
,
7
5
0

7
0
0

5
0
0

3
,
2
0
0

6
0
0

6
0
0

4,125 1,625

1,750

4
,
6
0
0

310 270



福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A3:1/100
A1:1/50

展開図４

排気管用開口 φ450

排気管用開口 φ400

+8,000 COP

+8,000 COP

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)

ｂ ｂ

ａ

ｂ ｂ

ａ

ｂ

ａ ａ

ａ

ａ

ｂ

ｂ

ａ

ａ ａ ａ

打放し仕上（Ｂ）

グラスウールボード貼32K t=50

打放し仕上（Ｂ）

グラスウールボード貼32K t=50

ａ ａ ａ

ａ
ａ

ｈ ｈ

ｈ

ｉ ビニル巾木

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

　展開図凡例

ｆ

ｇ

打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）　複層塗材（ＲＥ）

打放し仕上（Ｂ）　内装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｂ）　結露防止塗料吹付

打放し仕上（Ｃ）

フレキシブル吸音板 t=6　裏張りグラスウール32K t=25

打放し仕上（Ｂ）

グラスウールボード貼32K t=50

ａ

無筋コンクリート直均し

＜防塵塗材＞ＰＭ

ｂ

ｂ

ｈ

ｂ

ｂ ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｈ

+7,350 COP

ラジェータ排風消音器

ａ

ａ

ｈ

ｂ

自家発電機

ｂ

ａ

ｈ

ｈ

ラジェータ排風消音器
燃料小出槽

A-34/48

モルタル金ゴテ押え t=30　＜防塵塗装＞ＰＭ

ａ ａ ａａ ａ ａ

ａ

ｊ ＜防塵塗装＞ＰＭ

ｊ

ｊ

ｊ ｊｊ

ｊｊ

無筋コンクリート直均し

防塵塗材ｊ

化粧石膏ボード t=12.5（表面化粧加工）

9
,
7
5
0

3
0
0

3
,
6
0
0

7,000 7,000

5
0
0

270 270 270 2702703,900 3,900 3,900 3,900

6
0
03
0
0

1,000 1,500

2,500

3
,
2
0
0

3
,
2
0
0

3
,
6
0
0

760

1,660

2
,
5
7
5

7
5
0

2
,
9
5
0

1,800

3
0
0

3
0
0

300

310



ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

　展開図凡例

ｆ

ｇ

打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）　複層塗材（ＲＥ）

打放し仕上（Ｂ）　内装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｂ）　結露防止塗料吹付

化粧石膏ボード t=12.5（表面化粧加工）

打放し仕上（Ｃ）

フレキシブル吸音板 t=6　裏張りグラスウール32K t=25

ｈ

ｉ ビニル巾木

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A3:1/100
A1:1/50

展開図５

+9,800(2FL)

+14,150 SL(水下)

+9,500(2SL)

+9,800(2FL)

+14,150 SL(水下)

+9,500(2SL)

電気室

Ａ面 Ｂ面休憩室

ｉ

ｆ

ｉ

ｆ

Ｃ面

配管用開口　125φ

配管用開口　175φ

+9,800(2FL)

+14,150 SL(水下)

+9,500(2SL)

配管用開口　125φ 配管用開口　125φ

Ａ面電気室

0 1

ｅ

ｅ

ｅ

ｉ ｉ

 C'

Ｂ面

 A' B'

ｅ

ｉ

ｅ

ｉ

ｅｅｅ
配管用開口　125φ

ｼﾛｯｺﾌｧﾝ開口　250φ

Ｃ面

0

ｅ

ｉ

ｅ

 C'

Ｄ面

 A'  B'

ｅｅｅ ｅ

ｉ

ｅ

ｉ ｉ

Ａ面トイレ Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

ｉ

ｆ ｆ

ｉ

ｆ ｆ

Ｄ面 Ａ面休憩室

ｆ

ｉ

ｆ ｆ

Ｂ面 Ｃ面

ｆ

Ｄ面

ｆ

タオル掛

手洗器

公団型 L=1,600

EXPJカバー

ｼﾛｯｺﾌｧﾝ開口　250φ

2

ｅ

2

ｅ

1

ｆ

EXPJカバー

EXPJカバー

A-35/48

モルタル金ゴテ押え t=30　＜防塵塗装＞ＰＭ

化粧石膏ボードt=12.5の上
化粧ケイ酸カルシュウム板t=6貼り

アルミＣ型見切り

4
,
3
5
0

3
0
0

4
,
3
5
0

3
,
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0
0

3
0
0

2
,
4
0
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2
,
0
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2
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0

8
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1,000 600
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,
9
8
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4
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3
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1
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0

3
0
0

3
,
6
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2
,
3
5
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3,170 5,200

330
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3
,
6
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5
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330
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2
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4
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0
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福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A3:1/100
A1:1/50

ビニル巾木ｉ

ｈ

フレキシブル吸音板 t=6　裏張りグラスウール32K t=25

打放し仕上（Ｃ）

化粧石膏ボード t=12.5（表面化粧加工）

打放し仕上（Ｂ）　結露防止塗料吹付

打放し仕上（Ｂ）　内装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｂ）　複層塗材（ＲＥ）

打放し仕上（Ｂ）

ｇ

ｆ

　展開図凡例

ｅ

ｄ

ｃ

ｂ

ａ

+0,500(1F)

+5,000

+9,500(2SL)

+9,800(2FL)

既設設計GL
+2,500

※設計GL

+14,150 SL(水下)

階段室

階段室

ｉ

ｄ

Ａ面

C

Ｂ面

3 2

Ｃ面

ｃ

ｄ

ｉ

EXPJカバー

Ｃ面

3

安全ガード

2

Ｄ面

ｉ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｃ

ｃ

ｃ

C

C

Ｄ面

展開図６

タラップ

2 3

ｄ

ｄ

EXPJカバー

A-36/48

モルタル金ゴテ押え t=30　＜防塵塗装＞ＰＭ

4
,
5
0
0

4
,
5
0
0

9
,
0
0
0

3
0
0

4
,
3
5
0

2
,
4
0
0

1
,
2
0
0

3,367

400 3,700310

3,367

550 1,000

2
,
0
0
0

310

400 1,000 4,150

2
,
0
0
0

400

2
,
1
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

1,0004,150

4003,700

2
,
4
0
0

2
,
1
0
0

2,110 2,110

1,000

2,110

2
5
0



53 4

A

C

2

0
1

吐出井

ﾀﾗｯﾌﾟ

ﾀﾗｯﾌﾟ

細目自動除塵機

細目自動除塵機

角落し W=177

角落し W=177

角落し W=138

角落し W=138

A1：S=1/100

A3：S=1/200

A3：S=1/200

53 4

A

C

2

0
1

A1：S=1/100

ﾀﾗｯﾌﾟ

ﾀﾗｯﾌﾟ

B

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A1:1/100
A3:1/200

天井伏図１

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ（土木範囲）を示す。

天井伏図凡例

ａ

ｂ

ｃ

打放し仕上（Ｂ）

不燃積層化粧石膏ボード t=9.5

グラスウールボード貼32K t=50

水路天井伏図

１階天井伏図

ｄ 打放し仕上（Ｂ）　内装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｂ）　複層塗材（ＲＥ）ｅ

乾燥砂埋戻し

ポンプ井

吐出井

スクリーン室

渦流防止板

ﾀﾗｯﾌﾟ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

新ポンプ室

ａ ａ

ｄ
ｄ

ｄ

ａ

ａすべて

ａ

すべて

ａ

すべて

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ ａ

ａ

ａ

ｅ

ａ

A-37/48

北

11,729

11,729

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ（建築範囲）を示す。

 C
'
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'
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'
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'

 B
'
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'

7,400
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6
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2,110
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A1：S=1/100

A3：S=1/200

A1：S=1/100

A3：S=1/200

53 4

A

C

2

0
1

53 4

A

C

2

0
1

18,298

18,298

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A1:1/100
A3:1/200

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ（土木範囲）を示す。

天井伏図２

天井伏図凡例

新ポンプ室

ａ

ｂ

ｃ

打放し仕上（Ｂ）

グラスウールボード貼32K t=50

ｃ

ｃ ｃ

ｃ

ｃ ﾙｰﾌﾌｧﾝ

消音ﾎﾞｯｸｽ

ﾙｰﾌﾌｧﾝ

消音ﾎﾞｯｸｽ

ﾙｰﾌﾌｧﾝ

消音ﾎﾞｯｸｽ

ｂ

ｂｂ ｂ

ｂ

ｂ ｂ

２階天井伏図(+9800)

２階天井伏図(+4400)

電気室

ｃ

スクリーン室

ホイストレールを示す

ａ

ｄ 打放し仕上（Ｂ）　内装薄塗材（Ｅ）

ｄ

ｄ ｄ

ｄ

打放し仕上（Ｂ）　複層塗材（ＲＥ）ｅ

EXPJカバー

EXPJカバー

ｅ

ホイストレールを示す

2,970

安全ガード
タラップ

ｅ

ｅ
ｅ

ｅ

ｅ

ｅｅ

ｅ

1,000

2,500

天井点検口を示す。

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

A-38/48

北

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ（建築範囲）を示す。

 C
'
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'
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'

 C
'

 B
'

 A
'

点検口

不燃積層化粧石膏ボード t=9.5
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2,110
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8
60

1,770
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A1：S=1/100

A3：S=1/200

A3：S=1/200

A1：S=1/100

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A1:1/100
A3:1/200

建具配置図１

１階建具平面図(+500)

２階建具配置図(+4400)

53 4
2

0
1

新ポンプ室

既設ポンプ場上屋

角落し W=177

角落し W=138

角落し W=138

角落し W=177

スクリーン室

φ1800 逆流防止弁

φ700 逆流防止弁

吐出井

風道

階段室

UP

53 4
2

0
1

スクリーン室

φ1800 逆流防止弁

φ700 逆流防止弁

風道

階段室

搬入口

既設ポンプ場上屋

A

C

A

C

新ポンプ室

（一般取扱所）

UP
DN

UP

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)

細目自動除塵機

細目自動除塵機

UP

Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ

φ1500 雨水ポンプ(Ⅱ型)

外壁間中心線
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延焼ライン３ｍ

１階）延焼の恐れのある部分：３.０mライン

Ｍ
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電気室 搬入室

和室 作業員控室

上部ホイストレールを示す
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+2800+3050
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デッキ（Ｐ機械）

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)
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２階以上）延焼の恐れのある部分：５.０mライン
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A1：S=1/100

A3：S=1/200

A1：S=1/100

A3：S=1/200

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A1:1/100
A3:1/200

建具配置図２

２階建具配置図(+9800)

Ｒ階建具配置図

1,
2
0
0x
1
,2
0
0

53 4

A

C

2

0
1

既設ポンプ場上屋

搬入ステージ

新ポンプ室

ｸﾚｰﾝｶﾞｰﾀﾞｰ（建築工事）

7
50
×
75
0

天
井

ｸ
ﾚｰ
ﾝ

休憩室
風道

トイレ

タラップ
安全ガード

+9900
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1
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0

8
,
3
4
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SD

SD

SD

LSD
1

SD

AW
2

AW
1

AW
1

2

6

5

5

風道

排気消音器

ルーフファン
消音ボックス

ルーフファン
消音ボックス

ルーフファン
消音ボックス

ＥＸＰＪ

排気消音器
自家発電機

歯車減速機

水
勾
配

水勾配 1/100

水勾配 1/100

屋上点検口

53 4

A

C

2

0
1

18,298

外壁間中心線

+9650

+9800

+9800

電気室

+9800

DN
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'
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'
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'

 C
'
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'
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'

２階以上）延焼の恐れのある部分：５.０mライン

２階以上）延焼の恐れのある部分：５.０mライン

A-40/48

北

クレーン点検口

1
AG

採光：Ａ×1/20　=0.67㎡

AW-1 = 0.6 ×　1.2　= 0.72

AW-2 = 0.4 ×　1.2　= 0.48

 = 1.20㎡ OK ＞0.67㎡

換気：Ａ×1/20　=0.67㎡

AW-1 = 0.6 ×　1.2　= 0.72

AW-2 = 0.4 ×　1.2　= 0.48

 = 1.20㎡ OK ＞0.67㎡

採光：Ａ×1/7 　= 1.89㎡

 AW-1 = 5.52/3.415×8-1=11.93＞3　よって補正係数は　3

 AW-2 = 6.30/5.715×8-1= 7.82＞3　よって補正系数は　3

採光補正係数（立面図 1,数値より）

AW-1 = 0.6×1.2　=　0.72×3（補正係数）　=　2.16 ㎡

AW-2 = 0.4×1.2　=　0.48×3（補正係数）　=　1.44 ㎡

合計　=　3.11 ㎡

1.89㎡　＜　3.11 ㎡

Ａ（休憩室他）=13.25㎡（平面図 2 面積算定より）

外壁間中心線

△隣地境界線

400

AW
1

AW
2

FL

CH

FL

排　煙　計　算

排煙率（分母） 必要面積 建具符号 Ｗ Ｈ 箇所 有効面積 判定

0.2750 ＡＷ－1

ＡＷ－2

0.60 0.635 1

0.2940.40 0.735 1

0.381

0.675 OK

Ａ（休憩室他）=13.25㎡（平面図 2 面積算定より）
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　※特定防火設備、ＤＣ(ストッパー無し）

 ●建具、建具金物、ガラス略号

 ●ガラス略号

DCDCDC

DC

AW アルミニウム製窓

AD アルミニウム製扉

AG アルミニウム製ガラリ

AP アルミニウム製パーティション

AF アルミニウム製格子フェンス

SW スチール製窓

SD スチール製扉

SG スチール製ガラリ

SH スチール製シャッター

SP スチール製パーティション

HD スチール製ハンガー扉

SSW ステンレススチール製窓

SSD ステンレススチール製扉

SSH ステンレススチール製シャッター

LD 軽量スチール製扉

ACD アコーディオンドアー

SLW スライディングウォール

W 木製窓

D 木製扉

F 襖戸

S 障子

BH

PH ピボットヒンジ

FH

AH オートヒンジ

LBH ラバトリヒンジ

フロアヒンジ　　(NS)はストッパー無しを示す。

DC

CDC

ドアクローザーⅠ型 　　(NS)はストッパー無しを示す。

隠ぺい型ドアチェック　　(NS)はストッパー無しを示す。

DS 戸当り

LBS ラバトリストッパー（帽子掛け付）

FB フランス落し

NH シリンダー錠付握り玉　　(N)は空錠を示す。

LH シリンダー錠付レバーハンドル(N)は空錠を示す。

CH シリンダー錠付ケースハンドル(N)は空錠を示す。

GH グレモンハンドル・グレモン締まり

MK モノロック錠(ST)はサムターン付を示す。

CK シリンダー本締り錠(ST)サムターン付を示す。

ECK 非常開放装置付シリンダー錠

TK 点検口用錠

BK 浴室錠

PUH 押板・引手・取手

PUB 押棒・引棒（特記以外はステンレス錠とする）

SDS ステンレス製踏摺（特記以外は、40×20×2.0とする）

SUF ステンレス製下枠（特記以外は水切型とする）

UR ユーステンレール（ステンレス製）

HR ハンガーレール

DR 戸車

ALF アルミ水切板

ALC アルミ額縁（特記以外　25×150とする）

ALP 額縁取り付け用アングルピース

OP 排煙用オペレーター装置一式（※開放時ランプ付き）

設置位置：FL+800～1,500

FL フロート硝子

P 磨板硝子

F 型板硝子

SG スリ板硝子

FW

PW

ST 強化硝子（（型）は型板硝子）

NPW 熱線吸収網入磨板硝子

KG 耐熱結晶化ガラス

KG-W 耐熱合わせガラス

Low-E Low-E硝子（日射遮蔽型）

（注）外倒し排煙窓、内倒し排煙窓の開口角度は45°以上とする。

網入型板硝子（特記を除き網入とする）

網入磨板硝子（特記を除き網入とする）

（注）防火設備・特定防火設備のガラス留材はシーリング、その他は特記を除き（ シーリング ・ ガスケット ）とする。
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福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

工事名称 一ツ樋ポンプ場上家新築工事

工事場所 福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

図面番号 縮 尺

設計年月 2025年 1月

建具表

A1:1/50
A3:1/100

 ●共通事項

1．

11.

10．

9．

8．

7．

6．

5．

4．

3．

2．

12.

13.

14.

便所等の施錠を必要としない箇所は空錠とし、押板、押し棒の場合は鍵不要とする。

ＡＨ、ＦＨを除き、ＤＣの有無に関わらず出入口には戸当り、あおり止め（防火戸を除く）を付ける。

壁仕上ボード類等の場合は床付とする。（但し、通行に支障のあるものは除く。）

アルミニウム製窓の締り金物、排煙口操作レバーの位置は、床から1,500以内とする。

但し、押板、押棒の場合は、シリンダー本締りとする。

パイプスペース、ダクトスペースの点検扉の鍵は、シリンダー本締り錠（特記なき限り同一キー）とする。

大型、気密鋼製建具は、シリンダー本締り錠付とする。

特記なき限り、鋼製戸の見込みは40mmとする。

防火戸の位置は、建具配置図による。

特記なき限り、簡易気密扉の吸音材の充填は行わないものとする。

金属製建具は、全て原寸図提出の上監督員の承認を得ること。

原寸図又は現場の納り上、多少の形状寸法の変更はあるものとする。

特記なき限り、外部に面するガラリ戸は防鳥網付（SUS304）とする。

特記なき限り、内部建具ガラリはⅢ型とする。

特記なき限り、外部はシリンダー箱錠（内部サムターン）とし、内部は本締り付モノロックとする。

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

建具金物は特記を除きステンレススチール製とする。

本建具表の見付寸法は仕上り寸法を示すものとする。

合板フラッシュに使用する合板は特記を除き　厚4㎜とし耐水合板タイプⅠとする。

練付化粧合板、プリント合板、ポリエステル化粧合板等の仕様は内装工事の項に準ず。

網戸は特記を除きステンレス（SUS316）とする。

内鍵は特記無き限り、引違い窓はクレセント、片開き扉はサムターンとする。

外部金属製建具周囲は充分に防水モルタル詰めを行い、枠四周は合成樹脂シーリング材（種別は特記による）を

充填すること。

得て本建具表には造作戸棚等の建具は記載していないが各詳細図及その他の図面に依り工作図を作成し監督員の承認を

漏れなく作製する。

ステンレス丁番

建具枠

建具

見込取合・沓摺

場所

仕上（枠共）

見込（ランマ）

硝子（ランマ）

ガラリ

建具枠

建具

見込取合・沓摺

符号・名称・個数

場所

仕上（枠共）

見込（ランマ）

硝子（ランマ）

ガラリ

建具枠

建具

見込取合・沓摺

符号・名称・個数

場所

仕上（枠共）

見込（ランマ）

硝子（ランマ）

ガラリ

形状・寸法

形状・寸法

形状・寸法

金物・備考

金物・備考

金物・備考

符号・名称・個数 SD-1 SD-2 SD-3 SD-4 SD-5 22111

SD-6 1 AW-1 2 AW-2 1 AG-1 1 LSD-1 1

1AD-1

　１６０

　両開きフラッシュ戸 　片開きフラッシュ戸

　２階（+9800）　電気室

　両開きフラッシュ戸 　片開きフラッシュ戸

　－

　－

　大型丁番（４枚）

　－

　－

　２階（+4400）　新ポンプ室 　２階（+9800）　電気室 　２階（+4400）　新ポンプ室 　１、２階（+4400）　階段室

　大型丁番（３枚）、大型戸当りあおり止め×２

　－

　－

　－

　－

　－

　－

　ＳＯＰ

　一般丁番（１５０、３枚）、戸当りあおり止め 　一般丁番（１５０、３枚）、戸当りあおり止め
　両面締りハンドル、シリンダー本締り錠 　両面締りハンドル、シリンダー本締り錠、 　両面締りハンドル、シリンダー本締り錠

　８０

　１９０

　６０

　１７０

　（４-４２-２） 　（４-４２-２）

　５０

　（４-４４-２） 　（４-４４-２） 　（４-２２-４）、（４-３１-４）

　－

　－

　ＳＯＰ

　一般丁番（１５０、３枚）、戸当りあおり止め
　両面締りハンドル、シリンダー本締り錠

　（４-２２-４）、（４-３１-４）

　Ｂ－１

　メーカー仕様による

　－

　７０

　（４-５１-１）

　アルミ水切（見込１００）、三方アルミ額縁
　アルミ膳板（結露受型）、開閉角度45度

　１５０　１５０

　４０ 　４０

　４０

　１５０

　内部面付大型上げ落し×２、片面締りハンドル×３

　片開きフラッシュ戸

　２階（+9800）　トイレ　Ｒ階　風道

　Ｂ－１

　メーカー仕様による

　（４-５１-１）

　－

　－

　１００

　化粧鋼板 ｔ＝０．６

　４０

　１２０

　Ｆ　ｔ＝４．０

　ＡＧ　（４-０１-１）

　（４-２２-５）、（４-３１-４）

　丁番、戸当り、ＤＣ（ストップ付）
　本締りモノロック錠（レバーハンドル）

　Ｂ－１

　メーカー仕様による

　－

　７０

　（４-５１-１）

　アルミ水切（見込１００）、三方アルミ額縁
　アルミ膳板（結露受型）、開閉角度45度

　開口率30％、アルミ水切（見込１２０）、ステンレス防鳥網

　横型アルミ固定ガラリ

　※防火設備

　※防火設備

　片開きフラッシュ戸

　２階（+9800）　休憩室、階段室

　Ｂ－１

　メーカー仕様による

　片開きフラッシュ戸

　一般丁番

　－

　－

　７０

　レバーハンドル
　S-3、A-4、W-4

　既設建屋階段

枠記号・沓摺(水切)・記号

枠記号・沓摺(水切)・記号

枠記号・沓摺(水切)・記号

　外部大型用気密扉　建枠補強:L-50x50x6（通し）

　袖ＦＩＸ付片開きフラッシュ戸

DC

　ＤＰ 　ＤＰ 　ＤＰ 　ＤＰ

DC

　内部面付大型上げ落し×２、片面締りハンドル×３、ｽﾁｰﾙ額縁
　一般丁番（３枚）、戸当りあおり止め、ｽﾁｰﾙ額縁

　ＰＷ　ｔ＝６．８ 　ＰＷ　ｔ＝６．８

　ＰＷ　ｔ＝６．８

　※防火設備(EB-2475-2)、S-5、A-3、W-4 　※防火設備(EB-2475-2)、S-5、A-3、W-4
　内部簡易気密扉　A-3、W-1、ＤＣ(ストッパー無し)

　※特定防火設備、ｴｱﾀｲﾄﾄﾞｱｾｯﾄ（PAT）、ＤＣ(ストッパー無し) 　※特定防火設備 　※特定防火設備
　外部大型用気密扉、ｴｱﾀｲﾄﾄﾞｱｾｯﾄ（PAT） 　外部気密扉、ｴｱﾀｲﾄﾄﾞｱｾｯﾄ（PAT）、ＤＣ(ストッパー無し) 　外部気密扉、防水扉、ＤＣ(ストッパー無し) 　内部気密扉、ｴｱﾀｲﾄﾄﾞｱｾｯﾄ（PAT）、ＤＣ(ストッパー無し)

　２階（+9800）　休憩室 　２階（+9800）　休憩室

　ﾌﾘｸｼｮﾝｱｰﾑ、ｶﾑﾗｯﾁﾊﾝﾄﾞﾙ、角度調整器 　ﾌﾘｸｼｮﾝｱｰﾑ、ｶﾑﾗｯﾁﾊﾝﾄﾞﾙ、角度調整器

　たてすべり出し窓

A-41/48

　たてすべり出し窓

　※水圧開錠装置付き 　※2階（+4400）のみ水圧開錠装置付き

　防火設備、ＤＣ(ストッパー無し）

22.特定防火設備扉の表面材は、溶解亜鉛めっき鋼板　1.6ｍｍとする。
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設計年月 2025年 1月

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

A1:1/150
A3:1/300

水門

放流渠2500W×2000H

管理橋

スロープ

階段

階
段

排水管φ2000mm

UP

１号機

２号機

電気室

和室 作業員控室

吐出井

搬入口

UP

U P

UP

消
火
器

ロ
ー
リ
ー
ア
ー
ス

給
油
口

3.55

3.54

3.55

2.86
2.93

2.52

2.44

2.45
2.56

2.51

2.43

2.52

2.43

2.43

2.50

2.44

2.53

2.50

2.44

2.46

2.45

2.57

VUφ250

木

電

VUφ100

VUφ250

V
U
φ
7
5

コ
ン
テ
ナ
吊
上
装
置

VUφ250

VUφ
250

VUφ
250門

VUφ
250

VUφ
250

T新
浜
(七

)6R1

T新
浜
(七

)6R2

止
水
弁

汚

CO

AS

2.52

2.45

2.44

2.49 2.17

2.18

1.90

2.66
2.66

2.67

2.67

2.66

2.66

2.45

2.49

2.58

2.55

2.43

2.41

2.45

2.46

2.47

2.36

2.34

2.43

2.49

2.58

2.56

2.54

2.532.52

2.52

2.54

1.86

1.72
1.87

1.83

1.70

1.85

1.74

1.73

1.79

1.61

1.79

2.21

2.21

2.45

2.57

2.60

2.43

2.44

2.44

2.43

2.52

2.52

2.39

2.38

2.47

2.49

2.41

2.41

2.42

2.51

2.52
2.43

1.75

1.75

1.90
1.75

0.83

2.46

2.54

2.46

2.55

2.55

2.55

2.62

2.45

2.48

0.91

0.54

0.56

木

桜
楠

木

椿木楠

木

木楠木

木

楠

楠

楠

楠

楠

下
水

仕
切
弁

仕
切
弁

電
防

仕
切
弁

下
水

-2.47

-1.91

-2.66
-2.86

-1.88

-1.92

-1.88

-3.04

-1.86
-2.54

-2.69

-2.63

-2.84

-2.33

-2.35

-2.30

-1.81
-2.25

-2.38

-2.53
-2.50

-2.53
-2.53

-2.50
-2.28

-2.30

-1.83

-2.31

-2.36

-2.98

-3.02
-2.78

-2.71

-2.57

-2.46

-2.75

-3.46

-2.54

-2.54

-2.48

-2.38

-2.35 -2.25

-2.35

-2.54

-2.53

-2.38

-2.42

-2.74

-2.85

-2.67

-2.66

-2.06

-2.68

-2.06

-2.48

-2.68

-2.53

-2.69-2.54

-0.50

2.49

2.65

2.47
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2.51

2.53
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-1.97

H
P
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2
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扉
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-0.34

-1.42

-0.96
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1.92

2.54
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福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

工事名称 一ツ樋ポンプ場上家新築工事

工事場所 福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

図面番号 縮 尺

設計年月 2025年 1月

1/10　 1/10　 　屋上点検口 1/5　

+14,150 SL(水下)

+14,850(PL)

+14,850(PL)

絶縁ｼｰﾄ

70
程

度

打放し仕上（Ｂ）　複層塗材（ＲＥ）

ｼｰﾙ材

押えｺﾝｸﾘｰﾄ

溶接金網 6φ-＠100

成形収縮目地

断熱材

防水層

ｽﾃﾝﾚｽ製ｶﾊﾞｰ

補助ｼｰﾄ

ﾅｲﾛﾝﾌﾟﾗｸﾞ

ｺﾝｸﾘｰﾄねじ

注 記 注 記

　鍵付きｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

R-1 R-2 R-3

R-4

+14,150 SL(水下)

+14,850(PL)

水下±0

3
00
程
度

空気孔φ10

硬質塩ビ製φ100

SUS支持金物

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上

注 記

　(5-01-3)による

注 記

　(5-32-1)による

注 記 注 記 注 記

注 記 注 記 注 記

+14,850(PL)

+14,150 SL(水下)

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上

R-5 　コンクリート機械基礎　ルーフドレン・竪樋

　屋上パラペット 　エキスパンションジョイント金物（屋根）

W-1 　目地

水切部

外部化粧目地

（横目地）

　(2-02-8～12)による

1/10　1/2　

C

柱芯

壁芯

EXPJｶﾊﾞｰ 外壁用

ｱﾙﾐ W=200 一時間耐火

耐火帯

止水補助ｼｰﾄ

W-2 　エキスパンションジョイント金物（外壁面） 1/10　W-3 　エキスパンションジョイント金物（床面）

+9,800(2FL)

+9,500(2SL)

3B4

ｱﾙﾐ W=200 一時間耐火

３通りまで2,918

耐火帯

EXPJカバー 外壁用

止水補助ｼｰﾄ

EXPJカバー 床用

SUS W=200

2662,753

階段室

打増コンクリート

(打継ぎ横目地)

ｼｰﾘﾝｸﾞ(PU-2)

18×10 打継面

外部化粧目地

出隅部

（竪目地）

雑詳細図１

1/10　 1/10　

A1:－
A3:－

柱芯 壁芯

乾式保護材 W=15

SUS溶接金網 2φ-＠50
目地＠600

成形緩衝材

ﾓﾙﾀﾙ

ｱﾙﾐ既製押え金物

止水補助ｼｰﾄ

R-6 　コンクリート製踏段

RB4

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上

1/15　

耐火帯 t=12.5

SUS製横型打込

A-43/48

　(5-22-3)による

建告1399号第5　1項3号
（屋根30分耐火）

平成12年5月30日

+14,850(PL)

手摺　SUS304 22φ　

7
5
ﾟ

コ－キング

SUS 304 0.8t 内貼

差 筋

断熱材 5t

結露受

2

ドーム
アクリル樹脂

網入型板ガラス6.8mm

SUS 304 0.8t 内貼

部 詳 細

Ａ

Ａ

1/15　

防水モルタル

（
水
上
）

4
0
0

樹脂製ｷｬｯﾌﾟ付

ひび割れ誘発目地

ｼｰﾘﾝｸﾞ(PU-2)

18×10

EXPJカバー 天井用

ｱﾙﾐ W=200

C
H=
2
,
40
0

階段室

平 面

断 面

蓋床材:ＮＣ t=2.0

回転取手

床開口寸法 外枠・蓋枠:ｱﾙﾐ押出形材

亜鉛ﾀﾞｲｶｽﾄ

F-2 床下点検口

460

450

4
6
0

床
開

口
寸

法
4
5
0

1/10　

外枠外寸法 

床開口寸法

根太鋼

大引鋼

蓋床材:ＮＣ t=2.0

回転取手

460

450

W-4 　エキスパンションジョイント金物（天井面） 1/10　

注 記

1/20　R-7 φ500 雨水ポンプ（１型）用吊りフック
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注 記

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

工事名称 一ツ樋ポンプ場上家新築工事

工事場所 福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

図面番号 縮 尺

設計年月 2025年 1月

雑詳細図２

D-2

注 記

A3:－
A1:－

A-44/48

　外部大型用気密扉

1
2

3
2
5

4

20

5

1221

3
0

8

3
2
5

1
2

外 部

5

扉召合わせ

SUS304-1.5d

5

15 15
3

1520

水抜き穴10φ　２カ所

小口ﾌﾀ

t=2.3

t=1.6

金物用補強板t=3.2

油性ｺｰｷﾝｸﾞ充填

60

1
5
15

ｽﾁｰﾙ額縁

注 記

D-1 　外部大型用気密扉

1
2

3
2
5

4

5

3
0

8

3
2
5

1
2

外 部

15 15
3

1520

小口ﾌﾀ

油性ｺｰｷﾝｸﾞ充填

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｽﾎﾟﾝｼﾞｺﾞﾑ

点溶接

SUS430-3×50

SUS304-1.5HL

1
0
0

75

5

扉召合わせ

SUS304-1.5d

t=1.6

金物用補強板t=3.2

5

建
枠
ｽ
ﾃ
ﾝﾚ
ｽ
鋼
立
上
り
高

80

t=2.3

H
=
4,
0
00

内 部

内 部

ｽﾁｰﾙ額縁

228

190

165

20

1221

　新ポンプ室　SD-1 　電気室　SD-2

20
3
5

25 25 12

80

75
22

10

20

内 部

油性ｺｰｷﾝｸﾞ充填

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｽﾎﾟﾝｼﾞｺﾞﾑ

上枠水切り

4

25

27

35

1
5

丁番当りｱﾝｶｰ

t=2.3（下部SUS430-t=2.0）
入隅部:ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｽﾎﾟﾝｼﾞｺﾞﾑ

SUS304-1.5HL

縦枠補強

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｽﾎﾟﾝｼﾞｺﾞﾑ

6
0

8

L-50x50x6（通し）

1
5
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建
枠
ｽ
ﾃ
ﾝﾚ
ｽ
鋼
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り

高

t=1.6

8
t=3.2

外 部

(取手、上げ落し締りﾊﾝﾄﾞﾙ用)

金物用補強板t=4.5(丁番長さ+50)

17
0

5

　２カ所
水抜き穴10φ
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9
8

D-3

3

SUS430-3×50

SUS304-1.5HL

点溶接

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｽﾎﾟﾝｼﾞｺﾞﾑ

40

15
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40

t=1.6

25 25 12

80 20

8
上枠水切り

4
金物用補強板t=4.5(丁番長さ+50)

外 部

t=3.2(取手、上げ落し締りﾊﾝﾄﾞﾙ用)

t=2.3（下部SUS430-t=2.0）

27

35

20
3
5

油性ｺｰｷﾝｸﾞ充填

SUS304-1.5HL

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｽﾎﾟﾝｼﾞｺﾞﾑ

10

入隅部:ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｽﾎﾟﾝｼﾞｺﾞﾑ

縦枠補強

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｽﾎﾟﾝｼﾞｺﾞﾑ

L-50x50x6（通し）

丁番当りｱﾝｶｰ

5
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8
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1
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内 部
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W=2,500 20

　新ポンプ室　SD-3

D-4

注 記

　階段室　SD-4

t=1.6

t=2.3

3

小口ﾌﾀ

t=2.3

　２カ所
水抜き穴10φ

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｽﾎﾟﾝｼﾞｺﾞﾑ

SUS304-1.5

金物用補強板t=2.3

油性ｺｰｷﾝｸﾞ充填

点溶接
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SUS304-2.0HL
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金物用補強板t=2.3

金物用補強板t=2.3

SUS304-1.5

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｽﾎﾟﾝｼﾞｺﾞﾑ

内 部

　内部気密扉

注 記

金物用補強板t=2.3

油性ｺｰｷﾝｸﾞ充填

　電気室　SD-5

D-5 1/3　

1/3　

1/3　1/3　

1/3　

　外部気密扉 　外部気密扉

注 記 注 記 注 記

　内部扉

　休憩室　SD-6

1/3　D-7　内部気密扉
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福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

工事名称 一ツ樋ポンプ場上家新築工事

工事場所 福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

図面番号 縮 尺

設計年月 2025年 1月

注 記

注 記 注 記

注 記 注 記 注 記 注 記

A3:－
A1:－

A-45/48

雑詳細図３

K-1 　階段手摺

断  面

1
5

F
L～

1,
1
0
0

120

15 15

内装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｂ）

断  面

手摺：ビニル

（34φ 抗菌)

ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材

M8x70 ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ

立  面

30

8
0

43

19

@1
000

以
内

@1
00
0以

内

34

55

34

1/5　

　(7-12-6)、(7-13-1)による

注 記注 記

K-2 　階段すべり止め

30

金台:SUS304 HL

ステンレスノンスリップ

1/5　

　(7-12-1)による

K-3 　アルミ製手摺（ベースポスト方式） 1/10　

注 記 注 記

断  面

K-3 　アルミ製手摺（ベースポスト方式） 1/15　K-4 　外部大型扉戸当り

□-150x150x6.0 L=150

あと施工ｱﾝｶｰM12

□-150x150x6.0 L=150

断  面 立  面

あおり止め あおり止め

大型扉用戸当り

黒色天然硬質ゴム

大型扉用戸当り

SUS304

SUS304

M8ﾎﾞﾙﾄ止

M12ﾎﾞﾙﾄ止

M12ﾎﾞﾙﾄ止

K-5

1,
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3
8
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～
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5
0～

15
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50～150 50～150305 305

910

ボード姿図ボード断面図

K-6　グラスウールボード（天井・梁型） 　フレキシブル吸音板（壁）

ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押え t=30

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ吸音板 t=6

裏張りｸﾞﾗｽｳｰﾙ32K t=25

ﾗﾝﾅｰ:92x40x0.8

ﾎﾞﾙﾄ:9φ-＠600

あと施工ｱﾝｶｰ：9φ-＠900程度

ﾀﾃ方向ｽﾀｯﾄﾞ:90x45x0.8-＠450

92

ｱﾙﾐT型ｼﾞｮｲﾅｰ

ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽ M3＠225

ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽ M3＠300

＜防塵塗装＞ＰＭ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押え t=30　建築工事

1/10,1/2　

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ吸音板 t=6

裏張りｸﾞﾗｽｳｰﾙ32K t=25

断 面 Ａ部詳細

ﾗﾝﾅｰ:92x40x0.8
Ａ

Ａ

1/5,1/20　

ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙﾌｧｽﾅｰ

標準寸法 910x1820

5
0

150

ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞt=50貼（32kg品）

K-7 　耐震天井

野縁受け 野縁受け

ﾌﾞﾚｰｽﾎﾙﾀﾞｰNS

3/8吊りﾎﾞﾙﾄ 3/8吊りﾎﾞﾙﾄ

ﾌﾞﾚｰｽﾎﾙﾀﾞｰNS

耐震ｸﾘｯﾌﾟ

60mm以上 60mm以上

野縁受け方向 野縁受け直交方向
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ﾋﾞｽ付ﾊﾝｶﾞｰ ﾌﾞﾚｰｽ取付ﾊﾞｰ

ﾌﾞﾚｰｽ取付ﾊﾞｰ

野縁ﾌﾞﾚｰｽ下部固定金具

ﾌﾞﾚｰｽ下部固定金具

ﾋﾞｽ付ﾊﾝｶﾞｰ野縁

@900 @900 @900 @900

1/10　　室名札（平付型）1/10　　消火器設置台 　ピクトグラム（平付型）K-8 K-9 K-10

取付長穴(4×8)
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23112 12 15
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5

155

12 12 15

15
2

2

取付長穴(4×8)

仕様

平付型

材質 仕上

ＵＶ印刷
金具：アルミ型材（シルバー）

表示板：アクリル5mm（乳白色）

仕様 材質 仕上

ＵＶ印刷平付型
表示板：アクリル5ｍｍ（乳白色）

金具：アルミ型材（シルバー）

休憩室

●材質　ベース：ポリプロピレン
　　　　ポール：アルミニウム
　　　　プレート：ＡＢＳ樹脂

1/10　

　(8-44-1)による　(8-43-1)による

1/20　

9
10

5
0

1
0
0

Ｈ
＝
1
1
0
0

1
0
00

Ｗ＝2000以下

150150

ｱｲﾎﾞﾙﾄM8

SUSｶｯﾄﾁｪｰﾝ

ﾁｪｰﾝﾌｯｸ付

立  面（一般部）立  面（搬入ステージ部）

支柱内:補強ｽﾁｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ t=5

アルミ製見切縁

※部材表面処理：JIS H8602:2010に規定するA2

ｱｲﾎﾞﾙﾄM8

補強ｽﾁｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ t=5

300x40程度
ｱﾙﾐ手摺支柱

部分詳細図　1/5

H
=
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0
0

9
1
0

1
0
0

4
0

5
0

70

1
0
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60

140
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支柱

竪格子

4
0

建築工事
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245

180
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0
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0

150150 150

12
3

2
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40 70 40
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5
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80
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67256



福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

工事名称 一ツ樋ポンプ場上家新築工事

工事場所 福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

図面番号 縮 尺

設計年月 2025年 1月

A1:－
A3:－

注 記

注 記

雑詳細図４

A-46/48

W-1 　手洗器廻り

壁掛洗面器（L250）

FL

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ吸音板 t=6

裏張りｸﾞﾗｽｳｰﾙ32K t=25

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押え t=30 建築工事

＜防塵塗装＞ＰＭ

1/10　

洗面器取付下地補強

C-90x45x20x3.2

T-2 　SUS304単独タラップ用安全ガード（後付け） 1/20　

断 面

T-4 　天井クレーン用点検デッキ (鋼材は　溶融亜鉛メッキとする）クレーン点検デッキのみ外部からの開け閉めとする。

25φ

安全ガード
FB-4x30

注 記

F-1 　二重床

壁廻り納まり（根太方向） 壁廻り納まり（下段根太方向）

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

ＮＣ t=2.0

大引鋼

支持台

根太鋼

捨板合板 t=12

大引鋼

772以内 @772150@900900以内150

300 300 @300

ＮＣ t=2.0

捨板合板 t=12 根太鋼

1/15　

3
0
0

3
0
0

2
86

2
86

ﾋﾞﾆﾙ巾木

 H=60

平 面

安全ガード

FB-6×50@1050 M-10×35

FB-4x30

安全ガード
FB-4x30

二重ナット締め又は溶接

二重ナット締め

M-10×30

FB-6×50@1050

先端を100mmつめおり

踏み子 22φ

踏み子 22φ

  特記なき限り　使用材料はSUS304とする

25φ

A

又は溶接

壁筋に溶接

+14,250

c

3

クレーン天

3

最高軒高さ

手摺　SGP 25A
SGP 25A

SGP 20A

埋込PL-9

受け L-65×6 L=180
埋込PLに溶接

HTB 2-M16

ジベル筋4-D13

L=150

埋込PL-9

吊り部材

L-65×6

A

吊り部材

L-65×6

B

吊り部材

L-65×6

B
吊り部材

L-65×6

A

吊り部材

L-65×6

A

吊り部材

L-65×6

B

ストッパー位置

125×240

吊り部材

L-65×6

B

受け L-65×6 L=180
埋込PLに溶接

H,T,B 2-M16

埋込PL-9
125×240

埋込PL-9
125×240

H,T,B 2-M16

ジベル筋4-D13

L=150

受け L-65×6 L=180
埋込PLに溶接

吊り部材取合い詳細図 1/10

吊り部材

L-65×6

B

1/20　

吊り部材

L-65×6

吊り部材

L-65×6

A

A

枠材四方

-125×65×6×8

根太
L-50×6

( )寸法はクレーン床に合わせる

根太
L-65×6

RG9

FB-6×50 M-10×35

二重ナット締め又は溶接

RG9

踏み子 22φ

EW20

踏み子 22φ

安全ガード
FB-4x30

L-65×6
二重ナット締め

M-10×30

又は溶接

FB-6×50 M-10×35

二重ナット締め又は溶接

FB-6×50

先端を100mmつめおり
壁筋に溶接

床グレーチング　厚32

根太
L-65×6

3C6

根太
L-50×6

吊り部材

L-65×6

点検口　600角(ドーム）
SUS304(耐火構造適合品)

吊り部材

L-65×6

A

ストッパー位置

床グレーチング

H,T,B 2-M16
G,PL-9

枠材四方

-125×65×6×8

吊り部材

L-65×6

FB-6×50 M-10×35

二重ナット締め又は溶接

FB-6×50

先端を100mmつめおり
壁筋に溶接

二重ナット締め

M-10×30

又は溶接

踏み子 22φ

安全ガード
FB-4x30

L-65×6

C

a

タラップ取付詳細図　1/10

根太
L-65×6

根太
L-65×6

B,PL-9 85×85

H,T,B M-12

根太
L-65×6

枠材四方

-125×65×6×8

タラップ下部取合い詳細図 1/10

　厚32

a 部　詳細図

c

部　詳細図c

b

手摺　SUS304 22φ　L=400

ｂ 部　詳細図

1

1

1 1-

+11,300

手摺　SUS304 22φ

　L=400

(8-31-3)

C

安全ガード
FB-4x30

RB5 RB5

タラップ　L-65×6

踏み子 22φ
SGP 20A

SGP 20A

手摺(三方） ｱｲﾎﾞﾙﾄM8(4ケ所）

SUSｶｯﾄﾁｪｰﾝ
ﾁｪｰﾝﾌｯｸ付

手摺

手摺(三方）

SUSｶｯﾄﾁｪｰﾝ
ﾁｪｰﾝﾌｯｸ付

建告1399号第5　1項3号
（屋根30分耐火）

平成12年5月30日

網入型板ガラス　6.8mm 点検口　900角(ドーム）
SUS304(耐火構造適合品)

建告1399号第5　1項3号
（屋根30分耐火）

平成12年5月30日

網入型板ガラス　6.8mm
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A1：S=1/100

A3：S=1/200

A3：S=1/200

A1：S=1/100

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A1:1/100
A3:1/200

設備開口平面図１

UP

53 4

A

C

2

0
1

.-3.00

吐出井

ﾃﾞｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ

ポンプ井

DN

ﾀﾗｯﾌﾟ

ﾀﾗｯﾌﾟ

細目自動除塵機

細目自動除塵機

角落し W=177

角落し W=177

角落し W=138

角落し W=138

水路平面図

１階平面図(+500)53 4

A

C

2

0
1

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)

新ポンプ室

既設ポンプ場上屋

既設ポンプ場上屋

細目自動除塵機

細目自動除塵機

角落し W=177

角落し W=138

角落し W=138

角落し W=177

UP

スクリーン室

Ｍ

Ｍ

ﾀﾗｯﾌﾟ

ﾀﾗｯﾌﾟ

Ｍ

Ｍ

B

φ1800 逆流防止弁

φ700 逆流防止弁

吐出井

φ1500 雨水ポンプ(Ⅱ型)

風道

階段室

-3500

-6500

-4200

-4200

-4200

-4200

-4200

-4200

-3000

-3000

+500

+500

+500

+500
+500

-3500

+500

+500

+500 +540

+500

+500

+500

+500

UP

PM

S-2

PM

S-1

配管用開口 φ2100

+2200 COP

配管用開口 φ1000

+1150 COP

S-1

排水管用開口 φ175

床開口

延焼ライン３ｍ

-6500

-6500

C

外壁間中心線

 C
'

 B
'

 A
'

 C
'

 B
'

 A
'

１階）延焼の恐れのある部分：３.０mライン

A-47/48
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PE

A1：S=1/100

A3：S=1/200

A1：S=1/100

A3：S=1/200

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A1:1/100
A3:1/200

設備開口平面図２

２階（+9800）平面図53 4

A

C

2

0
1

既設ポンプ場上屋

搬入ステージ

新ポンプ室

休憩室
風道

トイレ

タラップ
安全ガード

+9900

+9800

+9800

+500

+4100

２階（+4400）平面図53 4

A

C

2

0
1

スクリーン室

φ1800 逆流防止弁

φ700 逆流防止弁

風道

階段室

+2000

搬入口

既設ポンプ場上屋

+2800+3050

+2800+2800+2530

+1944

+2500

+2000 +500

+2500

UP
DN

S-2

+8,000 COP

排気管用開口 φ400

排気管用開口 φ450

+8,000 COP

PE

PE

S-3

+4300+4300

箱穴中心　SL+125

ｽﾘｰﾌﾞ中心　SL+3625

ｽﾘｰﾌﾞ中心　SL+2350

S-1

S-2

AM 冷媒・ドレン配管用開口　125φ

S-2

AM
ｽﾘｰﾌﾞ中心　SL+2350

開口 300W×250H

S-5

AM

AM 配管用開口 150φ

AM

S-6

AM

AM

AM 配管用開口　125φ

ｽﾘｰﾌﾞ中心　SL+2980

配管用開口　175φ

ｽﾘｰﾌﾞ中心　SL+2980

配管用開口　125φ

床開口

配管用開口　125φ

ｽﾘｰﾌﾞ中心　SL+2980

S-3

S-3

S-4

S-5

+8700 COP

+8700 COP

排気用換気扇開口 750W×750H

排気用換気扇開口 1200W×1200H

PE

PE

S-7

S-8

AM

AM

S-1

S-2

ｽﾘｰﾌﾞ中心　SL+2350

ｽﾘｰﾌﾞ中心　SL+3625

排気換気扇用開口　250φ

排気換気扇用開口　250φ

冷媒・ドレン配管用開口　125φ

冷媒・ドレン配管用開口　125φ

床開口

+2000

+9650

DN

PE
箱穴中心　SL+125

開口 500W×250H

S-6

+7,350 COP

排風ダクト用開口 1800W×750HPE

S-1

PE
箱穴中心　FL+4805

開口 800W×800H

S-4

+4470

PE

S-7

開口

箱穴中心　SL+

Ｍ

DN

DN

電気室 搬入室

和室 作業員控室

上部ホイストレールを示す

外壁間中心線
UP

DN
デッキ（Ｐ機械）

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)

φ1500 雨水ポンプ(Ⅱ型)

上部ホイストレールを示す

I-300x150x11.5x22

I-200x100x7x10

延焼ライン５ｍ

自家発電機ラジェータ排風消音器

燃料小出槽
歯車減速機

1,
2
0
0x
1
,2
0
0

ｸﾚｰﾝｶﾞｰﾀﾞｰ（建築工事）

75
0
×
7
5
0

天
井
ｸ
ﾚｰ
ﾝ

外壁間中心線

延焼ライン５ｍ

2

1

3

4

7

16

6

8

9

10

17

15

14

13

12

11

18

5

新ポンプ室

（一般取扱所）

+4400

電気室

+9800

 C
'

 B
'

 A
'

 C
'

 B
'

 A
'

２階以上）延焼の恐れのある部分：５.０mライン

２階以上）延焼の恐れのある部分：５.０mライン

A-48/48
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　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

福 山 市 上 下 水 道 局

追-1

+14,150 SL(水下)

電気室

75°

ﾃﾞｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ

0 1 2 3 4 5

+9,800(2FL)

+9,500(2SL)

+5,000

+0,500(1FL)※設計GL

+4,100

+14,850(PL)

+11,300
ｸﾚｰﾝﾚｰﾙ天

+9,500

EXPJ

乾燥砂埋戻し

φ1800 逆流防止弁

電動吐出弁 φ1500

ポンプ井

角落し W=138

階段室

細目自動除塵機

スクリーン室

φ1500 雨水ポンプ(Ⅱ型)

+2.200

300x300
釜場

新ポンプ室

（一般取扱所）

渦流防止板

吐出井

縦断図
A1：S=1/100

A3：S=1/200

配管用開口 φ2100

+2200 COP
+4,400(M2FL)

+4,100

+2,500(既設設計GL)

2
,
3
68

.
9

2
,
0
4
4
.
1

+4.400

天井走行クレーン

クレーンガーダー

30kg/分レ－ル(PM)

2.8ton（参考） 1.0ton

コンテナ吊上装置

L=3000

+4,400(M2FL)

角落し W=177

▽ HWL+2,410

-2,020

-3,500

▽ HWL -1,732

▽ LWL -2,800

▽ HWL -1,732

-6,500

-4,200

-3,000

燃料小出槽

歯車減速機

ルーフファン

消音ボックス

1
,
2
0
0
x
1
,
2
0
0

建告1399号第5　1項3号

（屋根30分耐火）

平成12年5月30日

As

BOX H2000 W2000

放流渠

2500W×2000H
▽ -2.020

▽ HWL -1,632

▽ HWL -2,800

▽ +0.50 盛土高

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ（土木範囲）を示す。

断面図凡例

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ（建築範囲）を示す。

埋め土を示す

既設設計GL

河川底面

▽

河川底面

▽

道路境界線

歩道

GL+2.36

A A-

敷地断面図ー１

前面道路

車道 車道歩道
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福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A1:1/100
A3:1/200

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ（土木範囲）を示す。

断面図凡例

敷地断面図ー２

　追-2

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ（建築範囲）を示す。

ポンプ井ポンプ井

φ500 雨水ポンプ(Ⅰ型)

φ1500 雨水ポンプ(Ⅱ型)

排気消音器

新ポンプ室

（一般取扱所）

+0.50

+14,150 SL(水下)

+0,500(1FL)※設計GL

+4,100

+2,500(既設設計GL)

-6,500

ｸﾚｰﾝﾚｰﾙ天
+11.300

+4,400

仮排水管

A C

横断図 A3：S=1/200

A1：S=1/100

場内通路

埋め土を示す

隣地境界線

盛　土

河川底面

▽

GL+2.19

盛　土

隣地境界線

Ｂ Ｂ-

GL+2.55 GL+2.51 GL+2.52

既設一ツ樋ポンプ場

仮定地盤面
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隣
地
斜
線
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福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

平面図３

A3:1/200
A1:1/100

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

13°

排気消音器ルーフファン

消音ボックス

ルーフファン

消音ボックス

ルーフファン

925

2,
60
5

1,400

1,400

1,100

1,
91
5

1,
76
5

4,
12
0

1,150 4,700 1,150

自家発電機 歯車減速機

水下
±0

水下
±0

水勾配 1/100

1,
75
0

水勾配 1/100

2,
92
0

19
0

18
0

2,
55
0

1,
87
0

ＥＸＰＪ
576 1,324

1,
50
0

95
2

1,
87
0

天井クレーン点検口

屋上点検口

北

A1：S=1/100

A3：S=1/200Ｒ階伏図

A1：S=1/100

A3：S=1/200
風道部 屋根伏図

風道屋根

水勾配

水勾配

53 4

18,298

A

C

2

0
1

 C
'

 B
'

 A
'

消音ボックス
排気消音器

A

C

53

18,298

4

 C
'

 B
'

 A
'

2

0
1

水勾配 1/100

既存建家屋根

既存建家屋根

風道

２階以上）延焼の恐れのある部分：５.０mライン

△外壁間中心線

▽
外
壁
間
中
心
線

▽
２
階
延
焼
ラ
イ
ン

▽２階延焼ライン

２階以上）延焼の恐れのある部分：５.０mライン

△外壁間中心線

▽
外
壁
間
中
心
線

▽
２
階
延
焼
ラ
イ
ン

▽２階延焼ライン
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壁

柱

壁

Ｄ

ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

ｄ Ｄ

Ｄ

ｄ

ｄ

Ｄ
Ｄ

ＤＤ
ＤＤ

ＤＤ

ｄ

Ｄｄ

ＤＤ

ｄ

曲げ

角度

梁

壁

曲げ内法

直径
位　置

折曲げ図及び

曲げ

角度

折曲げ後の余長

備　考

図参照

図参照

図参照

図の　印

図の　印

図参照

場合を含む

壁の一部となる

２）継手部

１）末端部

１）末端部

２）継手部

２）継手部

１）末端部

１）末端部

２）継手部

出来ない柱頭部

１）末端部

１）末端部

１）末端部

１）末端部

3.1.1

3.9.1

3.25.1

3.12.1

１）最上階の柱頭

引き通す事が

１）下階の柱主筋を

3.8.2

3.2.1

3.8.1

3.2.1

表参照

図参照

ー

ー

ー ー

１００mm

４ｄ以上かつ６０mm以上

６ｄ以上かつ６０mm以上

折曲げ鉄筋１０ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

ラーメン隅角部

使 用 箇 所

２０ｄ以上

５ｄ以上

最上階

一般階

位　置

中間部

末端部

部　　位

柱

梁

継手方式

重ね継手 圧接継手

幅止め鉄筋

帯鉄筋、

定着末端部

帯筋(HOOP)

(STP)

四隅の主筋

断面が異な

ング基礎の

幅止め筋

煙突の鉄筋

使 用 箇 所

９０°

１３５°

９０°

９０°

θ＜９０°

９０°

１３５°

１８０°

３．１．２表　鉄筋曲げ加工（２）

９０°

９０°

上下階の柱

る場合

あばら筋

独立フーチ

底版筋

砂利または砕石

砂利または砕石

均しコンクリート

捨てコンクリート

　※

　※

　※

　※

２００

１００

　５０

　６０

・ 

（mm）　厚さ種　　別部　位

建 築 工 事

土 木 工 事

かぶり厚さ

厚さ

増打

あばら筋

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

シーリング

帯筋

躯体面

土木工事

建築工事

ａ

ａ  部

ａ

柱 梁 基礎

１：部位により最小かぶり厚さの判断が困難な場合は、監督職員の指示を得る。

２：杭基礎の底版・フーチング下端筋のかぶり厚さは、７.杭基礎の補強を参照する。

部 位

水中・土中等

環　境

大気中

水中・土中等

大気中

水中・土中等

大気中

部位

７０

－

７０

－

〔注1〕梁：大梁、小梁、基礎梁、片持梁をいう。

・ 

・ 

環境 床版・スラブ・梁 柱・壁 底版・フーチング

７０

５０

７０

７０

７０

－

底版・フーチング柱・壁

５０

７０５０

５０

床版・スラブ・梁

対策区分

Ⅰ

Ⅱ,Ⅲ

かぶり厚さ

かぶり

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ
かぶり厚さ

かぶり厚さ

増打

かぶり厚さ

打継ぎ

基

杭

礎

ｄ

設計基準

(Ｎ/mm2)

スランプ
（cm）

※ 普通コンクリート

※ 普通コンクリート

・

・

・

※ 普通コンクリート

※ 普通コンクリート

・

※ 普通コンクリート

・

※ ２４

・ ３０

・

※ ２４

・

・

※ ２４

・

・

※ １８

・

※ １８

・

※ １２

・

※ １８

・

※ １５

・

※ １２

・

※ １５

・

※ 高炉セメントＢ

・ 普通ポルトランドセメント

・ 低熱ポルトランドセメント

※ 普通ポルトランドセメント

・ 高炉セメントＢ

※ 普通ポルトランドセメント

・ 高炉セメントＢ

※ 高炉セメントＢ

・ 普通ポルトランドセメント

・

・ 高炉セメントＢ

・ 

・ 普通ポルトランドセメント

土木

分　類

鉄筋コンクリート

地上

建築

地下

基礎梁

 基礎、

リート

鉄　筋

コンク

土木 無筋コンクリート

無筋コンクリート建築

コンクリート種別 強　　度 セメントの種類

種　別
径

※ ＳＤ３４５

・ ＳＤ３９０

・ ＳＤ４９０

※ Ｄ１３以上

・

下記以外

ＳＤ ２９５Ａ

・ ＳＤ３９０

重ね継手

ガス圧接

機械式継手

※ Ｄ１９以上の柱、梁主筋

※ Ｄ１６以上の増設端の床、壁鉄筋

・

・図面による。

※ Ｄ１６以下

・

・ Ｄ２５以上

※ Ｄ１９以上、Ｄ２９以下

　 の柱、梁主筋

・

土　木 建　築

鉄筋の種類

鉄筋の継手

４
ｄ
以
上

９０°

１３５°

Ｄ

１
０
０
m
m

１
２
ｄ
以
上

４
ｄ

以
上

（馬筋）

直交方向に９０°

スターラップ、

フープ筋　等

床版

底版

あばら筋、帯筋

スパイラル筋

折曲げ図
曲げ内法

直径

ｄ

θＤ

躯
体
面

（１）設計図は監督職員の承諾を得なければ変更してはならない。

変更の必要を生じた場合は、監督職員と協議すること。

（１）本構造細目共通図は、下水道施設における処理場、ポンプ場の複合構造物に適用する。

（２）土木工事と建築工事の区分は図面による。

（３）図面及び構造細目共通図に記載されていない事項は、下記に基づくものとし、これらに

相違がある場合は監督職員に確認し指示を受ける。

鉄筋の種類及び継手は１．２．１表による。　

平 面

３．２．１図　異形鉄筋の末端部

（１）Ｄは、折曲げ内法直径を示す。

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

３．２．１表　フックを設ける位置

３．１．１表　鉄筋曲げ加工（１）

１．４．１表　砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリートの仕様

※

・ 

通常の施工の場合

塩害対策地域の施工の場合

３．３．１図　鉄筋のかぶり厚さ

３．３．１　かぶり厚さ

３．３．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ(mm)

（３．３．１図）をいう。

かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋を除く）の外面から躯体面までの距離

を加えた厚さ以内に納めるものとする。

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり厚に許容誤差１０mm

均しコンクリートの厚さを含まない。

３．３．２　最小かぶり厚さ

最小かぶり厚さは、３．３．１表による。

床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、

砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリートの厚さは１．４．１表による。

設計図中で使用する記号及び符号は、２．１．１表及び２．１．２表を標準とする。

鉄筋の折曲げ加工は、３．１．１表及び３．１．２表を標準とする。

異形鉄筋の末端部には、３．２．１表によりフックを設ける。

１．３．１表　コンクリートの仕様　

コンクリートは１．３．１表による。　

注１：無筋コンクリートには均しコンクリート、捨てコンクリートを含む。

１．２．１表　鉄筋の種類及び継手

　　　適用する。・ 印と ※ 印のある場合は、共に適用する。

（４）項目は、・ 印のついたものを適用する。・ 印のない場合は、※ 印のあるものを

１．１　適用範囲 ２．１　記号及び符号

１．２　鉄筋の仕様

１．３　コンクリートの仕様　

２．２　一般注意事項

１．４　砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリート

３．１　鉄筋の折曲げ加工

３．２　異形鉄筋の末端部

３．３　鉄筋のかぶり及び間隔

１　特記事項 ２　共通事項

３　土木工事

２．１．１表　鉄筋の断面表示　

区分 径 Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

土　　木

建　　築

又は建築による。

２．１．２表　一般凡例

・
記　号

符　号
内　　容 ※印の説明及び注意事項

※１Ｇ※２

※１Ｂ※２

※１Ｋ※２

※１Ｓ※２※３

※１Ｗ※２

Ｆ※

※１Ｃ※２

ＣＧ※

ＣＢ※

ＣＢ※

（※）

ＳＴＰ

ＨＯＯＰ

Ｓ.ＨＯＯＰ

幅止筋

組立筋

フーチング断面種別

片持小梁断面種別

床用積載荷重

あばら筋、スターラップ

帯筋、帯鉄筋、フープ

スパイラル筋、らせん筋

幅止め筋

組立て筋

柱断面種別

大梁断面種別

片持大梁断面種別

小梁断面種別

壁配筋種別

床版配筋種別

階段の配筋種別

コンクリートブロック壁

打ち増し範囲

梁・床版の上がり下がり

※　番号

積載荷重の値（ｋＮ／m2）

梁、基礎梁、小梁

柱

柱

柱、梁、壁

床版、底版

※１　階数

※２　その階の番号

※１　階数、地中大梁はＦとする

※２　その階の番号

　　　Ｘ方向１，２，３‐‐‐‐

　　　Ｙ方向Ａ，Ｂ，Ｃ‐‐‐‐

※　番号、階別区分はしない

※１　地中小梁のみＦとする

　　　地中小梁を除く

※　番号、階別区分はしない

　　　Ｄ：土圧、水圧を受ける壁

　　　階別区分はしない

※２　壁厚（cm）

※２　床版厚（cm）

※３　配筋種別（英大文字）

　　　階別区分はしない

※１　片持床版のみＣとする

　　　Ｂ：二辺固定床版形

※１　Ａ：片持床版形

※２　配筋種別（数字）

　　　階別区分はしない

※　壁厚（cm）

一般には基準ＦＬよりの＋、－に

応じた凡例により表示

※２　階別区部はしない

※１　Ｅ：耐震壁、Ｋ：階段壁

（用語の定義）

・床版とは、常時荷重及び地震時荷重を負担する主部材をいう。壁式構造のボックス

　カルバートやラーメン構造の頂版や底版がある。

・スラブとは、常時荷重のみを負担する梁に支持される副部材をいう。

（別紙による。)

（平成 31 年版）

土木学会

土木学会

国土交通省中国地方整備局

全国上下水道コンサルタント協会１）土木工事特記仕様書

２）土木工事共通仕様書

３）コンクリート標準示方書・施工編

４）コンクリート標準示方書・設計編

工

木

土

事
（　2017年版　）

（　2017年版　）

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度　　下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月  2025年 1月

S-01/37

構造細目共通図（１）

（別紙による。)

（平成 27 年版）

国土交通省大臣官房官庁営繕部

１）建築工事特記仕様書

２）建築工事一般仕様書

３）公共建築工事標準仕様書(建築工事編)
工

築

建

事
（平成 28 年版）

※ ＳＤ３４５ ※ Ｄ１９以上Ｄ２５未満

〔注2〕対策区分Ⅰ：放流渠
〔注3〕対策区分Ⅱ,Ⅲ：放流渠以外の施設



３．４．１　梁・壁・床版

鉄筋相互のあきは、下記（１）、（２）、（３）の最大値以上とする。

（１）粗骨材の最大寸法の４／３倍

３．４．２　柱

鉄筋相互のあきは、下記（１）、（２）、（３）の最大値以上とする。

（１）粗骨材の最大寸法の４／３倍

（２）最小のあき４０mm

３　土木工事

３．４　鉄筋相互のあき

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、０．２％以上を確保し、

（１）フック及び継手の位置は交互とする。

補強筋間隔は１．５Ｐ以下とする。

３．１０　帯筋の割付け

３．９　帯筋の形状

３．８．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着

３．７　継手及び圧接中心位置（柱、大梁）

３．８　柱筋の継手及び定着

３．５．３　梁主筋の柱内定着

（１） 同一断面での継手は軸方向に相互にずらす。

（２） ずらす距離(Ｌ)は、太いほうの鉄筋径の２５倍以上とする。

（４） 継手部の鉄筋のあきは、粗骨材の最大寸法以上とする。

３．６　隣り合う継手の位置

（３） 前記（２）を確保できない場合等は、監督職員の承諾を得て、ガス圧接継手又は機械式

継手工法を採用することができる。

３．６．１図　重ね継手工法

継
手
長

継
手

長
Ｌ

Ｓ
1

Ｓ
1

部材厚さ（Ｂ）

３．６．１　鉄筋の重ね継手

（１）柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５０cm以上、１５０cm以下かつ

（２）梁の継手及び圧接中心位置は下記による。

（３）通常の応力と異なる場合の継手位置は、３．７．１図によらず図面による。

継手及び圧接中心位置は図面にない場合は、３．７．１図による。

３／４ｈ0（ｈ0は柱の内法高さ）以下とする。

上端筋　中央：Ｌ0／２以内

Ｄ

≦
３

／
４
・

ｈ
0

Ｄ
ｈ

0 Ｌ0

Ｌ0／４+Ｄ

Ｌ0／４

Ｄ

Ｌ0／４

Ｌ0

３．８．１　一般事項

（１）継手長さはＳ1とし、定着及び余長は、３．８．１図による。

（２）柱頭定着長さＳ3が確保出来ない場合は、図面による。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、３．８．２図による。

（４）柱脚定着長さ２５ｄ(余長１２ｄ以上)または３５ｄが確保出来ない場合は、図面による。

３．８．１図　柱主筋の継手、定着及び余長

ｈ
0

かぶり厚さ

ｈ
0

ｈ
0

２
５

ｄ
以
上

Ｓ
3

Ｓ
3

継手 定着

直交梁位置

差し筋 差し筋

ａ

ｂ
Ｄ

ａ

ｂ

ＤＤ

ａ

（１）帯筋の形状は、３．９．１図とし、種別は図面による。図面になければ下記による。

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

（ロ） （ハ）（イ）

（イ）

・丸形

≧６ｄかつ６０mm

ｄ

≧１２ｄ

ＬＬ Ｌ

≧４０ｄ

Ｐ＠ Ｐ＠

Ｐ＠ Ｐ＠ ≧６ｄかつ６０mm

（ａ）Ｈ形とする。

（ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－I形とする。

（ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接

（ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、１．５巻以上の添巻きを行う。

の場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

３．９．１図　帯筋組立の形

（ロ）（イ） （ロ）

≧６ｄかつ６０mm

≧６ｄかつ６０mm

Ｌ

３．６．２ 鉄筋のガス圧接および機械式継手

鉄筋のガス圧接継手及び機械式継手は「鉄筋定着・継手指針[2007年版]」(土木学会)による。

機械式継手は、ねじふし鉄筋継手工法とする。また、ねじふし鉄筋工法以外の機械式継手を

採用する場合は、監督職員の承諾を得ること。

≦
３

/
４
・

ｈ
0

≦
３

/
４
・

ｈ
0

か
つ

１
５

ｄ
か
つ
１

５
ｄ

３
５
ｄ

以
上

か
つ

１
５

ｄ

Ｓ
3
以
上

か
つ
１

５
ｄ

Ｌ0／２

Ｌ0／４+Ｄ

≧
５
０
０

３．５．３図　小梁及びスラブ上端筋の梁内折曲げ定着要領

３．５．２図　梁主筋の柱内定着要領

１５０mm以上 余長１２ｄ以上
かつ１５０mm以上

（２）最小のあき２５mm

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の１．５倍

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の１．５倍

（１） 同一断面での継手は軸方向に相互にずらす。

（２） ガス圧接の場合のずらす距離(Ｌ)は、太い方の鉄筋径の２５倍以上とする。

（３） 機械式継手の場合のずらす距離（Ｌ）は、太いほうの鉄筋径の２５倍以上とする。

（４)　機械式継手をイモ継ぎ部に使用する場合は、継手性能はＳＡ級かつ継手信頼度をⅠ種とする。

なお、3.6.3図　ｂ)に示すように、隅角端部から継手位置まで必要な離間を確保した場合は

Ａ級を選定することができる。詳細は「鉄筋定着・継手指針[2007年版]」(土木学会)による。

機械式継手機械式継手

Ｌ

３．６．３図　機械式継手におけるイモ継手位置

３．６．２図　ガス圧接継手工法及び機械式継手工法

ＣＬ ＣＬ

ＬＣ
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０

０
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上
か
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１
５

０
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以
下
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つ
１
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０

以
下

Ｓ
3
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上

ｈ
0
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２
+
１
５
ｄ

Ｓ
3

Ｓ
3

ｈ
0
/
２

+
１
５

ｄ

３．７．１図　継手及び圧接中心位置

は継手を設けてもよい位置を示す

下端筋　両端：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌ0/４を加えた範囲以内

間隔

Ｄ
ａ

Ｄあき

異形鉄筋

３．４．１図　鉄筋のあき

      ｄ：鉄筋径（呼び名）

（注）Ｄ：鉄筋の最外径

（１）鉄筋の重ね継手長さは３．５．１表、定着の長さは３．５．２表による。

３．５．１　継手長及び定着長の基本

３．５　鉄筋の継手及び定着

鉄筋相互のあき：ａ 最小鉄筋芯間隔

４７mm

５１mm

５４mm

５８mm

５４mm

５８mm

６１mm

６５mm

６８mm

７７mm

鉄筋径 最外径

鉄筋径(mm)

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１９

Ｄ２２

Ｄ２５

Ｄ２９ ３３

２８

２５

２１

１８

１４

（梁） （柱）
ａ＋Ｄ ａ＋Ｄｄ Ｄ

３．４．１表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

鉄筋の

種　類
鉄筋径 設計基準強度

Ｓ1　：重ね継手長

鉄筋中心間隔２００㎜以上 １００㎜以上２００㎜未満

フックなし

ＳＤ３４５

Ｄ１６以下

Ｄ１９～Ｄ２２

Ｄ２５～Ｄ３２

２４以上

（Ｎ／mm^u2）

２７未満

４０・ｄ

４５・ｄ

５０・ｄ ４０・ｄ

３５・ｄ

３０・ｄ

フックあり フックなし

５０・ｄ

６０・ｄ

６５・ｄ ５５・ｄ

５０・ｄ

４０・ｄ

フックあり

３．５．１表　鉄筋の重ね継手長さ

３．５．２表　鉄筋の定着長さ

Ｓ2：定着長 Ｓ3：定着長 Ｓ4：定着長

フックなし フックあり フックなし フックあり フックなし フックあり

設計基準強度鉄筋径
鉄筋の

種　類

４０・ｄ ３０・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ

５０・ｄ ４０・ｄ ４０・ｄ ３０・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ

６０・ｄ ５０・ｄ ４５・ｄ ３５・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ

ＳＤ

３４５

Ｄ１６

Ｄ１９～

Ｄ２５～

以下

Ｄ２２

Ｄ３２

２４以上

（Ｎ／mm2）

２７未満

１　本表の適用は、鉄筋種類ＳＤ３４５、鉄筋径Ｄ１３～Ｄ３２とする。

２　定着長は折曲げ加工後の直線部分で確保する。

３　壁、床版、底版の主鉄筋の中心間隔が１００mm未満の場合は、別途図示による。

６６mm

７７mm

柱：４０mm
梁：２５mm

粗骨材
最大径

の場合
２５mm

３３mm

（１）

粗骨材径×４/３倍

（２）

最小あき

（３）

鉄筋径×１.５

２０mm

２４mm

２９mm

３３mm

３８mm

４４mm

３．５．２　継手の特記事項

（１） 継手は極力応力の小さい位置に設ける。

（２） 異なる径の鉄筋をガス圧接する場合、鉄筋径の差が５mmを超える圧接をしてはならない。

Ｌ

Ｌ

Ｓ2

Ｓ1

３．５．１図　フックのある場合の継手及び定着要領

　　　を含まない。

（３）径が異なる鉄筋の継手長さは、細い鉄筋の径による。

（４）継手は相互にずらすことを原則とする。

（５）フックのある場合の継手長及び定着長には、３．５．１図に示すようにフック部分Ｌ

３．１０．１図　帯筋の割付け

以下

帯筋

帯筋は、一般の帯筋より１サイズ

Ｐ2＠ 太い鉄筋または同径のものを２本

重ねる。

以下

梁面より割付ける。

Ｐ1＠

以下

０.２％以上、

０．２％以上、

０．２％以上、

上下の柱断面寸法が異なる場合、

かつ１．５Ｐ1＠

かつ１．５Ｐ1＠

かつ１．５Ｐ2＠

一般の場合

パネルゾーン

Ｄ１３ ＠１５０≦５００

≦６００ Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０≦７００

≦８００ Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１２５≦９００

≦１０００ Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１００≦１１００

≦１２００ Ｄ１３ ＠１００

（２）帯筋の割付けは、３．１０．１図による。ただし、図面にある場合は図面による。

柱幅(mm)

※１．５Ｐ1、１．５Ｐ2のピッチは１５０mm以下とする。

柱、梁の交差部の配筋例（０．２％確保）

（２）Ｓ2,Ｓ3,Ｓ4の適用区分を以下に記す。

　　　Ｓ4：小梁、スラブ(地震力を受けない部材)。

　　　Ｓ2：(最上層)大梁上端、基礎梁上端、床版(壁構造)、床版上端(ラーメン構造)、底版。

　　　Ｓ3：柱、壁、(中間層)大梁上端、大梁下端、床版下端(ラーメン構造)、基礎梁下端。

Ｌ ≧ ２５ｄ(ｄ：太い方の鉄筋径)

※破線部は、同一平面にある鉄筋の上端と下端とで重ね継手位置を交互にすること、

並びに同一断面にある鉄筋では、奥行き方向に重ね継手位置を交互とすることを

それぞれ示す。

Ｌ ≧ ２５ｄ
(ｄ：太い方の鉄筋径)

ｂ） 機械式継手（Ａ級以上）ａ） 機械式継手(ＳＡ級）

ａ:上下の柱幅の差(a≦１５０）

ｂ:かぶり厚さ

Ｄ:梁のせい

６Ｄ

ａ
＞

１

Ｄ

ａ １

６
≦

６

１ａ

Ｄ
≦

柱脚の鉄筋

が多い場合

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

柱頭の鉄筋

一般の場合（地反力を受けない場合）

基礎底版の場合（地反力を受ける場合）

・Ｗ－I形（溶接を行う）

・ＳＰ形（スパイラル筋）

・Ｈ形

：柱芯

全長

全長

折曲げ半径

折曲げ半径

余長１２ｄ以上

余長１２ｄ以上

全長（最上階上端筋）：Ｓ2＋（※１）

全長（最上階下端筋及び一般階）：Ｓ3 かつ（※１）＋折曲げ半径+余長

（※１）：柱せいの３/４倍以上かつ２０ｄ以上

全長：Ｓ4かつ（※２）＋折曲げ半径＋余長

（※２）

（※２）：梁幅の１／２倍以上かつ１５ｄ以上

（※１）

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度　　下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月  2025年 1月

S-02/37

構造細目共通図（２）

Ｓ
3
以
上



３．１１．１　一般事項

３．１１　大梁筋の継手及び定着

３　土木工事

ａ） 腹筋及び幅止め筋

（３）梁の端部で間隔の異なる場合

（１）一般の梁

３．１２．４　腹筋及び幅止め筋

Ｄ

≒３０

Ｌ0

３．１２．４図　あばら筋の割付け（その３）

６００≦Ｄ＜９００

２－Ｄ１３

３．１２．５図　腹筋及び幅止め筋

９００≦Ｄ＜１,２００

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

１，２００≦Ｄ≦１,５００

（２）特殊な梁

腹筋及び幅止め筋は、図面による。

３．１２．１　一般事項

（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０mm程度とする。

（３）土圧、水圧を受ける梁は、図面による。

（４）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１３－１０００mmピッチ程度とする。

（５）破線は柱内定着の場合を示す。

３．１２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

（１）形は、３．１２．１図（イ）を標準とする。

ただし、（イ）によることが出来ない場合は、下記の方法によることが出来る。

（２）フックの位置

ａ．床版が片側に付く場合は、（ロ）又は（ハ）

ｂ．床版が両側に付く場合は、（ロ）～（ニ）

ａ．（イ）の場合は交互とする。

ｃ．（ハ）の場合は床版の付く側を９０゜折曲げる。

ｄ．（ホ）は梁の上下にスラブが付く場合で、かつ梁せいが１．５m以上

の場合に適用することが出来る。(基礎梁)

３．１２．３　あばら筋の割付け

（１）間隔が一様でハンチのない場合

（２）間隔が一様でハンチのある場合

３．１２．３図　あばら筋の割付け（その２）

３．１２．２図　あばら筋の割付け（その１）

Ｄ

≦Ｐ＠

Ｄ

Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠

≒３０≒３０

ｂ．（ロ）の場合　床版が片側に付く場合は床版の付く側、床版が両側に付く場合は交互

３．１２　梁のあばら筋、腹筋及び幅止め筋

一般階 最上階

梁

Ｄ

梁

（２）ｅ／Ｄ＞１／６の場合

３．１１．１０図　鉛直段差梁（その２）

（２）壁梁の場合、腹筋の継手長さはＳ1 、定着長さをＳ3 とする。

３．１２．１図　あばら筋組立の形及びフックの位置

≦ Ｓ1

コンクリート打継ぎ

３．１１．４　水平段差のある場合

（１）水平段差のある場合

二段筋

ｂ

Ｓ3 Ｓ3

Ｓ3

３．１１．３　ハンチのある場合

（１）最上階の場合

（２）一般階の場合

（１）ｅ／Ｄ≦１／６の場合

３．１１．５　鉛直段差（ｅ）のある場合

３．１１．８図　大梁の定着及び余長（水平段差のある場合）

３．１１．７図　ハンチのある大梁の定着及び余長（一般階）

下端筋

上端筋

３．１１．５図　大梁の重ね継手、定着及び余長（一般階その２）

３．１１．６図　ハンチのある大梁の定着及び余長（最上階）

(※１)

柱

梁

梁

柱 柱

梁

ｅ

３．１１．９図　鉛直段差梁（その１）

ｂ部曲げ内法直径

２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長)

Ｌ0

Ｄ Ｌ0／４ Ｌ0／４ Ｄ

Ｌ0／２ Ｌ0／４Ｌ0／４

１２ｄ
(余長)全長

Ｓ3

Ｌ0／４ Ｌ0／２

Ｌ0

Ｌ0／４

(※１)

５ｄ

Ｓ3

Ｄ

ｅｅ

Ｄ

≧１２ｄ ≧１２ｄ

≧６ｄかつ６０mm

≧１２ｄ

≧６ｄかつ６０mm

≒３０

Ｐ＠

≒３０

≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠

≒３０

Ｌ0/４

Ｐ'＠ Ｐ＠ Ｐ'＠

≦Ｐ'＠

Ｌ0/４

Ｄ
腹筋

幅止め筋

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

１２ｄ(余長) ｂ Ｓ3

(※１)

(余長)

１２ｄ

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

(※１)

(※１)

(※１)

(※１)

(※１)

柱

(※１)

Ｓ3

(※１)

Ｓ3

ｅ

ｅ

Ｄ

Ｓ2

(※１)

ｅＳ2

ｅ

Ｓ3

柱

(※１)

全長Ｓ3 全長Ｓ3

(※１) (※１)

ＬＣ ＣＬ
１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

Ｓ3

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

定着の長さは、３．１１．２図に準ずる

３．１１．４図　大梁の重ね継手、定着及び余長（一般階その１）

５ｄ

ｂ部曲げ内法直径

（２）一般階の場合

（継手）
ｂＳ1

Ｓ3

（余長） （余長）

全長Ｓ3Ｓ1
(継手）

Ｄ二段筋

（余長）

１２ｄ
(余長)

全長
Ｓ3

ＣＬ ＣＬ

ｂ(※１)

(※１)

２０ｄ

１２ｄ(余長)

１５ｄ １５ｄ

(※１)

(※１)

全長Ｓ3

１２ｄ(余長)

１２ｄ
(余長)

全長Ｓ3

　　　鉄筋の本数が異なる場合には、３．５．２図のように柱内に定着する。ただし、やむを得ず

　　　梁内に定着する場合は、３．１１．１図による。

　　　下端筋：原則として曲げ上げる。

　　　上端筋：曲げ下ろす

　　　梁主筋ののみ込み長さは、柱せいの３／４倍以上かつ２０ｄ以上を確保する。（※１）

　　　梁主筋の柱内定着は、３．５．２図による。

（１）継ぎ手長さ、定着長さ及び余長は、３．１１．１図から３．１１．１０図による。

（２）梁主筋は、連続端で柱に接する梁の主筋が同数のときは柱をまたいで引き通すものとし、

（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

（４）梁にハンチをつける場合、その傾斜は図面による。図面になければ１：４とする。

（５）　　　　　印は、継ぎ手及び余長を示す。

（６）破線は柱内定着の場合を示す。

（７）３．２異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋にはフックをつける。

（８）段違い梁は３．１１．２図による。

梁

柱

梁

３．１１．２図　段違い梁

Ｄ≦１００

または同径のものを２本重ねたものとする。

つり上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ太い鉄筋、

梁

柱

Ｓ2

３．１１．１図　梁主筋を梁内定着

３．１１．２　ハンチのない場合

（１）最上階の場合

３．１１．３図　大梁の重ね継手、定着及び余長（最上階）

平面

断面

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ）

Ｌ0 全長Ｓ3

１２ｄ

二段筋

１２ｄ
(余長)

全長Ｓ3

２０ｄ

ａ部曲げ内法直径

ａ ａ

１５ｄ(余長)

(余長)

ＬＣ

(※１)

(※１)

Ｌ0／４

ＣＬ

(※１)

(※１)

土木工事

Ｂ：柱幅

：柱芯ＬＣ

二段筋
Ｓ3

２０ｄ

ａ部曲げ内法直径

Ｓ3 Ｓ3

Ｓ3

１２ｄ
(余長)

全長Ｓ3

ａ

(※１)

Ｂ：柱幅

ａ

土木工事

(※１)(※１)

ＣＬ ＣＬ

全長＝Ｓ2＋（※１） 全長＝Ｓ2＋（※１）

全長＝Ｓ2＋（※１）
全長＝Ｓ2＋（※１）

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度　　下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月  2025年 1月

S-03/37

構造細目共通図（３）



１５ｄ以上

（６）図内（※１）は、３．１１．１による。

（５）破線は柱内定着の場合を示す。

（３）柱幅＜梁幅の場合の定着は、３．１３．３図による。

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、３．１１．１（３）による。

３．１３．１　一般事項

に準ずる。

本数が異なる場合は柱内に定着する。やむを得ず梁内に定着する場合は、３．１１．１図

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の

３．１３　基礎梁及び底版の継手及び定着

３　土木工事

（４） 印は、継ぎ手及び余長を示す。

（２）壁と床版の交差部は３．１５．４図による。

ａ．交差部補強筋径Ｄ※はＤ１６以上、かつ壁配力筋と同径とする。

を参照のこと。

構造細目共通図（土木構造物）（２）の「６．１．４　壁と床版・底板の交差部」

※３．１５．４図は、柱梁構造の場合である。地下階が壁式構造の場合は、

壁

４－Ｄ※

床版

４－Ｄ※

壁

４－Ｄ※

４－Ｄ※

床版

底盤壁

壁

３．１５．４図　壁と床の交差部及び端部の配筋

３．１５．１　一般事項

（２）土圧及び水圧などを受ける壁及び耐震壁として、図面に示されたものは、継手長さをＳ1、

定着長さをＳ2とする。

（３）幅止め筋は、縦、横ともＤ１３－＠１０００mmを標準とする。

　　　重ね継手を設ける場合は、３．６項に従うものとする。

３．１５．２　耐震壁の開口

（１）耐震壁等の開口は、図面以外は設けてはならない。

（２）やむを得ず開口をあける場合は、構造上安全であることを構造計算によって確認すること。

３．１５．３　壁開口部の補強

を標準とする。

（２）開口寸法が配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋出来る

を場合は、補強筋を省略することができる。

３．１５．４　壁の交差部及び端部

（１）壁と壁の交差部は３．１５．３図による。

ａ．交差部補強筋径Ｄ※はＤ１６以上、かつ壁配力筋と同径とする。

３．１５．３図　壁と壁の交差部及び端部の配筋

３．１５．２図　壁開口部の補強要領

３．１５　壁の配筋要領

壁

壁

壁

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強筋の長さ及び位置は、３．１５．２図

３．１５．１図　壁の配筋

(継手長)

Ｓ1

Ｓ1

Ｐ＠

≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠
主筋位置

梁

主筋位置

≦Ｐ＠

Ｐ＠

≦Ｐ＠

主筋位置

梁

柱

柱梁

(継手長)

Ｌ

主筋位置

床版

梁

柱

断面

壁

３．１４．１　一般事項

（１）図面にない事項は大梁、梁のあばら筋、及び基礎梁の項に準ずる。

（２） 印は、余長位置を示す。

３．１４．２　小　梁

梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長が取れない場合、

斜めにしてもよい。

一般階

外端

端部

端部

（１）連続小梁の場合

（２）単独小梁の場合

３．１４．３　片持梁筋の定着

（１）先端に小梁のない場合

ａ．先端の折曲げの長さｂは、梁せいよりかぶり厚さを除いた長さとする。

ｂ．梁筋を引き通さない場合は、取り合い部材に定着する。ただし、柱に取り合う場合

は、全数を引き通すことができる場合でも、上端筋は、２本以上を柱に定着する。

（２）先端に小梁がある場合

ａ．上端筋は、先端小梁内に斜めに定着する。

ｂ．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

ｃ．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

３．１４．４図　片持梁主筋の定着

３．１４．３図　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁がない場合）

３．１４．２図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

３．１４．１図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

３．１４　小梁及び片持梁の配筋要領

Ｓ4

Ｌ0／２ Ｌ0／４

２Ｌ0／３ Ｌ0／６

Ｌ0／４ Ｌ0／４ Ｌ0／４

Ｌ0／６

Ｌ0／２Ｌ0／４ Ｌ0／４ Ｌｏ／４ Ｌｏ／２ Ｌｏ／４

連続端
Ｓ4

Ｓ4
１０ｄ以上

Ｌ0／６

２０ｄ(余長)

７Ｌ0／１２

Ｌ0

Ｌ0／２

Ｌ0

連続端

Ｌ0／４

Ｓ4

Ｌ0

Ｌ

ｂ
１０ｄ以上

Ｓ4

Ｓ4

（４）一般部壁筋は、３．１５．１図によることとし、隣接する壁の鉄筋と

Ｓ2
Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

４－Ｄ※

４－Ｄ※

３．１３．２　基礎梁の場合

（２）柱幅＜梁幅の場合

（ａ）交差部のスターラップを設ける場合は、図面による。

３．１３．３　連続基礎及びべた基礎の場合

（１）柱幅≧梁幅の場合

（１）基礎梁の継手及び定着

３．１３．２図　主筋の継手、定着及び余長（その２）

３．１３．１図　主筋の継手、定着及び余長(その１)

(※１)

(継手）

Ｓ1(継手)

２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)

ＣＬ ＣＬ

(※１)

(※１) １５ｄ
（余長）

(継手）

Ｓ1

Ｌ0

Ｌ0／４ Ｌ0／２ Ｌ0／４(※１) (※１)

ＣＬ ＣＬ

Ｓ2
２０ｄ(余長) Ｓ1(継手）

Ｓ2

Ｓ3

(※１)

（１）鉄骨造のＢＯＸ柱等が埋め込まれる場合の端部と中央部の断面の異なる場合

３．１３．４　梁形を設けない場合の基礎底版

３．１３．４図　主筋の継手、定着及び余長（その４）

鉄筋と鉄骨のあきは３．４による。

配筋を曲げ通し筋とする。

Ｓ2 Ｓ2

図面(又はＬ0／４)

３．１３．３図　主筋の継手、定着及び余長（その３）

(※１)
Ｓ3地中梁

地中梁

Ｓ2

地中梁

柱

地中梁

ＣＬ

Ｌ0／４ Ｌ0／４Ｌ0／２

Ｌ0

１５ｄ(余長) Ｓ1 １５ｄ(余長)

(※１)

(※１)

かつ１５ｄ

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長)

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長) Ｓ4(定着)

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

１５ｄ以上

１０ｄ以上 ２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)

１５ｄ ２/３Ｌ
２０ｄ以上

Ｓ2

Ｓ2

１０ｄ以上

Ｓ2 Ｓ2

Ｓ2

Ｓ3

壁

床版

床版

壁 壁

Ｓ2

４－Ｄ※

４－Ｄ※

壁筋による

壁壁

２－Ｄ※

Ｓ2 Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2 Ｓ2 Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2Ｓ2

壁

４－Ｄ※

壁筋による

２－Ｄ※

Ｓ2 Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

床板

Ｓ2

Ｓ2 Ｓ2Ｓ2

Ｓ2

４－Ｄ※

Ｓ2

Ｓ3

Ｓ2

Ｓ2

２０ｄ ２０ｄ

：柱芯ＬＣ

≒４５゜ ≒４５゜

Ｓ4Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

片持梁

先端小梁

片持梁筋片持梁筋
折下げ 折下げ 片持梁

Ｓ4

Ｓ4

（３） 中間部の交差部（２） 中間部の交差部（１） 中間部の交差部

(頭つなぎ梁)

先端小梁

　確保する。

　ずれの場合も曲げ加工後の直線部にて

　着長Ｓ2 を確保する。定着長Ｓ2 は、い

　に指示がある場合は、曲げ加工後に定

　チ筋は直筋とすることができる。図面

　に指示がない場合はＳ2 を省略し、ハン

※ハンチ筋を設ける場合の配筋は、図面

　も曲げ加工後の直線部にて確保する。

　定着長Ｓ2を確保する。定着長Ｓ2は、いずれの場合

　できる。図面に指示がある場合は、曲げ加工後に

　場合はＳ2を省略し、ハンチ筋は直筋とすることが

※ハンチ筋を設ける場合の配筋は、図面に指示がない

ハンチを設け定着した場合のＬ形交差部一般の場合のＬ形交差部

一般の場合のＴ形交差部

小梁連続端部小梁外端部

小梁が連続する場合 小梁の終端部

最下階の交差部 最下階中間部の交差部

一般で最上階の交差部 ハンチを設け定着した場合の最上階の交差部

（ｄ：太いほうの鉄筋径）
Ｌ≧部材厚さ(Ｂ)かつ２５ｄ

（１）壁配筋の継手長さをＳ1、定着の長さは、Ｓ3とする。

Ｓ3

※鉄筋径及び本数は、図面による
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Ａ部

３．１８．３　出隅部の配筋方法

（１）補強の配筋は図面による。配筋方法は、３.１８.６図による。特記にない場合は、

Ｄ１３＠１００ダブル程度とする。

（１）壁配筋は、図面による。

（２）階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に曲げ降ろす。

３．１９．１図　片持スラブ形階段配筋の定着

３．２０．１　柱

（１）増し打ちコンクリートの補強は、３．２０．１図による。

ただし、ａ＜７０の場合は補強は行わない。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｓ2以上とする。

（４）増し打ち部分主筋の定着，重ね長さは、柱の主筋による。

３．２０．２　梁

行わない。

（１）基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合。

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｓ2以上とする。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合。

（２）出隅受け部分(図のハッチ部分)の配筋は、図面(幅はｂ^d1 /２とする）による。

３．２０．１図　柱の増し打ち補強配筋

※１．帯筋と同径・同ピッチとする。

３．２０．２図　梁の増し打ち補強配筋

３．２１　土木部分と建築部分の取り合い

３．２０　柱及び梁の増し打ち要領

３．１８　床の配筋要領

３　土木工事

３．１９　階段の配筋要領

３．２１．１　壁縦筋の取り合い

（１）差し筋の仕様は建築工事仕様とする。（径は図面による）

（２）Ｌ1 及びＬ2 は４．５．１表による。

３．２１．１図　壁縦筋の取り合い差し筋

（１）土木工事の外壁に面する柱主筋のかぶりは、３．３．１表によらず、

　　　３．２１．３図による。

３．２１．２図　柱主筋の取り合い差し筋

（１）最上部の柱主筋は、１階建築部分の柱断面に応じ、３．２１．２図の圧接位置まで延ばすこと。

３．２１．３図　柱主筋かぶり厚の取り合い

Ｄ１６－３００＠以内
主筋

主筋

主筋
Ｄ１６－３００＠以内

※１

梁せい
ＧＬ

ｃ

柱帯筋

柱主筋

（８０）
※７０

（５０）

４０増打３０

シーリング

Ｄ１６－３００＠以内

Ｄ１６－３００＠以内
主筋

主筋
Ｄ１６－３００＠以内

※１

１ＳＬ

差し筋

１
０
０

０

５
０

０

（土木工事）

最下階柱主筋

差し筋
（土木工事）

１ＳＬ

この範囲で曲げを行う（３．８．２図参照）ｂ ｂ

１ＳＬ

ａ

打継ぎ

（１）鉄筋の継手長さは、Ｓ1とする。

３．１８．１　一般事項

３．２１．２　柱主筋の取り合い

３．２１．３　柱主筋かぶり厚の取り合い

３．２０．３　土間スラブの打継ぎ補強

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合。

３．２０．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

補強筋：Ｄ１６

梁のあばら筋

あばら筋と同径・同ピッチ

３．２０．３図　梁の上下の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

補強筋：Ｄ１６

Ｓ2

ＣＬ

Ｓ
2

ａ
Ｓ

2
ａ

Ｓ2 ａ

Ｓ2

Ｓ
2

ａ
2

a1 ｂ

≧
Ｓ

2
ａ

≧
Ｓ
2

Ｓ
2

Ｌ
2

Ｌ
1

Ｓ2 a1

Ｓ
2

ａ
2

Ｓ
2

ａ

ＬＣ

※１

※１

※１
※１

主筋

Ｄ１６－３００＠以内

ａ

あばら筋と同径・同ピッチ

梁のあばら筋

Ｓ2

※かぶり厚さ７０（８０）mmは、柱部材の

　外壁に面する部分のみに適用する。

（　）内は、塩害対策地域に適用する。

ｂ＝地下かぶり

ａ＝地上かぶり

ｃ＝地上かぶり＋増し打ち（３０）

※１．あばら筋と同径・同ピッチとする。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、３．２０．２図による。ただし、ａ＜７０の場合、補強は

Ｓ2受け筋
Ｄ１３

受け筋
Ｄ１３ Ｓ2

図面になければ３．２０．５図による。

（３）基礎梁と床版を一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合の補強は図面による。

及び受け筋（その２）及び受け筋（その１）

受け筋受け筋
Ｄ１３

受け筋
Ｄ１３

Ｄ１３

Ｓ2
Ｓ2

Ｓ3 Ｓ3

１５ｄ以上

１５ｄ以上

Ｓ3

１５ｄ以上

Ｓ3

（２）ラーメン構造の床版の定着長さ及び受け筋は、３．１８．１図による。ただし、引き通す

ことができない場合は、３．１８．２図、３．１８．３図により梁内に定着する。

なお、スラブ筋の場合は、３．１８．１図～３．１８．３図の定着長さＳ2、Ｓ3を、Ｓ4と

読み替える。

３．１８．１図　床版筋の定着長さ ３．１８．２図　床版筋の定着長さ

３．１８．３図　床版筋の定着長さ及び受け筋（その３）

注ｂ1≧ｂ2とする

出隅部分の補強筋

出隅部分の補強筋

出隅部

ｂ1/2

ｂ
1
/
2

Ｓ
1 Ｓ
3

ｂ1 ｂ1

ｂ
1
/
2

ｂ1/2

ｂ
2

Ｓ3

Ｓ2ｂ1/2

Ｓ3

ｂ
2

Ｓ2

柱又は梁にＳ2を定着する

出隅受け部分

注ｂ1≧ｂ2とする

床版配力筋

３．１８．６図　片持床版出隅部の補強配筋

小梁を設ける事を原則とする。

（３）片持スラブの場合は、３．１８．６図の定着長さＳ2、Ｓ3を、Ｓ4と読み替える。

Ｓ
4

Ｓ
4

Ｓ
4

Ｓ
4

（端　部）

３．２０．５図　土間スラブの打継ぎ補強配筋（ダブル）

スラブと同径、同間隔

ａ

Ｄ１３

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ
4

Ｓ
4

６－Ｄ※

３５０

４－Ｄ※

Ｈ

５Ｈ

Ｓ2

Ｈ

Ｓ2

（１）開口の最大径≦７００の場合は、開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

隅角部には、斜め方向に主筋径以上の鉄筋２本を上下筋の内側に配筋する(３．１８．８図)。

開口の最大径＞７００の場合は図面による。

３．１８．５　床版及びスラブ開口部の補強

Ｓ2

ｎ1 本

Ｓ2

（ｎ1 ／２）本

（ｎ2 ／２）本

※

ｎ2 本

Ｓ2

Ｓ
2

（２）開口寸法が配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋

を出来る場合は、補強筋を省略することができる。

３．１８．８図　床版及びスラブ開口部の補強配筋

３．１８．７図　段差のある床版の補強配筋

３．１８．４　段差床版の補強

（１）同一床版に段差がある場合、３．１８．７図の補強を行う。ただし、Ｈ＞１５０の場合は、

先端壁厚以上

先端部補強筋
２－Ｄ１３

１００以下 １
０
０

以
下

１００以下

先端壁厚以上

先端部補強筋
２－Ｄ１３

先端壁の縦筋の径及び

ピッチに合わせる

Ｓ
2

Ｓ2 Ｓ2

２－Ｄ１３
先端部補強筋

ｂ

主筋

配力筋

受け筋
Ｄ１３(Ｌ≦１０００)

Ｄ１６(Ｌ＞１０００)

Ｌ

Ｓ2Ｓ3

（２）段差スラブの場合は、３．１８．７図の定着長さＳ2、Ｓ3を、Ｓ4と読み替える。

一般部

一般床版

※先端の折り曲げ長さｂは、片持部材の厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

※片持スラブの場合は、３．１８．４図及び図３．１８．５図の定着長さＳ2、Ｓ3を、Ｓ4と読み替える。

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

（出隅受け部配筋）（出隅部分補強配筋）

７０＜Ｈ≦１５０Ｈ≦７０

Ｄ※：鉄筋径は、図面による。

※鉄筋径及び本数は、図面による

：壁芯

７０≦a1 、ａ2≦２００７０≦ａ≦２００

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ≦２００

７０≦a1 、ａ2≦２００７０≦ａ≦２００

ａ≦３００mmの場合

Ａ部　柱取り合い

建築工事

土木工事

土木工事

建築工事

土木工事

建築工事

土木工事

建築工事

３．１８．２　片持床版

（１）片持床版の配筋

３．１８．４図　片持床版の配筋

（２）先端に小梁がなく壁が取り付く場合

３．１８．５図　先端に壁が付く場合の配筋

※床版に段差のない場合は、主筋を引き通して床版またはスラブに定着してもよい。
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鉄筋

コンクリート

コンクリート

鉄筋

３．２４．１　一般事項

３．２４．１図　ＰＨＣ杭の杭頭補強

　　　定着する基礎底版コンクリートの設計基準強度を３０Ｎ/mm^u2以上とする。

　　　ＳＤ４９０では４１ｄ以上とする。

基礎底版筋

基礎底版筋

基礎底版筋

３．２５．３　杭基礎の場合のフーチング配筋方法

（１）杭基礎の場合のフーチング配筋方法は、３．２５．３図とする。

（２）杭頭処理の方法は、３．２４項に基づくものとする。

　　　１．０Ｄ（Ｄは杭径）以上とする。

３．２５．１　フーチングの補強

（１）補強方法は図面による。

（２）基礎底版筋の配筋は、図面による。

３．２３．１　底版、床版

（１）底版、床版のせん断補強要領は３．２３．１図及び３．２３．３図による。

３．２３．２　壁

（１）壁のせん断補強要領は３．２３．２図及び３．２３．３図による。

断 面 図

（１）補強鉄筋にＳＤ３９０またはＳＤ４９０を用いる場合、中詰めコンクリート及び補強鉄筋が

（２）鉄筋種別、径・本数は、図面による。

（４）杭頭補強鉄筋が底版厚より長くなる場合は、３.２４.６図による。

（５）杭体内補強鉄筋は必要に応じ配置する。

３．２５　独立基礎の補強

３．２４　杭基礎の補強

３．２３　せん断補強鉄筋

３　土木工事

３．２５．３図　杭基礎の場合のフーチング配筋方法

３．２５．２図　基礎接合部の補強配筋

３．２４．５図　鋼管ソイルセメント杭の杭頭補強

鉄筋種別
内法直径　Ｄ

ＳＤ４９０

ＳＤ３９０

ＳＤ３４５ ５．０ｄ

６．０ｄ

７．０ｄ

３．２５．１図　独立基礎の補強配筋

ずれ止め厚さ

９

１６

１２

３．２４．２図　鋼管杭の杭頭補強

３．２４．４図　ＳＣ杭の杭頭補強

Ｔｙｐｅ　Ｂ

３．２３．３図　せん断補強筋加工要領図

３．２３．１図　底版、床版のせん断補強要領図

（３）杭芯とフーチング外端面との距離（Ｌp）は、場所打杭、打込み杭、埋め込み杭は

３．２５．２　基礎接合部の補強

６ｄかつ６０mm以上

１２ｄ以上

６ｄかつ６０mm以上

６ｄかつ６０mm以上

せん断補強鉄筋

１２ｄ以上

Ｄ

ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

ｄ

Ｄ
６ｄかつ６０mm以上

６ｄかつ６０mm以上

※材質はＳＳ４００

杭　径

補強鉄筋（ｄ）

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

ずれ止め
※１

基礎底版鉄筋

Ｄp／４

Ｄp／４

※２

基礎下面

組立鉄筋

１５mm以上

中詰めコンクリート

１００

１００

１００

基礎底版鉄筋

基礎下面

１００

１００
２００

Ｄ１３以上、間隔１５０＠以下

帯鉄筋

主鉄筋径ｄ

帯鉄筋

Ｄ１３以上、間隔３００＠以下

３．２４．３図　場所打ち杭の杭頭補強

基礎底版主鉄筋

１００

１００

帯筋かぶり １５mm以上

補強鉄筋かぶり１．０ｄ以上
１５mm以上

かつ杭体内補強鉄筋径以上

基礎下面

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

Ｌ≧Ｌ0＋１０ｄ

中詰めコンクリート

ソイルセメント

中詰めコンクリート
補強鉄筋（ｄ）

帯鉄筋
Ｄ１３－１５０＠

ずれ止め
※１

基礎底版鉄筋

基礎下面

※２

組立鉄筋

１５mm以上 補強鉄筋かぶり１．０ｄ以上

１００

１００

１００

Ｄ

基礎上端鉄筋

補強鉄筋

中詰めコンクリート

基礎下面

基礎底版鉄筋

１００

１００

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

３．２４．６図　杭頭補強筋が底版厚より長くなる場合の杭頭補強

補強鉄筋の曲げ

１２ｄ以上

Ｓ2

Ｄ

３－Ｄ１６

≧１５０

Ｓ2

Ｓ2

Ｄ

３－Ｄ１６

Ｓ2

≧１５０

基礎梁あばら筋

と同径・同間隔

Ｌp

１００

基礎底版筋

基礎底版筋

基礎底版筋

断　面　図

平　面　図

１２ｄ以上

６ｄかつ６０mm以上

せん断補強鉄筋

補強鉄筋かぶり１．０ｄ以上

３．２４．１表

Ｄ１３－１５０＠
帯鉄筋

Ｌ≧Ｌ0+１０ｄ

中詰め補強鉄筋（ｄ）

Ｓ2

Ｓ2

１００

１００

基礎底版鉄筋

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

中詰めコンクリート

中詰め補強鉄筋

基礎下面

杭体内補強鉄筋

ＰＣ鋼材

杭体内補強鉄筋

注１．φは、ＰＣ鋼材径とする。

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

杭体内外ずれ止めプレートの肉厚

３．２３．２図　壁のせん断補強要領図

※壁厚ならびに配筋は図面による。

カットオフする場合

カットオフしない場合

杭頭処理形態

Ｌ≧Ｌ0＋１０ｄ

Ｌs
Ｌc

Ｌs≧５０φ＋Ｌ0＋１０ｄ

Ｄp

Ｌc≧２．５Ｄp＋１００、かつ５０φ＋Ｌ0＋１０ｄ＋（かぶり１００）

Ｌs≧Ｌ0＋１０ｄ

Ｄp

Ｌ≧２．５Ｄｐ+１００

Ｄp

Ｌ≧Ｌ0＋１０ｄ

Ｌ≧２・Ｄp

Ｌs≧Ｌ0＋１０ｄ

Ｌc≧Ｄp＋１００

Ｌ≧Ｌ0＋１０ｄ

Ｄp

（３）杭基礎の補強鉄筋の定着長Ｌ0は、主筋の材質がＳＤ３４５およびＳＤ３９０では３５ｄ以上、

Ｌ≧Ｌ0 ＋１０ｄ

Ｌc≧Ｄsp＋１００

Ｌs≧Ｌ0+１０ｄ

Ｄsp／４

Ｄsp／４

Ｄsp

Ｄsc

Ｌ≧Ｌ0＋１０ｄ

（Ｄp）

Ｄp ＜ ８００

８００≦ Ｄp ＜１２００

１２００≦ Ｄp ＜１５００

Ｌc≧２．５Ｄp＋１００、かつＬ0＋１０ｄ＋（かぶり１００）

断 面 図

※鉄筋径及び間隔は図面による。

※鉄筋径及び間隔は図面による。

Ｄ＝５ｄ

Ｄ：曲げ内法直径

ｄ：せん断補強鉄筋直径（呼び名）

※１：ずれ止めの大きさは、３．２４．１表による。

※２：全周現場すみ肉溶接

※鉄筋径及び間隔は図面による。

※１：ずれ止めの大きさは、３．２４．１表による。

※２：全周現場すみ肉溶接

※ｄ：鉄筋直径

（呼び名）

（呼び名）

※ｄ：鉄筋直径

０＜Ｄ≦２００２００＜Ｄ≦１０００

梁幅 梁幅

福 山 市 上 下 水 道 局
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３．２６．１　 適用範囲

（１）本構造細目共通図は、下水道施設における処理場、ポンプ場の土木構造物の耐震補強に

　　　適用する。

（２）図面及び構造細目共通図に記載されていない事項は、下記に基づくものとし、これらに相違

　　　がある場合は監督職員に確認し指示を受ける。

３．２６．２　鉄筋の仕様及び継手

鉄筋の種類及び継手は３．２６．１表による。　

下記以外

※Ｄ１３以上

・Ｄ１９以上の柱、梁主鉄筋

・Ｄ１６以上の増設端の床・壁鉄筋

・図面による

　　　ＳＤ材との継手にガス圧接を使用してはならない。

※１

※

３．２６．３　鉄筋の継手長及び定着長

ＳＤ３４５以外の鉄筋との継手長・定着長については図面による。

３．２６．４　あと施工アンカー（接着系）

（１）アンカー径は、Ｄ１３以上、Ｄ２２以下とする。

（２）アンカーの打設は、増設壁が接合する四周の柱、梁に行うことを原則とする。

３．２６．１表　鉄筋の種類及び継手

(ナット付き）

(ナットなし）

ＳＬ1：補強筋との継手長

ＬＬn：有効定着長さ

ＬＬd：アンカ-筋の全長

ＬＬe：アンカ-の有効埋め込み長さ

３．２６．１図　あと施工アンカー埋め込み・定着図

ｄＬa：アンカ－軸部の直径、アンカ－筋の呼び名

ＤＬa：既存コンクリ－ト躯体への穿孔径

Ｌ ：コンクリ－トの穿孔深さ、または接着系アンカ－の埋め込み長さ

・Ｄ１３以上

種　別

ＳＤ ３４５

重ね継手

　)ガス圧接

　フレアー溶接

機械式継手

鉄筋の継手

鉄筋の種類

径

※１）既存の鉄筋種別がＳＲ２３５，２９５及びＳＤ２９５Ａの場合は、

３．２６．７　開口閉塞

（１）既存壁と増設壁との接合は、開口周囲のコンクリートをはつり、鉄筋同士をフレア溶接

で行う。

（２）閉塞部分が既存梁、柱と接する部位は全てあと施工アンカーで接合する。

はつり範囲例　　mm

はつり幅壁の鉄筋径

Ｄ１３ ２００

２００Ｄ１６

Ｄ１９ ３００

３００Ｄ２２

Ｄ２５ ３００

３．２６．８　フレア溶接

（１）特記なき鉄筋のフレア溶接の継手形状を３．２６．６図に示す。

(詳細は「鉄筋定着・継手指針[2007年版]」(土木学会)による。)

３．２６．６図　フレア溶接継手形状

３．２６．５図　開口閉塞要領図

（３）閉塞部分の頂部２００mm以上は、無収縮モルタル圧入とする。

（２）継手長さは鉄筋径の１０倍とし、回し溶接は行わない。

（３）あと施工アンカーは接着系とし、開口補強部を除き、アンカー筋はナット付きとする。

３．２６．６　増打ち補強壁ほか

（１）増打ち補強壁の配筋は３．２６．４図を標準とする。

（２）あと施工アンカーは接着系とし、開口補強部を除き、アンカー筋はナット付きとする。

（３）増打ち部と接する既存の壁面を目荒しするほか、新旧の壁面にジベル筋を設けるものとし、

　　　配置間隔は図面による。

（４）増打ち壁の頂部２００mm以上は、無収縮モルタル圧入とする。

（５）梁下端部や垂れ壁下端部の施工では、コンクリートのブリーディングや沈下を考慮して、

　　　打継目が一体となるように留意する。

３．２６．４図　増打ち補強壁要領図

ジベル筋（接着系）

あと施工アンカー（接着系）

アンカ－筋（ナット付き）

ジベル筋（接着系）

（Ｄ１３以上）

(あと施工アンカーの位置と間隔)

３．２６．２図　あと施工アンカー配置図

３．２６．２表　あと施工アンカー埋め込み・定着長さ

区 分

一般部

曲げモーメント

せん断力

曲げモーメント

せん断力

-

-

カット

先端形状４５°

用 途 長 さ 備 考

１２・ｄa

７・ｄa

１２・ｄa

１０・ｄa

２０・ｄa

ＳＬ1＋ ５・ｄa ナットなし

ナットあり

位 置

一般部

開口補強部

一般部

開口補強部

有効定着長
（ＬＬn）

（ＬＬe）
有効埋め込み長

既存躯体 増設補強壁

ｄＬa ＬＬe

接合面
接着剤

Ｄ
Ｌ

a

Ｌ ＬＬn

ＬＬd

アンカ－筋

ｄ
Ｌ

a

増設補強壁既存躯体

ｄＬa ＬＬe

接着剤
接合面

Ｄ
Ｌ

a

Ｌ ＬＬn＝ＳＬ1 +５ｄＬa

アンカ－筋

ｄ
Ｌ
a

はしあき

（５ｄa以上）

ピッチ

（７．５ｄa以上かつ３００mm以下）

（５ｄa以上）

はしあき ピッチ

（７．５ｄa以上かつ３００mm以下）

（２．５ｄa以上かつ主筋の内側）

へりあき

ゲージ

（５．５ｄa以上）

はしあき

（５ｄa以上）

ピッチ

（７．５ｄa以上かつ３００mm以下）

ゲージ

（４ｄa以上）

へりあき

（２．５ｄa以上かつ主筋の内側

かぶりコンクリート せん断補強筋

あと施工アンカー

主筋 可(○)

不可(×)

２
０
０

m
m
以

上

無収縮モルタル圧入

＠

＠

（Ｄ１３以上）

壁周辺目荒し

埋込長

あと施工アンカー（接着系）

アンカ－筋（ナット付き） ジベル筋（接着系）

（Ｄ１３以上）

φ ａ

ｗ
溶接部

回し溶接をしない

２０mm

鉄筋

２０mm

鉄筋

回し溶接をしない

１０ｄ

（３）アンカーの埋め込み・定着長さを３．２６．２表に示す。

３．２６．５　新設補強壁

（１）新設補強壁の配筋は３．２６．３図を標準とする。

（２）新設部と接する既存の壁面には目荒しを施す。

（４）新設壁の頂部２００mm以上は、無収縮モルタル圧入とする。

埋込長

あと施工アンカー（接着系）

アンカ－筋（ナット付き）

２
０
０

m
m
以
上

無収縮モルタル圧入

アンカ－筋（ナット付き）

壁周辺目荒し

幅止め筋（Ｄ１３以上）

３．２６．３図　新設補強壁要領図

あと施工アンカー（接着系）

フレア溶接

（片面１０ｄ）

はつり範囲

フレア溶接

（片面１０ｄ）

（鉄筋径による）

後打ちコンクリート

はつり範囲（鉄筋径による） フレア溶接

（片面１０ｄ）

無収縮モルタル圧入

２
０

０
m
m
以

上

２
０
０

m
m
以
上

３　土木工事

３．２６　耐震補強

（ａ）シングル配置

（ｂ）ダブル配置

（ｃ）千鳥状配置

（ｄ）断面配置

ｗ：溶接ビードの幅

ａ：のど厚

φ：鉄筋径（呼び径）
フレア溶接継手の形状

１）土木工事特記仕様書

２）土木工事共通仕様書

３）コンクリート標準示方書・施工編

４）コンクリート標準示方書・構造性能照査編

５）官庁施設の総合耐震診断・改修基準及び同解説

６）鉄筋定着・継手指針

７）2001年　既存鉄筋コンクリート造建築物の

　　耐震改修設計指針・同解説

８）あと施工アンカー連続繊維補強設計・施工指針 国土交通省

日本建築防災協会

土木学会

建築保全センター

土木学会

土木学会

国土交通省＊＊地方整備局

全国上下水道コンサルタント協会 （別紙による。)

（平成    年版）

（　2012年版　）

（　2002年版　）

（平成   8年版)

（　2007年版　）

（　2001年版　）

（　2006年版　）
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かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋、組立筋を除く）の外面から躯体面

までの距離（４．３．１図）をいう。

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり厚さに許容

施工誤差１０mmを加えた厚さ以内に納めるものとする。

最小かぶり厚さは、４．３．１表による。

　　　定着の方法は４．５．２図による。

　　　て定着する鉄筋の定着長さＬが、４．５．２表のフックあり定着の長さを確保できな

　　　い場合は、全長を４．５．２表に示すフックなし定着長さとし、かつ、余長を８ｄ、

　　　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを４．５．３表に示す長さをのみ込ませる。

４．５．１　鉄筋の重ね継手

（１）鉄筋の重ね継手及び定着の長さは、４．５．１表による。

（２）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

４．３．１　かぶり厚さ

４．３．１図　鉄筋のかぶり厚さ

４．３．２　最小かぶり厚さ

（１）床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンク

リートの厚さを含まない。

（２）柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１．５倍

以上確保して最小かぶり厚さを定める。

（３）溶接金網にも適用する。

（１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

（３）異形鉄筋の直径（呼び径）の１．５倍以上

（注）１．Ｌａ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　　（基礎梁、片持ちスラブを含む。）

　　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

塩害区分

構造部分の種別

１：打継目地部分は目地底より最小かぶり厚さを確保する。

２：仕上なしの場合を標準とする。

床､耐力壁以外の壁

柱、梁、耐力壁

底版

柱、梁、床、壁

底版、基礎

４．１　鉄筋の折曲げ加工

４．３　鉄筋のかぶり及び間隔

４．４　鉄筋相互のあき

４　建築工事

帯筋

ａ

かぶり厚さ

打継ぎ

かぶり厚さ

増打

躯体面

ａ

かぶり厚さ

あばら筋

定着起点

定着起点

ｂ

Ｌ 余長

全長

Ｌb（ただし、梁幅の

Ｌ1ｈ、Ｌ2h又はＬ3h

Ｌ1、Ｌ2又はＬ3

Ｌa（ただし、柱せいの

（２）最小のあき２５mm

種　別

鉄筋の

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５
３０

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ

１５ｄ

Ｌa Ｌb

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

３０

設計基準強度

２４　２７

２４　２７

（注）１．Ｌ1、Ｌ1ｈ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のＬ1ｈは、４．５．１図に示すようにフック部分Ｌを含まない。

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

２４　　２７

３０

２４　　２７

３０

３５ｄ

３５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

２５ｄ

―

鉄筋の

種　別

１０ｄ

かつ

以上

フックなし フックあり

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

２５ｄ ２０ｄ

２５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

１０ｄ

Ｌ3h

スラブ小梁
Ｌ2hＬ1ｈ

Ｌ3

スラブ小梁

２０ｄ

Ｌ2

３０ｄ

３０ｄ

３５ｄ

３０ｄ３５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

また中間部での折曲げは行わない。

　　５．フックありの定着の場合は、４．５．２図(イ)に示すようにフック部分bを含まない。

　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直筋の直線定着長さ(基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）

　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊の恐れのない個所への直接定着の長さ及びフックありの定着の長さ

(注)１．Ｌ1、Ｌ1ｈ：２．以外の直線定着の長さ及びフックありの長さ

４．５．４　定着の方法

　　　なお、（ロ）折曲げ定着の梁主筋の柱内折曲げ定着において、仕口内に縦に折曲げ

　　　（注）１、Ｌa、Ｌbは、４．５．３表の鉄筋の投影定着長さを示し、下記の条件を満たすものとする。

最大径

の場合

粗骨材

（３）

３１mm

２５mm

Ｄ１９

Ｄ２２

Ｄ２５

Ｄ２９

Ｄ１６

Ｄ１３

１１

１４

１８

２１

２５

２８

３３ ４４mm

３８mm

３３mm

２９mm

２４mm

２０mm

４２mm

４５mm

４９mm

５２mm

５８mm

６６mm

７７mm

２５mm

（１）

鉄筋相互のあき：ａ鉄筋径(mm)

鉄筋径 最外径

Ｄ１０

（２）
最小鉄筋芯間隔

１５mm

３０

４０

４０

４０

６０

６０

４０

５０

５０

５０

７０

７０

一　　般

土、水に
接する部分

煙突等高熱を受ける部分

２４，２７

３０

２４，２７

３０

Ｌ1

　　　　　　　１/２倍以上）

　　　２．Ｌｂ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は２０ｄ及び１０ｄを２５ｄ以上とする。

４．５．２　継手の特記事項

（１） 継手は、極力応力の小さい位置に設ける。

（２） 異種径の鉄筋をガス圧接する場合は、鉄筋径の直近の範囲内とする。

４．５．３　鉄筋の定着

（１） 鉄筋の定着の長さは、４．５．２表による。

Ｌ

　　　　　　　３/４倍以上）

異形鉄筋

（注）Ｄ：鉄筋の最外径　ｄ：鉄筋直径（呼び名）

あき

ａ

Ｄ Ｄ

間隔

４．４．１図　鉄筋のあき

４．５．２図　定着の方法

４．５．３表　鉄筋の投影定着長さ

４．５．２表　鉄筋の定着の長さ

４．５．１表　鉄筋の重ね継手の長さ

４．３．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ(mm)

４．４．１表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

Ｌ1ｈ

コンクリートの

Ｆc（Ｎ/mm^u2）

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

増打

シーリング

かぶり厚さ

かぶり厚さ

躯体面

全長

Ｌ

余長

平 面

壁

壁柱

４．２．１図　異形鉄筋の末端部

４．２　異形鉄筋の末端部

１）最上階の柱頭部

１）下階の柱主筋を

引き通すことが

できない柱頭部 4.7.2

4.2.1

4.7.1

4.2.1

図参照

図参照

２）継手部

１）末端部
１）末端部 4.8.1 図参照

4.11.1１）末端部
１）末端部

２）継手部

１）末端部

２）継手部
１）末端部

壁の一部となる

表参照4.1.1

場合を含む 図参照

部　　位

四隅の主筋

柱

梁

煙突の鉄筋

幅止め筋

圧接継手

継手方式

備　考

帯筋(HOOP)

断面が異な

重ね継手

４．２．１表　フックを設ける位置

上下階の柱

る場合

あばら筋
(STP)

（１）Ｄは、折曲げ内法直径を示す。

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

以下
Ｄ１９

柱、梁の主筋

Ｄ１６以上の鉄筋

Ｔ形及びＬ形の梁の

あばら筋

幅止め筋

４ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

～Ｄ３８

３ｄ以上

３ｄ以上

３ｄ以上

３ｄ以上

Ｄ１６

１３５°９０°

　　　２．９０°未満の折曲げの内法直径は図示による。

　　　　　を用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。

４．１．２表　鉄筋の折曲げ形状及び寸法(中間部)

－
あばら筋、帯筋
スパイラル筋

８ｄ以上６ｄ以上

４ｄ以上３ｄ以上

４ｄ以上

使　用　箇　所ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ３４５

折曲げ内法直径（Ｄ）

折　曲　げ　図

折　曲　げ　図

折曲げ内法直径（Ｄ）

ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ３４５

Ｄ１９
～Ｄ２５

Ｄ１６
以下

Ｄ２９
～Ｄ３８

使　用　箇　所

その他の鉄筋

曲げ
角度

４．１．１表　鉄筋の折曲げ形状及び寸法（末端部）

（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フック

ｄ Ｄ

４ｄ以上

ｄ Ｄ

６
ｄ

以
上

８
ｄ
以
上

Ｄ

ｄ

４
ｄ

以
上Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

４
ｄ
以
上

９０°
以下

Ｄ

ｄ

曲げ

角度

鉄筋の折曲げ加工は、４．１．１表及び４．１．２表を標準とする。

異形鉄筋の末端部には、４．２．１表によりフックを設ける。

１５０mm

鉄筋相互のあきは、下記の最大値のもの以上とする。ただし、機械式継手及び溶接継手

のあきは、図面による。

４．５　鉄筋の継手及び定着

（３）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、４０ｄとする。ただし、ＳＤ３９０、

ＳＤ４９０を使用する場合は特記による。

ｄ

１８０°

１３５°

９０°

９０°

１３５°

Ｄ１３以下の鉄筋

あばら筋、帯筋、スパイラル筋

４．５．１図

　　・梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの３／４倍以上

　　・小梁主筋の大梁内定着においては、原則として大梁幅の１／２倍以上

　　・スラブの梁内定着においては、原則として梁幅の１／２倍以上

Ｄ

図の　印

図の　印

鉄筋の Ｌ1 Ｌ1ｈ

（フックなし） （フックあり）種　別

ｄ Ｄ 粗骨材径×１．２５ 最小あき 鉄筋径×１．５
ａ＋Ｄ

設計基準強度

コンクリートの

Ｆc（Ｎ/mm2）

設計基準強度

コンクリートの

Ｆc（Ｎ/mm2）

※ 通常の施工の場合
必要とする場合

・ 塩害対策を

柱 梁

ａ  部

フックなし 梁主筋の柱内曲げ定着

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着フックあり

（イ）直線定着 （ロ）折曲げ定着

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度　　下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月  2025年 1月

S-08/37

構造細目共通図（８）



直交梁位置

Ｌ1h

ａ

Ｌ1h

ａ=０．５Ｌ1h

ａ=０．５Ｌ1

４．５．４表　隣り合う継手の位置

（柱頭又は柱脚部）
末　端　部

（重ね継手）
中　間　部

隣り合う継手の位置は、４．５．４表により、ａ寸法を守ること。

ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合を除く。

４．７．１　隣り合う継手の位置及び定着

（２）柱頭定着長さＬ2が確保出来ない場合は、図面による。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、４．７．２図による。

（１）フック及び継手の位置は交互とする。

（２）帯筋の割付けは、４．９．１図による。ただし、図面にある場合は図面による。

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、０．２％以上を

４．６．１　継手及び圧接中心位置

４．５．５　隣り合う継手の位置及び定着

４．９　帯筋の割付け

４．７　柱筋の継手及び定着

４　建築工事

４．６　柱筋の継手位置

（１）継手長さはＬ1とし、定着及び余長は、４．７．１図による。

４．８　帯筋

４．８．１　帯筋の形状

（１）帯筋の形状は、４．８．１図とし、種別は図面による。図面になければ下記による。

（ロ）（イ）

（ロ）

（ロ）（イ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（イ）

（ロ）

・丸形

（ニ）

・Ｈ形

・Ｗ－Ｉ形（溶接を行う）

・ＳＰ形（スパイラル筋）

溶接の場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

（ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア

（ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ｉ形とする。

（ａ）Ｈ形を標準とする。

以上の

添巻

≧６ｄ

ｄ

ｄ

≧６ｄ

ｄ

≧６ｄ

ｄ

≧６ｄ

確保し、補強筋間隔≦１．５Ｐとする。

１．５巻

※１．５Ｐ1、１．５Ｐ2のピッチは１５０mm以下とする。

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１３ ＠１２５

パネルゾーン柱幅(mm)

≦５００

≦６００

≦７００

≦８００

≦９００

≦１０００

≦１１００

≦１２００

４．１０　大梁筋の継手及び定着

４．１０．１　大梁（基礎梁以外の大梁に限る）主筋の継手、定着及び余長

（１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

５０ｄ

５０ｄ

４．５．３図　溶接金網の継手及び定着要領

４．５．４図　スパイラル筋の継手及び定着要領

（１）溶接金網の継手及び定着

３／４ｈ0（ｈ0は柱の内法高さ）以下とする。

柱、梁の交差部の配筋例（０．２％確保）

（１）柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５０cm以上、１５０cm以下かつ

（ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、１．５巻以上の添巻きを行う。

（２）スパイラル筋の継手及び定着

４．９．１図　帯筋の割付け

４．８．１図　帯筋組立の形

４．７．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着

≧６ｄ

ｄ

≧８ｄ

Ｌ ＬＬ

≧６ｄ

≧４０ｄ

Ｐ＠

Ｐ＠

Ｐ＠

Ｐ＠

≧６ｄ

≧６ｄ Ｌ

４．１０．２　ハンチのない場合

ａ

ａ

ａ≧０．５Ｌ1h

ａ≧０．５Ｌ1h

Ｌ1hＬ1h

Ｌ1Ｌ1

ａ

Ｌ1

Ｌ1

ａ

定着の長さ

床版の場合

鉄筋

壁の場合

鉄筋

一節半以上かつ
継手の重ね長さ

一節半以上かつ

１５０mm以上

継手の重ね長さ
Ｌ3 Ｌ2 Ｌ2Ｌ2

１５０mm以上

かぶり厚さ

か
つ

１
５

ｄ
か
つ
１

５
ｄ

ｈ
0

ｈ
0

ｈ
0
/
２
＋

１
５
ｄ

Ｌ2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2
以
上

ｈ
0

５
０
０

以
上
か

つ
１

，
５
０

０
以

下
５
０

０
以
上

か
つ

１
，
５

０
０

以
下

≦
３

/
４
・

ｈ
0

≦
３
/
４

・
ｈ

0

ｈ
0
/
２
＋

１
５

ｄ

継手 定着

≧１５０mm≧１５０mm

１

６Ｄ

ａ

Ｄ

ａ

≦

差し筋

ｂ
Ｄ

１

６

ａ

≦
ａ

Ｄ

か
つ

１
５

ｄ

Ｌ
2
以
上

６

差し筋

ｂ

ａ

１

Ｄ

ａ

Ｄ
＞

か
つ

１
５

ｄ

Ｌ
2
以

上

４．７．１図　柱主筋の継手、定着及び余長

２＠

以下

帯筋

２＠Ｐ

重ねる。

１＠

以下

梁面より割付ける。

１Ｐ ＠

１＠

以下

０.２％以上、

０．２％以上、

０．２％以上、

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

一般の場合

上下の柱断面寸法が異なる場合、

帯筋は、一般の帯筋より１サイズ

太い鉄筋または同径のものを２本

二段筋

Ｄ

継手長さ

継手長さ

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

１５ｄ(余長)

２０ｄ(余長)

Ｄ

Ｌ0

Ｌa※

１５ｄ(余長)

Ｌa※

Ｌ2余
長

Ｌ2
Ｌ0／４ Ｌ0／２ Ｌ0／４

Ｌ2

余
長

Ｌ2

Ｌ2

余
長

Ｌ2

Ｌa※

Ｌ2

Ｌa※

余
長

Ｌa※

ＣＬ ＣＬ

Ｌ0／４

余長

Ｌ2

Ｌa※

余
長

：柱芯ＬＣ

Ｌ2
Ｌa※

ＣＬ ＣＬ

余長

（１）最上階の場合

４．１０．３図　大梁の重ね継手、定着及び余長

４．１０．３　ハンチのある場合

４．１０．４図　ハンチのある大梁の定着及び余長（最上階）

二段筋
Ｌ2

Ｌ1

Ｌ1Ｌ1

Ｌ1

Ｌ2

余
長

Ｌ2

Ｌa※

余
長

Ｌa※
Ｌ2

ＣＬ ＬＣ

（注）１．継手中心位置は次による。

　　　　　　上端筋：中央Ｌ0／２以内

　　　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌ0／４を加えた範囲以内

　　　２．４．２ 異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　　３．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　４．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※　Ｌａは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

重

ね

継

手

圧
接

継

手

条   件 重ねる場合 離す場合

フックなしの場合

フック有りの場合

ａ≧４００mm

　　　※　Ｌａは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

が多い場合

柱脚の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

柱頭の鉄筋

ａ：上下の柱幅の差(ａ≦１５０)

ｂ：かぶり厚さ

Ｄ：梁のせい

４．１０．２図　段違い梁

４．１０．１図　梁主筋の梁内定着

梁

柱

梁

Ｌ2

梁梁

柱
Ｄ≦１００

吊上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ

太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。

　　ｂ．梁主筋を、柱内に折曲げて定着する場合は次による。

　　　　なお、定着の方法は、４．５．４による。

　　ｃ．段違い梁は４．１０．２図による。

上端筋：曲げ下ろす。

下端筋：原則として曲げ上げる。

Ｄ１０ ＠１２５

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１００

　　ａ．梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すこと

　　　　が出来ない場合は、ｂ．により柱内に定着することができる。

　　　　ただし、やむ得ず梁内に定着する場合は、４.１０.１図による。

最上階

一般階

上端筋

下端筋

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度　　下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月  2025年 1月
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　３. 梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。

　４．破線は、梁内定着の場合を示す。

　２．　　　　    印は、継手及び余長を示す。

４．１２．２　小　梁

４．１１

小梁及び片持梁の配筋要領４．１２

４．１２．１　一般事項

（１）図面にない事項は大梁、梁のあばら筋の項に準ずる。

（２）

４　建築工事

４．１０．４　水平段差のある場合

４．１０．５　鉛直段差（ｅ）のある場合

（２）ｅ／Ｄ＞１／６の場合

（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０mm程度とする。

（２）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、Ｌ2とする。

（３）土圧、水圧を受ける梁は、図面による。

（４）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００mmピッチ程度とする。

（２）間隔が一様でハンチのある場合

４．１１．１　一般事項

４．１１．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

（１）形は、４.１１．１図（イ）を標準とする。

（２）フックの位置

ｃ．（ハ）の場合は床版の付く側を９０゜折曲げ、８ｄ確保する。

ｄ．（ホ）（ヘ）の場合は梁の上下にスラブが付く場合でかつ、梁せいが

ｂ．（ロ）の場合　床版が片側に付く場合は床版の付く側

ａ．（イ）の場合は交互とする。

ｂ．床版が両側に付く場合は、（ロ）～（ニ）

ａ．床版が片側に付く場合は、（ロ）又は（ハ）

ただし、（イ）によることが出来ない場合は、下記の方法によることが出来る。

床版が両側に付く場合は交互

４．１１．１図　あばら筋組立の形及びフックの位置

　　　１．５m以上の場合に適用する事ができる。（基礎梁）

４．１１．４　腹筋及び幅止め筋

ａ） 腹筋及び幅止め筋

４．１０．８図　鉛直段差梁（その２）

４．１０．７図　鉛直段差梁（その１）

定着の長さは、４．１０．２図に準ずる

４．１０．６図　大梁の定着及び余長（水平段差のある場合）

（３）梁の端部で間隔の異なる場合

４．１１．４図　あばら筋の割付け（その３）

４．１１．３図　あばら筋の割付け（その２）

（１）間隔が一様でハンチのない場合

４．１１．３　あばら筋の割付け

４．１１．２図　あばら筋の割付け（その１）

４．１２．２図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

（注）１．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　２．梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

（２）単独小梁の場合

４．１２．１図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

梁のあばら筋、腹筋及び幅止め筋

４．１２．３　片持梁筋の定着

（１）先端に小梁のない場合

ａ．先端の折曲げの長さｂは、梁せいよりかぶり厚さを除いた長さとする。

ｂ．梁筋を引き通さない場合は、取り合い部材に定着する。ただし、柱に

取り合う場合は、全数を引き通すことができる場合でも、上端筋は、

２本以上を柱に定着する。

（２）先端に小梁がある場合

ａ．上端筋は、先端小梁内に斜めに定着する。

ｂ．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

ｃ．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

４．１２．３図　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁のない場合）

印は、継手及び余長を示す。

（２）特殊な梁

腹筋及び幅止め筋は、図面による。

４．１１．５図　腹筋及び幅止め筋

（１）水平段差のある場合

（１）ｅ／Ｄ≦１／６の場合

（１）一般の梁

（１）連続小梁の場合

　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置及びハンチに切り替わる位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

　　※　Ｌａは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

　　　※　Ｌaは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

　　　※　Ｌaは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

　※　Ｌaは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

※　Ｌbは、原則として、４．５．３表の数値かつ梁幅の１／２倍以上とする。
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４．１２．４図　片持梁主筋の定着

(注)１.　４．２ 異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

Ｃ：柱芯Ｌ

※ Ｌ3Ｌhをフックなしで定着
　 させる場合は２５ｄとする。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ＠、Ｐ'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

４．１０．５図　ハンチのある大梁の定着及び余長（一般階）

（２）一般階の場合

　　　※　Ｌbの数値は、原則として、４．５．３表の数値かつ梁幅の１／２倍以上とする。

平面

断面

一般階 最上階

６００≦Ｄ＜９００ ９００≦Ｄ＜１,２００ １，２００≦Ｄ≦１,５００

重ね継手とする場合

（ヘ）

一般の場合

（ホ）（ニ）（ハ）（ロ）（イ）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

小梁外端部 小梁連続端部

小梁の終端部小梁が連続する場合

一般階
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４　建築工事

４．１３．４　壁の交差部及び端部

４．１５．１　一般事項

４．１５　床の配筋要領

４．１４　壁の打増し要領

４．１５．２　片持スラブ

（２）先端に小梁がなく壁が取り付く場合

４．１５．３　出隅部の配筋方法

４．１５．３図　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その３）

４．１５．５図　先端に壁が付く場合の配筋

４．１５．４　地上部最上階の屋根床版

４．１５．５　段差床版の補強

４．１５．６　床版開口部の補強

（２）床版開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに

より開口部を避けて配筋できる場合は、補強筋を省略することができる。

ａ．交差部補強筋Ｄ※はＤ１３以上、かつ壁主筋と同径とする。

４．１３．４図　壁の交差部及び端部の配筋

（１）鉄筋の継手長さは、Ｌ1 とする。

４．１４．１図　壁の打増し補強配筋

打増し部

縦筋はＤ１０とし、間隔は２００mm

横筋はＤ１０とし、間隔は壁横筋と同じ

（２）定着長さ及び受け筋は、４．１５．１図による。ただし、引き通すことができない場合は、

４．１５．２図、４．１５．３図により梁内に定着する。

（３）基礎梁と床版を一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合の補強は図面による。

（１）片持スラブの配筋

４．１５．４図　片持スラブの配筋

（１）補強の配筋は図面による。配筋方法は、４．１５．６図による。

（２）出隅受け部分(図のハッチ部分)の配筋は、図面(幅はｂ1 /２とする）による。

特記にない場合は、Ｄ１０＠１００ダブルとする。

４．１５．６図　片持スラブ出隅部の補強配筋

（１）出隅及び入隅部分には、４．１５．７図により、補強筋（溶接金網）を上端筋

の下側に配筋する。

（２）陸屋根、勾配屋根共通とする。

４．１５．７図　出隅及び入隅部分の補強配筋

（１）同一床版に段差がある場合、４．１５．８図の補強を行う。ただし、

Ｈ＞１５０の場合は、小梁を設ける事を原則とする。

４．１５．８図　段差のある床版の補強配筋

（１）開口の最大径≦７００の場合は、開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

隅角部には、斜め方向に主筋径以上の鉄筋２本を上下筋の内側に配筋する。(４.１５．９図)

開口の最大径＞７００の場合は図面による。

４．１５．９図　床版開口部の補強配筋

４．１５．１図　スラブ筋の定着長さ

及び受け筋（その１）

４．１５．２図　スラブ筋の定着長さ

及び受け筋（その２）

ｂ．壁の端部にＵ型鉄筋を使用する場合の径及び間隔は、壁筋と同径及び同間隔とする。

　　　壁と壁の交差部は、４．１３．４図による。

コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記によるほか、配管等での壁の

打増し補強筋は、４．１４．１図による。

打増し厚さのａが５０mm以上、２００mm以下に適用する。

２００mmを越える場合は、特記による。
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Ｌ3 Ｌ3

余長

Ｌ2
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Ｌ2

※　原則としてＬbは、４．５．３表の数値かつ梁幅の１／２倍以上とする。

よりかぶり厚さを除いた長さとする。

※ 先端の折り曲げ長さｂは、スラブ厚さ

※　Ｌbの数値は、原則として、６．３表

の数値かつ梁幅の１／２倍以上とする。

※：鉄筋径は、図面による

Ｄ※：鉄筋径は、図面による。

壁の配筋要領４．１３

４．１３．１　一般事項

（１）壁配筋の継手の長さはＬ1、及び定着の長さは、Ｌ2とする。

（２）土圧及び水圧などを受ける壁及び耐震壁として、図面に示されたものは、継手長さをＬ1、

定着長さをＬ2とする。ただし、耐力壁の重ね継手の長さは４０ｄとし、ＳＤ３９０、

（４）一般部壁筋は、４．１３．１図による。

ＳＤ４９０を使用する場合は特記による。

（３）幅止め筋は、縦、横ともＤ１０－＠１０００を標準とする。

４．１３．２　耐震壁の開口

（１）耐震壁等の開口は、図面以外は設けてはならない。

満足することを構造計算によって確認すること。

（２）やむを得ず開口をあける場合は、Ｈ１９国土交通省告示５９３号の規定を

４．１３．１図　壁の配筋

※壁構造の場合は、「壁構造配筋指針・同解説」（建築学会）に基づき図面による。

４．１３．３　壁開口部の補強

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強筋の長さ及び位置は、４．１３．３図

を標準とする。

４．１３．３図　壁開口部の補強の定着長さ

（２）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより

開口部を避けて配筋出来る場合は、補強筋を省略することができる。
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４．１９．１　斜め柱・斜め梁の取り合い

勾配屋根の取り合い

４．１７  階段の配筋要領

４　建築工事

４．１９

４．１８．２　梁

４．１９．２　梁と床版の取り合い

４．１９．３　円柱の取り合い

４．１８ 柱及び梁の増し打ち要領

（１）壁配筋は、図面による。

（２）階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に曲げ下ろす。

４．１８．１　柱

４．１８．１図　柱の増し打ち補強配筋

ただし、ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、４．１８．１図による。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｌ2以上とする。

（４）増し打ち部分主筋の定着，重ね長さは、柱の主筋による。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、４．１８．２図による。ただし、

ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｌ2以上とする。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合

４．１８．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

４．１８．３図　梁の上下の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

（１）※印の鉄筋は、同径以上とし、かつダブル巻きとする。

（２）１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、またはダブル巻きとし＠１００

（３）柱の取合い部における斜め梁のせん断補強筋中心間隔は、当該梁部材のせん断

以下とする。

補強筋中心間隔ｐ以下とする。

４．１９．１図　斜め柱・斜め梁の取り合い配筋

増し打ち補強要領は、４.１９．２図による。

４．１９．２図　梁と床版の取り合い配筋

４．１９．３図　円柱の取り合い配筋

Ｌ2

ＣＬ

ＬＣ

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ3

４．１７．１図　片持スラブ形階段配筋の定着

主筋

※１ ※１

Ｄ１６－３００＠以内

ａ

Ｌ2 Ｌ2

ａ2

Ｌ2 ａ1

主筋
Ｄ１６－３００＠以内

梁のあばら筋

あばら筋と同径・同材質・同ピッチ 補強筋：Ｄ１６

Ｌ2

≧Ｌ2

ａ

Ｄ１６あばら筋と同径・同材質・同ピッチ 補強筋：

梁のあばら筋

Ｌ2

ａ

≧Ｌ2

※
※

１．５Ｄ

１．５Ｄ

ｐｐｐｐ

Ｌ2

Ｌ1

Ｌ2

Ｌ2

ｐ

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

ｐｐ
ｐ

※
※

※
※

Ｌ1

３-Ｄ１９

Ｄ

１．５Ｄ

１００

梁：Ｄ

柱：Ｄ

Ｌ2

ｐ
ｐｐ

※

Ｄ

Ｌ1

大梁

小梁

小梁

大梁
Ｌ1

１．５Ｄ

ー
Ｄ
１
３
＠
２
０
０

Ｌ2

柱：Ｄ 柱：Ｄ

柱：Ｄ 柱：Ｄ

Ｌ1
Ｌ3

Ｌ2
※

－Ｄ１３＠２００

Ｌ1

１００ Ｌ3

１００

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ3

Ｄ：梁せい増し打ち補強筋

Ｄ
Ｌ2

Ｌ3
Ｌ3 Ｌ3

Ｌ3

梁

梁

梁

梁
隅鉄筋Ｄ１６

Ｄ１３＠２００
ＨＯＯＰ

基礎梁

(図面による)

フーチング

※１

主筋

主筋

※１

主筋

主筋

※１

ｂ

Ｄ１６－３００＠以内

Ｄ１６－３００＠以内

Ｄ１６－３００＠以内

Ｌ2

Ｌ2

ａ

ａＬ2

ａ

Ｌ2

ａ1

ａ2

Ｌ2

※１

主筋
Ｄ１６－３００＠以内

ａ） 柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ｂ） 柱幅と斜材幅が異なる

ｄ） 柱頭で斜材となる上端筋は、連続筋とする。ｃ） 柱脚で斜材となる

ｅ） 梁が斜材となる上端筋は、連続筋とする。

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ1 、ａ2　≦２００

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ≦２００

※１．帯筋と同径・同材質・同ピッチとする。

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ1 、ａ2　≦２００

ｆ） 斜め大梁に小梁が接する場合

柱筋はａ），ｂ）に倣う。

ｇ） 大梁に斜め小梁が接する場合

３） 柱脚部の円柱と基礎との

取合い

取り付く場合

１） 柱頭部で柱芯に梁が ２） 柱頭部で柱外面に梁が

取り付く場合

Ｔｙｐｅ Ａ Ｔｙｐｅ Ｂ

※１．あばら筋と同径・同材質・同ピッチとする。

４．１８．２図　梁の増し打ち補強配筋

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合
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４　建築工事

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度　　下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月  2025年 1月

S-12a

構造細目共通図（１２a）

鉄骨工事４．２０

・ＳＭ４００Ａ　　・ＳＭ４９０Ｂ

・ＳＴＫ４００　　・ＳＴＫ４９０

・溶融亜鉛めっき高力ボルト（F8T,Ｆ10Ｔ）

・ＳＳＣ４００

・　　　　　　　　・　

・ＢＣＲ２９５　　・ＢＣＰ３２５

・ＳＮ４００Ａ　　・ＳＮ４００Ｂ

４．２０．１　材料　　ＪＩＳ規格品とする。

規　　格 鋼　材　名 使 用 箇 所

一般構造用

圧延鋼材

・ＳＳ４００　　　・ＳＳ４９０

圧延鋼材 ・　　　　　　　　・　

圧延鋼材

一般構造用

一般構造用

一般構造用

建築構造用

溶接構造用

溶接構造用

角形鋼管

炭素鋼鋼管

軽量形鋼

・ＳＮ４００Ｃ

・ＳＣＷ４９０－ＣＦ

・ＳＴＫＲ４００　・ＳＴＫＲ４９０

遠心力鋳鋼管

４．２０．２　高力ボルト　　ＪＩＳ・ＪＳＳ規格品及び、建設大臣認定品とする。

種　　類 使 用 箇 所

・トルシア型高力ボルト（Ｓ１０Ｔ）

・ＪＩＳの高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）

４．２０．４　アンカーボルト・普通ボルト　　ＪＩＳ規格品とする。

４．２０．５　ターンバックル

・ＳＮ４９０Ｂ　　・ＳＮ４９０Ｃ　

※溶解亜鉛メッキ高力ボルトの締付け作業においては、施工管理技術者を配置する。

４．２０．８　試験・検査

 　１）　材料試験　　　　＊規格証明書の提出　　・行う

 　２）　溶接部の検査

検査方法

検査率叉は検査数

社　内

備　考

＊外観検査 ＊１００％

第三者

＊超音波探傷

試　験

・マクロ試験

試　験

＊１００％

・　

・　

・　 ・　

・　

・浸透探傷

 　３）　溶接技量試験　　　・行う　　・行わない

 　４）　現寸検査　　　　　＊行う　　・行わない

検査箇所

・　

 　注）　１）　現場完全溶け込み溶接部は、第三者機関により全数検査すること。

クレーンガーター,他（図示）

 　１）　材質　　　　＊ＡＢＲ４００　　・ＳＳ４００（階段屋根）

階段屋根（梁）

B1

本基準図は鉄骨の工場溶接及び工事現場溶接を行う場合に適用する。

１．適用範囲

１）仮付溶接位置の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は

　　避ける。

２）突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。

２．仮付溶接位置

３．溶接施工

１）完全溶込み溶接

ａ．原則として、エンドタブを使用する。

ただし、回し溶接等により健全な溶接部が得られると認められる場合は、省略する

ことができる。

ｂ．鋼製エンドタブおよび裏当て金の材質は、母材と同等以上のものを用い、寸法形状

　　は下記を標準とする。

エンドタブ
エンドタブ

裏当て金

裏当て金

裏当て金エンドタブ
溶接方法

手

半自動

自　動

9

9

12

母材と同厚

30～50

40～60

50～100

≧2530～50

t1 t2B2

B1

B2

t1

t2

t1

B1

t2

B2

t1

ａ．耐火被覆およびコンクリート等で覆われる場所は、原則として除去しない。

４）エンドタブの除去

ただし、鉄筋と干渉する時、および仕上塗装する場合は５㎜を残してガス切断し、

グラインダーにて平滑に仕上げる。

ｂ．下図の場合Ｌ形切断となる部分は、図示のように曲線形に行なう。

切断面

５）スカラップ

５．溶接部の寸法許容差

４．補強すみ肉溶接及び余盛高さ

35

裏当て金
回し溶接する

裏当て金

回し溶接する

充填溶接 充填溶接

Ｈ形鋼梁端ディテール Ｈ形鋼梁端ディテール

柱通し形式 梁通し形式

複合円は滑らかに

仕上げること 複合円は滑らかに

仕上げること

５～１０

ｒ＝１０～１５

ｒ＝３５
ｒ＝１０～１５

５～１０

ｒ＝３５

ス
カ
ラ
ッ
プ
工
法

ノ
ン
ス
カ
ラ
ッ
プ
工
法 注）ダイヤフラムの板厚を

　　梁フランジよりワンサ

　　イズ以上アップの場合

　　は充填溶接不要

t2

e

t1

t1 t2

e t

e

e

t

e
梁

柱

柱

ただし、ｅが２㎜を越える

場合はサイズをｅだけ増加

全長にわたってはならない。板厚が同じで内のりぞろえ

の場合適用

ｅ　≦　３

フランジプレート

フランジプレート

ダイヤフラム

ダイヤフラム

フランジプレート

フランジプレート

梁

する。２㎜を越えるすき間は

突合せ継手の食違い
Ｔ継手のすきま

（すみ肉溶接）
仕口のずれ

ｅ　≦　４

ｔ　≦　１５

１５＜ｔ＜３０ ｅ≦ｔ／１０

ｅ≦１．５

ｅ　≦　３ｔ　≧　３０ｅ　≦　５

ｔ1 ≧ ｔ2 の場合

ｔ1　≦　２０

ｔ1　＞　２０

ｅ≦ｔ1／５ ｔ1　≦　２０ ｅ≦ｔ1／４

ｔ1　＜ ｔ2  の場合

ｔ1　＞　２０

Ｓ ＝ １０　

t

△Ｓ
Ｓ

SS
△Ｓ

t

△Ｓ

h

h h

BB

B

補強すみ肉溶接

Ｔ継手 突合せ継手

余盛高さ

Ｂ　＜　１５

０ ≦ △ａ ≦ ０．４Ｓ かつ ４

Ｂ ｈ

ビート幅     Ｂ 余盛高さ　　ｈ

ｔ ≦ ４０

ｔ ＞ ４０

S

S

L

S

L

SL

△
ａ

△
ａ

a a

L

すみ肉溶接

１５ ≦ Ｂ ＜ ２５

２５ ≦ Ｂ ０.５ ≦ ｈ ≦Ｂ

０.５ ≦ ｈ ≦ ４

０.５ ≦ ｈ ≦ ３

２５

４

０ ≦ △Ｓ ≦ ７

Ｓ ＝ ｔ／４

ｃ．片面溶接に用いる裏当て金の溶接は、下記要領で補強隅肉溶接を行なう。

T T T

S

S S

S

S

S
S

S
S

S
S

S

注）補強隅肉溶接のサイズ T/4≦S≦10

３）すみ肉溶接

ａ．角部においては、原則として回し溶接を行なう。

2S≧

回し溶接

回し溶接

S

２）板厚の異なる継手

ａ．突合せ継手において、突合わせる部材の板厚に差があり、段差が手溶接及び半自動

溶接で４㎜をを越え、自動溶接で３㎜を超える場合は、厚い方の板に１／５以下の

勾配をとり、突合せ部の表面をそろえる。

ｄ．完全溶込み溶接における両面溶接は、原則として裏はつりを行なう。

ただし、自動溶接において完全溶込みが、超音波探傷試験等で確認できる場合は、

裏はつりを省略することができる。

5

1

注）（）内は自動溶接の場合を示す。

T2

T2 - T1 ≦ 4 の場合

(T2 - T1 ≦ 3 の場合)

T2 - T1 ＞ 4 の場合

（T2 - T1 ＞ 3 の場合）

T1 T2 T1

記号

■　開先形状寸法を示す記号

Ｇ：ルート間隔または部材間隔（㎜）

Ｄ：開先深さ（㎜）

Ｔ：母材の板厚（㎜）

Ｒ：ルート面（㎜）

ａ：開先角度

Ｓ：すみ肉及び補強すみ肉溶接のサイズ（㎜）

■　溶接姿勢を示す記号

Ｆ：下向き

Ｈ：水平または横向き

Ｖ：立向き

Ｏ：上向き

■　呼称を示す記号（溶接形状図右上記入）

例：ＧＣ－ＢＬ－２

　　第１項－第２項－第３項

ａ１：先に溶接する側

Ｄ１：先に溶接する側

第１項：溶接方法を示す

ＭＣ：アーク手溶接－完全溶込み溶接

ＭＰ：アーク手溶接－部分溶込み溶接

ＧＣ：ガスシールドアーク半自動溶接－完全溶込み溶接

ＧＰ：ガスシールドアーク半自動溶接－部分溶込み溶接

ＳＣ：サブマージアーク溶接－完全溶込み溶接

ＳＰ：サブマージアーク溶接－部分溶込み溶接

第２項：継手形式と開先形状を示す

Ｂ：突合せ継手

Ｌ：かど継手

Ｔ：Ｔ継手

Ｋ：　形

Ｘ：　形

Ｌ：　形

Ｖ：　形

Ｉ：　形

第３項：裏当てのある場合及び溶接が片側か両側かを示す

Ｂ：鋼裏当て

裏当てを用いないときはその記号を省略する

２：両面を溶接

１：片面だけ溶接

※ターンバックル

　種類

・建築用ターンバックル胴　　　　　※割枠式

・建築用ターンバックルボルト　　　※羽子板ボルト

ねじの呼び　　※構造図による

階段屋根（柱）

図示による

４．２０．３　普通ボルト　

 ボルト及びナットの材料等　　※標準仕様書表7.2.3(JIS付属書品)による

 　　　　　　　　　　　　　　・標準仕様書表7.2.3(JIS付属書品)又はJIS本体規格品(ISO規格)による

 　JIS本体規格品による場合は、ボルトの種類を呼び径六角ボルト又は全ネジボルト、強度区分を4.6又は

 　4.8の鋼製とし、ナットの種類を六角ナット-Cの鋼製とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の最大寸法

　 は、ボルト径の値以下とする)

 ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　　※構造図による

 塗料の種別　鉄鋼面の錆止め塗料

 　　　　　　　※標準仕様書表18.3.1のＡ種　　※ＥＰ－Ｇの適用箇所は標準仕様書表18.3.1のＢ種

 　　　　　　亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

 　　　　　　　※標準仕様書表18.3.2のＡ種　　・標準仕様書18.3.2のＢ種

 　　　　　　　※ＥＰ－Ｇの適用箇所は標準仕様書表18.3.2のＣ種

 塗装を行う耐火被覆材の接着する面　・行う（適用箇所　※図示）　※行わない

 　塗装の種別  ・標準仕様書表18.3.1（　）種　・標準仕様書表18.3.2（　）種

 錆止め塗装膜厚検査　　　※行う　  　・行わない

 普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

 最小板厚1.6mm 以上、3.2mm 未満の形綱、鋼板

 ・Ｃ種（HDZ35） 

 ・Ｂ種（HDZ45） 

 ・Ａ種（HDZ55） 

表１４．２．２　 

 ※構造図による

 最小板厚 3.2mm 以上、6.0mm 未満の形綱、鋼板

 最小板厚 6.0mm 以上の形綱、鋼板

 種別等

亜鉛めっきの種別 材料 適用範囲

 溶融亜鉛めっき高力ボルトの締付け作業を行う技能資格者　※適用する

４．２０．６　錆止め塗装

４．２０．７　溶解亜鉛めっき（主要構造部及び構造耐力上主要な部分に限る）

＊１００％

階段屋根（母屋）

＊１００％

※溶解亜鉛メッキ高力ボルトの締付け作業は、技能資格者が行う。

全て

全て
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　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺

Ｂ１階・１階伏図

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月
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使用材料等一覧表　　施工方法等計画書

使用材料一覧表

Ｆｃ=24Ｎ/?　　  JIS A5308-2019

コンクリートの強度試験方法、調合及び養生方法　※建築基準法及び建築施行令に拠る。

□強度試験　　建築基準法関連告示　「昭56告示1102号第二」に拠る.

□調合方法　　公共建築工事標準仕様書に拠る。

□養生方法　　コンクリート打設後5日間は、温度が2℃を下回らないようにする。

型枠の取外し時期及び方法 「S46年　1月　29日　建設省告示第110号による。」

（せき板）
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福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺

２階・３階伏図

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

３階伏図
A1:S＝1/100

A3:S＝1/200

２階伏図
A1:S＝1/100

A3:S＝1/200

1:100S-14/37

（意匠図：2SL=+9.500）

（意匠図：2SL=+4.100）
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　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺

Ｒ階伏図

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

1:100S-15/37
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　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺

軸組図（1）
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　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺

軸組図（2）

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月
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　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺

軸組図（3）
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工事場所
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設計年月 2025年 1月
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500750300 800

8
00

9970

180

30

500

4550 500 1450 500

485 3150

5
1
0
5

1050 525

21
5
0

1000 550

2
0
0
0

760 520

1
4
1
5

2
5
0

2
5
0 1
3
00

5
4
0
0

4
6
5
033

5
0

150

3
4
0

2
00

1
00 6
0
0

2
5
0 1
3
1
0

3
0
0

43
5
0

3
0
0

51
0
0



ＣＢＡ

B1FL-4.200

 +5.000

3SL+9.500

FG6

B1C3 B1C4

1C3 1C4

2G6

2C3 2C4

3G6

3C3 EW20

RG6

FG6

B1C3

3C4

2G6

3G6

RG6

1C3

2C3

3C3EW20

1G6 1G6

RSL(水下)+14.150

ＣＢＡ

FG5

B1C1 B1C2

1C1
1C2

2G5

2C1 2C2

3G5

EW20

FG5

B1C1

2G5

3G5

1C1

2C1

W20

1G5 1G5

3CG3

EW20 EW20

EW20 EW20

ＣＢＡ

FG5

B1C1 B1C2

1C1

1C2

2G5

2C1 2C2

3G5

3C1

FG5

B1C1

2G5

3G5

1C1

2C1

3C1

1G5 1G5

RG5 RG5

EW20 EW20

3C2

EW20 EW20

EW20 EW20

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺

軸組図（4）

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

０通り軸組図
A1:S＝1/100

A3:S＝1/200 １通り軸組図
A1:S＝1/100

A3:S＝1/200 ２通り軸組図
A1:S＝1/100

A3:S＝1/200

1:100S-19/37

RG1 RG1RG2

建築施工範囲

土木施工範囲

1FL+0.5001FL+0.500（設計ＧＬ）

3FL+9.800

B1FL-4.200

 +5.000

3SL+9.500

RSL(水下)+14.150

建築施工範囲

土木施工範囲

1FL+0.5001FL+0.500（設計ＧＬ）

3FL+9.800

B1FL-4.200

 +5.000

3SL+9.500

RSL(水下)+14.150

建築施工範囲

土木施工範囲

1FL+0.5001FL+0.500（設計ＧＬ）

3FL+9.800電気室 FL 電気室 FL 電気室 FL

400 7800

3900 3900

400

47
0
0

4
5
0
0

4
5
0
0

4
6
5
0

2
3
0
0

1
2
0
0

8
2
0
0

1
3
6
5
0

70
0

30 30

400 7800

3900 3900

400

1730

2100

830

1200

830

1200

1400 1200 1300

2
03
0

2
0
0

400 7800

3900 3900

400

830

1200

830

1200

950 350 950 1175

2
0
0

2
1
5
0

1060

2
03
0 430

3
0
0

43
5
0

47
0
0

4
5
0
0

4
5
0
0

4
6
5
0

2
3
0
0

1
2
0
0

8
2
0
0

1
3
6
5
0

70
0

3
0
0

43
5
0

47
0
0

4
5
0
0

4
5
0
0

4
6
5
0

2
3
0
0

1
2
0
0

8
2
0
0

1
3
6
5
0

70
0

3
0
0

43
5
0

8540 8540 8540



ＣＢＡ

B1C6

1C6

2C6

3C6

FG9

B1C6

2G9

3G9

1C6

2C6

3C6

1G9

RG9

B1FL-6.500

2SL+4.100

1FL+0.500

1SL+0.300

-4.200

W50

EW25

EW25

W18

ＣＢＡ

B1C5

1C5

2C5

3C5

FG8

B1C5

2G8

1C5

2C5

3C5

1G8

RG8

B1FL-6.500

+0.500

1FL+0.300

ＣＢＡ

B1C6

1C6

2C6

3C6

FG10

B1C6

2G10

3G10

1C6

2C6

3C6

1G10

RG10

B1FL-6.500

3SL+9.500

-3.500

+0.500

1FL+0.300

W50C

EW25

EW20

W90E

+10.800

3SL+9.5003SL+9.500

+17.150

RSL(水下)+14.150RSL(水下)+14.150RSL(水下)+14.150

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺 1:100

軸組図（5）

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

５通り軸組図
A1:S＝1/100

A3:S＝1/200４通り軸組図
A1:S＝1/100

A3:S＝1/200３通り軸組図
A1:S＝1/100

A3:S＝1/200

S-20/37

+11.300+11.300
ｸﾚｰﾝﾚｰﾙ天 ｸﾚｰﾝﾚｰﾙ天

+11.300
ｸﾚｰﾝﾚｰﾙ天

建築施工範囲

土木施工範囲

2FL+4.400

+2.500（既設設計ＧＬ）

建築施工範囲

土木施工範囲

2FL+4.400

2SL+4.100

建築施工範囲

土木施工範囲

2FL+4.400

2SL+4.100

新ポンプ室 FL

新ポンプ室 FL

新ポンプ室 FL

新ポンプ室 FL

400 7800

3900 3900

400

1
2
0
0

3
0
0
0

20
0

3
6
0
0

70
0

23
0
0

6
8
0
0

3
8
0
0

1
1
8
0
0

1
0
0
50

400 7800

3900 3900

400

1
2
0
0

20
0

3
6
0
0

6
8
0
0

3
8
0
0

1
1
8
0
0

1
0
0
50

400 7800

3900 3900

400

1
2
0
0

20
0

3
6
0
0

6
8
0
0

3
8
0
0

1
1
8
0
0

1
0
0
50

3
0
0
0

38
0
0

70
0

70
0

1000 1200 1450

1000

2100

30 30 30 30 30 30

500
500

1500 400 4400 500

1750

2700

8
5
0 1
9
0
0

4
10
0

10
0
0

4
60
0

1625 4125 2050

1
3
00

1800760

2
8
7
5

7
5
0

5
4
0
0

4
6
5
0

5
4
0
0

4
6
5
0

5
4
0
0

4
6
5
0 33

5
0

930

1300

900

1300

1
8
00

1
8
00

1
8
00

3
0
0

51
0
0

3
0
0

51
0
0

3
0
0

51
0
0

3110

370 2650 90

1125

2
3
0
0

4
5
00

3
0
0

8540 8540



B1C5

14-D25

-D13@100HOOP

主　筋

B1C5

14-D25

-D13@100HOOP

主　筋

B1C2

14-D25

-D13@100HOOP

主　筋

B1C2

14-D25

-D13@100HOOP

主　筋

B1C3

8-D25

-D13@100HOOP

主　筋

B1C3

8-D25

-D13@100HOOP

主　筋

B1C4

10-D25

-D13@100HOOP

主　筋

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

２

１

０

５４３

E
XP
J

Ｘ

Ｙ

B1C2

B1C1

B1C3

B1C4

B1C5

B1C6

-D13@150

-D13@125

-D13@150

-D13@150

-D13@125

-D13@125

仕口内HOOP

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺 1:50

Ｂ１階柱リスト

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

Ｂ１階柱リスト
A1:S＝1/50

A3:S＝1/100

B1C1

18-D25

-D13@100HOOP

主　筋

B1C1

18-D25

-D13@100HOOP

主　筋

B1C1

18-D25

-D13@100HOOP

主　筋

B1C1

18-D25

-D13@100HOOP

主　筋

B1C6

26-D25

-D13@100HOOP

主　筋

B1C6

26-D25

-D13@100HOOP

主　筋

B1C6

26-D25

-D13@100HOOP

主　筋

B1C6

26-D25

-D13@100HOOP

主　筋

S-21/37

5

4

9
0
0

4
0
0

5
00

450 450

900

5

4

9
0
0

5
00

4
0
0

450 450

900

4

5

40
0

40
0

80
0

450 350

800

4

5

40
0

40
0

80
0

400 400

800

3

40
0
30
0

70
0

330 370

700

3

3

30
0
40
0

70
0

330 370

700

3

4

30
0
30
0

60
0

330 470

800

3

3
9
0
0

3
9
0
0

7
8
00

39
00

39
00

78
00

1970

8000

939

10909

638 2770 7000 7000

17408

4
7

4
00

5
00

90
0

450 350

800

4

7

50
0

4
00

90
0

450 350

800

4

7

40
0

5
00

90
0

400 400

800

4

7

50
0

40
0

90
0

400 400

800

11

4

9
0
0

4
0
0

5
00

500 400

900

11

4

9
0
0

5
00

4
0
0

500 400

900

11

4

9
0
0

4
0
0

5
00

400 500

900

11

4

9
0
0

5
00

4
0
0

400 500

900



1C6

16-D25

-D13@100HOOP

主　筋

1C6

16-D25

-D13@100HOOP

主　筋

1C5

14-D25

-D13@100HOOP

主　筋

1C5

14-D25

-D13@100HOOP

主　筋

1C6

16-D25

-D13@100HOOP

主　筋

1C6

16-D25

-D13@100HOOP

主　筋

1C1

10-D25

-D10@100HOOP

主　筋

1C1

10-D25

-D10@100HOOP

主　筋

1C2

8-D25

-D10@100HOOP

主　筋

1C1

10-D25

-D10@100HOOP

主　筋

1C1

10-D25

-D10@100HOOP

主　筋

1C2

8-D25

-D10@100HOOP

主　筋

1C3

8-D25

-D10@100HOOP

主　筋

1C3

8-D25

-D10@100HOOP

主　筋

1C4

8-D25

-D10@100HOOP

主　筋

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

２

１

０

５４３

E
XP
J

Ｘ

Ｙ

土木柱リスト建築柱リスト

1C2

1C1

1C3

1C4

1C5

1C6

-D10@100

-D13@150

-D10@100

-D10@100

-D13@125

-D13@125

仕口内HOOP

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺 1:50

１階柱リスト

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

１階柱リスト
A1:S＝1/50

A3:S＝1/100

S-22/37

6

4

9
0
0

4
0
0

5
00

500 400

900

6

4

9
0
0

5
00

4
0
0

500 400

900

5

4

9
0
0

4
0
0

5
00

450 450

900

5

4

9
0
0

5
00

4
0
0

450 450

900

6

4

9
0
0

4
0
0

5
00

400 500

900

6

4

9
0
0

5
00

4
0
0

400 500

900

4
3

37
0

43
0

80
0

400 300

700

4

3

43
0

37
0

80
0

400 300

700

3

3

35
0
3
50

70
0

400 300

700

4

3

37
0

43
0

80
0

350 350

700

4

3

43
0

37
0

80
0

350 350

700

3

3

3
50

3
50

70
0

350 350

700

3

37
0
23
0

60
0

300300

600

3

3

23
0
37
0

60
0

300300

600

3

3

25
0 25
0

50
0

300 400

700

3

3
9
0
0

3
9
0
0

7
8
00

39
00

39
00

78
00

1970

8000

939

10909

638 2770 7000 7000

17408



2C6

14-D22

-D10@100HOOP

主　筋

2C6

14-D22

-D10@100HOOP

主　筋

2C5

14-D22主　筋

-D10@100HOOP

2C5

14-D22主　筋

-D10@100HOOP

2C6

14-D22

-D10@100HOOP

主　筋

2C6

14-D22

-D10@100HOOP

主　筋

2C1

10-D25

-D10@100HOOP

主　筋

2C1

10-D25

-D10@100HOOP

主　筋

2C2

8-D25

-D10@100HOOP

主　筋

2C1

10-D25

-D10@100HOOP

主　筋

2C1

10-D25

-D10@100HOOP

主　筋

2C2

8-D25

-D10@100HOOP

主　筋

2C3

8-D25

-D10@100HOOP

主　筋

2C3

8-D25

-D10@100HOOP

主　筋

2C4

8-D25

-D10@100HOOP

主　筋

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

２

１

０

５４３

E
XP
J

Ｘ

Ｙ

2C2

2C1

2C3

2C4

2C5

2C6

-D10@100

-D13@150

-D10@100

-D10@100

-D13@150

-D13@150

仕口内HOOP

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺 1:50

２階柱リスト

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

２階柱リスト
A1:S＝1/50

A3:S＝1/100

S-23/37

5

4

8
0
0

3
7
0

4
3
0

430 370

800

5

480
0

4
3
0

3
7
0

430 370

800

5

4

8
0
0

3
7
0

4
3
0

400 400

800

5

480
0

4
3
0

3
7
0

400 400

800

5

4

8
0
0

3
7
0

4
3
0

400 400

800

5

480
0

4
3
0

3
7
0

400 400

800

4
3

37
0

43
0

80
0

400 300

700

4

3

43
0

37
0

80
0

400 300

700

3

3

35
0
3
50

70
0

400 300

700

4

3

37
0

43
0

80
0

350 350

700

4

3

43
0

37
0

80
0

350 350

700

3

3

35
0
3
50

70
0

350 350

700

3

37
0
23
0

60
0

300300

600

3

3

23
0
37
0

60
0

300300

600

3

3

25
0 25
0

50
0

300 400

700

3

3
9
0
0

3
9
0
0

7
8
00

39
00

39
00

78
00

1970

8000

939

10909

638 2770 7000 7000

17408



3C6

14-D22

-D10@100HOOP

主　筋

3C6

14-D22

-D10@100HOOP

主　筋

3C5

14-D22主　筋

-D10@100HOOP

3C5

14-D22主　筋

-D10@100HOOP

3C6

14-D22

-D10@100HOOP

主　筋

3C6

14-D22

-D10@100HOOP

主　筋

3C1

8-D25

-D10@100HOOP

主　筋

3C1

8-D25

-D10@100HOOP

主　筋

3C2

8-D25

-D10@100HOOP

主　筋

3C3

8-D25

-D10@100HOOP

主　筋

3C3

8-D25

-D10@100HOOP

主　筋

3C4

8-D25

-D10@100HOOP

主　筋

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

２

１

０

５４３

E
XP
J

Ｘ

Ｙ

3C2

3C1

3C3

3C4

3C5

3C6

-D10@100

-D10@125

-D10@125

-D10@100

-D13@150

-D13@150

仕口内HOOP

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺 1:50

３階柱リスト

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

３階柱リスト
A1:S＝1/50

A3:S＝1/100

S-24/37

5

4

8
0
0

3
7
0

4
3
0

430 370

800

5

480
0

4
3
0

3
7
0

430 370

800

5

4

8
0
0

3
7
0

4
3
0

400 400

800

5

480
0

4
3
0

3
7
0

400 400

800

5

4

8
0
0

3
7
0

4
3
0

400 400

800

5

480
0

4
3
0

3
7
0

400 400

800

3

3

37
0 13
0

5
00

200
300

500

3

3

13
0 37
0

5
00

200
300

500

3

3

3
50

3
50

70
0

400 300

700

3

3

37
0 13
0

50
0

300
200

500

3

3
13
0 37

0

50
0

300
200

500

3

25
0 25
0

50
0

300 400

700

3

3
9
0
0

3
9
0
0

7
8
00

39
00

39
00

78
00

1970

8000

939

10909

638 2770 7000 7000

17408



ＳＴＰ

下端主筋

腹筋

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位置

符号

備考

ＳＴＰ

下端主筋

腹筋

断面

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位置

符号

備考

1G1

全域

1G3

ＳＴＰ

下端主筋

腹筋

断面

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位置

符号

備考

FG1

900×1200

全域

FG3 FG4

1G2

全域

FG2

全域

FG5

600×1200

700×700 500×500

3-D25

3-D25

9-D25

9-D25

全域

700×1200

7-D25

7-D25

FG6

全域

500×1200800×1200

全域

8-D25

8-D25

1G4 1G5

4-D25

4-D25

2-D13

全域

600×1200

全域

2G7

1G8

端部

1G7 1G9

900×1000

1G10

全域

900×900

全域

900×900

全域

900×1000

2G8 2G9

全域

500×800500×1000

5-D25

3-D25

4-D13

全域

500×800

4-D25

4-D25

2-D13

FG7

900×1200

全域

9-D25

9-D25

FG8

900×1200

全域

FG10

900×1200

全域

FG9

900×3500

全域

2G10

全域

500×800

-D13@200

900×1200

全域

9-D25

9-D25

-D13@200

5-D25

5-D25

-D13@200

13-D25

13-D25

20-D13

-D13@200

7-D25

7-D25

4-D13

-D13@200

7-D25

7-D25

4-D13

-D13@200

8-D25

8-D25

4-D13

-D13@200

10-D25

5-D25

4-D13

-D13@200

5-D25

7-D25

4-D13

-D13@200

中央

-D13@200

4-D25

4-D25

2-D13

-D13@200

4-D25

4-D25

2-D13

-D13@200-D13@200

端部 中央

3-D25

3-D25

4-D13

-D13@200

-D13@200 -D13@200 -D13@200

全域

600×1200

6-D25

6-D25

-D13@200

6-D25

6-D25

6-D13

-D13@200-D13@200

全域

500×500

3-D25

3-D25

-D13@200-D13@200

700×700

4-D25

4-D25

2-D13

-D13@200

全域

400×600

3-D25

3-D25

1G6

-D13@200

2-D13

6-D136-D136-D136-D136-D136-D136-D136-D13 6-D13

断面

注1）巾止め筋は、D13@1,000とする

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺 1:30

土木大梁リスト

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

土木大梁リスト
A1:S＝1/30

A3:S＝1/60

6-D25

6-D25

4-D25

4-D25

-D13@100 -D13@100

S-25/37



ＳＴＰ

下端主筋

腹筋

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位置

符号

備考

ＳＴＰ

下端主筋

腹筋

断面

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位置

符号

備考

2B1

500×700

6-D25

3-D25

2-D13

-D13@100

6-D25

11-D25

2-D13

-D13@100

2B5

1000×700

5-D22

4-D22

2-D13

-D13@200

端部 中央 端部 中央

5-D22

9-D22

2-D13

-D13@200

2B6

400×600

全域

3-D22

4-D22

-D13@200

2-D13

2B7

300×500

全域

3-D22

3-D22

-D13@200

1B1

300×600

全域

3-D22

5-D22

-D13@200

2-D13

断面

280×500

全域

3-D19

3-D19

-D13@200

1B2

300×600

全域

1B3

3-D19

3-D19

-D13@200

2-D13

400×700

4-D25

3-D25

2-D13

-D13@100

1B4

4-D25

7-D25

2-D13

-D13@100

端部 中央

300×600

全域

1B5

3-D19

3-D19

-D13@200

2-D13

300×500

全域

1B6

3-D19

3-D19

-D13@200

300×500

全域

1B7

3-D19

3-D19

-D13@200

符号
W90

壁厚 90

縦筋

横筋

開口補強筋

備考

壁上部

壁中段

壁下部

壁端部

壁中央

D22@200

外側 内側

D19@200

タテ

ヨコ

ナナメ

D22@200

D19@200

注1）巾止め筋は、D13@1,000とする

符号 版厚 位置 Ｘ方向 Ｙ方向 備考

下端筋

上端筋 D16@200

D16@200

D16@200

D16@200

下端筋

上端筋 D19@200

D19@200

D19@200

D19@200

B1S1 1200

B1S2

300

6001S2

2S1 400

500
2S2
2CS1

下端筋

上端筋 D13@200

D13@200

D16@200

D13@200

下端筋

上端筋 D19@200

D19@200

D19@200

D19@200

上端筋

下端筋

上端筋

300
下端筋

上端筋 D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

1S3
1CS2

1S1

B1S4 1000
下端筋

上端筋

1200 せん断補強鉄筋は別途配筋図参照

D19@200

D19@200

D25@200

D25@200

D22@200
D25@100

D25@200

D25@200

D25@200

D25@200

W90A

90

D25@200

外側 内側

D19@200

D22@200

D19@200

W90B

90

D22@200

外側 内側

D19@200

D22@200

D19@200

W90C

90

D25@200

外側 内側

D19@200

D22@100

D19@200

W90D

90

D22@200

外側 内側

D19@200

D22@200

D19@200

W90E

90

D22@200

外側 内側

D16@200

D22@200

D16@200

せん断補強鉄筋は別途配筋図参照 せん断補強鉄筋は別途配筋図参照 せん断補強鉄筋は別途配筋図参照

D25@100

符号

壁厚

縦筋

横筋

開口補強筋

備考

壁上部

壁中段

壁下部

壁端部

壁中央

W80

80

外側 内側

外側 外側 内側

タテ

ヨコ

ナナメ

W60

60

W50A

50

外側 内側

W40

40

D22@200

D16@200

D22@200

D16@200

内側 外側

W60A

60

内側

D25@200

D19@200

せん断補強鉄筋は別途配筋図参照

D25@200

D19@200 D19@200

せん断補強鉄筋は別途配筋図参照

D19@200

D25@200

D25@100

外側 内側

W50

50

D19@200

D13@200

D19@200

D13@200

D25@200

D19@200

D19@200

D19@200

D16@200

D13@200

D16@200

D13@200

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

せん断補強鉄筋は別途配筋図参照

1CS1 300

2CS2 250

B1CS1 1200

6001CS3

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D16@200

D13@200

D13@200

D13@200

D22@100

D19@200

D22@100

D19@200

D25@200

D25@200

D25@200

D25@200

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺 1:30

土木小梁・スラブ・壁リスト

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

土木小梁リスト
A1:S＝1/30

A3:S＝1/60

土木スラブリスト
A1:S＝1/30

A3:S＝1/60 土木壁リスト
A1:S＝1/30

A3:S＝1/60

B1S3

上端筋

1200 せん断補強鉄筋は別途配筋図参照

D22@200

D22@100

D25@200

D25@100

外側 内側

W50C

50

D22@200

D16@200

D19@200

D16@200

開口補強鉄筋は別途配筋図参照

外側 内側

W50B

50

D22@200

D19@200

D19@200

D19@200

せん断補強鉄筋は別途配筋図参照

下端筋 D22@200
D29@200

端部

D25@200中央

端部

中央

D29@100

下端筋 D22@200 D29@200

D25@100端部

D25@200中央

S-26/37



ＳＴＰ

下端主筋

腹筋

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位置

符号

備考

3G1 3G3 3G4 3G6

ＳＴＰ

下端主筋

腹筋

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位置

符号

備考

RG1 RG2

ＳＴＰ

下端主筋

腹筋

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位置

符号

備考

2G3 2G62G5

全域

500×700

3-D25

3-D25

2-D10

2G4

全域

500×600

3-D25

3-D25

2-D10

全域

500×600

全域

400×600

3G2

全域

3G5

500×1000

全域

4-D25

4-D25

4-D10

600×1000

7-D25

4-D25

4-D10

400×600

全域

3-D25

3-D25

2-D10

300×600

全域

3-D25

3-D25

2-D10

RG5

500×900

4-D25

4-D25

4-D10

RG6

全域

300×500

3-D25

3-D25

全域

300×500

3G7

RG8 RG9

3G10

450×750

全域

4-D22

4-D22

2-D10

500×900 500×900

全域

RG7

400×700

全域

3-D22

3-D22

2-D10

400×800

全域

3G9

400×800

全域

4-D22

4-D22

2-D10

RG10

500×900

全域

5-D22

5-D22

4-D10

-D10@100 -D10@100

4-D22

4-D22

2-D10

-D10@100

-D10@100

5-D22

5-D22

4-D10

-D10@100

5-D22

3-D22

4-D10

-D10@100

端部 中央

3-D22

5-D22

4-D10

-D10@100-D10@100-D10@200

3-D25

3-D25

-D10@200

-D10@100 -D10@200

-D10@100-D10@100-D10@100

3-D25

3-D25

2-D10

-D10@100

-D10@100

-D10@100-D10@100

端部 中央

4-D25

5-D25

4-D10

-D10@100

断面

断面

断面

400×700

全域

3-D25

3-D25

2-D10

-D10@100

500×1200

全域

500×1200

5-D25

5-D25

6-D10

-D10@100

注1）巾止め筋は、D10@1,000とする

3-D25

3-D25

2-D10

5-D25

5-D25

6-D10

-D10@100

全域

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺 1:30

建築大梁リスト（1）

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

建築大梁リスト
A1:S＝1/30

A3:S＝1/60

S-27/37



ＳＴＰ

下端主筋

腹筋

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位置

符号

備考

ＳＴＰ

下端主筋

腹筋

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位置

符号

備考

ＳＴＰ

下端主筋

腹筋

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位置

符号

備考

断面

断面

断面

RCG1

400×700

全域

5-D22

3-D22

2-D10

-D10@100

RCG2

300×600

全域

3-D22

2-D10

-D10@100

3-D22

RCG4

550×1000

全域

10-D22

6-D22

4-D10

-D10@100

3CG1

400×700

全域

5-D22

3-D22

2-D10

-D10@100

3CG2

300×600

全域

3-D22

2-D10

-D10@100

3-D22

3CG4

400×900

全域

4-D10

-D10@100

4-D22

7-D22

250×500

全域

3CG3

5-D19

3-D19

-D10@100

2CG4

500×800

全域

2-D10

-D10@100

5-D22

9-D22

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺 1:30

建築大梁リスト（2）

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

注1）巾止め筋は、D10@1,000とする建築大梁リスト
A1:S＝1/30

A3:S＝1/60

S-28/37



ＳＴＰ

下端主筋

腹筋

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位置

符号

備考

ＳＴＰ

下端主筋

腹筋

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位置

符号

備考

ＳＴＰ

下端主筋

腹筋

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位置

符号

備考

断面

断面

断面

250×500

全域

RB1

3-D19

3-D19

-D10@200

400×700

2-D10

-D10@100

RB3

端部 中央

4-D22

3-D22

4-D22

6-D22

2-D10

-D10@100

250×500

全域

RB5

3-D19

3-D19

-D10@200

250×500

全域

RB2

3-D19

3-D19

-D10@200

2-D10

-D10@200

3-D22

3-D22

350×700

RB4

端部 中央

2-D10

-D10@200

3-D22

6-D22

250×500

全域

RB6

3-D19

3-D19

-D10@200

250×500

全域

RB7

3-D19

3-D19

-D10@200

2-D10

-D10@200

3-D22

3-D22

300×600

3B1

全域

250×500

全域

3B2

3-D19

3-D19

-D10@200

2-D10

-D10@200

3-D22

3-D22

350×700

3B4

2-D10

-D10@200

3-D22

4-D22

端部 中央

250×500

全域

3B5

3-D19

3-D19

-D10@200

250×500

全域

3B6

3-D19

3-D19

-D10@200

250×500

全域

3B3

3-D19

3-D19

-D10@200

250×500

全域

3CB1

5-D19

3-D19

-D10@100

2-D10

-D10@200

3-D22

3-D22

300×600

2B2

全域

250×500

全域

2B3

3-D19

3-D19

-D10@200

250×500

全域

2B4

3-D19

3-D19

-D10@200

2CB1

300×600

全域

3-D22

2-D10

-D10@100

3-D22

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺 1:30

建築小梁リスト

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

注1）巾止め筋は、D10@1,000とする建築小梁リスト
A1:S＝1/30

A3:S＝1/60

S-29/37



符号 版厚 位置 主筋方向(短辺方向) 配力筋方向(長辺方向) 備考

180
上端筋

下端筋

下端筋

上端筋
250

200

下端筋

上端筋
K1 180

下端筋

上端筋
RCS1 250

3S3
下端筋

上端筋

3S2
下端筋

上端筋
250

RS2 180
上端筋

下端筋

D10D13@200

D10D13@200 D10D13@200

D10D13@200

D13@150

D13@150 D13@150

D13@150

D16@200

D13@200 D13@200

D16@200

D13@200 D13@200

D13@200 D13@200

D10D13@200

D10D13@200 D10D13@200

D10D13@200

RS1
2S3

D13@150

D13@150 D13@150

D13@150

3S1
3CS1

D10@200 D10@200

D10@200 D10@200

縦筋

横筋

開口部縦筋

開口部横筋

開口部斜筋

符号

壁厚

断面

D19@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D19@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

－

－

－

EW50

500

W18

180

D13@100(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D10@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

4-D13

4-D13

2-D13

D16@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D16@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

4-D13

4-D13

2-D13

EW25

250

D13@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D13@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

4-D13

4-D13

2-D13

EW20

200

D13@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D13@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

4-D13

4-D13

2-D13

W20

200

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺 1:30

建築スラブ・壁リスト

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

建築スラブリスト
A1:S＝1/30

A3:S＝1/60

KW20

200

D13@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D10@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

4-D13

4-D13

2-D13

S-30/37

500

20
0

2
0
0

180

15
0

15
0

250

20
0

2
0
0

200

20
0

2
0
0

200

20
0

2
0
0

200

15
0

15
0



福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺

架構詳細図（1）

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

1:50

  1G3
700×700

2C1
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福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺

架構詳細図（2）

図面番号

工事場所
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設計年月 2025年 1月
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福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺

架構詳細図（3）

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

1:50

Ａ Ｂ Ｃ

２通り架構詳細図（沈砂池）
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福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺

雑配筋図

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月
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福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺

クレーンガーダー詳細図

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月
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下フランジ面

3 4 5

3
G
7

スチフナ 2PL-12 スチフナ 2PL-12

3C6 3C5 3C6

3C6 3C5 3C6

PL-12x250x410

HTB 2×2-M20

G.PL-12

S.PL-9x170x170

スチフナ PL-12 スチフナ PL-12 スチフナ PL-12

スチフナ PL-12 スチフナ PL-12 スチフナ PL-12

H-700x300x13x24

H-700x300x13x24

グラインダー仕上

HTB 2×7-M20

2PL-9x200x500

特記事項

・仕上りは、溶融亜鉛メッキとする。

・荷重表示板付。

・材質はSS400とする。

・ボルトは、溶融亜鉛メッキ高力ボルトF8Tとする。

クレーンガーダー仕様

H-700x300x13x24

3G7

3G7

+9,500
梁天端

C 通側

・ A 通側は、C 通側に準ずる。

1

1

3

3

1 1 断面図

+10,800
梁天端

3G7

+11,300
レール天

C

スチフナ PL-12

H-700x300x13x24

30kレール

A.B.8-M20

+9,500
梁天端

2 2 断面図

2

2

+10,800
梁天端

3G7

+11,300
レール天

C

H-700x300x13x24

30kレール

HTB 2×2-M20

G.PL-12

S.PL-9x170x170

+9,500
梁天端

3 3 断面図

上部フランジ切断部
(A.B.締め用)

Ａ部

上部フランジ切断部
(A.B.締め用)

スチフナ PL-12

フランジt=24フランジ切断部

Ａ部詳細図

スチフナPL-12

フランジt=24
フランジ切断部

ウェブ t=13

フランジ切断部(片面) フランジ切断部(片面)

以上

以
上

Boltの余裕長３山以上

A.B.8-M20

（L≒８００）

（L= ≒８００）

A.B 2-M20 (L= ≒800）

A.B 2-M20 (L= ≒800）

（L= ≒800）（L= ≒800）（L= ≒800）

（L= ≒800）

（L= ≒800）（L= ≒800）

A.B 2-M20 (L= ≒800）

（L= ≒800）
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+9500

梁天端

A.B. 4-M22

HTB 2-M20

PL-12

PL-9

L=600

+9800

2FL

L-50×50×6
ストッパー

+500

1FL

I-250×125×10×19
2.8ton、1.0ton吊ホイスト

BT-120×250×9×12

1

11 1-

L-50×50×6
ストッパー

A.B. 4-M22

PL-12

PL-9

通しボルト

2 2-

HTB 2×2-M20

2×2PL-9×80×150
HTB 2-M20

2PL-9×80×230

2

2

硬質ゴム 厚10

BT-105×125×9×9

33

3 3-

A B C

3G2 3G13G1

3G23G1

HTB 2-M20

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺

ホイストクレーンビーム詳細図

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

S-36/37

（D22使用）

（D22使用）

A.B.4-M22（通しボルト）
２重ナット

A1:1/20
A3:1/40

２重ナット

HTB 2-M16

BT-105×250×9×12

I-250×125×10×19
2.8ton、1.0ton吊ホイスト

I-250×125×10×19
2.8ton、1.0ton吊ホイスト

特記事項

・仕上りは、溶融亜鉛メッキとする。

・荷重表示板付。

・材質はSS400とする。鉄筋はSD345とする。

・ボルトは、溶融亜鉛メッキ高力ボルトF8Tとする。

ホイストクレーンビーム仕様

・下水道施設標準図（詳細）土木・建築・建築設備

（機械）編 S-15 ホイストレールを参照のこと

HTB 2-M20

2PL-9×80×230

HTB 2×2-M20

2×2PL-9×80×150

HTB 2-M20

硬質ゴム 厚10
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C C C

CCC

アンカープラン図

Y1･Y2通軸組図

C

C C

+4,400(M2FL)

C C C

CCC

梁伏図

X1 X3 X4

Y2

Y1

X1 X3 X4

Y2

Y1

X1 X3 X4

C C

Y1 Y2

C C

Y1 Y2

C

CG

Y1

X1･X2通軸組図 X3通軸組図 X4通軸組図

C

B.PL-9x130x240

－

－

－

－

SS400

SS400

柱脚リスト　1/20 継手リスト　1/20

部材符号及びサイズ

ベースプレート

リブプレート

アンカーボルト

補強座金

□-100x100x4.5

CH

SS400

CH ［-100x50x5x7.5

G.PL-9

サイズ

形　状

BOLT

G.PL

A1：S=1/20

A3：S=1/40
ａ部断面図

アンカーボルト

C
:□

-1
0
0
x1
0
0x
4
.
5

X2

G:H-100x100x6x8

+4,400(M2FL)

CH:[-100x50x5x7.5

A.BOLT  2-M12

HTB 2-M16

C
G

C

C

X2

C
G

CH

CH

CH

母屋

V1

部材リスト

BOLTG.PL符号 部材 備考

G

CG

H-100x100x6x8 SS400

SS400

SS400CH G.PL-9［-100x100x4.5

母屋

V1

HTB 2-M16

G.PL-6 HTB 1-M16

一般事項

HTBは、溶融亜鉛メッキ高力ボルトF8T又はS8Tとする。

鋼材はすべて溶融亜鉛メッキとする。

C

C

X2

C

X2

ａ

C

Y2

無収縮モルタル t=30

A1：S=1/50

A3：S=1/100

A1：S=1/50

A3：S=1/100

A1：S=1/50

A3：S=1/100

A1：S=1/50

A3：S=1/100

A1：S=1/50

A3：S=1/100

A1：S=1/50

A3：S=1/100

M12

FB-6x50

G.PL-6

HTB 1-M16

60

42

20.7kN

Le/4+2SLe

部　材

形　状

羽子板

G.PL

BOLT

B

必要溶接長さ（最小値）

短期許容耐力

ブレースリスト　1/10

60 27
Le/2+2S

G:H-100x100x6x8

G:
H-
10
0x
10
0x
6x
8

G:H-100x100x6x8

CH:[-100x50x5x7.5

CH:[-100x50x5x7.5

M12 ターンバックル付

埋込長さ：L=240(20d)

A.BOLT  2-M12

H-100x100x6x8

M12 ターンバックル付 SS400

C-100x50x20x2.3 SSC400 , SS400

G

G

G

G
G G G G

G

G

G

G

母屋

福 山 市 上 下 水 道 局

　　　年度 　 下水道事業

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

A1:1/50
A3:1/100

屋外階段構造図

S-37/37
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00
x1
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x6
x8

スチフナ PL-9x130x130

2重ナット
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C STKR400□-100x100x4.5
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－－

SS400

柱頭リスト　1/20

部材符号及びサイズ

姿　図
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姿　図
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鋼矢板Ⅲ型　L=14.5m
N=25枚KBM1  H=2.665

KBM2   H=3.149

UP

１号機

２号機

電気室

和室 作業員控室

吐出井

搬入口

川口排水機場

水門

2500W×2000H

UP

Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ

Ｍ

U P

吐出井

ポンプ室

除塵機室

搬入ステージ

スロープ

階段UP

排水管φ2000mm

福 山 市 上 下 水 道 局
令和６年度 　 下水道事業

縮 尺 1/150

全体配置図

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

既設一ツ樋ポンプ場

全体配置図 S=1/150

1

2 3
5

6

789

10
11

12

13

14

15

16

17
18

19 20

21

22

234

座標一覧

T2

T3

T4

T5
T6

T8

消
火
器

ロ
ー
リ
ー
ア
ー
ス

給
油
口

3.55

3.54

3.55

2.86
2.93

2.52

2.44

2.45
2.56

2.51

2.43

2.52

2.43

2.43

2.50

2.50

2.44

2.53

2.50

2.44

2.46

2.45

2.57

VUφ250

木

電

VUφ100

VUφ250

VUφ
75

コ
ン
テ
ナ
吊
上
装
置

VUφ250

VUφ
250

VUφ
250

門

VUφ
250

VUφ
250

T新
浜
(七

)6R1

T新
浜
(七

)6R2

止
水
弁

汚

CO

AS

2.52

2.45

2.44

2.49 2.17

2.18

1.90

2.66
2.66

2.67

2.67

2.66

2.66

2.45

2.49

2.58

2.55

2.43

2.41

2.45

2.46

2.47

2.36

2.34

2.43

2.49

2.58

2.56

2.54

2.532.52

2.52

2.54

1.86

1.72
1.87

1.83

1.70 1.85

1.74

1.73

1.79

1.61

1.79

2.21

2.21

2.45

2.57

2.60

2.43

2.44

2.44

2.43

2.52

2.52

2.39

2.38

2.47

2.49

2.41

2.41

2.42

2.51

2.52
2.43

1.75

1.75

1.90
1.75

0.83

2.46

2.54

2.46

2.55

2.55

2.55

2.62

2.45

2.48

0.91

0.54

0.56

木

桜
楠

木

椿木楠

木

木楠木

木

楠

楠

楠

楠

楠

下
水

仕
切
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仕
切
弁

電
防

仕
切
弁

下
水

-2.47

-1.91
-2.66

-2.86

-1.88

-1.92

-1.88

-3.04

-1.86
-2.54

-2.69

-2.63

-2.84

-2.33

-2.35

-2.30

-1.81
-2.25

-2.38

-2.53
-2.50

-2.53
-2.53

-2.50
-2.28

-2.30

-1.83

-2.33

-2.68

-1.83

-2.37

-2.49

-2.39
-1.86
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-2.54

-2.42
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-2.31

-2.36

-2.98

-3.02
-2.78

-2.71
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-2.95

-2.75

-3.32
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-2.250.64
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福 山 市 上 下 水 道 局
令和６年度 　 下水道事業

縮 尺 1/100

管理橋一般図

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月
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福 山 市 上 下 水 道 局
令和６年度 　 下水道事業

縮 尺 1/50

管理橋配筋図（1）

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月
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福 山 市 上 下 水 道 局
令和６年度 　 下水道事業

縮 尺 1/50

管理橋配筋図（2）

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

KEY-PLAN
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梁展開図
A1:S＝1/50

A3:S＝1/100

Ｇ１断面図
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福 山 市 上 下 水 道 局
令和６年度 　 下水道事業

縮 尺 1/50

管理橋配筋図（3）

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月
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鉄筋質量表
記 号 径 長   さ 本 数 単 位 質 量 一本当り質量 質   量 摘   要

K 1 D19 1840 10 2.25 4.140 41.400

K 2 D13 2500 4 0.995 2.488 9.952

K 3 D13 2300 2 0.995 2.289 4.578

55.930

合　計 D19 41.400 kg

D13 14.530 kg

総質量 55.930 kg

福 山 市 上 下 水 道 局
令和６年度 　 下水道事業

縮 尺 図示

管理橋杭詳細図 (3)

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月
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福 山 市 上 下 水 道 局
令和６年度 　 下水道事業

縮 尺 1/30

屋外階段1構造図

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

ノンスリップ
ステンレスW35(ビニルタイヤ入)

C-07/13

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

(躯体部　別途工事) (躯体部　別途工事)
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福 山 市 上 下 水 道 局
令和６年度 　 下水道事業

縮 尺 1/50

屋外階段1配筋図

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月
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K11 D22

K14 D22

K15 D22

K15 D22

K5 D22@200
K12 D22@200

K10 D22@100 K1 D22@200

K15 D22

【凡例】

Q1 D13

Q2 D16×200×200

Q2 D16×200×200

Q1 D13×200×200

+2.500

+0.700

+2.500

Q2 D16×200×200

15
0

K18 D13

K19 D13

K16 D16@200

K22 D13

K23 D13

K20 D25@100

K24 D16@200

K18 D13

K19 D13

K22 D13

K23 D13

K20 D25 K16 D16

K19 D13

K23 D13

K21 D22

K17 D16

K16 D16

K17 D16

K24 D16

K24 D16

K25 D13

K4 D25@200

K7 D16@200

K4 D25

K20 D25@100

K8 D16@200

K21 D22@200

K20 D25@100

K21 D22@200

D162Q

K21 D22@200

K8 D16

D16せん断補強鉄筋
D13せん断補強鉄筋

Ａ-Ａ断面図
A1:S＝1/50
A3:S＝1/100屋外階段1上面展開図

A1:S＝1/50
A3:S＝1/100

防護コンクリート断面図
A1:S＝1/30
A3:S＝1/60

Ｂ-Ｂ断面図
A1:S＝1/50
A3:S＝1/100

Ｃ-Ｃ断面図
A1:S＝1/50
A3:S＝1/100

屋外階段1下面展開図
A1:S＝1/50
A3:S＝1/100

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

鉄筋径の変更
D19⇒D25

鉄筋径の変更D19⇒D25
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Ａ-Ａ断面図 A1:S＝1/100
A3:S＝1/200
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施工基面

+0.50

+2.50

+4.30

+2.00
+1.60

+4.30
+3.80
+3.40
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+0.00
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+3.50

重防食塗布

上杭:鋼管杭 φ400(SKK490)
t=9mm L=7.0m上杭:鋼管杭 φ400(SKK490)

t=9mm L=6.0m

中杭:鋼管杭 φ400(SKK490)
t=9mm L=7.0m

下杭:鋼管杭 φ400(SKK490)
t=9mm L=7.0m
先端翼径 φ600mm(HBL385B)
t=30mm

中杭:鋼管杭 φ400(SKK490)
t=9mm L=7.5m

下杭:鋼管杭 φ400(SKK490)
t=9mm L=7.5m
先端翼径 φ600mm(HBL385B)
t=30mm

1 2

DL=0.00

-1.00
施工基面

+0.50

1 3
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400
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重防食塗布

上杭:鋼管杭 φ400(SKK490)
t=9mm L=6.0m

中杭:鋼管杭 φ400(SKK490)
t=9mm L=7.0m

下杭:鋼管杭 φ400(SKK490)
t=9mm L=7.0m
先端翼径 φ600mm(HBL385B)
t=30mm

上杭:鋼管杭 φ400(SKK490)
t=9mm L=9.0m

下杭:鋼管杭 φ400(SKK490)
t=9mm L=9.5m
先端翼径 φ600mm(HBL385B)
t=30mm

Ｂ-Ｂ断面図 A1:S＝1/100
A3:S＝1/200

福 山 市 上 下 水 道 局
令和６年度 　 下水道事業

縮 尺 1/100

屋外階段1杭詳細図 (2)

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

:重防食塗布を示す。

C-09/13

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

（躯体部　別途工事） （躯体部　別途工事）
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床版下面

9 9

7
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ずれ止め詳細 A1:S＝1/10
A3:S＝1/20

2-PL
25x9x1137(SS400)

9 9

4343

K1 D19

K2 D13

杭頭詳細図 A1:S＝1/20
A3:S＝1/40

杭鉄筋加工図 A1:S＝1/50
A3:S＝1/100

鋼管杭 φ400
t=9mm(SKK490)

K3 D13

9 9

4343

K1 D19

K3 D13鋼管杭 φ400
t=9mm(SKK490)

K1 12-D19 X 1840 K2 1-D13 X 1610 K3 2-D13 X 1410

鉄筋質量表
K 1 D19 1840 12 2.25 4.140 49.680
K 2 D13 1610 1 0.995 1.602 1.602
K 3 D13 1410 2 0.995 1.403 2.806

54.088

合　計 D19 49.680 kg
D13 4.408 kg

総質量 54.088 kg

福 山 市 上 下 水 道 局
令和６年度 　 下水道事業

縮 尺 図示

屋外階段1杭詳細図 (3)

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

1-1断面 2-2断面

記 号 径 長   さ 本 数 単 位 質 量 一本当り質量 質   量 摘   要

1137

35

25
25

520 520

1087 886

12@82.17=98
6 12@82.17=98

6

C-10/13

9

43

    855
(35・D+10・D)

70

中詰めコンクリート
(σck=24N/mm2)

鋼管杭 φ400 t=9mm
(SKK490)

K2 D13

43

9

11

2 2

10
0

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内
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A-A断面図平 面 図 S=1/100S=1/100

福 山 市 上 下 水 道 局
令和６年度 　 下水道事業

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

縮 尺 図示

鋼矢板擁壁図

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

鋼矢板擁壁図

標準断面図 S=1/50 標準配筋要領図S=1/50

C-11/13

VUφ250

VUφ250

T新浜(七)6R1

T新浜(七)6R2
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+2.500
As

HWL H=-1.632

-1.00（施工基面）

鋼矢板ハット形25H型  

L=14.0m

-2.80

既設底張りｺﾝｸﾘｰﾄ

被覆ｺﾝｸﾘｰﾄ

根
入

れ
長

矢
板

長

25
0

コンクリート
σck=24N/mm2

300

池底面

70 計画天端高

W3:D13@300

70
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W1,W2:D13@300

溶接

鋼矢板ハット形25H型  

再生クラッシャーラン
RC-40
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70

40
0程

度

70 70
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70

正 面 図

Ｗ3
Ｗ1

70 70

70
70 70

70

Ｗ1

Ｗ3Ｗ2

Ｗ2

平 面 図
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0

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

形式１ 形式３

鉄筋加工図及び鉄筋表（参考）

(W1) (W3)

28
d

47
c d

形式２
(W2)

e e

合計　D13    112 kg   

形式 径 本数 長さ(m) a(m) b(m) c(m) e(m)d(m) 単位重量(kg/m) 1本当重量(kg) 重量(kg)
Ｗ1
Ｗ2
Ｗ3

D13
D13
D13

12
22
 6

1.563
1.543
9.860

0.447
0.447
9.860

0.547
0.547

0.403
0.374

0.116
0.125

0.050
0.050

0.995
0.995
0.995

1.555
1.535
9.811

19
34
 59

鋼矢板切断
L=10m

池底面

底張りコンクリート
σck=18N/mm 2

鉄筋金網 D6×150×150

底張りｺﾝｸﾘｰﾄ

底張りｺﾝｸﾘｰﾄ

（水中コンクリート）
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去

平 面 図 S=1/100

福 山 市 上 下 水 道 局
令和６年度 　 下水道事業

縮 尺 1/100

本体仮設図(1)

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

本体仮設図(1)

D-D断面 S=1/100

C-12/13

2.86
2.93

髮
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ｲ
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ｰｴ
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鋼矢板ハット形H10
矢板長 9.00m

鋼矢板ハット形H10
矢板長 10.50m

鋼矢板ハット形H10
矢板長 7.50m

A部 B部 C部

地盤改良工
高圧噴射攪拌

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

鋼矢板ハット形H10
矢板長 9.00m 鋼矢板ハット形H10

矢板長 7.50m

A

H＝
2.

0ｍ
　
L=
10

.8
m

鋼矢板上部切断撤去

鋼矢板上部切断撤去　H=2.0m 延長L=1.0m

H＝2.0m　L=1.0m

鋼矢板上部切断撤去 H=2.0m　L=12.8m
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2.73

2.67

2.26

2.59

3.52

2.27

2.67

2.32

2.53

2.36

2.43

2.40

2.52

2.47

2.47

2.39

2.33

2.62

2.44

1.92

2.54

2.53

2.54

2.43

2.50

2.35 1.70
1.84

2.31

2.47

2.40

3.17

2.56

3.16

2.60

2.63

3.19

2.50
2.48

2.59

2.85

2.74

2.63

2.77

2.79

2.61

2.67
2.60

2.72

2.65

下
水

注
意
板

岩
礁

岩
礁

岩
礁

BOX W3000 H2300

W1900

BOX H2000
W1900

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

下
水

VUφ150

VUφ
50

放
流
ゲ
ー
ト
盤

岩
礁

CO

CO

AS

AS

CO

CO

止
水
栓

仕
切
弁

HPφ
350

HPφ
200

T 新
浜
(七

)3R2L1
E 入

江
支
27左

3

CO

CO

3.04

3.20

3.23

2.54

0.98
0.74

2.29

1.12
1.03

0.99

3.36

0.75

1.15
1.15

1.00

0.50
0.52

0.00

-2.25
-2.20

-0.73

-1.79

-0.93
-1.95

-1.24

-2.13

-1.86

-0.13

-0.25
-1.25

3.16

3.26

3.25

3.06

2.75

2.91

3.09

2.70

2.60

2.652.64

1.07

0.85

1.00

2.26

1.71

2.61

2.34

VUφ
50

CO

バ
ル
ブ

散
水
栓

AS
消
火
器

2.47

2.13

2.12

2.36

3.33

2.41

2.43

2.29

2.38

2.65

0.39

-0.77

0.41

0.41

CO

住
居

E 入
江
支
26右

1

プ
レ
ー
ト

E イ
リ
エ
支
26

T 新
浜
(七

)5

    H150 BOX W300

    H150 BOX W300

汚

仕
切
弁

止
水
栓

量
水

器

住
居

KOKORONE hair

量

水
道
制
御
盤

仕
切
弁

仕
切
弁

仕
切
弁

流
量
計
室

井
田
製
菓

バ
ス
停
 一

ツ
樋

T 新
浜
(三

)6

CO杭

VPφ
50

VPφ
50

VPφ
50

VUφ
100

土
管

φ
75

土
管
φ

75

物
置

2.51

2.39

2.22

2.66

2.73

2.37

2.68

2.44

2.41 2.36

2.45

2.48

2.60
2.34

2.69

2.53

2.43

2.43

2.01

2.05

2.49

2.64

2.61

2.63
2.44

2.49

2.50

2.45
2.51

2.85

3.05

2.42

2.73

2.38

3.02

2.36

2.50

2.35

2.36 2.16

2.11

1.91

1.88

2.19

2.70

2.26

0.56

0.56

0.56

0.51

仕
切
弁

汚
下
水

2.71

2.92
2.90

2.67

2.65
2.66

2.56
2.50

2.45
2.66

2.68

2.62

2.62

2.67

AS

NO.0L1

NO.0L2

NO.2L1

Co

H=2.610

H=2.512 H=2.487

H=2.644

H=2.844

H=2.486

KBM1  H=2.665

KBM2   H=3.149

福
山
港

一
般
県
道
 福

山
港
松
浜
線

住
居

住
居

AS

AS

UP

１号機

２号機

電気室

和室 作業員控室

吐出井

搬入口

川口排水機場

水門

UP

U P

UP

福 山 市 上 下 水 道 局
令和６年度 　 下水道事業

縮 尺

撤去・復旧平面図

図面番号

工事場所

工事名称

設計年月 2025年 1月

CO杭

既設一ツ樋ポンプ場

撤去・復旧平面図 S=1/150

-2.68

+0.50

排水管φ2000mm

ブロック積撤去
L=8.8m

底張りｺﾝｸﾘｰﾄ復旧

底張りｺﾝｸﾘｰﾄ復旧

1/150C-13/13

一ツ樋ポンプ場上家新築工事

既設電線管移設工　一式

福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

-2.47

t=300　1.4㎡

底張りｺﾝｸﾘｰﾄ復旧
t=300　0.5㎡

t=300　17.1㎡



                                        

総括情報表 頁 -

変更回数
適用単価地区
単価適用日

諸経費体系

当世代 前世代

  建設技能労働者や交通誘導員等の現場労働者にかかる経費として，労務費のほか各種経費（法定福利費の
事業者負担額，労務管理費，安全訓練等に要する費用等）が必要であり，本積算ではこれらを現場管理費等
の一部として率計上している。

≪凡例≫
Co ･･･コンクリート
DT ･･･ダンプトラック
CC ･･･クローラクレーン
RTC･･･ラフテレーンクレーン

As ･･･アスファルト
BH ･･･バックホウ
TC ･･･トラッククレーン

00010 

0 
70福山市                                  
00-07.01.01(0)

1 公共(一般)      

工種　　　　　　　　　　
施工地域・工事場所区分  
復興補正区分            
週休補正区分            
現場事務所等の貸与区分  
ＩＣＴ補正区分　　　　　
冬期補正係数            
緊急工事区分            
前払金支出割合区分      
契約保証区分            

32  下水道工事 (３) 　　　　
00  補正なし                
00  補正なし                
00  補正なし　　　　　　　　
00  補正なし                
00  補正なし　　　　　　　　
00  補正なし                
00  通常工事 ０％           
00  補正無し                
01  金銭的保証(0.04%)       



                          本工事費　内訳表                  0 0002

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
本工事費 X1000      

処理場・ポンプ場

         1     
          
    式    

Y1I06      レベル1 

本体作業土工

         1     
          
    式    

Y1I0604    レベル2 

盛土工

         1     
          
    式    

Y1I060403  レベル3 

盛土(購入土)

          
    m3    

Y1I06040304レベル4 

路体(築堤)盛土
施工幅員4.0m以上
施工数量20,000m3未満 障害無し

        30         m3    

SPK2404000400    

    単第0 -0001  表   
購入土

          
    m3    

Y1I06040304レベル4 

再生クラッシャラン
40～0mm

        40         m3    

T0247      00   

    
本体仮設工

         1     
          
    式    

Y1I0605    レベル2 



                          本工事費　内訳表                  0 0003

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
土留・仮締切工

         1     
          
    式    

Y1I060501  レベル3 

鋼材切断

          
   箇所   

Y1I06140206レベル4 

水中酸素アーク切断
ハット型鋼矢板
板厚10mm以上20mm未満 材工共

        25.6        m    

F000001100 00   

    
【機器単体費】　　　　　　　　　　　　　
共通仮設費[対象外]，現場管理費[対象外]　
一般管理費[対象外]　　　　　　　　　　　

          

#0046      

鉄屑(ヘビーHS)
厚さ6mm以上,幅高500mm以下
長さ700mm以下,質量600kg以下

        -4.91       t    

TH002686   00   

    
仮設鋼矢板

          
    枚    

Y1I06050101レベル4 

継鋼矢板圧入(Nmax≦25)
陸上施工 3型
圧入長(m)_15以下(12超) 継施工1箇所

        25         枚    

S0441      00    

    単第0 -0002  表   
(賃料)普通鋼矢板
SP3型,60kg/m
不足弁償金(中古)

        21.8        t    

TH003202   00   

    
油圧式杭圧入引抜機据付・解体
圧入 (Nmax≦25)
III型

         1         回    

S0458      00    

    単第0 -0005  表   



                          本工事費　内訳表                  0 0004

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
既設山留材撤去

          
    枚    

Y1I06050102レベル4 

既設山留材撤去
H500

         1         式    

V000001100 00    

    単第0 -0006  表   
【機器単体費】　　　　　　　　　　　　　
共通仮設費[対象外]，現場管理費[対象外]　
一般管理費[対象外]　　　　　　　　　　　

          

#0046      

鉄屑(ヘビーHS)
厚さ6mm以上,幅高500mm以下
長さ700mm以下,質量600kg以下

        -2.89       t    

TH002686   00   

    
仮橋・作業構台工

         1     
          
    式    

Y1I060507  レベル3 

仮橋下部

          
    ｔ    

Y1I06050704レベル4 

山留材賃料

         9.6        t    

SHD10013   00    

    単第0 -0008  表   
杭橋脚撤去工 (杭基礎)
CC油圧駆動式ウインチ型50-55t吊

        12.7        t    

S1030      00    

    単第0 -0009  表   
ガス切断
H鋼杭

         6        箇所   

S0180      00    

    単第0 -0011  表   



                          本工事費　内訳表                  0 0005

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
【機器単体費】　　　　　　　　　　　　　
共通仮設費[対象外]，現場管理費[対象外]　
一般管理費[対象外]　　　　　　　　　　　

          

#0046      

鉄屑(ヘビーHS)
厚さ6mm以上,幅高500mm以下
長さ700mm以下,質量600kg以下

        -4.61       t    

TH002686   00   

    
仮橋上部

          
    ｔ    

Y1I06050706レベル4 

上部工撤去工
CC油圧駆動式ウインチ型50-55t吊

        18.8        t    

S1020      00    

    単第0 -0012  表   
山留材賃料

        12.2        t    

SHD10013   00    

    単第0 -0013  表   
【機器単体費】　　　　　　　　　　　　　
共通仮設費[対象外]，現場管理費[対象外]　
一般管理費[対象外]　　　　　　　　　　　

          

#0046      

鉄屑(ヘビーHS)
厚さ6mm以上,幅高500mm以下
長さ700mm以下,質量600kg以下

        -8.33       t    

TH002686   00   

    
覆工板

          
    m2    

Y1I06050707レベル4 

覆工板撤去工
ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型25t吊

       142         m2    

S1022      00    

    単第0 -0014  表   



                          本工事費　内訳表                  0 0006

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
覆工板賃料

       142         m2    

SHD10015   00    

    単第0 -0015  表   
仮設高欄

          
     m    

Y1I06050708レベル4 

高欄設置工
単管パイプ型

        16          m    

S1024      00    

    単第0 -0016  表   
高欄撤去工
単管パイプ型

        16          m    

S1024      00    

    単第0 -0017  表   
仮設高欄賃料（単管パイプ）
L=16.0m H=1.5m 支柱間隔2.0m
接続部材含む 180日

         1         式    

F000002100 00   

    
本体築造工（管理橋）

         1     
          
    式    

Y1I0606    レベル2 

掘削工

         1     
          
    式    

Y1I060401  レベル3 

掘削(土砂)

          
    m3    

Y1I06040101レベル4 

掘削
土砂 オープンカット 押土無し
障害無し 5,000m3未満

       150         m3    

SPK2404000100    

    単第0 -0018  表   



                          本工事費　内訳表                  0 0007

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
埋戻工

         1     
          
    式    

Y1I060402  レベル3 

埋戻し

          
    m3    

Y1I06040201レベル4 

埋戻し

最大埋戻幅1m以上4m未満
        90         m3    

SPK2404002000    

    単第0 -0019  表   
購入土

          
    m3    

Y1I06040304レベル4 

改良土

        50         m3    

F000000100 00   

    
土砂等運搬
標準 土砂(岩塊・玉石混り土含む)
DID区間有り 距離6.0km以下(5.0km超)

        40         m3    

SPK2404000200    

    単第0 -0020  表   
再生クラッシャラン
40～0mm

        60         m3    

T0247      00   

    
既製杭工

         1     
          
    式    

Y1I060603  レベル3 

鋼管杭

          
    本    

Y1I06060302レベル4 



                          本工事費　内訳表                  0 0008

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
ガス切断
鋼管杭

        15        箇所   

S0180      00    

    単第0 -0021  表   
【機器単体費】　　　　　　　　　　　　　
共通仮設費[対象外]，現場管理費[対象外]　
一般管理費[対象外]　　　　　　　　　　　

          

#0046      

鉄屑(ヘビーH1)
厚さ6mm以上,幅高500mm以下
長さ1,200mm以下,質量1,000kg以下

        -2.79       t    

T100E007   00   

    
躯体工

         1     
          
    式    

Y1I060607  レベル3 

杭頭処理

          
   箇所   

Y1I06060701レベル4 

杭頭処理
鋼管杭φ700mm　t=18mm

        15         本    

V000000100 00    

    単第0 -0022  表   
コンクリート

          
    m3    

Y1I06060705レベル4 

コンクリート
無筋・鉄筋構造物 24-12-25(20)BB
コンクリートポンプ車打設

       104         m3    

SPK2404015300    

    単第0 -0026  表   
型枠

          
    m2    

Y1I06060706レベル4 



                          本工事費　内訳表                  0 0009

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
型枠
一般型枠
鉄筋・無筋構造物

       230         m2    

SPK2404015500    

    単第0 -0027  表   
型枠
一般型枠
鉄筋・無筋構造物(合板円形型枠使用)

        15         m2    

SPK2404015500    

    単第0 -0028  表   
鉄筋

          
    ｔ    

Y1I06060707レベル4 

鉄筋工
SD345_D13
一般構造物 [規]10t未満

         2.93       t    

SS000099   00    

    単第0 -0029  表   
鉄筋工
SD345_D16～D25
一般構造物 [規]10t未満

         7.89       t    

SS000099   00    

    単第0 -0030  表   
ガス圧接工
手動(半自動)・自動_D22+D22
[規]100箇所未満

        54        箇所   

SS000103   00    

    単第0 -0031  表   
足場

          
   掛m2   

Y1I06060708レベル4 

手摺先行型枠組・単管・単管傾斜足場
手摺先行型枠組足場

        80        掛m2   

S0380      00    

    単第0 -0032  表   
支保

          
   空m3   

Y1I06060709レベル4 



                          本工事費　内訳表                  0 0010

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
支保工
パイプサポート支保
f<=40(t<=120) Ｈ＜4.0m

        40        空m3   

S0370      00    

    単第0 -0033  表   
支保工
くさび結合支保
f<=40(t<=120) Ｈ≧4.0m

        70        空m3   

S0370      00    

    単第0 -0034  表   
Ｈ鋼支保工

          
   空m3   

Y1I06060709レベル4 

Ｈ鋼支保工設置工

         1         式    

V000000200 00    

    単第0 -0035  表   
Ｈ鋼支保工撤去工

         1         式    

V000000250 00    

    単第0 -0040  表   
支保工材料

         1         式    

V000000300 00    

    単第0 -0044  表   
【機器単体費】　　　　　　　　　　　　　
共通仮設費[対象外]，現場管理費[対象外]　
一般管理費[対象外]　　　　　　　　　　　

          

#0046      

鉄屑(ヘビーHS)
厚さ6mm以上,幅高500mm以下
長さ700mm以下,質量600kg以下

        -5.35       t    

TH002686   00   

    
鉄屑(ヘビーHS)
厚さ6mm以上,幅高500mm以下
長さ700mm以下,質量600kg以下

       -18.03       t    

TH002686   00   

    



                          本工事費　内訳表                  0 0011

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
コンクリート架台

          
    m3    

Y1I06060705レベル4 

コンクリート
無筋・鉄筋構造物 18-8-25(20)BB
コンクリートポンプ車打設

        28         m3    

SPK2404015300    

    単第0 -0049  表   
型枠
一般型枠
鉄筋・無筋構造物

        16         m2    

SPK2404015500    

    単第0 -0027  表   
コンクリート後打ち

          
    m3    

Y1I06060705レベル4 

コンクリート
無筋・鉄筋構造物 18-8-25(20)BB
コンクリートポンプ車打設

         5         m3    

SPK2404015300    

    単第0 -0049  表   
型枠
一般型枠
鉄筋・無筋構造物

         6         m2    

SPK2404015500    

    単第0 -0027  表   
手すり

          
     m    

Y1I06061301レベル4 

手すり（一般部）
アルミ製　H=1100mm
下水道事業団仕様　取外し式 材工共

        40          m    

F000001000 00   

    
本体築造工（屋外階段１）

         1     
          
    式    

Y1I0606    レベル2 



                          本工事費　内訳表                  0 0012

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
既製杭工

         1     
          
    式    

Y1I060603  レベル3 

鋼管杭

          
    本    

Y1I06060302レベル4 

ガス切断
鋼管杭

         3        箇所   

S0180      00    

    単第0 -0021  表   
【機器単体費】　　　　　　　　　　　　　
共通仮設費[対象外]，現場管理費[対象外]　
一般管理費[対象外]　　　　　　　　　　　

          

#0046      

鉄屑(ヘビーH1)
厚さ6mm以上,幅高500mm以下
長さ1,200mm以下,質量1,000kg以下

        -0.11       t    

T100E007   00   

    
躯体工

         1     
          
    式    

Y1I060607  レベル3 

杭頭処理

          
   箇所   

Y1I06060701レベル4 

杭頭処理
鋼管杭φ400mm　t=9mm

         4         本    

V000000600 00    

    単第0 -0050  表   
基礎材

          
    m2    

Y1I06100803レベル4 



                          本工事費　内訳表                  0 0013

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
基礎砕石
砕石の厚さ17.5cmを超え20.0cm以下
RC-40

         1         m2    

SPK2404003400    

    単第0 -0051  表   
コンクリート

          
    m3    

Y1I06060705レベル4 

コンクリート
無筋・鉄筋構造物 18-8-40BB
人力打設

         0.1       m3    

SPK2404015300    

    単第0 -0052  表   
コンクリート
無筋・鉄筋構造物 24-12-25(20)BB
コンクリートポンプ車打設

         5         m3    

SPK2404015300    

    単第0 -0053  表   
型枠

          
    m2    

Y1I06060706レベル4 

型枠
一般型枠
均しコンクリート

         0.5       m2    

SPK2404015500    

    単第0 -0054  表   
型枠
一般型枠
鉄筋・無筋構造物

        21         m2    

SPK2404015500    

    単第0 -0027  表   
型枠
一般型枠
鉄筋・無筋構造物(合板円形型枠使用)

         3         m2    

SPK2404015500    

    単第0 -0028  表   
鉄筋

          
    ｔ    

Y1I06060707レベル4 



                          本工事費　内訳表                  0 0014

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
鉄筋工
SD345_D13
一般構造物 [規]10t未満

         0.18       t    

SS000099   00    

    単第0 -0029  表   
鉄筋工
SD345_D16～D25
一般構造物 [規]10t未満

         0.89       t    

SS000099   00    

    単第0 -0030  表   
足場

          
   掛m2   

Y1I06060708レベル4 

手摺先行型枠組・単管・単管傾斜足場
手摺先行型枠組足場

        20        掛m2   

S0380      00    

    単第0 -0032  表   
支保

          
   空m3   

Y1I06060709レベル4 

支保工
パイプサポート支保
f<=40(t<=120) Ｈ＜4.0m

        20        空m3   

S0370      00    

    単第0 -0033  表   
目地材

          
    m2    

Y1I06100809レベル4 

目地板
1工事当り使用量30m2未満
瀝青繊維質目地板t=20mm

         2         m2    

SPK2404012200    

    単第0 -0055  表   
目地材充填
シリコンシーリング20×20

         3          m    

F000001200 00   

    



                          本工事費　内訳表                  0 0015

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
ノンスリップ

          
     m    

Y1I06062006レベル4 

階段滑り止め（ノンスリップ）
ステンレス製　W35
ビニルタイヤ入れ式

        15          m    

F000001300 00   

    
吐口工

         1     
          
    式    

Y1I0608    レベル2 

水替工

         1     
          
    式    

Y1I060804  レベル3 

ポンプ排水

          
    日    

Y1I06080401レベル4 

ポンプ運転
排水量 0以上40未満 (m3/h)
作業時排水 雨天時

        50         日    

S1050031   00    

    単第0 -0056  表   
ポンプ撤去

         1        箇所   

V000000500 00    

    単第0 -0059  表   
擁壁工（鋼矢板擁壁）

         1     
          
    式    

Y1I0610    レベル2 

鋼矢板擁壁工

         1     
          
    式    

Y1I061008  レベル3 



                          本工事費　内訳表                  0 0016

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
基礎材

          
    m2    

Y1I06100803レベル4 

基礎砕石
砕石の厚さ7.5cmを超え12.5cm以下
RC-40

         5         m2    

SPK2404003400    

    単第0 -0061  表   
コンクリート

          
    m3    

Y1I06100805レベル4 

コンクリート
無筋・鉄筋構造物 24-12-25(20)BB
コンクリートポンプ車打設

         4         m3    

SPK2404015300    

    単第0 -0053  表   
型枠

          
    m2    

Y1I06100806レベル4 

型枠
一般型枠
鉄筋・無筋構造物

        16         m2    

SPK2404015500    

    単第0 -0027  表   
鉄筋

          
    ｔ    

Y1I06100807レベル4 

鉄筋工
SD345_D13
一般構造物 [規]10t未満

         0.11       t    

SS000099   00    

    単第0 -0029  表   
足場

          
   掛m2   

Y1I06100808レベル4 



                          本工事費　内訳表                  0 0017

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
手摺先行型枠組・単管・単管傾斜足場
手摺先行型枠組足場

        30        掛m2   

S0380      00    

    単第0 -0032  表   
底張りコンクリート工

         1     
          
    式    

Y1I061008  レベル3 

コンクリート

          
    m3    

Y1I06100805レベル4 

水中コンクリート打設(ポンプ車直接打設)
18-8-40BB

         8         m3    

S5043005   00    

    単第0 -0062  表   
型枠

          
    m2    

Y1I06100806レベル4 

型枠
一般型枠
鉄筋・無筋構造物

         2         m2    

SPK2404015500    

    単第0 -0027  表   
鉄筋

          
    ｔ    

Y1I06100807レベル4 

溶接金網設置工

        21         m2    

V000000700 00    

    単第0 -0065  表   
掘削(土砂)

          
    m3    

Y1I06040101レベル4 



                          本工事費　内訳表                  0 0018

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
掘削
土砂 水中掘削

         8         m3    

SPK2404000100    

    単第0 -0066  表   
残土処理工

         1     
          
    式    

Y1I060405  レベル3 

残土処理

          
    m3    

Y1I06040501レベル4 

土砂等運搬
標準 土砂(岩塊・玉石混り土含む)
DID区間有り 距離6.0km以下(5.0km超)

         8         m3    

SPK2404000200    

    単第0 -0020  表   
【直接工事費に含まれる処分費等】　　　　
「処分費等」の取扱いによる　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

          

#0041      

発生土受入費（池底土）
浚渫泥土

         8         m3    

F000001500 00   

    
構造物撤去工

         1     
          
    式    

Y1I0614    レベル2 

構造物取壊し工

         1     
          
    式    

Y1I061402  レベル3 

コンクリート構造物取壊し

          
    m3    

Y1I06140201レベル4 



                          本工事費　内訳表                  0 0019

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
構造物とりこわし工(無筋構造物)
機械施工

         6         m3    

SDT00031   00    

    単第0 -0067  表   
コンクリート切断
ブロック積
コンクリート舗装版厚15cmを超え30cm以下

        13          m    

SPK2404030600    

    単第0 -0068  表   
殻運搬処理

          
    m3    

Y1I06140209レベル4 

殻運搬
Co(無筋)構造物とりこわし
DID区間有り 運搬距離23.2km以下(18.5km超)

         6         m3    

SPK2404015100    

    単第0 -0069  表   
【直接工事費に含まれる処分費等】　　　　
「処分費等」の取扱いによる　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

          

#0041      

コンクリート塊受入費
再生工場搬入

        14         ｔ    

T9005      00   

    
構造物復旧工

         1     
          
    式    

Y1I0614    レベル2 

底張りコンクリート復旧工

         1     
          
    式    

Y1I061008  レベル3 

コンクリート

          
    m3    

Y1I06100805レベル4 



                          本工事費　内訳表                  0 0020

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
水中コンクリート打設(ポンプ車直接打設)
18-8-40BB

         6         m3    

S5043005   00    

    単第0 -0062  表   
鉄筋

          
    ｔ    

Y1I06100807レベル4 

溶接金網設置工

        19         m2    

V000000700 00    

    単第0 -0065  表   
掘削(土砂)

          
    m3    

Y1I06040101レベル4 

掘削
土砂 水中掘削

         6         m3    

SPK2404000100    

    単第0 -0066  表   
残土処理工

         1     
          
    式    

Y1I060405  レベル3 

残土処理

          
    m3    

Y1I06040501レベル4 

土砂等運搬
標準 土砂(岩塊・玉石混り土含む)
DID区間有り 距離6.0km以下(5.0km超)

         6         m3    

SPK2404000200    

    単第0 -0020  表   
【直接工事費に含まれる処分費等】　　　　
「処分費等」の取扱いによる　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

          

#0041      
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頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
発生土受入費（池底土）
浚渫泥土

         6         m3    

F000001500 00   

    
場内設備復旧工

         1     
          
    式    

Y1I061008  レベル3 

電線管移設工

          
    m3    

Y1I06100805レベル4 

既設電線管移設工
手間のみ（材料流用）

         1         式    

V000000900 00    

    単第0 -0070  表   
水位計復旧工
手間のみ（材料流用）

         1         式    

V000001000 00    

    単第0 -0071  表   
＊＊直接工事費＊＊

#0020計=支給品等(材料),無償貸付        �

運搬費

          

Z0004      

運搬費

         1     
          
    式    

YZZ04      レベル2 

運搬費

         1     
          
    式    

YZZ04001   レベル3 



                          本工事費　内訳表                  0 0022

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
仮設材運搬費

          
     t    

YZZ04001004レベル4 

仮設材等(鋼矢板,H鋼,覆工板,敷鉄板等)運搬
運搬距離 10km
製品長 12m以内 本体仮設工

         1         式    

S1000007   00    

    単第0 -0072  表   
仮設材等(鋼矢板,H鋼,覆工板,敷鉄板等)運搬
運搬距離 10km
製品長 12m以内 本体築造工

         1         式    

S1000007   00    

    単第0 -0075  表   
仮設材等(鋼矢板,H鋼,覆工板,敷鉄板等)運搬
運搬距離 10km
製品長 12m以内 埋設鋼矢板

         1         式    

S1000007   00    

    単第0 -0078  表   
共通仮設費率分

          

Z0019      

計算情報……
対象額………
率……………

＊＊共通仮設費計＊＊

＊＊純工事費＊＊

現場管理費

          

計算情報……
対象額………
率……………
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頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
＊＊工事原価＊＊

一般管理費率分

          

計算情報……
対象額………

前払補正率…

率……………
契約保証費

          

計算情報……
対象額………
率……………

当初請対額  
当初対象額  

一般管理費計

＊＊工事価格＊＊

＊＊消費税相当額＊＊

          

計算情報……
対象額………
率……………

＊＊工事費計＊＊

＊＊契約保証費計＊＊



 

参考数量書 

 

§工事名称  一ツ樋ポンプ場上家新築工事 

§工事場所  福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内 

 

 

 

 

 

特記事項 

１ この数量書は、福山市建設工事請負契約約款第１条に定める「設計図書」ではなく 

参考数量です。従って、契約後の変更等を含意するものではありません。 

２ 数量の算出は次の基準によっています。 

※ 「建築数量積算基準・同解説」（建築工事積算研究会制定） 

※ 「建築設備数量積算基準・同解説」（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修） 



工事名称 一ツ樋ポンプ場上家新築工事

工事場所 福山市東川口町一丁目及び新浜町一丁目地内

【工事概要】

構造  鉄筋コンクリート造  地上２階建   

延べ面積  ４４５．４２㎡ 



工事費内訳 1

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接工事費

建築工事

1

式

計

共通費

共通仮設費

1

式

現場管理費

1

式

一般管理費等

1

式

計

工事価格

1

式

消費税等相当額

1 消費税率 10 ％

式

工事費

1

式

調査基準価格

1

式

調査基準価格の100/110

1

式



工事種別内訳 2

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接工事費

1

式

計



直接工事費 種目別内訳 3

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

ポンプ場増設工事

1

式

計



直接工事費 科目別内訳 4

ポンプ場増設工事

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接仮設工事

1

式

コンクリート工事

1

式

型枠工事

1

式

鉄筋工事

1

式

鉄骨工事

1

式

防水工事

1

式

木工事

1

式

とい工事

1

式

金属工事

1

式

左官工事

1

式

建具工事

1

式

塗装工事

1

式

内装工事

1

式

雑工事

1

式

外部接続階段工事

1

式

外部ｽﾛｰﾌﾟ工事

1

式

既設ﾎﾟﾝﾌﾟ場改修工事

1

式

計



直接工事費 中科目別内訳 5

ポンプ場増設工事

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接仮設工事

1
式

計

コンクリート工事

1
式

計

型枠工事

1
式

計

鉄筋工事

1
式

計

鉄骨工事

1
式

計

防水工事

1
式

計

木工事

1
式

計

とい工事

1
式

計

金属工事

1
式

計

左官工事

1
式

計



直接工事費 中科目別内訳 6

ポンプ場増設工事

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

建具工事 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

1
式

建具工事 鋼製建具

1
式

建具工事 鋼製軽量建具

1
式

建具工事 ｶﾞﾗｽ

1
式

計

塗装工事

1
式

計

内装工事

1
式

計

雑工事

1
式

計

外部接続階段工事 直接仮設工事

1
式

外部接続階段工事 鉄骨工事

1
式

外部接続階段工事 屋根及びとい工事

1
式

外部接続階段工事 金属工事

1
式

外部接続階段工事 左官工事

1
式

外部接続階段工事 塗装工事

1
式

計

外部ｽﾛｰﾌﾟ工事 直接仮設工事

1
式

外部ｽﾛｰﾌﾟ工事 金属工事

1
式



直接工事費 中科目別内訳 7

ポンプ場増設工事

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

外部ｽﾛｰﾌﾟ工事 左官工事

1
式

計

既設ﾎﾟﾝﾌﾟ場改修工事 直接仮設工事

1
式

既設ﾎﾟﾝﾌﾟ場改修工事 外壁改修工事

1
式

既設ﾎﾟﾝﾌﾟ場改修工事 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

1
式

既設ﾎﾟﾝﾌﾟ場改修工事 ｶﾞﾗｽ

1
式

既設ﾎﾟﾝﾌﾟ場改修工事 内装改修工事

1
式

既設ﾎﾟﾝﾌﾟ場改修工事 撤去工事

1
式

計



直接工事費 細目別内訳 8

ポンプ場増設工事 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

墨出し 別紙 00-0001

1
式

養生 別紙 00-0002

1
式

整理清掃 別紙 00-0003

後片付け 1
式

外部足場 別紙 00-0004

1
式

災害防止 別紙 00-0005

1
式

内部躯体足場 別紙 00-0006

1
式

内部仕上足場 別紙 00-0007

1
式

仮設材運搬 別紙 00-0008

1
式

計



直接工事費 細目別内訳 9

ポンプ場増設工事 コンクリート工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ 躯体

FC=24N/mm2 S=18 464
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ 嵩上ｺﾝｸﾘｰﾄ

FC=18N/mm2 S=15 15.3
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ 機械基礎

FC=18N/mm2 S=15 1.7
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ 防水保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

FC=18N/mm2 S=15 16.4
ｍ3

構造体強度補正 別紙 00-0009

1
式

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 別紙 00-0010

1
式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 別紙 00-0011

圧送 1
式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 別紙 00-0012

基本料金 1
式

計



直接工事費 細目別内訳 10

ポンプ場増設工事 型枠工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

型枠 普通合板型枠

ﾗｰﾒﾝ構造 地上軸部 678
階高3.5～4.0m程度 ㎡

型枠 打放合板型枠B種

ﾗｰﾒﾝ構造 地上軸部 2,160
階高3.5～4.0m程度 ㎡

型枠 打放合板型枠C種

ﾗｰﾒﾝ構造 地上軸部 112
階高3.5～4.0m程度 ㎡

型枠 小型構造物用型枠

擁壁、囲障の基礎等 - 21.6
- ㎡

型枠運搬費 4ｔ車 30㎞程度 往復

2,971.6
㎡

型枠目地棒 別紙 00-0013

1
式

打放し面補修 別紙 00-0014

1
式

計



直接工事費 細目別内訳 11

ポンプ場増設工事 鉄筋工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

異形鉄筋 SD295A D10

10.7
ｔ

異形鉄筋 SD295A D13

25.6
ｔ

異形鉄筋 SD295A D16

6.1
ｔ

異形鉄筋 SD345 D19

3.9
ｔ

異形鉄筋 SD345 D22

8
ｔ

異形鉄筋 SD345 D25

7.9
ｔ

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0015

1
式

鉄筋加工組立 RCﾗｰﾒﾝ構造

階高3.5～4.0ｍ程度 形状単純 59.9
ｔ

鉄筋運搬費 4ｔ車 30㎞程度

59.9
ｔ

鉄筋ｶﾞｽ圧接 別紙 00-0016

1
式

鉄筋機械式継手 スリーブ圧着ねじ継手

D22×D22 34
か所

鉄筋機械式継手 スリーブ圧着ねじ継手

D19×D19 6
か所

計



直接工事費 細目別内訳 12

ポンプ場増設工事 鉄骨工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

(ｸﾚｰﾝｶﾞｰﾀﾞｰ)

H形鋼 SS400

H-700×300×13×24 5.4
ｔ

鋼板 SS400

PL-9 0.1
ｔ

鋼板 SS400

PL-12 0.2
ｔ

高力ﾎﾞﾙﾄ F8T 溶融亜鉛ﾒｯｷ

HTB-20×65 62
本

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ M20 L=600

48
本

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0017

1
式

工場加工組立 溶接材料及び溶接手間共

5.4
ｔ

溶融亜鉛ﾒｯｷ

5.4
ｔ

鉄骨現場建方

5.4
ｔ

鉄骨運搬

5.4
ｔ

揚重機械器具

1
式

鉄骨現場溶接 半自動(すみ肉6㎜換算)

22
ｍ

ﾄﾙｼｱ形 施工手間

高カﾎﾞﾙﾄ締付 60
本

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 径20

(B種) 取付手間 48
本

無収縮ﾓﾙﾀﾙ 300×400×50

4
か所

無収縮ﾓﾙﾀﾙ 300×800×50

2
か所

溶接部試験 工場内検査

(超音波探傷試験) 第三者検査機関 16
か所

溶接部試験 現場検査

(超音波探傷試験) 第三者検査機関 6
か所

硬質ｺﾞﾑ 250×360 t=10

6
か所



直接工事費 細目別内訳 13

ポンプ場増設工事 鉄骨工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

硬質ｺﾞﾑ 300×410 t=10

2
か所

小計

(ﾎｲｽﾄｸﾚｰﾝﾋﾞｰﾑ)

Ｉ形鋼 SS400

I-250×125×10×19 1
ｔ

BT鋼 SS400

BT-105×125×9×9 0.01
ｔ

BT鋼 SS400

BT-105×250×9×12 0.1
ｔ

等辺山形鋼 SS400

L-50×50×6 4
kg

鋼板 SS400

PL-9 0.03
ｔ

高力ﾎﾞﾙﾄ F8T 溶融亜鉛ﾒｯｷ

HTB-20×55 17
本

高力ﾎﾞﾙﾄ F8T 溶融亜鉛ﾒｯｷ

HTB-20×65 17
本

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ M22 L=600

16
本

通しﾎﾞﾙﾄ M22 L=825

8
本

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0018

1
式

工場加工組立 溶接材料及び溶接手間共

1.1
ｔ

溶融亜鉛ﾒｯｷ

1.1
ｔ

鉄骨現場建方

1.1
ｔ

鉄骨運搬

1.1
ｔ

揚重機械器具

1
式

ﾄﾙｼｱ形 施工手間

高カﾎﾞﾙﾄ締付 32
本

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 径20

(B種) 取付手間 16
本



直接工事費 細目別内訳 14

ポンプ場増設工事 鉄骨工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

通しﾎﾞﾙﾄ取付 径22

取付手間 8
本

貫通穴明け 径25

L=660 8
か所

溶接部試験 工場内検査

(超音波探傷試験) 第三者検査機関 18
か所

硬質ｺﾞﾑ 250×350 t=10

4
か所

硬質ｺﾞﾑ 250×400 t=10

4
か所

小計

計



直接工事費 細目別内訳 15

ポンプ場増設工事 防水工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

(外部)

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(A1-1) 平場 絶縁ｼｰﾄ含

(保護密着断熱) 押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ厚30共 211
㎡

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(A1-1) 立上り部

67.4
㎡

成形伸縮目地 25×80

樹脂製ｷｬｯﾌﾟ付 171
ｍ

防水押え金物 ｱﾙﾐ製 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水用

136
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

10×10 136
ｍ

防水立上り H=380

乾式保護材 上端先付受材･下端取付材共 137
ｍ

塗膜防水 X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系 平面

表面塗装ﾒｰｶｰ標準色 7.7
㎡

塗膜防水 X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系 立上り

表面塗装ﾒｰｶｰ標準色 2.5
㎡

ｼｰﾘﾝｸﾞ 別紙 00-0019

1
式

(内部)

ｼｰﾘﾝｸﾞ 別紙 00-0020

1
式

計



直接工事費 細目別内訳 16

ポンプ場増設工事 木工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

(内部)

床 根太組 45×60(見付共)

(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ下地) 13.5
ｍ

畳寄せ 15×50

4.8
ｍ

四方枠 W1800×H=2000

(120×25) 1
か所

計



直接工事費 細目別内訳 17

ポンプ場増設工事 とい工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ(ｽﾃﾝﾚｽ製) 径100 横形ろく屋根用

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水用 4
か所

硬質ﾎﾟﾘ塩化 径100

ﾋﾞﾆﾙ管とい(ｶﾗｰ) SUS支持金物 62.8
ｍ

計



直接工事費 細目別内訳 18

ポンプ場増設工事 金属工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

(外部)

溶接金網敷 径6.0 100×100

203
㎡

溶接金網敷 SUS

径2.0 50×50 8.2
㎡

EXP･Jｶﾊﾞｰ W=550 ｽﾃﾝﾚｽ製ｶﾊﾞｰ

(屋根用) ｸﾘｱﾗﾝｽ200 耐火帯t=12.5 8.7
両側小口塞ぎ共 ｍ

EXP･Jｶﾊﾞｰ W=330 ｱﾙﾐ製

(外壁用) ｸﾘｱﾗﾝｽ200 壁+壁 耐火帯 12.3
一時間耐火 止水補助ｼｰﾄ ｍ

屋上点検口 ｽﾃﾝﾚｽ製 径600

ｶﾞｽﾀﾞﾝﾊﾟｰ 1
か所

屋上点検口 900角 (ﾄﾞｰﾑ) SUS304

(耐火構造適合品) 1
か所

搬入ｽﾃｰｼﾞ H=1100

ｱﾙﾐ製手摺 下水道事業団規格 1

(ﾍﾞｰｽﾎﾟｽﾄﾀｲﾌﾟ) か所

搬入ｽﾃｰｼﾞ ｶｯﾄﾁｪｰﾝ L=3000 二段

落下防止 両側ﾁｪｰﾝﾌｯｸ付 1

ｽﾃﾝﾚｽﾁｪｰﾝ か所

大型扉戸当り あおり止め付

黒色天然硬質ｺﾞﾑ共 2
か所

床排水目皿 SUS

Φ150 1
か所

(内部)

溶接金網敷 径6.0 100×100

50.1
㎡

EXP･Jｶﾊﾞｰ W=320 ｸﾘｱﾗﾝｽ200 ｽﾃﾝﾚｽ製

E(床用) 床+床 止水補助ｼｰﾄ 5
ｍ

EXP･Jｶﾊﾞｰ W=320 ｸﾘｱﾗﾝｽ200 ｽﾃﾝﾚｽ製

(床用) 床ｺｰﾅｰ 止水補助ｼｰﾄ 3
ｍ

EXP･Jｶﾊﾞｰ W=330 ｸﾘｱﾗﾝｽ200 ｱﾙﾐ製

(壁用) 壁+壁 7.2
ｍ

EXP･Jｶﾊﾞｰ W=330 ｸﾘｱﾗﾝｽ200 ｱﾙﾐ製

(壁用) 壁ｺｰﾅｰ 2.4
ｍ

EXP･Jｶﾊﾞｰ W=330 ｸﾘｱﾗﾝｽ200 ｱﾙﾐ製

(天井用) 天井+天井 5
ｍ

EXP･Jｶﾊﾞｰ W=330 ｸﾘｱﾗﾝｽ200 ｱﾙﾐ製

(天井用) 天井ｺｰﾅｰ 3
ｍ

EXP･Jｶﾊﾞｰ W=266 ｸﾘｱﾗﾝｽ200 ｱﾙﾐ製

(外壁天井用) 天井ｺｰﾅｰ 一時間耐火 耐火帯 8.6
ｍ



直接工事費 細目別内訳 19

ポンプ場増設工事 金属工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

床下点検口 450角

鋼製下地 ｽﾃﾝﾚｽ目地 1
か所

階段滑り止め SUS304 HL

W=35 接着工法 43.3
ｍ

軽量鉄骨壁下地 75形 下地張りなし@300

31.7
㎡

軽量鉄骨壁下地 壁面ﾍﾞﾀ打ち止め

90形 @450 ﾎﾞﾙﾄ:9Φ＠600 283
あと施工ｱﾝｶｰ:9Φ＠900程度 ㎡

壁下地開口補強 別紙 00-0021

1
式

耐震天井 (屋内) ふところ1.5m未満

軽量鉄骨天井下地 @225 ﾌﾞﾚｰｽ共 82.8
㎡

耐震天井 (屋内) ふところ3.0m未満

軽量鉄骨天井下地 @225 ﾌﾞﾚｰｽ共 22.9
㎡

軽量鉄骨天井 別紙 00-0022

開口部補強 1
式

天井ｲﾝｻｰﾄ

158
本

耐震天井ｸﾘｱﾗﾝｽ部 ｱﾙﾐ製

見切縁 ｸﾘｱﾗﾝｽ60 28.1
ｍ

天井廻縁 ｱﾙﾐ製

36.6
ｍ

下り壁見切縁 ｱﾙﾐ製

2.8
ｍ

天井点検口 450角 気密ﾀｲﾌﾟ

ｱﾙﾐ製 6
か所

階段手摺(壁付) 手摺:ﾋﾞﾆｰﾙ (34Φ抗菌)

ﾌﾞﾗｹｯﾄ:ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材 16.3
ｍ

雨水ポンプ用 φ500（Ⅰ型）用 SS400

フック 1
か所

風道 VP65 H=300

水抜き穴 SUS防虫目皿共 1
か所

ﾀﾗｯﾌﾟ SUS304 Φ22 W=400

ﾛｰﾚｯﾄ加工 2
か所

ﾀﾗｯﾌﾟ梯子用 FB-6×50 L=380

埋込金物 先端100mmつめおり 壁筋に溶接 16
か所

天井ｸﾚｰﾝ用 PL:125×240 t=9

点検ﾃﾞｯｷ ｼﾞﾍﾞﾙ筋:4-D13 L=150

吊り部材受用

埋込金物

4
か所



直接工事費 細目別内訳 20

ポンプ場増設工事 金属工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

天井ｸﾚｰﾝ用 L-65×6 L=180

点検ﾃﾞｯｷ 埋込PLに溶接

吊り部材受用

ｱﾝｸﾞﾙ溶接

4
か所

単独ﾀﾗｯﾌﾟ用梯子 H=4700 25Φ 踏み子22Φ

(SUS304) 足元:FB-6×50＠1050

安全ｶﾞｰﾄﾞ:700×700 H=2100

FB-4×30 (後付)

1
か所

単独ﾀﾗｯﾌﾟ用梯子 H=3280 L-65×6 踏み子22Φ

(溶融亜鉛ﾒｯｷ) 足元:FB-6×50

安全ｶﾞｰﾄﾞ:700×700 H=1030

FB-4×30 (後付)

1
か所

天井ｸﾚｰﾝ用 750×1152 H=2715

点検ﾃﾞｯｷ 四方枠：[-125×65×6×8

(溶融亜鉛ﾒｯｷ) 根太：L-50×6 床ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ厚32

吊り部材:L-65×6

手摺:H=1200 SGP 25A 三方 1
1方SUSｶｯﾄﾁｪｰﾝ (ﾁｪｰﾝﾌｯｸ共) か所

壁掛洗面器下地 L-40×40×3 (両側) L=400

補強 C-100×50×20×2.3 (2段) L=400 1
(軽量鉄骨壁下地) 溶接止め か所

梁型ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ L-30×30×2

出隅ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ 142
ｍ

壁ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ吸音板 L-40×40×2

下端ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ 32.5
ｍ

計



直接工事費 細目別内訳 21

ポンプ場増設工事 左官工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

(外部)

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 直均し仕上げ

仕上げ 205
㎡

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 防水下地

仕上げ 219
㎡

床ｺﾝｸﾘｰﾄ 金ごて 塗床下地

直均し仕上げ 9.7
㎡

防水入隅処理 立上り入隅面取り 幅70mm程度

(ﾓﾙﾀﾙ) 136
ｍ

笠木天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 金ごて 幅130

直均し仕上げ 20.8
ｍ

笠木天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 金ごて 幅200

直均し仕上げ 39.2
ｍ

笠木天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 金ごて 幅300

直均し仕上げ 5.6
ｍ

笠木天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 金ごて 幅340

直均し仕上げ 97.1
ｍ

梁天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 金ごて 幅150

直均し仕上げ 6.1
ｍ

梁天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 金ごて 幅460

直均し仕上げ 6.7
ｍ

排水溝ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて

幅300 厚30～50 27.2
ｍ

搬入ｽﾃｰｼﾞ手摺 70Φ H=200

支柱 6
無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填 か所

建具周囲防水 外部建具

ﾓﾙﾀﾙ充填 61.2
ｍ

下地調整費 ｺﾝｸﾘｰﾄ

1,109
㎡

複層塗材 RE ｺﾝｸﾘｰﾄ面 ゆず肌状 ﾛｰﾗｰ塗り

ｱｸﾘﾙ系 水系 つやあり 上塗2回 1,109
下地調整費別途 ㎡

(内部)

床ｺﾝｸﾘｰﾄ均し 木ごて 2回

12.4
ｍ

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 直均し仕上げ

仕上げ 132
㎡

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 薄張物下地

仕上げ 6.2
㎡



直接工事費 細目別内訳 22

ポンプ場増設工事 左官工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

排水溝補修 50×50

21.8
ｍ

排水溝底ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて

200×200 3
か所

階段ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて ﾋﾞﾆﾙ系床材下地 厚28

29
㎡

天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 金ごて

直均し仕上げ W=150 5.4
ｍ

幅木ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて

高さ300 厚30 51.6
ｍ

手摺天端ｺﾝｸﾘｰﾄ W=100～140

直均仕上げ 3.9
ｍ

梁天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 金ごて

直均し仕上げ W=100程度 16
ｍ

梁天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 金ごて

直均し仕上げ W=200程度 118
ｍ

梁天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 金ごて

直均し仕上げ W=300程度 2
ｍ

壁天端ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて

W=100程度 1.8
ｍ

梁天端ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて

W=300程度 3.6
ｍ

建具周囲 内部建具

ﾓﾙﾀﾙ充填 22
ｍ

下地調整費 ｺﾝｸﾘｰﾄ

383
㎡

下地調整費 ｺﾝｸﾘｰﾄ

25.9
㎡

複層塗材 RE ｺﾝｸﾘｰﾄ面 ゆず肌状 ﾛｰﾗｰ塗り

ｱｸﾘﾙ系 水系 つやあり 上塗2回 180
下地調整費別途 ㎡

複層塗材 RE ｺﾝｸﾘｰﾄ面 ゆず肌状 ﾛｰﾗｰ塗り

ｱｸﾘﾙ系 水系 つやあり 上塗2回 25.9
下地調整費別途 ㎡

内装薄塗材 E ｺﾝｸﾘｰﾄ面 砂壁状じゅらく 吹付け

下地調整費別途 208
㎡

結露防止塗料吹付 ｱｸﾘﾙ樹脂塗料

(調湿性･防ｶﾋﾞ性･断熱性) 196
㎡

計



直接工事費 細目別内訳 23

ポンプ場増設工事 建具工事 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

AW-1 (防火設備) W600×H1200×D70

片開き窓 三方ｱﾙﾐ額縁･ｱﾙﾐ膳板 2
か所

AW-2 (防火設備) W400×H1200×D70

片開き窓 三方ｱﾙﾐ額縁･ｱﾙﾐ膳板 1
か所

AG-1 W2550×H1950×D100

横型ｱﾙﾐ固定ｶﾞﾗﾘ ｽﾃﾝﾚｽ防鳥網共 1
か所

運搬費

1
式

取付費

1
式

計



直接工事費 細目別内訳 24

ポンプ場増設工事 建具工事 鋼製建具

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

SD-1 W3000×H4000×D190

(特定防火設備) 外部大型用機密扉 1
両開きﾌﾗｯｼｭ戸 か所

SD-2 W2500×H2700×D170

(特定防火設備) 外部大型用機密扉 1
両開きﾌﾗｯｼｭ戸 か所

SD-3 W900×H2000×D160

(特定防火設備) 外部機密扉 1
片開きﾌﾗｯｼｭ戸 戸当りあおり止め か所

SD-4 W900×H2000×D150

(特定防火設備） 外部機密扉 2
片開きﾌﾗｯｼｭ戸 戸当りあおり止め か所

SD-5 (防火設備) W800×H2000×D150

片開きﾌﾗｯｼｭ戸 内部機密扉 2
戸当りあおり止め か所

SD-6 (防火設備) W800×H2000×D150

片開きﾌﾗｯｼｭ戸 内部簡易機密扉 1
戸当りあおり止め か所

運搬費

1
式

取付費

1
式

計



直接工事費 細目別内訳 25

ポンプ場増設工事 建具工事 鋼製軽量建具

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

LSD-1 W600×H2000×D120

片開きﾌﾗｯｼｭ戸 内部簡易機密扉 1
か所

運搬費

1
式

取付費

1
式

計



直接工事費 細目別内訳 26

ポンプ場増設工事 建具工事 ｶﾞﾗｽ

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

網入磨き板ｶﾞﾗｽ 厚さ6.8 特寸 2.18㎡以下 ひ し

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃共 1.9
㎡

型板ｶﾞﾗｽ 厚さ4.0 400×400

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃共 1
か所

ｶﾞﾗｽとめ(ｼｰﾘﾝｸﾞ) ｼﾘｺﾝ 1成分形 SR-1

26.4
ｍ

ｶﾞﾗｽ清掃

2.1
㎡

計



直接工事費 細目別内訳 27

ポンプ場増設工事 塗装工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

(外部)

ＤＰ塗り 鋼製建具面 1級

素地ごしらえ及び下塗り別途 64.4
㎡

(内部)

ＳＯＰ塗り 鋼製建具面 工程A種

塗料1種 錆止共 13.9
㎡

OSCL塗り 木部 素地B種

(糸幅300mm以下) 7.6
ｍ

ＣＬ塗り 木部 工程B種

(H31年仕様) 素地B種 0.5
㎡

計



直接工事費 細目別内訳 28

ポンプ場増設工事 内装工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

(外部)

床 防塵塗材塗 厚2.0 防滑仕上

厚膜型ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床材 9.7
㎡

(内部)

床 防塵塗材塗 厚2.0 防滑仕上

厚膜型ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床材 81.7
㎡

床捨貼合板 厚12

17.1
㎡

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 無 地 厚さ2.0 複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS

一般床 熱溶接工法 - 18.6
㎡

階段ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 無 地 厚さ2.0 複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS

28.8
㎡

複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 厚15 ﾅﾗ

0.5
㎡

ｽﾀｲﾛ畳敷き 厚60

(長手方向斜め加工) 3
枚

ﾋﾞﾆﾙ幅木 高さ60

51.9
ｍ

壁 厚6 ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽM3

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ吸音板 裏張りﾌﾞﾗｽｳｰﾙ32K 厚25 283
張り ㎡

壁ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ吸音板 L-30×30×2

下端 48.5
ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ止め ｍ

壁 厚12.5 不燃

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 継目処理 5
張り(GB-R) - - ㎡

壁化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5 鋼製下地

張り (表面化粧加工) 29.3
㎡

壁化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12.5 RC直張り

張り (表面化粧加工) 19.9
㎡

壁 厚9

化粧けい酸ｶﾙｼｳﾑ ｱﾙﾐC型見切り共 5.2
板貼り ㎡

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音材 保温板2号 32K 厚さ50

179
㎡

天井 化粧 厚9.5

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ 突付け 106
張り ㎡

計



直接工事費 細目別内訳 29

ポンプ場増設工事 雑工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

(外部)

室名札 255×60 ｱｸﾘﾙ t=6 (乳白色)

ｱﾙﾐ型材 (ｼﾙﾊﾞｰ) UV印刷 2
か所

屋上 500×600 H=400

ｺﾝｸﾘｰﾄ製踏段 ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上げ 4
か所

(内部)

二重床 鋼製根太 H=300

12.4
㎡

二重床 鋼製根太 H=340

4.7
㎡

消火器 ABC粉末式 10型

9
か所

消火器 ABC粉末式 50型

3
か所

消火器設置台 250×215 H=720

ABC粉末式 10型用 9
か所

室名札 255×60 ｱｸﾘﾙ t=6 (乳白色)

ｱﾙﾐ型材 (ｼﾙﾊﾞｰ) UV印刷 2
か所

ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾌ 155×152 ｱｸﾘﾙ t=6 (乳白色)

ｱﾙﾐ型材 (ｼﾙﾊﾞｰ) UV印刷 1
か所

ｽﾃﾝﾚｽ流し台 幅1000

公団型 1
か所

ｺﾝﾛ台 幅600

公団型 1
か所

吊り戸棚 幅1000 H=500

公団型 1
か所

吊り戸棚幕板 H=100

1.7
ｍ

ﾀｵﾙ掛け

1
か所

計



直接工事費 細目別内訳 30

ポンプ場増設工事 外部接続階段工事 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

墨出し 別紙 00-0023

1
式

養生 別紙 00-0024

1
式

整理清掃 別紙 00-0025

後片付け 1
式

外部足場 別紙 00-0026

1
式

仮設材運搬 別紙 00-0027

1
式

計



直接工事費 細目別内訳 31

ポンプ場増設工事 外部接続階段工事 鉄骨工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

一般構造用 STKR400

角形鋼管 □-100×100×4.5 0.3
ｔ

H形鋼 SS400

H-100×100×6×8 0.2
ｔ

溝型鋼 SS400

[-100×50×5×7.5 0.1
ｔ

丸鋼 SS400

M16 0.01
ｔ

ﾘｯﾌﾟ溝形鋼 SSC400

C-100×50×20×2.3 0.1
ｔ

平鋼 SS400

FB-6×50 3
kg

鋼板 SS400

PL-6 0.02
ｔ

鋼板 SS400

PL-9 0.04
ｔ

鋼板 SS400

PL-12 0.1
ｔ

鋼板 SS400

PL-16 0.02
ｔ

高力ﾎﾞﾙﾄ F8T 溶融亜鉛ﾒｯｷ

HTB-16×45 12
本

高力ﾎﾞﾙﾄ F8T 溶融亜鉛ﾒｯｷ

HTB-16×55 42
本

普通ﾎﾞﾙﾄ 溶融亜鉛ﾒｯｷ

M12×30 29
本

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ M12 L=240

16
本

鉄骨ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0028

1
式

工場加工組立 溶接材料及び溶接手間共

0.8
ｔ

溶融亜鉛ﾒｯｷ

0.8
ｔ

鉄骨現場建方

0.8
ｔ

揚重機械器具

1
式

鉄骨運搬

0.8
ｔ



直接工事費 細目別内訳 32

ポンプ場増設工事 外部接続階段工事 鉄骨工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ﾄﾙｼｱ形 ﾋﾞﾙ鉄骨

高力ﾎﾞﾙﾄ締付け 1,000本未満 52
施工手間 本

普通ﾎﾞﾙﾄ締付 径 9～13 施工手間

28
本

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ埋込み 径13～16(間柱等) 取付手間

(B種) 16
本

無収縮ﾓﾙﾀﾙ 130×240×50

8
か所

溶接部試験 工場検査 別紙 00-0029

(超音波探傷試験) 第三者検査機関 1
式

計



直接工事費 細目別内訳 33

ポンプ場増設工事 外部接続階段工事 屋根及びとい工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ﾙｰﾌﾃﾞｯｷ H=85 厚0.8 ﾌｯ素ｱﾙﾐめっき鋼板

内貼:無機質繊維ｼｰﾄ厚0.6 13
屋根30分耐火構造 (FP030RF-0.51) ㎡

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ H=85

10.8
ｍ

妻側取合い水切り ﾌｯ素ｱﾙﾐめっき鋼板

厚0.6 糸幅430 1.9
ｍ

塩ビ角樋 120×120

1.5
ｍ

硬質ﾎﾟﾘ塩化 径65 L=3200

ﾋﾞﾆﾙ管とい(ｶﾗｰ) SUS支持金物(3ｹ所）共 1
か所

計



直接工事費 細目別内訳 34

ポンプ場増設工事 外部接続階段工事 金属工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

屋外階段1 H=1100

ｱﾙﾐ製手摺 下水道事業団規格 1

(ﾍﾞｰｽﾎﾟｽﾄﾀｲﾌﾟ) か所

屋外階段2 H=1100

ｱﾙﾐ製手摺 下水道事業団規格 1

(ﾍﾞｰｽﾎﾟｽﾄﾀｲﾌﾟ) か所

搬入デッキ H=1100

ｱﾙﾐ製手摺 下水道事業団規格 1

(ﾍﾞｰｽﾎﾟｽﾄﾀｲﾌﾟ) か所

運搬費 下水道事業団規格全て

1
式

階段滑り止め SUS304 HL

W=35 接着工法 9.1
ｍ

計



直接工事費 細目別内訳 35

ポンプ場増設工事 外部接続階段工事 左官工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

床ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて ﾓﾙﾀﾙ仕上げ 厚30

2.3
㎡

階段ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて ﾓﾙﾀﾙ仕上げ 厚30

6.1
㎡

防塵塗装 厚2.0 防滑仕上

厚膜型ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床材 8.4
㎡

計



直接工事費 細目別内訳 36

ポンプ場増設工事 外部接続階段工事 塗装工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ＤＰ塗り 亜鉛めっき鋼 1級

素地ごしらえ及び下塗り別途 25.7
㎡

計



直接工事費 細目別内訳 37

ポンプ場増設工事 外部ｽﾛｰﾌﾟ工事 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

墨出し 別紙 00-0030

(仕上のみ) 1
式

養生 別紙 00-0031

(仕上のみ) 1
式

整理清掃 別紙 00-0032

後片付け 1
(仕上のみ) 式

計



直接工事費 細目別内訳 38

ポンプ場増設工事 外部ｽﾛｰﾌﾟ工事 金属工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｽﾛｰﾌﾟ H=1100

ｱﾙﾐ製手摺 下水道事業団規格 1

(ﾍﾞｰｽﾎﾟｽﾄﾀｲﾌﾟ) か所

計



直接工事費 細目別内訳 39

ポンプ場増設工事 外部ｽﾛｰﾌﾟ工事 左官工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

床ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き仕上 厚30

21.6
㎡

計



直接工事費 細目別内訳 40

ポンプ場増設工事 既設ﾎﾟﾝﾌﾟ場改修工事 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

墨出し 別紙 00-0033

1
式

養生 別紙 00-0034

1
式

整理清掃 別紙 00-0035

後片付け 1
式

外部足場 別紙 00-0036

1
式

仮設材運搬 別紙 00-0037

1
式

計



直接工事費 細目別内訳 41

ポンプ場増設工事 既設ﾎﾟﾝﾌﾟ場改修工事 外壁改修工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

建具周囲防水 外部建具

ﾓﾙﾀﾙ充填 4.6
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

25×10 4.6
ｍ

水洗い工法 W=100程度

ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼによる水洗い･清掃 4.6
ｍ

複層塗材E 幅100程度 水系 ゆず肌

(ｺﾝｸﾘｰﾄ面) ﾛｰﾗｰ塗りｱｸﾘﾙ系 4.6
下地調整費(C-1)共 ｍ

水切りﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて 糸幅200

2.6
ｍ

計



直接工事費 細目別内訳 42

ポンプ場増設工事 既設ﾎﾟﾝﾌﾟ場改修工事 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

AD-1 W1360×H2400×D70

袖FIX付片開き戸 1
か所

計



直接工事費 細目別内訳 43

ポンプ場増設工事 既設ﾎﾟﾝﾌﾟ場改修工事 ｶﾞﾗｽ

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

網入磨き板ｶﾞﾗｽ 厚さ6.8 特寸 2.18㎡以下 ひ し

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃共 2.7
㎡

ｶﾞﾗｽとめ(ｼｰﾘﾝｸﾞ) ｼﾘｺﾝ 1成分形 SR-1

27
ｍ

ｶﾞﾗｽ清掃

2.7
㎡

計



直接工事費 細目別内訳 44

ポンプ場増設工事 既設ﾎﾟﾝﾌﾟ場改修工事 内装改修工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

25×10 4.6
ｍ

水洗い工法 W=100程度

ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼによる水洗い･清掃 4.6
ｍ

複層塗材E 幅100程度 水系 ゆず肌

(ｺﾝｸﾘｰﾄ面) ﾛｰﾗｰ塗りｱｸﾘﾙ系 4.6
下地調整費(C-1)共 ｍ

窓台ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて 糸幅150

2.6
ｍ

計



直接工事費 細目別内訳 45

ポンプ場増設工事 既設ﾎﾟﾝﾌﾟ場改修工事 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｶｯﾀｰ入れ ﾓﾙﾀﾙ面 厚さ20～30㎜

4.6
ｍ

ｶｯﾀｰ入れ ｺﾝｸﾘｰﾄ面 厚さ20～30㎜

5.9
ｍ

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去 鉄筋切断共 人力 集積共

0.2
ｍ3

建具周囲はつり RC 20㎝ 集積共

2.6
ｍ

ｱﾙﾐ製建具撤去 FIX

枠は残す 集積共 3.7
㎡

ｱﾙﾐ製建具枠撤去 集積共

2.6
ｍ

ｶﾞﾗｽ撤去 集積共

3.7
㎡

発生材積込み ｺﾝｸﾘｰﾄ類 人力

0.2
ｍ3

発生材積込み ﾎﾞｰﾄﾞ･木材類 人力

0.1
ｍ3

とりこわし ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 2t積級

発生材運搬 人力積込 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類 0.2
DID区間有り 23.0㎞以下 ｍ3

とりこわし ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 2t積級

発生材運搬 人力積込 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類 0.03
DID区間有り 8.0㎞以下 ｍ3

とりこわし ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 2t積級

発生材運搬 人力積込 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類 0.04
DID区間有り 10.5㎞以下 ｍ3

発生材処分費 有筋

(ｺﾝｸﾘｰﾄ再生) 0.5
ｔ

発生材処分費

(ｶﾞﾗｽ) 0.1
ｔ

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0038

1
式

計



直接工事費 別紙明細 46

ポンプ場増設工事 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

墨出し 別紙 00-0001

1
式

墨出し 一 般

- - 355
㎡

計

養生 別紙 00-0002

1
式

養生 一 般

- - 355
㎡

計

整理清掃 別紙 00-0003

後片付け 1
式

整理清掃 一 般

後片付け - - 355
㎡

計

外部足場 別紙 00-0004

1
式

枠組本足場 建枠 900×1700 布枠500+240

(手すり先行方式) RC造標準日数 修理費含む 1,145
22m未満 4階建 建築面積 300㎡ ㎡

安全手すり 枠組本足場用

(手すり先行方式) RC造標準日数 修理費含む 101
建築面積 300㎡ ｍ

単管組 足場板敷き共

24.1
㎡

計



直接工事費 別紙明細 47

ポンプ場増設工事 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

災害防止 別紙 00-0005

1
式

ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り 防炎性能 JIS A 8952 Ⅱ類

RC造標準日数 修理費含む 2階建 1,050
建築面積 300㎡ ㎡

計

内部躯体足場 別紙 00-0006

1
式

内部躯体足場 RC造標準日数 修理費含む

(手すり先行方式) 鉄筋･型枠足場 103
階高4.0m超5.0m未満 転用数 2 ㎡

内部躯体足場 RC造標準日数 修理費含む

(手すり先行方式) 躯体支保工 71.9
階高7.4m以上9.1m未満 転用数 2 ㎡

内部躯体足場 RC造標準日数 修理費含む

(手すり先行方式) 躯体支保工 56.2
階高9.1m以上10.8m未満 転用数 2 ㎡

内部躯体足場 RC造標準日数 修理費含む

(手すり先行方式) 躯体支保工 49.3
階高13.6m以下 転用数2 ㎡

計

内部仕上足場 別紙 00-0007

1
式

内部仕上足場 RC造標準日数 修理費含む

(手すり先行方式) 枠組棚足場 73.7
階高4.0m超5.0m未満 転用数 2 ㎡

内部階段仕上足場 RC造標準日数 修理費含む

19
㎡

ｼｬﾌﾄ内足場 RC造標準日数 修理費含む

34.8
㎡

内部仕上足場 RC造標準日数 修理費含む

脚立足場 25.3
階高4.0m以下 転用数 1 ㎡

計



直接工事費 別紙明細 48

ポンプ場増設工事 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

仮設材運搬 別紙 00-0008

1
式

仮設材運搬 建枠幅900(二枚布)

(枠組本足場) 1,145
(手すり先行方式) ㎡

仮設材運搬 枠組本足場用(手すり先行方式)

(安全てすり) 101
ｍ

仮設材運搬

(単管組足場 24.1
板敷き) ㎡

仮設材運搬

(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類) 1,050
㎡

仮設材運搬 4.0m超5.0m未満

(内部躯体足場) 103
(手すり先行方式) ㎡

仮設材運搬 7.4m以上9.1m未満

(内部躯体足場) 71.9
(手すり先行方式) ㎡

仮設材運搬 9.1m以上10.8m未満

(内部躯体足場) 56.2
(手すり先行方式) ㎡

仮設材運搬 階高13.6m以下

(内部躯体足場) 49.3
㎡

仮設材運搬(内部 4.0m超5.0m未満

仕上足場 棚足場) 73.7
(手すり先行方式) ㎡

仮設材運搬

(内部階段 19
仕上足場) ㎡

仮設材運搬

(ｼｬﾌﾄ内足場) 34.8
㎡

仮設材運搬 平家建

(内部仕上足場 25.3
脚立足場) ㎡

計



直接工事費 別紙明細 49

ポンプ場増設工事 コンクリート工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

構造体強度補正 別紙 00-0009

1
式

構造体強度補正 躯体

補正値 3N/mm2 464
ｍ3

構造体強度補正 機械基礎

補正値 6N/mm2 1.7
ｍ3

計

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 別紙 00-0010

1
式

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 躯体 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

50～100m3/回 S15～S18 61.4
標準階高 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 躯体 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

100m3/回以上 S15～S18 192
標準階高 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 躯体 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

100m3/回以上 S15～S18 206
標準階高 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 躯体 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

50m3/回未満 S15～S18 4.2
標準階高 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 機械基礎部 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

50m3/回未満 S15～S18 1.7
圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 嵩上ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

50m3/回未満 15.3
圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 防水保護ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

50m3/回程度 S15～S18 16.4
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

計

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 別紙 00-0011

圧送 1
式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 30m3以上 50m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 37.6
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 50m3以上100m3/回未満

圧送 基本料金別途加算 61.4
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 100m3/回以上

圧送 基本料金別途加算 398
ｍ3

計



直接工事費 別紙明細 50

ポンプ場増設工事 コンクリート工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 別紙 00-0012

基本料金 1
式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満

基本料金 4
回

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 50m3以上100m3/回未満

基本料金 1
回

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 100m3/回以上

基本料金 2
回

計



直接工事費 別紙明細 51

ポンプ場増設工事 型枠工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

型枠目地棒 別紙 00-0013

1
式

型枠目地棒 打継目地 幅20 ×深さ20程度

241
ｍ

型枠目地棒 化粧目地 幅20 ×深さ10程度

75.3
ｍ

型枠目地棒 水切目地 幅15 ×深さ10程度

51.3
ｍ

型枠目地棒 誘発目地 幅20 ×深さ20程度

263
ｍ

計

打放し面補修 別紙 00-0014

1
式

打放し面補修 B 種 ｺｰﾝ処理 部分目違いばらい

1,912
㎡

打放し面補修 B 種 ｺｰﾝ処理無 部分目違いばらい

266
㎡

打放し面補修 C 種 ｺｰﾝ処理 部分目違いばらい

112
㎡

計



直接工事費 別紙明細 52

ポンプ場増設工事 鉄筋工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0015

1
式

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ﾍﾋﾞｰ H2

1.7
ｔ

計

鉄筋ｶﾞｽ圧接 別紙 00-0016

1
式

鉄筋ｶﾞｽ圧接 D19 -D19

111
か所

鉄筋ｶﾞｽ圧接 D22 -D22

243
か所

鉄筋ｶﾞｽ圧接 D25 -D25

400
か所

計



直接工事費 別紙明細 53

ポンプ場増設工事 鉄骨工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0017

1
式

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ﾍﾋﾞｰ H2

0.2
ｔ

計

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0018

1
式

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ﾍﾋﾞｰ H2

0.04
ｔ

計



直接工事費 別紙明細 54

ポンプ場増設工事 防水工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｼｰﾘﾝｸﾞ 別紙 00-0019

1
式

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

15×10 65.4
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2)

20×10 240
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2)

20×10 248
ｍ

計

ｼｰﾘﾝｸﾞ 別紙 00-0020

1
式

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

15×10 48
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2)

20×10 16
ｍ

計



直接工事費 別紙明細 55

ポンプ場増設工事 金属工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

壁下地開口補強 別紙 00-0021

1
式

壁下地開口補強 75形 W900×H2000程度

扉等三方補強 1
か所

計

軽量鉄骨天井 別紙 00-0022

開口部補強 1
式

軽量鉄骨天井 19形(屋内) 450× 450㎜程度

開口部補強 ﾎﾞｰﾄﾞ等切込み共 3
か所

計



直接工事費 別紙明細 56

ポンプ場増設工事 外部接続階段工事 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

墨出し 別紙 00-0023

1
式

墨出し 小規模

S造 外部階段 13
㎡

計

養生 別紙 00-0024

1
式

養生 小規模

S造 外部階段 13
㎡

計

整理清掃 別紙 00-0025

後片付け 1
式

整理清掃 小規模

後片付け S造 外部階段 13
㎡

計

外部足場 別紙 00-0026

1
式

単管抱足場 10m未満

86.3
㎡

内部仕上足場 脚立足場

階高4.0m以下 転用数1 14.3
㎡

計



直接工事費 別紙明細 57

ポンプ場増設工事 外部接続階段工事 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

仮設材運搬 別紙 00-0027

1
式

仮設材運搬

(単管抱足場) 86.3
㎡

仮設材運搬 平家建

(内部仕上足場 14.3
脚立足場) ㎡

計



直接工事費 別紙明細 58

ポンプ場増設工事 外部接続階段工事 鉄骨工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

鉄骨ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0028

1
式

鉄骨ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ﾍﾋﾞｰ H2

0.03
ｔ

計

溶接部試験 工場検査 別紙 00-0029

(超音波探傷試験) 第三者検査機関 1
式

溶接部試験 工場検査

(超音波探傷試験) 第三者検査機関 20
か所

計



直接工事費 別紙明細 59

ポンプ場増設工事 外部ｽﾛｰﾌﾟ工事 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

墨出し 別紙 00-0030

(仕上のみ) 1
式

墨出し 小規模

(仕上のみ) RC･SRC造 外部廊下 21.4
㎡

計

養生 別紙 00-0031

(仕上のみ) 1
式

養生 小規模

(仕上のみ) RC･SRC造 外部廊下 21.4
㎡

計

整理清掃 別紙 00-0032

後片付け 1
(仕上のみ) 式

整理清掃 小規模

後片付け RC･SRC造 外部廊下 21.4
(仕上のみ) ㎡

計



直接工事費 別紙明細 60

ポンプ場増設工事 既設ﾎﾟﾝﾌﾟ場改修工事 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

墨出し 別紙 00-0033

1
式

墨出し(外壁改修) ﾀｲﾙ･ﾓﾙﾀﾙ塗替等 一般

4.7
㎡

墨出し(内部改修) 個別改修

2.6
㎡

計

養生 別紙 00-0034

1
式

養生(外壁改修)

2.9
㎡

養生(内部改修) 個別改修

2.9
㎡

計

整理清掃 別紙 00-0035

後片付け 1
式

整理清掃後片付け

(外壁改修) 2.9
㎡

整理清掃後片付け 個別改修

(内部改修) 2.9
㎡

計

外部足場 別紙 00-0036

1
式

内部仕上足場 階高4.0m以下

(改修) 脚立足場 一般 2.9
- ㎡

計



直接工事費 別紙明細 61

ポンプ場増設工事 既設ﾎﾟﾝﾌﾟ場改修工事 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

仮設材運搬 別紙 00-0037

1
式

仮設材運搬 平家建

(内部仕上足場 2.9
脚立足場) ㎡

計



直接工事費 別紙明細 62

ポンプ場増設工事 既設ﾎﾟﾝﾌﾟ場改修工事 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 別紙 00-0038

1
式

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ｱﾙﾐくず

込みｶﾞﾗ 22.5
kg

計



共通仮設費(積上) 明細 63

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

交通誘導員

52
人

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ運転 25t吊り ｵﾍﾟﾚｰﾀ付き 賃料

(油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型) 標準 42
日

計



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0001

       231.60000 17.97%  66.93%  15.10%   0.00%

路体(築堤)盛土 SPK24040004     単第0 -0001  表    
施工幅員4.0m以上 施工数量20,000m3未満 障害無し        1         m3    

<賃>ブルドーザ <賃>ブルドーザ
湿地,7t級
排出ガス対策型(第1,2次基準値)低騒音

湿地,7t級
排出ガス対策型(第1,2次基準値)低騒音

KTPC00036  
KTPT00036   11.28%

<賃>振動ローラ(土木用フラットSドラム型) 振動ローラ(土工用)
質量11～12t
排出ガス対策型(第1,2,3次基準値)低騒音

[フラット・シングルドラム型]
質量11～12t

KTPC00058  
KTPT00058    6.69%

運転手(特殊) 運転手(特殊) RTPC00006  
RTPT00006   46.30%

普通作業員 普通作業員 RTPC00002  
RTPT00002   20.63%

軽油 軽油パトロール給油
パトロール給油,2～4KL積載車給油

TTPC00013  
TTPT00013   15.10%

積算単価 積算単価 EP001      
       

A=3          施工幅員4.0m以上                        B=1          施工数量20,000m3未満                    
C=1          障害無し                                

                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0002
継鋼矢板圧入(Nmax≦25) S0441          単第0 -0002  表    
陸上施工 3型 圧入長(m)_15以下(12超) 継施工1箇所       10         枚    

土木一般世話役
       1.000     人    

           
                    

特殊作業員
       1.000     人    

           
                    

とび工
       2.000     人    

           
                    

溶接工
       2.000     人    

           
                    

継施工費
鋼矢板III型       10.000    箇所   

           
10*1                

機-24_油圧式杭圧入引抜機運転
圧入力800kN
排出ガス対策型2014規制

       1.000     日    
               単第0-0003  表    

10/10               

機-18_ラフテレーンクレーン運転
25t吊
排出ガス対策型3次基準

       1.000     日    
               単第0-0004  表    

10/10               

諸雑費
       2          %    

#09        
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                          10         枚    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         枚    

A=1          陸上施工                                B=2          3型                                     
C=5          圧入長(m)_15以下(12超)                  D=1          継施工1箇所                             

                                                                                         
                                                                                         
                                                                                         



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0003
継鋼矢板圧入(Nmax≦25) S0441          単第0 -0002  表    
陸上施工 3型 圧入長(m)_15以下(12超) 継施工1箇所       10         枚    

                                                                                         



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0004
機-24_油圧式杭圧入引抜機運転 S9128          単第0 -0003  表    
圧入力800kN 排出ガス対策型2014規制        1         日    

軽油
パトロール給油,2～4KL積載車給油      132.00       L    

           
                    

油圧式杭圧入引抜機
エンジン式ユニット・排2014
圧入800引抜900kN

       1.46  供用日15欄
           

                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         日    

A=1          圧入力800kN                             B=132        軽油消費量 (L/日)                        
C=1.46       機械損料数量 (供用日/日)                 

                    



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0005
機-18_ラフテレーンクレーン運転 S9000053       単第0 -0004  表    
25t吊 排出ガス対策型3次基準        1         日    

運転手(特殊)
       1.00      人    

           
                    

軽油
パトロール給油,2～4KL積載車給油       95.00       L    

           
                    

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型・排3
25t吊

       1.46  供用日15欄
           

                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         日    

A=1          25t吊                                   B=6          排出ガス対策型3次基準                   
C=1          運転労務数量(人/日)                      D=95         燃料消費量(L/日)                         
E=1.46       機械損料数量(供用日/日)                  
                   



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0006
油圧式杭圧入引抜機据付・解体 S0458          単第0 -0005  表    
圧入 (Nmax≦25) III型        1         回    

土木一般世話役
       0.290     人    

           
                    

特殊作業員
       0.290     人    

           
                    

とび工
       0.580     人    

           
                    

機-24_油圧式杭圧入引抜機運転
圧入力800kN
排出ガス対策型2014規制

       0.250     日    
               単第0-0003  表    

                    

機-18_ラフテレーンクレーン運転
25t吊
排出ガス対策型3次基準

       0.300     日    
               単第0-0004  表    

                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         回    

A=1          圧入 (Nmax≦25)                         B=2          III型                                   
C=1          陸上施工                                



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0007
既設山留材撤去 V000001100     単第0 -0006  表    
H500        1         式    

切梁・腹起し設置,撤去
撤去        2.89       t    

               単第0-0007  表    
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         式    



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0008
切梁・腹起し設置,撤去 S1050039       単第0 -0007  表    
撤去       10          t    

土木一般世話役
       1.000     人    

           
                    

とび工
       1.900     人    

           
                    

溶接工
       1.000     人    

           
                    

普通作業員
       1.000     人    

           
                    

<作>ラフテレーンクレーン(油圧伸縮ジブ型)
25t吊,オペレータ付
排1～3,2011,2014

       1.000     日    
           

                    

諸雑費
       7          %    

#09        
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                          10          t    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          t    

A=2          撤去                                    B=1          -                                       
C=1          -                                       D=1          ラフテレーンクレーン25t吊               



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0009
山留材賃料 SHD10013       単第0 -0008  表    

       1          t    

(賃料)鋼製山留材
H-400,200kg/m
360日(12か月)以内

       1.000      t    
           

                    

修理費及び損耗費:主部材
       1.000      t    

           
                    

(賃料)鋼製山留材
部品
360日(12か月)以内

       0.220    t・日  
           

                    

修理費及び損耗費:副部材(A)
       0.220      t    

           
                    

修理費及び損耗費:副部材(B)
       0.040      t    

           
                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          t    

A=1          山留材賃料                              B=4          鋼製山留材 H-400,200kg/m                
C=1          -                                       D=2          修理費及び損耗費:主部材                 
E=2          修理費及び損耗費:副部材(A)              F=2          修理費及び損耗費:副部材(B)              
G=180        賃料期間(日)                             

   
                                                                    
                                  
                                                                              
                                  
                                                                            
                                                                             
                                                                                



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0010
杭橋脚撤去工 (杭基礎) S1030          単第0 -0009  表    
CC油圧駆動式ウインチ型50-55t吊       10          t    

橋りょう世話役
       0.740     人    

           
                    

橋りょう特殊工
       1.900     人    

           
                    

溶接工
       0.520     人    

           
                    

普通作業員
       0.270     人    

           
                    

機-18_クローラクレーン運転
油圧駆動ウインチ・ラチスジブ型50～55t吊
排出ガス対策型2014年規制

       0.850     日    
               単第0-0010  表    

                    

諸雑費
       8          %    

#09        
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                          10          t    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          t    

A=2          撤去                                    B=2          CC油圧駆動式ウインチ型50-55t吊          



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0011
機-18_クローラクレーン運転 S9069          単第0 -0010  表    
油圧駆動ウインチ・ラチスジブ型50～55t吊排出ガス対策型2014年規制        1         日    

運転手(特殊)
       1.00      人    

           
                    

軽油
パトロール給油,2～4KL積載車給油       72.00       L    

           
                    

クローラクレーン
油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型・排2014
50～55t吊

       1.32    供用日  
           

                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         日    

A=8          油圧駆動ウインチ・ラチスジブ型50～55t吊 B=1          運転労務数量(人/日)                      
C=72         軽油消費量(L/日)                         D=1.32       機械損料数量(供用日/日)                  
E=6          排出ガス対策型2014年規制                
                   



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0012
ガス切断 S0180          単第0 -0011  表    
H鋼杭        1        箇所   

溶接工
       0.130     人    

           
                    

普通作業員
       0.070     人    

           
                    

酸素
圧縮,純度99.6％以上
ボンベ

       0.760     m3    
           

                    

溶解アセチレン
       0.340     kg    

           
                    

諸雑費
       0.2        %    

#09        
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1        箇所   

A=2          H鋼杭                                   



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0013
上部工撤去工 S1020          単第0 -0012  表    
CC油圧駆動式ウインチ型50-55t吊       10          t    

橋りょう世話役
       0.340     人    

           
                    

橋りょう特殊工
       1.000     人    

           
                    

溶接工
       0.130     人    

           
                    

普通作業員
       0.170     人    

           
                    

機-18_クローラクレーン運転
油圧駆動ウインチ・ラチスジブ型50～55t吊
排出ガス対策型2014年規制

       0.290     日    
               単第0-0010  表    

                    

諸雑費
       5          %    

#09        
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                          10          t    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          t    

A=2          撤去                                    B=6          CC油圧駆動式ウインチ型50-55t吊          



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0014
山留材賃料 SHD10013       単第0 -0013  表    

       1          t    

(賃料)鋼製山留材
H-400,200kg/m
360日(12か月)以内

       1.000      t    
           

                    

(賃料)鋼製山留材
部品
360日(12か月)以内

       0.220    t・日  
           

                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          t    

A=1          山留材賃料                              B=4          鋼製山留材 H-400,200kg/m                
C=1          -                                       D=1          -                                       
E=1          -                                       F=1          -                                       
G=180        賃料期間(日)                             

   
                                                                    
                                  
                                                                              
                                  



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0015
覆工板撤去工 S1022          単第0 -0014  表    
ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型25t吊      100         m2    

土木一般世話役
       0.270     人    

           
                    

とび工
       0.800     人    

           
                    

普通作業員
       0.120     人    

           
                    

<作>ラフテレーンクレーン(油圧伸縮ジブ型)
25t吊,オペレータ付
排1～3,2011,2014

       0.210     日    
           

                    

諸雑費
       2          %    

#09        
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                         100         m2    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         m2    

A=2          撤去                                    B=1          ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型25t吊



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0016
覆工板賃料 SHD10015       単第0 -0015  表    

       1         m2    

(賃料)覆工板
鋼製滑り止め(補強型)
360日(12か月)以内

       1.000     m2    
           

                    

修理費及び損耗費
       1.000     m2    

           
                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         m2    

A=4          覆工板 鋼製滑り止め(補強型)             B=2          修理費及び損耗費                        
C=180        賃料期間(日)                             

   
                                                                  
                            
                                                                            



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0017
高欄設置工 S1024          単第0 -0016  表    
単管パイプ型      100          m    

土木一般世話役
       1.000     人    

           
                    

普通作業員
       3.800     人    

           
                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                         100          m    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          m    

A=2          単管パイプ型                            B=1          設置                                    



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0018
高欄撤去工 S1024          単第0 -0017  表    
単管パイプ型      100          m    

土木一般世話役
       0.600     人    

           
                    

普通作業員
       2.100     人    

           
                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                         100          m    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          m    

A=2          単管パイプ型                            B=2          撤去                                    



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0019

       328.03000 44.26%  36.73%  19.01%   0.00%

掘削 SPK24040001     単第0 -0018  表    
土砂 オープンカット 押土無し 障害無し 5,000m3未満        1         m3    

バックホウ(クローラ型) バックホウ(クローラ型)
標準型・超低騒音型・排3
山積0.8/平積0.6m3

標準型・超低騒音型・排3
山積0.8/平積0.6m3

MTPC00128  
MTPT00128   44.26%

運転手(特殊) 運転手(特殊) RTPC00006  
RTPT00006   36.73%

軽油 軽油パトロール給油
パトロール給油,2～4KL積載車給油

TTPC00013  
TTPT00013   19.01%

積算単価 積算単価 EP001      
       

A=1          土砂                                    B=1          オープンカット                          
C=2          押土無し                                D=1          障害無し                                
E=3          5,000m3未満                             

                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0020

     1,928.70000  9.76%  81.50%   8.74%   0.00%

埋戻し SPK24040020     単第0 -0019  表    
最大埋戻幅1m以上4m未満        1         m3    

<賃>バックホウ(クローラ型) バックホウ
山積0.8m3(平積0.6)
排1～3,2011,2014

クローラ型
山積0.8m3(平積0.6m3)

KTPC00018  
KTPT00018    8.18%

<賃>振動ローラ(ハンドガイド式) 振動ローラ(舗装用)
質量0.5～0.6t [ハンドガイド式]

質量0.5～0.6t

KTPC00070  
KTPT00070    1.48%

<賃>タンパ(ランマ) タンパ及びランマ
質量60～80kg 質量60～80kg

KTPC00020  
KTPT00020    0.10%

普通作業員 普通作業員 RTPC00002  
RTPT00002   39.69%

特殊作業員 特殊作業員 RTPC00001  
RTPT00001   26.02%

運転手(特殊) 運転手(特殊) RTPC00006  
RTPT00006   15.79%

軽油 軽油パトロール給油
パトロール給油,2～4KL積載車給油

TTPC00013  
TTPT00013    8.61%

ガソリン,レギュラー ガソリンレギュラースタンド
スタンド渡し,スタンド給油

TTPC00014  
TTPT00014    0.13%

積算単価 積算単価 EP001      
       



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0021

     1,928.70000  9.76%  81.50%   8.74%   0.00%

埋戻し SPK24040020     単第0 -0019  表    
最大埋戻幅1m以上4m未満        1         m3    

A=3          最大埋戻幅1m以上4m未満                  D=1          -(全ての費用)                           

                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0022

     1,190.20000 45.59%  39.52%  14.89%   0.00%

土砂等運搬 SPK24040002     単第0 -0020  表    
標準 土砂(岩塊・玉石混り土含む) DID区間有り 距離6.0km以下(5.0km超)        1         m3    

ダンプトラック[オンロード・ディーゼル] ダンプトラック[オンロード・ディーゼル]
10t積級
(タイヤ損耗費及び補修費(良好)を含む)

10t積級
(タイヤ損耗費及び補修費(良好)を含む)

MTPC00018T1
MTPT00018T1 45.59%

運転手(一般) 運転手(一般) RTPC00007  
RTPT00007   39.52%

軽油 軽油パトロール給油
パトロール給油,2～4KL積載車給油

TTPC00013  
TTPT00013   14.89%

積算単価 積算単価 EP001      
       

A=1          標準                                    B=1          バックホウ山積0.8m3(平積0.6m3)          
C=1          土砂(岩塊・玉石混り土含む)              D=2          DID区間有り                             
E=19         距離6.0km以下(5.0km超)                  

                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0023
ガス切断 S0180          単第0 -0021  表    
鋼管杭        1        箇所   

溶接工
       0.250     人    

           
                    

普通作業員
       0.050     人    

           
                    

酸素
圧縮,純度99.6％以上
ボンベ

       2.980     m3    
           

                    

溶解アセチレン
       1.190     kg    

           
                    

諸雑費
       0.1        %    

#09        
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1        箇所   

A=1          鋼管杭                                  



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0024
杭頭処理 V000000100     単第0 -0022  表    
鋼管杭φ700mm　t=18mm        1         本    

鉄筋工
SD345_D13
一般構造物 [規]10t未満

       0.015      t    
               単第0-0023  表    

                    

鉄筋工
SD345_D16～D25
一般構造物 [規]10t未満

       0.041      t    
               単第0-0024  表    

                    

コンクリート
無筋・鉄筋構造物 24-12-25(20)BB
人力打設

       0.3       m3    
               単第0-0025  表    

                    

鋼管杭・鋼管矢板エキストラ
<付属品価格および取付費>
丸蓋

      24         kg    
           

                    

鋼管杭・鋼管矢板エキストラ
<付属品価格および取付費>
ずれ止め

       7         kg    
           

                    

鋼管杭・鋼管矢板エキストラ
<付属品価格および取付費>
溶接費

       4.1        m    
           

                    

鋼管杭・鋼管矢板エキストラ
<付属品価格および取付費>
ずれ止め用ストッパー

       6         個    
           

                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         本    



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0025
鉄筋工 SS000099       単第0 -0023  表    
SD345_D13 一般構造物 [規]10t未満        1          t    

加工・組立【手間のみ】
一般構造物        1.000      t    

           
                    

異形棒鋼<JISG3112>
SD345,D13
単位質量0.995kg/m

       1.030      t    
           

1*1.03              

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          t    

A=1          -                                       B=5          SD345_D13                               
D=1          一般構造物                              E=1          -                                       
F=2          [規]10t未満                             H=1          -                                       
I=1          -                                       J=1          -                                       
K=6          差筋及び杭頭処理                        

     
                                                               
                                                    



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0026
鉄筋工 SS000099       単第0 -0024  表    
SD345_D16～D25 一般構造物 [規]10t未満        1          t    

加工・組立【手間のみ】
一般構造物        1.000      t    

           
                    

異形棒鋼<JISG3112>
SD345,D16～25        1.030      t    

           
1*1.03              

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          t    

A=1          -                                       B=6          SD345_D16～D25                          
D=1          一般構造物                              E=1          -                                       
F=2          [規]10t未満                             H=1          -                                       
I=1          -                                       J=1          -                                       
K=6          差筋及び杭頭処理                        

     
                                                               
                                                    



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0027

    28,051.00000  0.00%  29.40%  70.60%   0.00%

コンクリート SPK24040153     単第0 -0025  表    
無筋・鉄筋構造物 24-12-25(20)BB人力打設        1         m3    

普通作業員 普通作業員 RTPC00002  
RTPT00002   13.20%

特殊作業員 特殊作業員 RTPC00001  
RTPT00001    7.51%

土木一般世話役 土木一般世話役 RTPC00009  
RTPT00009    6.69%

その他(労務) その他(労務) ER009      
       

レディーミクストコンクリート指定品 生コンクリート
呼び強度24,スランプ12,粗骨材20(25)
W/C(55％),種別(高炉)

高炉 24-12-25(20) W/C 55%
TTPC00343  
TTPT00343   70.60%

積算単価 積算単価 E9999      
       

A=1          無筋・鉄筋構造物                        B=3          人力打設                                
C=1          24-12-25(20)BB                          F=2          一般養生                                
H=2          現場内小運搬無し                        J=1          -                                       
K=1          -(全ての費用)                           
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0028

    22,384.00000  1.16%  10.14%  88.70%   0.00%

コンクリート SPK24040153     単第0 -0026  表    
無筋・鉄筋構造物 24-12-25(20)BBコンクリートポンプ車打設        1         m3    

コンクリートポンプ車 コンクリートポンプ車
トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110m3/h

トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110m3/h

MTPC00050  
MTPT00050    1.15%

その他(機械) その他(機械) EK009      
       

普通作業員 普通作業員 RTPC00002  
RTPT00002    4.80%

特殊作業員 特殊作業員 RTPC00001  
RTPT00001    2.86%

土木一般世話役 土木一般世話役 RTPC00009  
RTPT00009    1.54%

運転手(特殊) 運転手(特殊) RTPC00006  
RTPT00006    0.51%

その他(労務) その他(労務) ER009      
       

レディーミクストコンクリート指定品 生コンクリート
呼び強度24,スランプ12,粗骨材20(25)
W/C(55％),種別(高炉)

高炉 24-12-25(20) W/C 55%
TTPC00343  
TTPT00343   88.47%

軽油 軽油パトロール給油
パトロール給油,2～4KL積載車給油

TTPC00013  
TTPT00013    0.23%



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0029

    22,384.00000  1.16%  10.14%  88.70%   0.00%

コンクリート SPK24040153     単第0 -0026  表    
無筋・鉄筋構造物 24-12-25(20)BBコンクリートポンプ車打設        1         m3    

積算単価 積算単価 E9999      
       

A=1          無筋・鉄筋構造物                        B=1          コンクリートポンプ車打設                
C=1          24-12-25(20)BB                          E=2          設計日打設量100m3以上500m3未満          
F=2          一般養生                                G=1          圧送管延長距離延長無し                  
J=1          -                                       K=1          -(全ての費用)                           
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0030

     9,352.20000  0.00% 100.00%   0.00%   0.00%

型枠 SPK24040155     単第0 -0027  表    
一般型枠 鉄筋・無筋構造物        1         m2    

型わく工 型わく工 RTPC00010  
RTPT00010   46.19%

普通作業員 普通作業員 RTPC00002  
RTPT00002   25.55%

土木一般世話役 土木一般世話役 RTPC00009  
RTPT00009    9.57%

その他(労務) その他(労務) ER009      
       

積算単価 積算単価 EP001      
       

A=1          一般型枠                                B=1          鉄筋・無筋構造物                        
C=1          -(全ての費用)                           

                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0031

    12,676.00000  0.00% 100.00%   0.00%   0.00%

型枠 SPK24040155     単第0 -0028  表    
一般型枠 鉄筋・無筋構造物(合板円形型枠使用)        1         m2    

型わく工 型わく工 RTPC00010  
RTPT00010   44.70%

普通作業員 普通作業員 RTPC00002  
RTPT00002   32.99%

土木一般世話役 土木一般世話役 RTPC00009  
RTPT00009   10.03%

その他(労務) その他(労務) ER009      
       

積算単価 積算単価 EP001      
       

A=1          一般型枠                                B=3          鉄筋・無筋構造物(合板円形型枠使用)      
C=1          -(全ての費用)                           

                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0032
鉄筋工 SS000099       単第0 -0029  表    
SD345_D13 一般構造物 [規]10t未満        1          t    

加工・組立【手間のみ】
一般構造物        1.000      t    

           
                    

異形棒鋼<JISG3112>
SD345,D13
単位質量0.995kg/m

       1.030      t    
           

1*1.03              

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          t    

A=1          -                                       B=5          SD345_D13                               
D=1          一般構造物                              E=1          -                                       
F=2          [規]10t未満                             H=1          -                                       
I=1          -                                       J=1          -                                       
K=1          -                                       

     
                                                               
                                                    



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0033
鉄筋工 SS000099       単第0 -0030  表    
SD345_D16～D25 一般構造物 [規]10t未満        1          t    

加工・組立【手間のみ】
一般構造物        1.000      t    

           
                    

異形棒鋼<JISG3112>
SD345,D16～25        1.030      t    

           
1*1.03              

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          t    

A=1          -                                       B=6          SD345_D16～D25                          
D=1          一般構造物                              E=1          -                                       
F=2          [規]10t未満                             H=1          -                                       
I=1          -                                       J=1          -                                       
K=1          -                                       

     
                                                               
                                                    



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0034
ガス圧接工 SS000103       単第0 -0031  表    
手動(半自動)・自動_D22+D22 [規]100箇所未満        1        箇所   

ガス圧設工【材工共】
手動(半自動)・自動
D22＋D22

       1.000    箇所   
           

                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1        箇所   

A=2          手動(半自動)・自動_D22+D22              B=2          [規]100箇所未満                         
D=1          -                                       

     
                                                  
                                                 



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0035
手摺先行型枠組・単管・単管傾斜足場 S0380          単第0 -0032  表    
手摺先行型枠組足場      100        掛m2   

土木一般世話役
       1.600     人    

           
                    

とび工
       7.000     人    

           
                    

普通作業員
       1.300     人    

           
                    

<作>ラフテレーンクレーン(油圧伸縮ジブ型)
25t吊,オペレータ付
排1～3,2011,2014

       1.400     日    
           

                    

諸雑費
      34          %    

#09        
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                         100        掛m2   

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1        掛m2   

A=1          手摺先行型枠組足場                      B=1          安全ネットを設置しない                  
C=0          潮待割増                                 

                   



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0036
支保工 S0370          単第0 -0033  表    
パイプサポート支保 f<=40(t<=120) Ｈ＜4.0m      100        空m3   

土木一般世話役
       2.600     人    

           
                    

型わく工
       4.700     人    

           
                    

とび工
       2.200     人    

           
                    

普通作業員
       5.100     人    

           
                    

諸雑費
      15          %    

#09        
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                         100        空m3   

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1        空m3   

A=1          パイプサポート支保                      B=1          f<=40(t<=120)                           



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0037
支保工 S0370          単第0 -0034  表    
くさび結合支保 f<=40(t<=120) Ｈ≧4.0m      100        空m3   

土木一般世話役
       1.400     人    

           
                    

型わく工
       1.300     人    

           
                    

とび工
       3.300     人    

           
                    

普通作業員
       3.300     人    

           
                    

<作>ラフテレーンクレーン(油圧伸縮ジブ型)
25t吊,オペレータ付
排1～3,2011,2014

       0.500     日    
           

                    

諸雑費
      33          %    

#09        
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                         100        空m3   

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1        空m3   

A=2          くさび結合支保                          B=1          f<=40(t<=120)                           



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0038
Ｈ鋼支保工設置工 V000000200     単第0 -0035  表    

       1         式    

杭橋脚設置工 (杭基礎)
CC油圧駆動式ウインチ型50-55t吊       27          t    

               単第0-0036  表    
                    

敷鉄板設置
       8         m2    

               単第0-0037  表    
                    

ガス切断
H鋼杭
支持杭切断

      23        箇所   
               単第0-0039  表    

                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         式    



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0039
杭橋脚設置工 (杭基礎) S1030          単第0 -0036  表    
CC油圧駆動式ウインチ型50-55t吊       10          t    

橋りょう世話役
       2.100     人    

           
                    

橋りょう特殊工
       4.900     人    

           
                    

溶接工
       1.800     人    

           
                    

普通作業員
       1.300     人    

           
                    

機-18_クローラクレーン運転
油圧駆動ウインチ・ラチスジブ型50～55t吊
排出ガス対策型2014年規制

       1.700     日    
               単第0-0010  表    

                    

諸雑費
      13          %    

#09        
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                          10          t    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          t    

A=1          設置                                    B=2          CC油圧駆動式ウインチ型50-55t吊          



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0040
敷鉄板設置 S1050041       単第0 -0037  表    

     100         m2    

土木一般世話役
       0.152     人    

           
                    

とび工
       0.152     人    

           
                    

普通作業員
       0.152     人    

           
                    

機-28_バックホウ運転(賃料)
クレーン付2.9t吊_山積0.8m3        0.152     日    

               単第0-0038  表    
                    

諸雑費
       1          %    

#09        
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                         100         m2    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         m2    

                                                                                          
                                                                                  
                                                                                      
                                                                                              



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0041
機-28_バックホウ運転(賃料) S9035          単第0 -0038  表    
クレーン付2.9t吊_山積0.8m3        1         日    

運転手(特殊)
       1.00      人    

           
                    

軽油
パトロール給油,2～4KL積載車給油      119.00       L    

           
                    

<賃>バックホウ(クローラ型クレーン機能付)
山積0.8m3(平積0.6)吊能力2.9t
排1～3,2011,2014

       1.06    供用日  
           

                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         日    

A=19         クレーン付2.9t吊_山積0.8m3              B=119        軽油消費量(L/日)                         
C=1          運転労務数量(人/日)                      D=1.06       機械賃料数量(供用日/日)                  



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0042
ガス切断 S0180          単第0 -0039  表    
H鋼杭 支持杭切断        1        箇所   

溶接工
       0.130     人    

           
                    

普通作業員
       0.070     人    

           
                    

酸素
圧縮,純度99.6％以上
ボンベ

       0.760     m3    
           

                    

溶解アセチレン
       0.340     kg    

           
                    

諸雑費
       0.2        %    

#09        
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1        箇所   

A=2          H鋼杭                                   



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0043
Ｈ鋼支保工撤去工 V000000250     単第0 -0040  表    

       1         式    

杭橋脚撤去工 (杭基礎)
CC油圧駆動式ウインチ型50-55t吊       24          t    

               単第0-0009  表    
                    

敷鉄板撤去
       8         m2    

               単第0-0041  表    
                    

支持杭切断（水中）
      12        箇所   

               単第0-0042  表    
                    

ガス切断
H鋼杭
主桁切断

      75        箇所   
               単第0-0043  表    

                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         式    



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0044
敷鉄板撤去 S1050043       単第0 -0041  表    

     100         m2    

土木一般世話役
       0.143     人    

           
                    

とび工
       0.143     人    

           
                    

普通作業員
       0.143     人    

           
                    

機-28_バックホウ運転(賃料)
クレーン付2.9t吊_山積0.8m3        0.143     日    

               単第0-0038  表    
                    

諸雑費
       1          %    

#09        
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                         100         m2    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         m2    

                                                                                          
                                                                                  
                                                                                      
                                                                                              



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0045
支持杭切断（水中） V000000400     単第0 -0042  表    

       1        箇所   

水中酸素アーク切断
支持杭１本当り
板厚10mm以上20mm未満

       1          m    
           

                    
材工共

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1        箇所   



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0046
ガス切断 S0180          単第0 -0043  表    
H鋼杭 主桁切断        1        箇所   

溶接工
       0.130     人    

           
                    

普通作業員
       0.070     人    

           
                    

酸素
圧縮,純度99.6％以上
ボンベ

       0.760     m3    
           

                    

溶解アセチレン
       0.340     kg    

           
                    

諸雑費
       0.2        %    

#09        
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1        箇所   

A=2          H鋼杭                                   



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0047
支保工材料 V000000300     単第0 -0044  表    

       1         式    

主桁材料費（購入）
H400（中古）       12.7        t    

           
                    

山留材賃料
主桁        4          t    

               単第0-0045  表    
                    

受桁材料費（購入）
［300×90×9        0.7        t    

           
                    

受桁材料費（購入）
H400（中古）        1.2        t    

           
                    

山留材賃料
受桁        6.8        t    

               単第0-0046  表    
                    

支保工受材費（購入）
H200（中古）        2.6        t    

           
                    

山留材賃料
支保工受材        5.6        t    

               単第0-0047  表    
                    

補強材材料費（購入）
H300（中古）        0.4        t    

           
                    

接続材材料費
PL-12        0.2        t    

           
                    

接続材賃料
ブルマン（ＮＴ形）       72         個    

           
                    

接続材賃料
ブルマン（Ｃ－５０形）      184         個    

           
                    

敷鉄板賃料
22×914×1829,289kg/枚
賃貸期間180日

       5         枚    
               単第0-0048  表    

                    



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0048
支保工材料 V000000300     単第0 -0044  表    

       1         式    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         式    



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0049
山留材賃料 SHD10013       単第0 -0045  表    
主桁        1          t    

(賃料)鋼製山留材
H-400,200kg/m
360日(12か月)以内

       1.000      t    
           

                    

(賃料)鋼製山留材
部品
360日(12か月)以内

       0.220    t・日  
           

                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          t    

A=1          山留材賃料                              B=4          鋼製山留材 H-400,200kg/m                
C=1          -                                       D=1          -                                       
E=1          -                                       F=1          -                                       
G=180        賃料期間(日)                             

   
                                                                    
                                  
                                                                              
                                  



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0050
山留材賃料 SHD10013       単第0 -0046  表    
受桁        1          t    

(賃料)鋼製山留材
H-400,200kg/m
360日(12か月)以内

       1.000      t    
           

                    

(賃料)鋼製山留材
部品
360日(12か月)以内

       0.220    t・日  
           

                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          t    

A=1          山留材賃料                              B=4          鋼製山留材 H-400,200kg/m                
C=1          -                                       D=1          -                                       
E=1          -                                       F=1          -                                       
G=180        賃料期間(日)                             

   
                                                                    
                                  
                                                                              
                                  



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0051
山留材賃料 SHD10013       単第0 -0047  表    
支保工受材        1          t    

(賃料)鋼製山留材
H-250,80kg/m
360日(12か月)以内

       1.000      t    
           

                    

(賃料)鋼製山留材
部品
360日(12か月)以内

       0.220    t・日  
           

                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          t    

A=1          山留材賃料                              B=1          鋼製山留材 H-250,80kg/m                 
C=1          -                                       D=1          -                                       
E=1          -                                       F=1          -                                       
G=180        賃料期間(日)                             

   
                                                                    
                                  
                                                                              
                                  



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0052
敷鉄板賃料 S1050029       単第0 -0048  表    
22×914×1829,289kg/枚 賃貸期間180日        1         枚    

(賃料)鋼板
22×914×1829,289kg/枚
360日以内

     181.000   枚・日  
           

                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         枚    

A=1          22×914×1829,289kg/枚                  B=1          賃料                                    
C=180        敷鉄板賃貸期間 (日)                      D=1          -                                       

   
                                                         



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0053

    25,326.00000  4.11%  16.85%  79.04%   0.00%

コンクリート SPK24040153     単第0 -0049  表    
無筋・鉄筋構造物 18-8-25(20)BBコンクリートポンプ車打設        1         m3    

コンクリートポンプ車 コンクリートポンプ車
トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110m3/h

トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110m3/h

MTPC00050  
MTPT00050    4.07%

その他(機械) その他(機械) EK009      
       

普通作業員 普通作業員 RTPC00002  
RTPT00002    8.77%

土木一般世話役 土木一般世話役 RTPC00009  
RTPT00009    2.96%

特殊作業員 特殊作業員 RTPC00001  
RTPT00001    2.84%

運転手(特殊) 運転手(特殊) RTPC00006  
RTPT00006    1.83%

その他(労務) その他(労務) ER009      
       

レディーミクストコンクリート指定品 生コンクリート
呼び強度18,スランプ8,粗骨材20(25)
W/C(60％),種別(高炉)

高炉 24-12-25(20) W/C 55%
TTPC00003  
TTPT00343   78.22%

軽油 軽油パトロール給油
パトロール給油,2～4KL積載車給油

TTPC00013  
TTPT00013    0.82%



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0054

    25,326.00000  4.11%  16.85%  79.04%   0.00%

コンクリート SPK24040153     単第0 -0049  表    
無筋・鉄筋構造物 18-8-25(20)BBコンクリートポンプ車打設        1         m3    

積算単価 積算単価 E9999      
       

A=1          無筋・鉄筋構造物                        B=1          コンクリートポンプ車打設                
C=3          18-8-25(20)BB                           E=1          設計日打設量10m3以上100m3未満           
F=2          一般養生                                G=1          圧送管延長距離延長無し                  
J=1          -                                       K=1          -(全ての費用)                           
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0055
杭頭処理 V000000600     単第0 -0050  表    
鋼管杭φ400mm　t=9mm        1         本    

鉄筋工
SD345_D13
一般構造物 [規]10t未満

       0.004      t    
               単第0-0023  表    

                    

鉄筋工
SD345_D16～D25
一般構造物 [規]10t未満

       0.05       t    
               単第0-0024  表    

                    

コンクリート
無筋・鉄筋構造物 24-12-25(20)BB
人力打設

       0.1       m3    
               単第0-0025  表    

                    

鋼管杭・鋼管矢板エキストラ
<付属品価格および取付費>
丸蓋

       8         kg    
           

                    

鋼管杭・鋼管矢板エキストラ
<付属品価格および取付費>
溶接費

       2.3        m    
           

                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         本    



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0056

     1,350.10000  4.99%  69.17%  25.84%   0.00%

基礎砕石 SPK24040034     単第0 -0051  表    
砕石の厚さ17.5cmを超え20.0cm以下RC-40        1         m2    

<賃>バックホウ(クローラ型) バックホウ
山積0.8m3(平積0.6)
排1～3,2011,2014

クローラ型
山積0.8m3(平積0.6m3)

KTPC00018  
KTPT00018    4.96%

その他(機械) その他(機械) EK009      
       

普通作業員 普通作業員 RTPC00002  
RTPT00002   33.14%

特殊作業員 特殊作業員 RTPC00001  
RTPT00001   14.04%

運転手(特殊) 運転手(特殊) RTPC00006  
RTPT00006   13.23%

土木一般世話役 土木一般世話役 RTPC00009  
RTPT00009    8.28%

その他(労務) その他(労務) ER009      
       

再生クラッシャラン 再生クラッシャーラン
40～0mm RC-40

TTPC00008  
TTPT00008   21.33%

軽油 軽油パトロール給油
パトロール給油,2～4KL積載車給油

TTPC00013  
TTPT00013    4.48%



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0057

     1,350.10000  4.99%  69.17%  25.84%   0.00%

基礎砕石 SPK24040034     単第0 -0051  表    
砕石の厚さ17.5cmを超え20.0cm以下RC-40        1         m2    

その他(材料) その他(材料) EZ009      
       

積算単価 積算単価 EP001      
       

A=4          砕石の厚さ17.5cmを超え20.0cm以下        B=1          RC-40                                   
D=1          -(全ての費用)                           

                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0058

    28,051.00000  0.00%  29.40%  70.60%   0.00%

コンクリート SPK24040153     単第0 -0052  表    
無筋・鉄筋構造物 18-8-40BB 人力打設        1         m3    

普通作業員 普通作業員 RTPC00002  
RTPT00002   13.20%

特殊作業員 特殊作業員 RTPC00001  
RTPT00001    7.51%

土木一般世話役 土木一般世話役 RTPC00009  
RTPT00009    6.69%

その他(労務) その他(労務) ER009      
       

レディーミクストコンクリート指定品 生コンクリート
呼び強度18,スランプ8,粗骨材40
W/C(60％),種別(高炉)

高炉 24-12-25(20) W/C 55%
TTPCD0010  
TTPT00343   70.60%

積算単価 積算単価 E9999      
       

A=1          無筋・鉄筋構造物                        B=3          人力打設                                
C=2          18-8-40BB                               F=2          一般養生                                
H=2          現場内小運搬無し                        J=1          -                                       
K=1          -(全ての費用)                           
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0059

    25,326.00000  4.11%  16.85%  79.04%   0.00%

コンクリート SPK24040153     単第0 -0053  表    
無筋・鉄筋構造物 24-12-25(20)BBコンクリートポンプ車打設        1         m3    

コンクリートポンプ車 コンクリートポンプ車
トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110m3/h

トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110m3/h

MTPC00050  
MTPT00050    4.07%

その他(機械) その他(機械) EK009      
       

普通作業員 普通作業員 RTPC00002  
RTPT00002    8.77%

土木一般世話役 土木一般世話役 RTPC00009  
RTPT00009    2.96%

特殊作業員 特殊作業員 RTPC00001  
RTPT00001    2.84%

運転手(特殊) 運転手(特殊) RTPC00006  
RTPT00006    1.83%

その他(労務) その他(労務) ER009      
       

レディーミクストコンクリート指定品 生コンクリート
呼び強度24,スランプ12,粗骨材20(25)
W/C(55％),種別(高炉)

高炉 24-12-25(20) W/C 55%
TTPC00343  
TTPT00343   78.22%

軽油 軽油パトロール給油
パトロール給油,2～4KL積載車給油

TTPC00013  
TTPT00013    0.82%



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0060

    25,326.00000  4.11%  16.85%  79.04%   0.00%

コンクリート SPK24040153     単第0 -0053  表    
無筋・鉄筋構造物 24-12-25(20)BBコンクリートポンプ車打設        1         m3    

積算単価 積算単価 E9999      
       

A=1          無筋・鉄筋構造物                        B=1          コンクリートポンプ車打設                
C=1          24-12-25(20)BB                          E=1          設計日打設量10m3以上100m3未満           
F=2          一般養生                                G=1          圧送管延長距離延長無し                  
J=1          -                                       K=1          -(全ての費用)                           
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0061

     4,714.10000  0.00% 100.00%   0.00%   0.00%

型枠 SPK24040155     単第0 -0054  表    
一般型枠 均しコンクリート        1         m2    

型わく工 型わく工 RTPC00010  
RTPT00010   58.35%

普通作業員 普通作業員 RTPC00002  
RTPT00002   20.27%

土木一般世話役 土木一般世話役 RTPC00009  
RTPT00009    6.13%

その他(労務) その他(労務) ER009      
       

積算単価 積算単価 EP001      
       

A=1          一般型枠                                B=5          均しコンクリート                        
C=1          -(全ての費用)                           

                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0062

     3,855.30000  0.00%  63.93%  36.07%   0.00%

目地板 SPK24040122     単第0 -0055  表    
1工事当り使用量30m2未満 瀝青繊維質目地板t=20mm        1         m2    

普通作業員 普通作業員 RTPC00002  
RTPT00002   47.13%

土木一般世話役 土木一般世話役 RTPC00009  
RTPT00009   16.49%

その他(労務) その他(労務) ER009      
       

目地板 瀝青繊維質目地板
瀝青繊維質板
厚20mm

厚さ10mm
TTPCD0150  
TTPT00199   36.07%

積算単価 積算単価 EP001      
       

A=1          1工事当り使用量30m2未満                 B=6          瀝青繊維質目地板t=20mm                  

                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0063
ポンプ運転 S1050031       単第0 -0056  表    
排水量 0以上40未満 (m3/h) 作業時排水 雨天時        1         日    

特殊作業員
       0.140     人    

           
                    

建設用ポンプ(水中ポンプ)運転
口径150mm,揚程10m
7.5kw

       1.000     日    
               単第0-0057  表    

                    

機-16_発動発電機運転
ディーゼル25kVA
排出ガス対策型2次基準

       1.000     日    
               単第0-0058  表    

                    

諸雑費
       3          %    

#09        
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         日    

A=1          排水量 0以上40未満 (m3/h)               B=1          作業時排水                              



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0064
建設用ポンプ(水中ポンプ)運転 S9000045       単第0 -0057  表    
口径150mm,揚程10m 7.5kw        1         日    

<賃>建設用ポンプ(水中ポンプ)
口径150mm,揚程10m
7.5kw

       1.20    供用日  
           

                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         日    

A=3          口径150mm,揚程10m                       B=1.2        機械賃料数量(供用日/日)                  



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0065
機-16_発動発電機運転 S9469          単第0 -0058  表    
ディーゼル25kVA 排出ガス対策型2次基準        1         日    

軽油
パトロール給油,2～4KL積載車給油       22.00       L    

           
                    

<賃>発動発電機(ディーゼル発電機)
定格容量25kVA
排出ガス対策型(第1,2,3次基準値)低騒音

       1.20    供用日  
           

                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         日    

A=6          ディーゼル25kVA                         B=22         燃料消費量(L/日)                         
C=1.2        機械賃料数量(供用日/日)                  D=3          排出ガス対策型2次基準                   



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0066
ポンプ撤去 V000000500     単第0 -0059  表    

       1        箇所   

土木一般世話役
       0.25      人    

           
                    

特殊作業員
       0.05      人    

           
                    

普通作業員
       1         人    

           
                    

機-28_バックホウ運転(賃料)
クレーン付2.9t吊_山積0.8m3        0.25      日    

               単第0-0060  表    
                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1        箇所   



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0067
機-28_バックホウ運転(賃料) S9035          単第0 -0060  表    
クレーン付2.9t吊_山積0.8m3        1         日    

運転手(特殊)
       1.00      人    

           
                    

軽油
パトロール給油,2～4KL積載車給油       65.00       L    

           
                    

<賃>バックホウ(クローラ型クレーン機能付)
山積0.8m3(平積0.6)吊能力2.9t
排1～3,2011,2014

       1.16    供用日  
           

                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         日    

A=12         クレーン付2.9t吊_山積0.8m3              B=65         軽油消費量(L/日)                         
C=1          運転労務数量(人/日)                      D=1.16       機械賃料数量(供用日/日)                  



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0068

     1,206.10000  5.58%  77.45%  16.97%   0.00%

基礎砕石 SPK24040034     単第0 -0061  表    
砕石の厚さ7.5cmを超え12.5cm以下RC-40        1         m2    

<賃>バックホウ(クローラ型) バックホウ
山積0.8m3(平積0.6)
排1～3,2011,2014

クローラ型
山積0.8m3(平積0.6m3)

KTPC00018  
KTPT00018    5.55%

その他(機械) その他(機械) EK009      
       

普通作業員 普通作業員 RTPC00002  
RTPT00002   37.13%

特殊作業員 特殊作業員 RTPC00001  
RTPT00001   15.71%

運転手(特殊) 運転手(特殊) RTPC00006  
RTPT00006   14.81%

土木一般世話役 土木一般世話役 RTPC00009  
RTPT00009    9.27%

その他(労務) その他(労務) ER009      
       

再生クラッシャラン 再生クラッシャーラン
40～0mm RC-40

TTPC00008  
TTPT00008   11.93%

軽油 軽油パトロール給油
パトロール給油,2～4KL積載車給油

TTPC00013  
TTPT00013    5.01%



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0069

     1,206.10000  5.58%  77.45%  16.97%   0.00%

基礎砕石 SPK24040034     単第0 -0061  表    
砕石の厚さ7.5cmを超え12.5cm以下RC-40        1         m2    

その他(材料) その他(材料) EZ009      
       

積算単価 積算単価 EP001      
       

A=2          砕石の厚さ7.5cmを超え12.5cm以下         B=1          RC-40                                   
D=1          -(全ての費用)                           

                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0070
水中コンクリート打設(ポンプ車直接打設) S5043005       単第0 -0062  表    
18-8-40BB       10         m3    

水中コンクリート
呼び強度18,スランプ8,粗骨材40
W/C(60％),種別(高炉)

      10.6       m3    
           

                    
割増しを含む

コンクリートポンプ車運転
ブーム式  90～110m3/h
就業8時間

       0.2       日    
               単第0-0063  表    

                    

潜水士船
運転1日(就業8時間)
D270ps型_3～5t_199kW

       0.1       日    
               単第0-0064  表    

                    

土木一般世話役
       0.3       人    

           
                    

特殊作業員
       0.4       人    

           
                    

普通作業員
       0.9       人    

           
                    

雑材料
       0.5        %    

#06        
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                          10         m3    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         m3    

A=1          50m3未満                                B=1          18-8-40BB                               
D=1          小型車割増なし                          



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0071
コンクリートポンプ車運転 S5980007       単第0 -0063  表    
ブーム式  90～110m3/h 就業8時間        1         日    

軽油
パトロール給油,2～4KL積載車給油       88          L    

           
                    

運転手(特殊)
       1.00      人    

           
                    

コンクリートポンプ車
トラック架装・ブーム式
圧送能力90～110m3/h

       6.80     時間   
           

                    

損料 (供用)
       1.14      日    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         日    

A=1          ブーム式  90～110m3/h                   



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0072
潜水士船 S9738          単第0 -0064  表    
運転1日(就業8時間) D270ps型_3～5t_199kW        1         日    

軽油
ミニローリー
船舶用(取引税抜き)

      12.9       10L   
           

129/10              

潜水世話役
       0.24      人    

           
0.2*1.2             

潜水士
       1.20      人    

           
1*1.2               

潜水連絡員
       1.20      人    

           
1*1.2               

潜水送気員
       1.20      人    

           
1*1.2               

潜水士船
潜水士船
D270PS型3～5t吊7.3GT

       1         日    
           

                    

損料(供用)
       1.65      日    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         日    

A=1          運転1日(就業8時間)                      B=1          単独潜水方式                            



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0073
溶接金網設置工 V000000700     単第0 -0065  表    

     100         m2    

普通作業員
       2         人    

           
                    

丸鉄線溶接金網
6.0×150×150mm      100         m2    

           
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                         100         m2    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         m2    



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0074

       378.19000 55.72%  28.19%  16.09%   0.00%

掘削 SPK24040001     単第0 -0066  表    
土砂 水中掘削        1         m3    

ドラグライン及びクラムシェル ドラグライン及びクラムシェル
油圧ロープ式・クローラ型
平積0.8m3

油圧ロープ式・クローラ型
平積0.8m3

MTPC00065  
MTPT00065   55.72%

運転手(特殊) 運転手(特殊) RTPC00006  
RTPT00006   28.19%

軽油 軽油パトロール給油
パトロール給油,2～4KL積載車給油

TTPC00013  
TTPT00013   16.09%

積算単価 積算単価 EP001      
       

A=1          土砂                                    B=4          水中掘削                                

                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0075
構造物とりこわし工(無筋構造物) SDT00031       単第0 -0067  表    
機械施工        1         m3    

昼間_無筋構造物【手間のみ】
機械施工
時間的制約なし

       1.000     m3    
           

                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         m3    

A=1          昼間施工                                B=1          機械施工                                
C=2          低騒音・低振動対策                      D=1          時間的制約なし                          

   
                          
                                                  



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0076

     3,148.00000 10.58%  36.99%  52.43%   0.00%

コンクリート切断 SPK24040306     単第0 -0068  表    
ブロック積 コンクリート舗装版厚15cmを超え30cm以下        1          m    

コンクリートカッタ コンクリートカッタ
バキューム式(超低騒音型)・湿式
切削深30cm級ブレード径φ75cm

バキューム式(超低騒音型)・湿式
切削深30cm級ブレード径φ75cm

MTPC00057  
MTPT00057    7.20%

その他(機械) その他(機械) EK009      
       

特殊作業員 特殊作業員 RTPC00001  
RTPT00001   12.66%

土木一般世話役 土木一般世話役 RTPC00009  
RTPT00009    6.84%

普通作業員 普通作業員 RTPC00002  
RTPT00002    5.66%

その他(労務) その他(労務) ER009      
       

コンクリートカッタブレード コンクリートカッタブレード
自走式切断機用
径75cm(30インチ)

自走式切断機用
径75cm(30インチ)

TTPC00016  
TTPT00016   23.68%

コンクリートカッタブレード コンクリートカッタブレード
自走式切断機用
径56cm(22インチ)

自走式切断機用
径56cm(22インチ)

TTPC00015  
TTPT00015   16.23%

コンクリートカッタブレード コンクリートカッタブレード
自走式切断機用
径35cm(14インチ)

径14インチ
TTPC00344  
TTPT00344    9.93%



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0077

     3,148.00000 10.58%  36.99%  52.43%   0.00%

コンクリート切断 SPK24040306     単第0 -0068  表    
ブロック積 コンクリート舗装版厚15cmを超え30cm以下        1          m    

ガソリン,レギュラー ガソリンレギュラースタンド
スタンド渡し,スタンド給油

TTPC00014  
TTPT00014    1.76%

その他(材料) その他(材料) EZ009      
       

積算単価 積算単価 EP001      
       

A=2          コンクリート舗装版                      C=2          コンクリート舗装版厚15cmを超え30cm以下  
E=1          -(全ての費用)                           

                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0078

     3,216.60000 41.69%  43.88%  14.43%   0.00%

殻運搬 SPK24040151     単第0 -0069  表    
Co(無筋)構造物とりこわし DID区間有り 運搬距離23.2km以下(18.5km超)        1         m3    

ダンプトラック[オンロード・ディーゼル] ダンプトラック[オンロード・ディーゼル]
10t積級
(タイヤ損耗費及び補修費(良好)を含む)

10t積級
(タイヤ損耗費及び補修費(良好)を含む)

MTPC00018T1
MTPT00018T1 41.69%

運転手(一般) 運転手(一般) RTPC00007  
RTPT00007   43.88%

軽油 軽油パトロール給油
パトロール給油,2～4KL積載車給油

TTPC00013  
TTPT00013   14.43%

積算単価 積算単価 EP001      
       

A=1          Co(無筋)構造物とりこわし                B=1          機械積込                                
C=2          DID区間有り                             D=61         運搬距離23.2km以下(18.5km超)            
E=1          -(全ての費用)                           

                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0079
既設電線管移設工 V000000900     単第0 -0070  表    
手間のみ（材料流用）        1         式    

電工
       6         人    

           
                    

諸雑費
       0.000     式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         式    



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0080
水位計復旧工 V000001000     単第0 -0071  表    
手間のみ（材料流用）        1         式    

電工
       3         人    

           
                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         式    



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0081
仮設材等(鋼矢板,H鋼,覆工板,敷鉄板等)運搬S1000007       単第0 -0072  表    
運搬距離 10km 製品長 12m以内 本体仮設工        1         式    

基本運賃
運搬距離 10km
製品長 12m以内 運搬質量 21.8t

       1.000     式    
               単第0-0073  表    

                    

往復            
                    

積込み,取卸しに要する費用
       1.000     式    

               単第0-0074  表    
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         式    

A=10         運搬距離(km)                             B=1          12m以内                                 
C=1          -                                       D=1          -                                       
E=21.8       運搬質量(t)                              F=1          -                                       
H=1          -                                       J=1          -                                       
L=1          基地積込み・取卸し,現場積込み・取卸し   



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0082
基本運賃 S1000009       単第0 -0073  表    
運搬距離 10km 製品長 12m以内 運搬質量 21.8t        1         式    

基本運賃
       1.000     式    

           
                    

※直接経費の対象外
t当り基本運賃

      21.800      t    
           

                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         式    

A=1          基本運賃                                B=10         運搬距離(km)                             
C=1          12m以内                                 D=21.8       運搬質量(t)                              



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0083
積込み,取卸しに要する費用 S1000009       単第0 -0074  表    

       1         式    

仮設材積込み費（基地）
      21.800     ｔ    

           
                    

仮設材取卸し費（現場）
      21.800     ｔ    

           
                    

仮設材積込み費（現場）
      21.800     ｔ    

           
                    

仮設材取卸し費（基地）
      21.800     ｔ    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         式    

A=5          積込み,取卸しに要する費用               D=21.8       運搬質量(t)                              
K=1          基地積込み・取卸し,現場積込み・取卸し   



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0084
仮設材等(鋼矢板,H鋼,覆工板,敷鉄板等)運搬S1000007       単第0 -0075  表    
運搬距離 10km 製品長 12m以内 本体築造工        1         式    

基本運賃
運搬距離 10km
製品長 12m以内 運搬質量 17.8t

       1.000     式    
               単第0-0076  表    

                    

往復            
                    

積込み,取卸しに要する費用
       1.000     式    

               単第0-0077  表    
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         式    

A=10         運搬距離(km)                             B=1          12m以内                                 
C=1          -                                       D=1          -                                       
E=17.8       運搬質量(t)                              F=1          -                                       
H=1          -                                       J=1          -                                       
L=1          基地積込み・取卸し,現場積込み・取卸し   



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0085
基本運賃 S1000009       単第0 -0076  表    
運搬距離 10km 製品長 12m以内 運搬質量 17.8t        1         式    

基本運賃
       1.000     式    

           
                    

※直接経費の対象外
t当り基本運賃

      17.800      t    
           

                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         式    

A=1          基本運賃                                B=10         運搬距離(km)                             
C=1          12m以内                                 D=17.8       運搬質量(t)                              



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0086
積込み,取卸しに要する費用 S1000009       単第0 -0077  表    

       1         式    

仮設材積込み費（基地）
      17.800     ｔ    

           
                    

仮設材取卸し費（現場）
      17.800     ｔ    

           
                    

仮設材積込み費（現場）
      17.800     ｔ    

           
                    

仮設材取卸し費（基地）
      17.800     ｔ    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         式    

A=5          積込み,取卸しに要する費用               D=17.8       運搬質量(t)                              
K=1          基地積込み・取卸し,現場積込み・取卸し   



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0087
仮設材等(鋼矢板,H鋼,覆工板,敷鉄板等)運搬S1000007       単第0 -0078  表    
運搬距離 10km 製品長 12m以内 埋設鋼矢板        1         式    

基本運賃
運搬距離 10km
製品長 12m以内 運搬質量 21.8t

       1.000     式    
               単第0-0073  表    

                    

積込み,取卸しに要する費用
       1.000     式    

               単第0-0079  表    
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         式    

A=10         運搬距離(km)                             B=1          12m以内                                 
C=1          -                                       D=1          -                                       
E=21.8       運搬質量(t)                              F=1          -                                       
H=1          -                                       J=1          -                                       
L=2          基地積込み,現場取卸し                   



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0088
積込み,取卸しに要する費用 S1000009       単第0 -0079  表    

       1         式    

仮設材積込み費（基地）
      21.800     ｔ    

           
                    

仮設材取卸し費（現場）
      21.800     ｔ    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         式    

A=5          積込み,取卸しに要する費用               D=21.8       運搬質量(t)                              
K=2          基地積込み,現場取卸し                   


